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膵

茨城県はタ　高齢化社会に向けて，高齢者や障害者をはじめ，誰もが

安心していきいきと生活できるよう福祉◎医療e健康増進e生きがい

づくり等の機能を備えたタ　総合的な「太にやさしいまちづくり」のモ

デルとなる新たなまちづくりを計画しています。このような状況の中

で，やさしさのまち「桜の郷」整備推進事業が計画されたもので，そ

の予定地内には石原遺跡をはじめ多くの遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査事業につ

いての委託契約を結び，平成Ⅲ年4月から平成温2年3月まで石原遺跡

の発掘調査を実施してまいりました。この調査によって貴重な遺構9

遺物が検出され学　郷士の歴史を解明する上で多太な成果をあげること

ができました。

本書は，石原遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が学

術的な研究資料としてはもとより，教育，文化の線上の一助として広

く活用されることを希望いたします。

なお撃　発掘調査から幸経常書の刊行に至るまでタ　委託者である茨城県

から多大なる御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。

またや　茨城県教育委員会，茨城町教育委員会9　茨城町特定開発課を

はじめ9　関係各機関及び関係各位からいただいた御指軋　御協力に対

し9　衷心より感謝の意を表します。

平成12年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 言

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成10年度に発掘調査した，茨城県東茨城郡
いしはら

茨城町太字大戸に所在する石原遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間および整理期間は，以下の通りである。

調　　　査　平成10年4月1日～平成11年3月31日

整　　　理　平成11年4月1日～平成12年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第1課長沼田文夫の指揮のもと，調査第1班長瓦吹堅，主任調査員村上和彦，

川又清明，長谷川聡，副主任調査員皆川修，田原康司が担当した。

4　当遺跡の整理および本書の執筆e編集は，整理課長川井正一指揮のもと，主任調査員村上和彦が担当した。

5　当書の作成にあたり，弥生土器の編年について，財団法人ひたちなか市文化・スポーツ振興公社の鈴木素

行氏にご指導いただいた。

6　当遺跡から出土した鉄器の金属学的保存処理については，岩手県立博物館に委託した。

7　発掘調査及び整理に際し，ご指導，ご協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



凡

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，石原遺跡はⅩ軸＝35，440m，Y軸＝

52，080mの交点を（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C‥・，西から東へ1，2，3

…とし，その組み合わせで「Al区」「B2区」のように呼称した。さらに，小調査区も同様に北から南へa，

b，C・・・j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」

のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑－SK　堀・清一SD　掘立柱建物跡－SB　その他－SX

遺物　　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品TM　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示

炉

●土器

竃

○土製晶

焼土
赤色顔料

黒色処理「「床硬化面
」　＿＿．」

⊂］石器・石製晶　　　▲　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺500分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標北から

みて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（餉　N－100－E N－100－W）

なお，推定値は〔〕を付して示した。

（4）土器の計測値は，A－口径　B一器高　C一底径　D一高台（脚）径　E一高台（脚）高　F－つまみ

径　H－頚部最小径I－胴部最大径　G－つまみ高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，

推定値は〔〕を付して示した。

（5）遣物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。



抄 ′羞

ふ　 り　 が　 な 恒 しきのまちさくらのさとせいびじぎょうまいぞうぶんかぎいちょうさほうこ仕 よ

書　　　　　 名 恒 しきのまち 「桜の郷」整備事業埋蔵文イヒ財調査報告書

副　　 書　　 名 序 原遺跡

巻　　　　　　 次 巨

シ リ　ー　ズ　名 茨城県教育財団文化財謂餓 告

シ リー ズ 番 号 庫 鵬

編　 著　 者　 名 恒 和彦

編　 集　 機　 関 ！財団法Å 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 恒 温の陣の9温且茨城県水戸市見和げ 冒356番地の2　 T E L の29 …225 …6587

発　 行　 機　 関 桓 団法人 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 巨 31の胤 茨舶 紺 繍 租 丁目356番地の2　 T E L の29 …225 欄 87

発・行　年　月　日 恒 憫 踊 細 酬

ふ　 り　 が　 な

所　 収　 遺　 跡

ふ　 り　 が　 な

コー ド　　 北　 緯　 東　 軽 標　 高　 調 査 機 関　 調 査 面 積　　 調 査 原 因

所　　 在　　 地

石　 原　 遺　 跡

迷 ‾靂 姦 策 蓑豪 速叢 轟 音　 08 3の2　　 36 度　 摘の度　 26　 且99 8 9 4の温　　　　　 やさしさの路 程楓

業 等 笑 声 等 岩 窟　　　　　　　　 温8分　 24 分　 ～　　 ～　　 榊 且痛　 整腑 腕 章踊

ばん　ナノ
3，13 1番 地 ほ か 22 0 5 5秒　　　 55秒　 28 m　 l伸 9 0 3 3 1

l看－ － 題S S S S Ⅷ喜書喜■18 8 m 看
所　 収　 遺　 跡　 名 種　 別　　 主　 な　時 機　　　 主　 な 遺 構　　　　　 主　 な　 遺　 物　　　　　　 特　 記　 事　 項

右　 原　 遺　 跡 そ の 他　 縄　 文　 時　 代 陥 し穴　　　 3基　　　　　　　　　　　　　　　 縄 文 時 代 か ら平 安 時 代 に

集落 跡　 弥 生 時 代 後期 後 半 竪 穴 住 居 跡 且7軒　 般 雄 愚 高酌 土製品髄 率潮 路　 か け て の 集 落 跡 。 特 に タ

弥生土器朋 航 路 馳 鰍 壷舶 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら古
娘 時代鯛 鮮 瀾 酬 朋 朋 竪 穴 住 居 跡　 6 軒

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　項 時 代 前 期 に か け て ， さ

古 墳 時 代 前 期　 竪 穴住 居 跡 蟻 軒　 土摘 軒 納 骨 酢 蛸 脾 滴台　 ら に 奈 良 時 代 に太　 な集

士坑　　　　 1 碁 付軒豊壌 は 鋸 拍抹 土錘瀦錘単層　 清 が 形 成 さ れ た 。 出 土 士

状土産痛 製鋸 紡錘車順 製品膿鉄）　 器 と して ， 漆 付 着 の 墨 書

日 日 ‾‾日 日 ‾‾一 言 竪穴 住 居 跡 3。軒 土糟 （繍 葉蘭 腑 高鍋 細 土 器 も見 つ か っ て い る。
奈　 良　 時

土 坑　　 13碁　 盤・碧豆 製品受酢戯製品載酢1廿

平　 安　 時　 代　 竪 穴 住 居 跡　 9 軒　 周 錮 ・締 付冊 牒 醜 瀞 付柑 甘 ．

そ の他　 中　 ・　 近　 世

生 産 跡　 近　 ・　 現　 代

土製品い細 腰製品㈲ 鍍具・刀子涌鏑品挽鄭

土 坑　　　　 2 基　 揺 り鉢 片 ， 陶 器 片

炭 窯 跡　　　 1碁

そ の 他　 時　 期　 不　 明　 掘立柱建物跡　 2棟

土 坑　　　　 72基

道 路 状遺 構　 1条

清　　　　　 8 条



圃 次

序

例言

凡例

抄録

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序の検討

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

（1）弥生時代後期後半

（2）弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭

（3）古墳時代

（4）奈良・平安時代

2　陥し穴

3　士坑

4　掘立柱建物跡

6　炭窯跡

7　道路跡

8　遺構外出土遺物

第4節　まとめ

写真図版



挿　図　因，次

第1図　石原遺跡周辺遺跡分布図…………………5

第2囲　石原遺跡調査区設定図‥・…‥‥…‥‥……・6

第3図　石原遺跡全体図

第4図　基本土層図

第5図　第2号住居跡実測図………………………11

第6図　第2号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）…13

第7図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）……・…‥14

第8図　第4号住居跡実測図………‥・…・……・・…15

第9図　第4号住居跡出土遺物実測・拓影図……16

第10図　第5号住居跡実測図‥………‥…‥‥……・18

第11図　第5号住居跡出土遺物実測・拓影図……19

第12回　第8号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥…・…・‥‥‥・20

第13図　第8号住居跡出土遺物実測e拓影図……21

第14図　第12号住居跡実測図‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥…・23

第15図　第12号住居跡出土遺物実測e拓影図……24

第16図　第14号住居跡実測図…‥‥‥……‥‥…‥…25

第17図　第14号住居跡出土遺物実測・拓影図……26

第18図　第17号住居跡実測図………………………27

第19図　第17号住居跡出土遺物実測e拓影図……28

第20図　第25号住居跡実測図………………………29

第21図　第25号住居跡出土遺物実測。拓影図……30

第22回　第28号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥‥‥……‥…31

第23図　第28号住居跡出土遺物実測e拓影図……32

第24図　第30号住居跡実測図「………………………33

第25図　第30号住居跡出土遺物実測の拓影図……34

第26図　第41号住居跡実測図‥……‥…‥…………35

第27図　第41号住居跡出土遺物実測・拓影図……36

第28図　第45号住居跡実測図……‥‥‥‥‥…‥‥…・38

第29回　第45号住居跡出土遣物実漁巨拓影図（1）‥・39

第30図　第45号住居跡出土遺物実測図（2）…………40

第31回　第51別封書跡実測図‥…‥‥‥‥…‥・…‥…41

第32回　第51号住居跡出土遺物実測e拓影図……42

第33図　第62号住居跡実測図‥…‥‥‥‥…‥‥…‥‥45

第34図　第62号住居跡出土遺物実測0拓影図……46

第35図　第64ぢ・住居跡実測図‥‥‥……‥‥‥‥…‥‥47

第36図　第64号住居跡出土遺物実測・拓影図……48

第37図　第77号住居跡実測図「………………………49

第38図　第77号住居跡出土遺物実測・拓影図……50

第39図　第83号住居跡実測図…・…………………・・52

第40図　第83号住居跡出土遺物実測図「……………52

第41回　第10号住居跡実測図‥‥……‥‥‥‥………54

第42回　第10号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）…55

第43図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）…………56

第44図　第23号住居跡実測図「………………………58

第45図　第23号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）…59

第46図　第23号住居跡出土遺物実測e拓影図（2ト・60

第47図　第36号住居跡実測図………………………62

第48図　第36号住居跡出土遺物実測e拓影図……63

第49図　第49号住居跡実測図………………………64

第50図　第49号住居跡出土遺物実測e拓影図……65

第51図　第66号住居跡実測図…………‥・…………66

第52回　第66号住居跡出土遺物実測・拓影図……67

第53図　第67号住居跡実測図・……………………‥69

第54図　第67号住居跡出土遺物実測図……………70

第55図　第13号住居跡実測図………………………72

第56図　第13号住居跡出土遺物実測図……………72

第57図　第18号住居跡実測図………………………73

第58図　第18号住居跡出土遺物実測図……………74

第59図　第20号住居跡実測図…………・…・………・75

第60図　第20号住居跡出土遣物実測図‥…‥‥……76

第61図　第29号住居跡実測図………………………77

第62図　第29号住居跡出土遺物実測図「……………78

第63図　第32号住居跡・出土遺物実測図「…………80

第64回　第33号住居跡実測図……‥‥‥‥‥……‥…81

第65図　第33号住居跡出土遺物実測図・…………‥82

第66図　第40号住居跡実測図‥…‥………‥…‥‥‥83

第67図　第40号住居跡出土遺物実測図……………83

第68図　第圭1号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥‥…‥‥‥‥‥84

第6t）図　第‘L揖住居跡出土遺物実測図‥…‥‥‥‥‥85

第70図　第48号住居跡実測図………‥‥…‥‥‥‥…86



第71図　第48号住居跡出土遺物実測図　…………87

第72図　第53号住居跡実測図・…………………‥88

第73図　第53号住居跡出土遺物実測。拓影図　…89

第74図　第54号住居跡実測図　‥‥‥‥・…‥………・92

第75図　第54号住居跡出土遺物実測図　…………93

第76図　第55号住居跡実測図　‥‥‥‥‥‥…‥…‥‥96

第77回　第55号住居跡出土遺物実測図・………‥97

第78図　第60号住居跡実測図　……………………98

第79回　第60号住居跡出土遺物実測図・………‥99

第80図　第71号住居跡実測図「……………………100

第81図　第71号住居跡出土遺物実測・拓影図…101

第82図　第73号住居跡実測図…‥……‥…‥……101

第83図　第73号住居跡出土遺物実測・拓影図…103

第84図　第75号住居跡実測図……………………105

第85図　第75号住居跡出土遺物実測e拓影図…106

第86図　第1号住居跡実測図……………………107

第87回　第1号住居跡出土遺物実測図…………107

第88回　第3号住居跡実測図‥‥…‥…‥…‥…‥109

第89図　第3号住居跡出土遺物実測図…………110

第90図　第6号住居跡実測図‥…‥‥‥‥‥………1．11

第91図　第6号住居跡出土遺物実測図………‥・112

第92図　第7号住居跡実測図……・……・………・113

第93図　第7号住居跡出土遺物実測図…………114

第94図　第9号住居跡実測図・…………………‥116

第95図　第9号住居跡出土遺物実測・拓影図…117

第96図　第11号住居跡実測図…‥…‥…‥………．118

第97回　第11号住居跡出土遺物実測図…・……‥H9

第98図　第15号住居跡実測図…‥…‥‥‥‥・‥‥…120

第99図　第15号住居跡出土遺物実測図…‥‥‥…121

第100図　第16号住居跡実測図‥‥‥…‥‥……‥‥・122

第101図　第16号住居跡出土遺物実測・拓影図　…124

第102図　第19号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥…‥‥…‥126

第103図　第19号住居跡出土遺物実測図‥‥‥‥…・127

第104回　第21別封【朋亦実測図‥‥…‥‥…‥‥……＿128

第105図　第21号住居跡出土遺物実測図…‥……・129

第106回　第22号住居跡実測図‥‥‥………‥…‥‥131

第107図　第22号住居跡出土遺物実測図…‥‥‥‥・132

第108図　第24号住居跡実測図………‥‥…‥‥‥‥13こ】

第109図　第24号住居跡出土遺物実測図…………134

第110図　第26号住居跡実測図………・…………‥136

第111図　第26号住居跡出土遺物実測図…………136

第112回　第27号住居跡実測図‥…‥‥…‥‥…‥…137

第113図　第27号住居跡出土遺物実測図…………138

第114図　第31号住居跡実測図・…‥‥‥‥‥…‥‥…140

第115図　第31号住居跡出土遺物実測・拓影図　…141

第116図　第34号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…・144

第117図　第34号住居跡出土遺物実測図…………145

第118回　第37号住屠跡実測図……‥‥‥‥…‥‥…146

第119図　第37号住居跡出土遺物実測図・………‥147

第120図　第38号住居跡実測図…‥‥‥‥‥‥‥‥‥…149

第121図　第38号住居跡出土遺物実測・拓影図　…150

第122図　第39号住居跡実測図……………………151

第123図　第39号住居跡出土遺物実測図…………152

第124囲　第42号住居跡実測図‥…………‥‥……154

第125図　第42号住居跡出土遺物実測図…………155

第126回　第43号住居跡実測図……‥‥…‥‥‥‥…156

第127回　第43号住居跡出土遺物実測図‥‥‥……157

第128図　第46号住居跡実測図‥‥……‥‥‥‥‥‥‥159

第129図　第46号住居跡出土遺物実測図・………‥160

第130図　第47号住居跡実測図……‥‥‥…‥…‥‥162

第131図　第47号住居跡出土遣物実測図‥……‥‥162

第132図　第50号住居跡実測図・………・…………・164

第133図　第50号住居跡出土遺物実測図……・…‥165

乳134図　第52号住居跡実測図‥……‥‥‥……‥‥167

第135図　第52号住居跡出土遺物実測・拓影図　…168

第136図　第56号fm瑚亦実測図‥‥‥‥‥‥‥…‥…‥169

第137図　第56号住居跡出土遺物実測図…………170

第138図　第57号住居跡実測図…‥‥‥……‥……・172

第139図　第57号住居跡出土遺物実測図‥‥‥……173

第140図　第58号住居跡実測図‥……‥‥…‥‥…‥174

第141図　第58号住居跡出土遺物実測図‥……・…175

第142回　第59号住居跡実測図‥…‥…‥‥…・……177

第143回　第59号住居跡出土遺物実測・拓影図　…178

第144回　第61号住居跡実測図‥‥‥……‥…‥‥…179

第＿‖5図　第61封拭朋亦出土遺物実測図‥…‥‥…180

第146回　第63－A・B号住居跡実測図　‥‥‥・‥…182



第147回　第63－A号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥183

第148回　第63－B号住居跡出土遺物実測図　……184

第149図　第65号住居跡実測図…‥…‥……‥‥‥‥185

第150回　第65別捕；・跡出土遺物実測図‥・‥…‥‥186

第151回　第68号住居跡実測図‥‥‥‥‥‥‥・………187

第152図　第68号住居跡出土遺物実測ト拓影図　…188

乳153図　第69号住居跡実測図‥……・‥…‥‥‥‥‥189

第154図　第69別口書跡出土遺物実測図‥‥‥‥‥‥190

第155図　第70号住居跡実測図‥‥‥‥…‥‥…‥…・191

乳156図　第7（楊甘居跡J旧二遺物実測図‥…‥‥…192

第＿157図　第74号住居跡実測図‥‥…‥‥‥‥…‥…・193

第158図　第74号fm寺跡J＿1上し遺物実測図‥‥‥‥…・194

第＿15叶Xl　第76ぢ・住居跡実測図…‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥195

第160図　第7の月骨口跡出土遺物実測図‥‥‥……196

第16月叫　第78号住居跡実測図…‥‥‥‥‥・‥‥……198

第16封、Xl　第撒号住居跡出土遺物実測図‥…‥…‥199

第163回　第79号住居跡実測図‥…‥‥…‥…‥‥‥・201

第16∠1図　第押封口調亦出土遺物実測図…‥‥…‥202

第1（う5図　第80号住居跡実測図……・………‥‥‥‥204

第166図　第80号住居跡出土遣物実測図…‥…‥‥205

第167囲　第81弓・住居跡実測図‥‥‥‥‥…‥‥…‥‥206

第168図　第8日目輔凋こ出士遺物実測図…‥‥…‥207

第169図　第82号住居跡実測図…‥…‥‥‥‥‥……208

第170図　第82号住居跡出土遺物実測図…‥‥‥…209

第171回　第1号陥し穴実測図……‥…・…・‥‥‥‥212

第172回　第2号陥し穴実測図………‥………・…212

第173図　第3号陥し穴実測図……‥‥‥……・‥…213

第174図　第6号土坑・出土遺物実測図…‥‥‥…215

第175回　第10号土坑・出土遺物実測図‥…‥‥…215

第176図　第29号土坑・出土遺物実測図‥‥‥‥‥‥217

第177図　第5描」二坑・出土遺物実測図‥‥‥……218

乳178図　第58号」二坑・出土遺物実測図・‥…‥・…219

第17纏I　第65号土坑・出土遣物実測図‥‥…‥…220

第180図　第91号土坑・出土遺物実測図…‥‥‥…221

第181図　上坑実測図（＝

第182国　土坑実測図（2）

第183図　上坑実測図日）

第184図　上坑実測図日）

第且85国　土坑実測図（5）

222

223

224

225

226

第186図　第1ぢ・掘立柱建物跡実測図‥‥‥‥‥‥…229

第187図　第2号掘立柱建物跡実測図‥‥‥‥‥‥…2：30

第温88図　第1－7号藩士層，第1号道路跡土層，

第3号溝～＿I主上遺物実測図　…‥‥……‥…23‾1

第18到叫　第1号炭窯跡・～＿＿旧二遺物実測図‥‥‥…233

第190図　遺構外出土遺物実測・拓影矧11………236

第191図　遺構外出土遺物実測図（2日‥…‥…‥‥…237

第192回　集落変遷図

東　　田　　次

表1　石原遺跡周辺遺跡1一一一一覧表　‥…‥‥‥‥‥‥……・4

表2　石原遺跡住居跡一一一一一一Yl一覧表　‥…‥…‥‥‥…‥…209

表3　石原遺跡陥し穴－1－1－－－一覧表　‥‥…‥……………214

表∠1石原遺跡上坑一一一一一一覧表　…………‥…・‥‥‥…227

表5　石原遺跡港一覧表

写東園版圃次

P Ll　第㌢㌢住居跡遺物出土状軋＝，第2号住居

跡遺物出土状況（2），第2号住居跡遺物出土

状況甘L　等月号住居跡，第4号住居跡遺物出

土状況，第5号住居跡遺物出土状況（叛　第

5号住居跡遺物出土状況（結　第8号住居跡

遺物出土状況

P L2　計12号住居跡，第12号住居跡遺物出土状況、

第14号住居跡遺物出土状況，第17号住居跡

遣物出土状況，第25冒・住居跡遺物出土状況

（叛　第25号住居跡遺物出土状況（2），第28号



住居跡，第41号住居跡

PL3　第41号住居跡遺物出土状況（1），第射号住居

跡遺物出土状況（2），第45号住居跡遺物出土

状況（1），第45号住居跡遺物出土状況（2），第

51号住居跡遺物出土状況し＝，第51号住居跡

遺物出土状況（2），第62号住居跡遺物出土状

況（1），第62号住居跡遺物出土状況（2）

PL4　第77号住居跡，第77号住居跡遺物出土状況

（1），第77号住居跡遺物出土状況（2），第83号

住居跡遺物出土状況，第10号住居跡，第10

号住居跡遺物出土状況，第23号住居跡，第

23号住居跡遺物出土状況用

PL5　第23号住居跡遺物出土状況（結　第36号住居

跡遺物出土状況，第49号住居跡遣物出土状

況，第66号住居跡遺物出土状況（待　第66号

住居跡遺物出土状況（2），第67号住居跡遺物

出土状況（叛　第67号住居跡遺物出土状況（2），

第13号住居跡遺物出土状況

P L（i　第20封日吉跡遺物出士状況，第29号住居跡，

第29号住居跡遺物出土状況，第29号住居跡

炉，第姐号住居跡遺物出土状況（待　第44号

住居跡遺物出土状況（2），第48号住居跡遺物

出土状況（待　第48号住居跡遺物出土状況（2）

PL7　第49号住居跡，第53・79号住居跡，第53号

住居跡遺物出土状況（待　第53号住居跡遺物

出土状況（2），第54号住居跡遺物出土状況（待

第54号住居跡遺物出土状況（2），第60号住居

跡，第60号住居跡遺物出土状況

PL8　第73号住居跡遺物出土状況，第75号住居跡，

第75号住居跡遺物出土状況（待　第75号住居

跡遺物出土状況（2），第3号住居跡遺物出土

状況，第6号住居跡竃，第7号住居跡，第

7号住居跡遺物出土状況

PL9　第9号住居跡遺物出土状況，第11号住居跡，

第11号住居跡遺物出土状況，第15号住居跡

遺物出土状況，第16号住居跡，第16号住居

跡遣物出土状況聞，第16号住居跡遺物出土

状況（2），第19号住居跡遺物出土状況

PLlO　第19号住居跡竃，第21号住居跡遺物出土状

況，第24号住居跡，第24号住居跡遣物出土

状況（1），第24号住居跡遺物出土状況（2），第

24号住居跡遺物出土状況畑，第24号住居跡

竃，第27号住居跡遺物出土状況（l）

PLll　第27号住居跡遺物出土状況（2），第31号住居

跡遺物出土状況，第31号住居跡竃，第34号

住居跡掘り方，第34号住居跡遺物出土状況，

第38号住居跡遺物出土状況（待　第38号住居

跡遺物出土状況（結　第39号住居跡遺物出土

状況

PL且2　第42号住居跡，第42号住居跡遺物出土状況，

第43号住居跡遺物出土状況，第46号住居跡

遺物出土状況，第47号住屠跡遺物出土状況，

第50号住居跡遺物出土状況，第52号住居跡

鼠　第56号住居跡

I〕IJl3　第56号住居跡遺物出土状況、第57号住居跡

遺物出十状況，第58号住居跡，第58号住居

跡遺物出土状況，第61号住居跡遺物出土状

況，第63－A e B号住居跡，第65号住居跡，

第65号住居跡遺物出土状況

PL14　第68号住居跡，第68号住居跡遺物出土状況，

第70号住居跡，第70号住居跡遺物出土状況，

第74号住居跡遺物出土状況，第61・78号住

居跡，第78号住居跡竃，第79号住居跡遺物

出土状況

PL15　第81号住居跡，第81号住居跡遺物出土状況

（l），第81号住居跡遺物出土状況（2），第136

82号住居跡，第1号陥し穴，第22号住居

跡・第1・2号溝，第1・2号掘立柱建物

跡，完掘状況

PL16　第2・4・5・8・12・17号住居跡出土

遺物

P L17　第12・25・28・30・41・45・77号住居跡出

土遺物

PL18　第45・51・62・77・83号住居跡出土遺物

I）L19　第10・23・36・49・66・67㌢住居跡出土

遺物



PL20　第66e67e18e53号住居跡出土遺物

PL21第67e20・29・33・44・48e53・54・60号

住居跡出土遺物

PL22　第48・54・55e73号住居跡出土遺物

PL23　第73・75e　3　e　7・9・11・16e19号住居

跡出土遺物

PL24　第11・15・16・19・21・22号住居跡出土

遺物

PL25　第24e26・27・31e37e38e39・43e46号

住居跡出土遺物

P L26　第31・34・37・39・42・43・46・47・52・

57・63－A号住居跡出土遺物

PL27　第50e52e56・57・58・65e68e69e76号

住居跡出土遺物

PL28　第74・78・79e81号住居跡，第6。58号土

坑，遺構外出土遺物

PL29　出土土器片（1）

PL30　出土土器片（2）

PL31出土土製品（1）

PL32　出土土製品（2）

PL33　出土土製品，出土金属製品



第1章　調　癒　経　緯

第且節　調査に至る経過

やさしさのまち「桜の郷」整備事業は，福祉・医療・健康増進e生きがいづくり等の機能を備えた，高齢化

社会に対応できる総合的な人にやさしいまちづくりのモデルとなる新たなまちづくりプロジェクトであり，茨

城県のほぼ中央に位置する茨城町において整備を目指している。

工事に先立ち，平成9年1月20日，茨城県は，茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵文化財の所在

の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，平成9年3月14日から，近藤・大戸地区の

試掘調査を実施し，工事予定地内に石原遺跡，宮後遺跡が所在する旨を茨城県に回答した。茨城県は，平成10

年3月2日，茨城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。茨城県教育委員会は，茨城県と遺跡の

取り扱いについて協議を重ね，現状保存が困難であることから，平成10年3月3日］，茨城県に対し，石原遺跡，

宮後遺跡を記録保存とする旨の回答を行い，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成10年4月1日から平

成11年3月31日にかけて，石原遺跡及び宮後遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

石原遺跡，宮後遺跡の発掘調査は，平成10年4月1日から平成11年3月31日までの1年間にわたって実施さ

れた。以下，石原遺跡の調査の経過について月ごとに略述する。

4　　月　発掘調査開始にあたっての諸準備を行った。6日に現地踏査をし，茨城町教育委員会・特定開発課

・建設課との打ち合わせを行った。20日に進入路工事を開始し，27日に事務所建設が終了した。

同時進行で，調査区域内に存在する樹木を伐開するため，数量調査を行った。

5　　月　6日から調査補助員を雇用し，諸設備の整備，遺跡内の清掃を開始した。10日には，発掘調査の円

滑な推進と作業の安全を願って安全祈願祭を挙行し，トレンチeグリッドを設定し，試掘を開始し

た。

6　　月　宮後遺跡の伐開。重機による表土除去のため，石原遺跡の調査を一時中断した。

7　　月　9日から，伐問を開始した。

8　　月　4日で木材搬出が終了し，5日から，重機による表土除去を調査区西部から開始した。12日で表土

除去が終了し，18日から，遺構確認作業を開始した。

9　　月　3日に遺構確認状況撮影をし，調査区南側の住居跡から遺構調査を開始した。29日までに竪穴住居

跡20軒，土坑25基，溝2条，陥し穴1基を終了した。

10　　月　引き続き遺構調査を行い，29日までに竪穴住居跡23軒，土坑25基，港3条，陥し穴1基の調査を終

了した。

11　月　継続して遺構調査を行い，30日までに竪穴住居跡21軒，土坑25基，溝2条，陥し穴1基の調査を終

了した。

12　　月　引き続き遺構調査を行い，1日から，炭焼き窯跡の調査を開始した。

1　月　5日から竃e掘り方についての補足調査を開始した。
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2　　月　25日に航空写真撮影を，27日には現地説明会を行い，石原遺跡の遺構調査（竪穴住居跡17軒，士坑

16基，溝1条，炭焼き窯跡1基，堀立柱建物跡2棟，道路上遺構1条）を終了した。

3　　月15日に委託者並びに茨城町教育委員会に対する報告会を行った。2射ヨに整理センターに遺物搬出を

し，安全対策を含めた撤収作業を完了し，現場事務所を閉鎖してすべての現地調査を終了した。

第2章　俺壁　と　環境

第且節　地理的環境

石原遺跡は，茨城県東茨城郡茨城町太字大戸字石原3，134番地ほかに，所在している。

茨城町は，茨城県の中央部よりやや東に位置し，北部は水戸市に，東部は渦沼を隔てて東茨城郡大洗町，鹿

島郡地相に，南部は東茨城郡美野里町，小川町，鹿島郡鉾田町に，西部は東茨城郡内原町，西茨城郡友部町，

同岩間町に隣接している。町の中央を南北に国道6号が通じ，それと並行するように常磐自動車道が西に隣接

する友部町を通っている。町の北部では東西に通じる北関東自動車道の建設が進められている。

茨城町の地形は，町のほぼ中央部を東流する洞沼川と，その東に展開する渦沼によって，台地を南北に二分

されている。北部の台地は，標高25－30mの東茨城北部台地の先端部を形成し，北西から流れる渦沼前川を含

む大小の支谷が湖沼を中心に南面して開口している。南部に発達する台地は，東から太谷川，寛政川が湖沼に

流入し，その間に大小無数の支谷が台地深くまで侵入し，北部台地に比べて起伏も多く一層複雑な地勢を成し

ている。これらの河川流域の沖積低地は水田として，台地は畑地・樹園地として利用されている。

地質をみると，台地を形成している最も古い地層は新生代，第三妃の地層で，岩質は泥岩で水戸層と呼ばれ

ている。水戸層の上には第四紀の地層が不整合に堆積している。粘土e砂からなる見和層，礫からなる上市層，

灰褐色の常総粘土層，関東ローム層の順に重なっており，これらの地層はいずれもほぼ水平層である。

石原遺跡は，茨城町の北西部の大戸地区にあり，滴沼前川の支流である西側を流れる古矢川と東側を流れる

小橋川に挟まれ，南東方向に細長く伸びた標高26－28mの舌状台地上に位置している。当遺跡の北側は小橋川

の支谷から伸びる小文谷によって囲まれ，南側は東流する滴沼前川と沖積低地が広がり，低地は水田として利

用されている。調査前の現況は畑地e山林である。

第2節　歴史的環境

当町周辺は言河沼を中心として，渦沼川，滴沼前川など水運に恵まれ，古代から人々が生活を営む場として

ほ絶好の舞台となってきたため，縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く存在している。ここでは，石原遺

跡に関連する主な遺跡について，特に当遺跡の中心である弥生時代から奈良・平安時代の渦沼川流域における

遺跡について時代別に述べることにする。

（1）弥生時代
かんや　　　　　しば

弥生時代の遺跡は，現在41か所確認されており，中期後半なかばのものと思われる土器片が神谷東遺跡，柴
さき　　　　　　　にしだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおまたけ

崎遺跡（中石崎），西台遺跡などで採集されている。後期前半の遺物としては，東中根式並行の土器片が大畑遺
ながおか　　　　　　　おくのや　（1）

跡〈2〉　から採集されている。後期後半の土器は，長岡式土器の標式遺跡である長岡遺跡〈3〉　や奥谷遺跡
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こづる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いしはら

〈4〉小鶴遺跡〈5〉から出土している。今回調査した石原遺跡からは，これらの時期に続く十王台式期（後期
やぐら　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお

後半）の集落が確認され，他に平成7年度に調査された矢倉遺跡〈6〉，平成8年度に調査された大畑遺跡，大
としもこう　　　　　　だいはたけ

戸下郷遺跡〈7〉，台畑遺跡などからも，十王台式土器片が出土している。こうしたことから，この時期に滴沼

川流域を中心とする弥生時代後期の文化圏があったことが想定される。近隣の十王台期の遺物との比較をする

と，矢倉遺跡の場合，十王台式の広口壷の頚部文様帯が，胴部の上半部付近まで下がっていることなどから，

大畑遺跡より新しい段階の集落であると考えられる。本遺跡の場合，大畑遺跡と同様十王台式及び二軒屋式と

その影響を受けたと思われるものが多く，底部の文様には砂目e布目・木葉痕をみることができる。十王台式

が多い中に，頸部下半に無文帯をもつ茨城県南部の上稲書式に近似するものも出土している。また，十王台期

の遺構の覆土中に南小割遺跡から出土した小波状目線の嚢と同様な古墳前期の土師器が出土していることも注

目される。

（2）古墳時代
（3）

古墳時代になると遺跡数が増加する。奥谷遺跡からは，古墳時代前期の豪族居館跡の溝や住居跡が確認され，
おおみね　（4）　　　　　　ごんげみね

渦沼周辺の神谷遺跡，神谷東遺跡，太峯遺跡，西台遺跡，権現峯遺跡などからも，前期の土師器や住居跡が確

認されている。昭和60年に周溝の調査を行い，茨城町地方では最も古い時期に位置づけられた前方後方墳（4
たからづか

世紀末から5世紀初頭）である宝塚古墳をはじめ，中期から後期にかけての古墳が61基ほど確認されている。

享路古墳群からは，2基の帆立貝式古墳が確認され，茨城町で唯一の前方後円墳である呈端古壷〈8〉から
おばたきたやま　　　　　　（6）

は，南へ4kmほど離れた位置にある小幡北山埴輪製作遺跡で造られたものと思われる埴輪（6世紀後半頃）が
ちょうじゃづか

出土している。その他の遺跡として，内原町にはドンドン塚遺跡〈9〉，長者塚古墳〈10〉があり，水戸市では，
やまなか

山中遺跡〈11〉等がある。当遺跡からは，古墳時代前期の目線に段を持つ壷や高台付嚢などが出土している。

（3）奈良・平安時代

律令制下の奈良e平安時代の茨城町域は，那賀郡八部郷，茨城郡島田・安侯・白川郷，鹿島都営前郷に属し
（7）

ていた。この時期の遺跡は，町内全域に確認され，今回発掘調査を行った石原遺跡を含め99遺跡を数える。奥

谷遺跡からは，百数十点の墨書土器のほか円面硯や刀子が出土している。特に，墨書の「曹司」は，宮中e官

街などの庁舎・宿直所e局・部屋などの意味があり，当時の奥谷遺跡が官街的あるいは公共的な施設を含む集
つらやま　　　　　　　　　　　はじ

落であったことを示している。南山遺跡〈12〉からは，「土師神主」と書かれた墨書土器が，太峯遺跡からは，
みやうしろ

墨書土器や円面硯が，宮後遺跡〈13〉からは，円面硯や蔵骨器がそれぞれ出土している。当遺跡からは，鍛冶

に使用されたとみられる鉄紺や帯金具（丸輌）のほか，墨書土器も出土している。

※　文中の　〈　〉　内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。

註

（1）茨城県教育財団　「一般国道6号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書　奥谷遺跡　小鶴遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告　第50集』1989年3月

（2）茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』1990年3月

（3）茨城町史編さん委員会　『茨城町史　通史編』1995年2月

（4）茨城町大峯遺跡発掘調査会　『茨城町大峯遺跡』1990年3月

（5）茨城町史編さん委員会　『茨城町上ノ山古墳』1994年3月

（6）茨城町教育委員会　『小幡北山埴輪製作遺跡』1989年2月

（7）（3）と同じ
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・茨城県史編さん原始古代史部会　『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』1991年3月
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表1　石原遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺　　 跡　　 名
県遺跡

番　 号

時　　　　　 代

番号 遺　　 跡　　 名
県遺跡

番　 号

時　　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

t

平

中

°
近
世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

°
近
世

① 石　 原　 遺　 跡 220 ○ ○ ○ ○ 12 南　 山　 遺　 跡 201 ○ ○ ○

2 大　 畑　 遺　 跡 4925 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 宮　 後　 遺　 跡 4308 ○ ○ ○ ○

3 長　 岡　 遺　 跡 227 ○ ○ 14 稲　 荷　 宮　 遺　跡 4309 ○ ○ ○

4 奥　 谷　 遺　 跡 4338 ○ ○ ○ ○ ○ 15 羽 黒 山 古 墳 群 4314 ○

5 小　 鶴　 遺　 跡 4349 ○ 16 東　 畑　 遺　 跡 4306 ○ ○ ○ ○

6 矢　 倉　 遺　 跡 4324 ○ ○ 17 東　 山　 遺　 跡 4307 ○ ○ ○

7 大 戸 下 郷 遺 跡 4294 ○ ○ ○ 18 大　 作　 遺　 跡 ○ ○

8 上　 の　山　古　 墳 4316 ○ 19 下 土 師 東 遺 跡 4337 ○ ○

9 ドン ドン塚古墳 284 ○ 20 富　 士　 山　古　 墳 174 ○

10 長　 者　塚　 古　 墳 3080 ○ 21 小　 山　 台　遺　 跡 4336 ○ ○ ○

11 山　 中　 遺　 跡 2654 ○ ○ 22 下　 士　 師　遺　 跡 191 ○ ○ ○
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第1図　石原遺跡周辺遺跡分布図（小鶴）
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

石原遺跡は，洞沼前川の支流小橋川と古矢川に挟まれた舌状台地上に立地する。今回の調査区は，南北に約

100m，東西に約110m，面積10，414Idである。現況は，畑地・山林である。遺跡は，南部を西から東へ流れる渦

沼前川を見下ろす段丘南面の緩傾斜地に広がっており，標高約26～28mに位置し，洞沼前川低地面との比高は

約20－22mである。弥生時代後期に大きな集落が形成され，その後，奈良・平安時代にかけても大きな集落が

形成されたとみられる縄文時代～近代までの複合遺跡である。

今回の調査で検出された遺構は，縄文時代の陥し穴3基，弥生時代の住居跡23軒，古墳時代の竪穴住居跡22

軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡36軒，堀立柱建物跡2棟，土坑91基，道路状遺構跡1条，溝8条，近代の炭

焼き窯跡1基等である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に55箱出土している。主な遺物としては，縄文土器片（前期），

弥生土器（壷・高杯），土師器（壷・嚢・高杯・柑），須恵器，石器（石鉄・敲石・砥石・紡錘車），土製品（紡

錘車・土玉），鉄製品（刀子・鉄紺），鋼製品（丸輌）等が出土している。

第2節　基本層序の検討

当遺跡の南東側平坦部（E2b2区）にテストピッ

トを設定し，深さ約2mまで掘り下げて，土層の堆

積状況を確認した。

第1層は，20－40cmの厚さの耕作土層で，暗褐色

をしている。

第2層は，12－18cmの厚さで，明褐色をしたソフ

トローム層である。

第3層は，10～22cmの厚さで，明褐色をしたソフ

トローム層である。色調は第2層より明るい。

第4層は，10～28cmの厚さで，明褐色をしたソフ

トローム層である。ローム粒子を微量含む。

第5層は，20～68cmの厚さで，明褐色をしたハー

ドローム層である。スコリア粒子微量を含む。

第6層は，

第7層は，

第8層は，

第9層は，

第10層は，

第11層は，

第4図　基本土層図

4－22cmの厚さで，明黄褐色をした鹿沼漸移層である。鹿沼粒子中量を含む。

22－36cmの厚さで，黄橙色をした鹿沼純層である。鹿沼粒子を多量に含む。

16～40cmの厚さで，明褐色をしたハードローム層である。鹿沼粒子を少量含む。

5～10cmの厚さで，褐色をしたハードローム層である。

10～26cmの厚さで，褐色をしたハードローム層である。色調は，第9層より明るい。

18－30C皿の厚さで，明褐色をしたハードローム層である。

住居跡等の遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

今回の調査によって，竪穴住居跡81軒を確認した。時期別の内訳は，弥生時代後期後半の竪穴住居跡17軒，

弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭の竪穴住居跡6軒，古墳時代の竪穴住居跡16軒，奈良・平安時代の竪穴

住居跡42軒である。以下，確認した住居跡の特徴や遺物について時代別に記載する。

（1）弥生時代後期後半

第2号健腰掛（第5回）

位置　調査区南部，C3fl区。

規模と平面形　長軸6．63m，短軸6．10mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－280－E

壁　壁高は22～33cmで，全体として外傾して立ち上がるが，南部はやや垂直に近い立ち上がりである。

床　ほぼ平坦で軟弱なローム土。西部のP13・P14付近にやや硬化した面がある。

ピット　18か所（Pl～P18）。Pl～P4の4か所は，長径16～87cm，短径16～56cmの円形及び楕円形で，深

さが30～50cmである。4か所を結んだ線は方形となり，配置，規模等から主柱穴と思われる。P5は，長径48cm，

短径42cmの楕円形，深さ15cmで，位置から出入日施設に伴うピットと思われる。西部壁際のP13e P14の2か

所は，周辺の床面が硬化していることから，出入口施設の補助的性格をもったピットであると考えられる。そ

の他のピットを含めて性格は不明である。

炉　2か所。炉1は，中央部からやや北に位置し，長径82cm，短径52cmの楕円形で，床面を13cm掘り込んでい

る。炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。炉2は，炉1の西部に位置し，

長径46C恥　短径36cmの楕円形で，床面を8cm掘り込んでいる。中央部の焼士の堆積が薄いことから，炉1の補助

的な使用と思われる。

炉1土層解説

1　黒褐色　焼土粒子多量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土中e小ブロック中量，ローム大ブロック微量

炉2土層解説

1　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼士小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック微量

覆土　6層からなるが，大きくは上層の黒褐色土，中層の黒色土，‘下層のロームを含む暗褐色土の3層に分け

られる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロックを炭化粒子少量，

2　黒　　色　ローム粒子中量，炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック　　　5　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　ローム粒子・焼士粒子中量，ローム小ブロック・焼

土小ブロック・炭化物少量

遺物　南部を中心に弥生土器片約350点，上製品1点，石製品3点手＿＿lH二しているが，弥生土器のほとんどが胴部

片で，口縁部，底部片は微量である。第6図1～6は壷である。1は小形広口壷の完形品で，北部壁際の床面

から横位の状態で出土している。2は，広l‾二l壷の底部から口縁部片で，北東部壁際の床面から斜位につぶれた

状態で出土している。3－6は底部から胴部にかけての破片で，3は，北壁付近の床面からと北西壁際の覆土

中層からJ廿上した破片が接合している。、4は，Pごり寸近の床面から出土している。5は，炉1の北東付近の床

面から子＿l上1二し，6は，中央部から南西壁際にかけての覆土中層及び床面から出土した8片が接合している．

一10－
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11・12は球状土錘である。Hは炉1付近の覆土上層，12はP3付近の覆土中層から出土している。13は土製紡錘

車で，南東部の覆土中層から出土している。14615は磨石で，14はP2付近の覆土下層から，15はP5付近の

床面から出土している。

7～10は弥生土器片の拓影図である。7e8は頚部から目線部片で，口唇部にはヘラ状工具による刻みが施

され，頚部には櫛歯状工具による縦区画内に波状文が施されている。9㍉腑は底部片で，9には附加条二種

（附加1条）の縄文が施され，どちらも底部には布目痕がある。

所凰　本跡の時期は，規模と平面形及び1の小形広口壷と2の広口壷が床面から出土していることから弥生時

代後期後半（十王台式期）と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 6 図 小 形広 口壷 A　 12．0 完形。 口唇 部には縄文が施 されてい る。 日録部 か ら体部 に 長石，石英，赤色粒子 P l ， 100％　 P L 16

1 弥 生 土 器 B　 17．6 か けて附加 条二種 （附加 1 条）の縄文が施 され，羽状構成 にぷい褐色 北壁際床面

C　　　 6．1 をとる。頚 部 との境に郊 歯状工具に よ り横走文が3条巡る。

底部に木葉痕がある。

普通 （二次焼成） 口縁内面スス付着

2

広　 口　 壷 A　 15．8 ほぼ完形。 口唇部には，縄文が施 されている。ロ縁部には波 雲母，石英，赤色粒子 P 2 ， 95％　 P L 16

弥 生 土 器 B　　 32．6 状文，頚部 との境に4条の隆帯が施 されている。頚部は4条を にぷい褐色 北東壁際床面

C　　　 8．4 単位 とする櫛 歯状工 具による平行沈線に5分割 され，区画 内 普通

H　 l l．3 には波状文が施 されている。胴部外面は附加条二種 （附加1

I　 18．1 条）の縄文が施 され，羽状構成をとる。底部に砂 目痕がある。

3

小 形広＝壷 B　 は3．9） 底部か ら頚部 片。頚 部は 4 条を単位 とす る櫛歯状工具 によ 長石，石英，雲母 P 3 ， 50％　 P L 16

弥 生 土 器 C　　　 7．0 り 5 分割 され，区画内には波状 文が施 されてい る。胴部外 にぷい褐色 北壁付近床面

H　　　 9．9 面には附加条二種 （附加1条） の縄文が施 されている。底部 普通 （二次焼成） 外面スス付着

I　 12．9 に布目痕がある。

4

小形広 ＝壷 B　 （9．3） 底部か ら胴部上位 にかけての破 片。胴部外面 には附加条二 石英，雲母 P 4 ，3 0％

弥 生 土 器 C　　　 6．8 種 （附加 1 条）の縄文が 施され，羽状構 成 をとる。底部 に にぷい黄橙色 P 4付近床面

I　 12．4 布目痕がある。 普通 外面スス付着

こ
もノ

小形広 口壷 B　 （3．7） 底 部か ら胴部下端 にか けての破 片。胴 部外 面には附加条二 石英，雲母 P 5 ， 15％

弥 生 土 器 C　 ［7．4〕 種 （附加 1 条）の縄文が施 されている。底 部に砂 目痕があ にぷい黄橙色 炉1付近床面

る。 普通

6

大形広 口壷 B　 （9．4） 底 部か ら胴部下位 にか けての破 片。胴部外 面には附加条二 石英，雲母，赤色粒子 P 6 ，20％

弥 生 土 器 C　 は6．0］ 種 （附加 1 条）の縄文が施 され，羽状構成 を とる。底部に にぷい黄橙色 中央部覆土中層及び床面

砂 目痕がある。 普通

図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径　 行m） 長　 さ （cm） 孔　 径 仕m） 重　 量 （g）

11 球　 状　 士　 錘 2．9 2．8 0．5 19．8 炉 1 付近覆土上層 D P l

12 球　 状　 土　 錘 2．7 2．5 0．7 16．2 P 3付近覆土中層 D P 2

13 紡　　 錘　　 車 （　 5．1） 1．5 （　 0．5） （ 24．0） 南東部覆土中層 D P 4

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cIn） 厚 さ （cm） 重量 fg）

14 磨　　　 石 11．1 7．2 4．8 5 69．3 砂岩 P 2付近覆土下層 Q l

15 磨　　　 石 （ 8．6） 6．8 3．2 （2 80．7） 砂岩 P 5付近床面 Q 2

ー12…
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第7図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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第4号住居跡（第8図）

位置　調査区南部，C2C6区。

規模と平面形　長軸6．35m，短軸5．64mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は10－23cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，炉を中心に踏み固められている。

ピット18か所（Pl～P18）。Pl～P4は長径24～29cm，短径22－28cmの円形及び楕円形で，深さが55cm前

後である。Pl～P4は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は方形となる。P5は径25cmの円形で，深さ34

cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P6・P8・PlO・P13は主柱穴の付近にあり，主柱

穴の補助柱穴と考えられる。P9・Pll・P16～P18は壁際に配置され，直径20～56cmの円形および楕円形で，

壁柱穴と思われる。

炉　中央部からやや北寄りにあり，平面形は長径104C恥　短径84cmの楕円形で，床面を18cm掘りくぼめている。

炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説

1　黒褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量

2　極暗褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，焼土大ブ

ロック少量

3　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム大・中ブロック・ロ

ーム粒子中量

覆土　9層からなるが，大別すれば3層である。上層に黒色土，中層にローム・焼土を含む暗褐色土，下層に

極暗褐色土がレンズ状を里すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒　　色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　暗褐色

5　褐　　色

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　2層よ
り色調が濃く，粘性が強い。
ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

小ブロック・炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中呈，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭
化粒子少量，ローム中ブロック微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微呈

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　東部を中心に弥生土器片50点，石器1点出土しているが，ほとんどが胴部片で，口緑部，底部片は微量

である。第9図1は鉢のほぼ完形品で，北東壁際P6付近の覆土下層から横位の状態で出土している。2は小

形広口壷の底部から胴部片で，南東コーナー壁際の床面から出土している。3の壷は底部から胴部片で，南部

－14－
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P18付近の床面から横位の状態で出土している。9は磨石で，P6付近の床面から出土している。

4～8は弥生土器片の拓影図である。4－6は口緑部片で，口唇部にはヘラ状工具による刻みが施され，口

緑部には櫛歯状工具による波状文が施されている。7は頚部片で，櫛歯状工具による縦区画内に波状文が施さ

れ，頚部には3本の隆帯が施されている。8は底部片で，底部には布目痕がある。

所見　本跡の時期は，規模・平面形及び2・3の壷が床面から出土していることから弥生時代後期後半（十王

台式期）と考えられる。

晦鞠軌ご卵昭蜘率榊掛　　軸紬叫が　　　軸叫瑚相貌諦

第9区l　第4号住居跡出土遺物実測・拓影図

第4号住居跡出土遺物観察表

k一〇　　‾
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10cm
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 9 図 鉢 A ［14．5］ 口緑部一部欠損。 口唇部には，ヘ ラ状工具 による刻みが施 さ 長石石英，砂粗雲観赤色粒子 P 7 ， 85％ P L 16

1 弥 生 土 器 B　　　 6．0 れている。底部から外反 ぎみに立 ち上がる。底部 は上げ底 で 橙色 P 6付近覆土下層

C　　　 4．5 ある。 普通 外面へラ磨き．内面赤彩

ー16－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 9 図 小形広 口壷 B　 （7．3） 底部から胴部片。胴部には，附加条二種 （附加 1条）の縄文 長石，石英，雲母，赤色粒子 P 8 ，30％

2 弥 生 土 器 C　　　 6．0 が施 され，羽状構成を とる。底部には布 目痕がある。 にぷ い黄橙色

普通 （二次焼成）

南東 コーナー壁際床面

外面炭化物付着

3

広　 口　 壷 B　 0 5．0） 底部か ら胴部片。胴部には，附加条二種 （附加 1 条）の縄文 長石，石英，雲母 P 9 ，30％　 PL 1 6

弥 生 土 器 C　 ［8．2］ が施 され，羽状構成をとる。底部 には布 目痕がある。 にぷい黄橙色

普通

P 18付近床面

外面炭化物付着，内面スス付着

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

9 磨　　　 石 12．8 8．7 7．2 10 32．0 安 山岩 P 6付近床 面 Q 4

第5号住居跡（第10図）

位置　調査区南部，C2C4区。

規模と平面形　長軸5．58m，短軸4．55mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－190－W

壁　壁高は15－35cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸がある軟弱なローム土。炉を中心に出入口にかけて硬化した面がある。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径26－36cm，短径22～31cmの円形及び楕円形で，深さが64cm前

後である。Pl～P4は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は方形となる。P5は径17cmの円形で，深さ16

cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P6は性格不明である。

炉　中央部に位置し，長径Ⅲ3cm，短径88cmの楕円形で，床面を18cm掘りくぼめている。炉床中央部は赤色硬化

し，長期間使用されていたと考えられる。

炉土層解説

1黒褐色　焼土中ブロック多量，焼土太ブロック・焼土粒子・ローム粒子e炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

尊皇　7層からなり，上層にはロームを含む黒色土，中層から下層にかけて黒褐色土がレンズ状に堆積する自

然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，

ローム中ブロック微量，焼土粒子極微量

5　異　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土小
ブロック微量

6　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック中量，炭化粒子微量

遺物　東部を中心に弥生土器片95息　土製品1点が出土している。ほとんどが胴部片で，日録部，底部片は少

量である。第11図1～5は壷である。1は広口壷のほぼ完形品で，東部壁際の床面から横位のつぶれた状態で

出土している。2の広口壷の胴部から目線部片は，P5付近の床面から横位の状態で出土している。3の胴部

片は，東部壁際の床面から正位の状態で出土している。4e5は底部から胴部片で，4は北東壁際コーナー部

の床面から正位の状態で，5は炉付近の床面から出土している。9は土製紡錘車で，東部壁際の覆土下層から

出土している。

6－8は弥生土器片の拓影図である。6e7は頚部片で，どちらも縦区画内に櫛歯状工具による波状文が施

され，7は頚部と胴部の境に波状文が施されている。8は底部片で，外面には附加条二種（附加1条）の縄文

が施され，底部には布目痕がある。

所凰　本跡の時期は，規模e平面形，1－5の広口壷が床面から出土していることから弥生時代後期後半廿

王台式期）と考えられる。
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二

D

均車旧弊撃繭弼拍

貧相画　第5号住居跡実測囲

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第1 1図

1

広　 口　 壷 A　　 18．2 ほぼ完形。口唇部 には，縄文が施されている。 目線部には波 長石，石英 ，雲母 P lO，90％　 P L 16

弥 生 土 器 B　　 3 8．3 状文が施 され，下端に隆帯が 4 条巡る。頚部は， 5 条を単位 にぷい褐色 東部壁際床面

C　　　 8．4 とす る櫛歯状工具 による平行洗練で 3 分割され，区画内には 普通 外面炭化物付着，内面

H　　 lO．4 波状文が施 されている。胴部外面には附加条二種 （附加 1 条） スス付着

I　 1 8．8 の縄文が施 され，羽状構成をとる。底部 に布目痕がある。
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第11図　第5号住居跡出土遺物実測・拓影図
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第11図

2

広　 口　 壷 A ［15．7］ ロ縁部から頸部片。口唇部にはヘラ状工具による刻みが施 長石，石英 P ll，30％ PL 16

弥 生 土 器 B　 （14．1） されている。口綾部には波状文が施され，下端に隆帯が 3 にぷい黄橙色 P 5付近床面

H ［10．6］ 条巡る。頚部は，4 条を単位とする櫛歯状工具による平行

沈線で3分割され，区画内には波状文が施されている。

普通 内 ・外面スス付着

3

小形広口壷 B　 （13．2） 胴部から頚部片。頚部の縦区画は， 5条を単位 とする平行 長石，石英 P 12，加％ P L16

弥 生 土 器 I ［12．2］ 沈線で分割され，区画内には櫛歯状工具による波状文が施 にぷい黄橙色 東部壁際床面

されている。胴部には，附加条二撞 （附加 1条）の縄文が

施され，羽状構成をとる。

普通

4

広　 口　 壷 B　 （5．9） 底部から胴部片。胴部には附加条二種 （附加 1条）の縄文 長石，石英，雲母 P 13，15％

弥 生 土 器 C　　　 8．1 が施され，羽状構成をとる。底部に砂 目痕がある。 にぷい黄橙色

普通

北東壁際コーナー床面

5

広　 口　 壷 B　 （10．3） 底部から胴部片。胴部には附加条二種 （附加 1条）の縄文 長石，石英，雲母 P 14，20％

弥 生 土 器 C　　　 7．6 が施され，羽状構成をとる。底部に布目痕がある。 にぷい橙色

普通

炉付近床面
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図版番号　 種　 別　 径 詩 さ軽m）盲、り　　　　　 イ重 量紐 巨 土 地 点
備　　　　　 考

孔　桂（川）
餌 豹　 恒 旨　 錘　 牽 「　 説‖ ＋ ㌘ 0」 髭・2　　 離 瞳際覆土下層 DP 5　　　　　　 PL31

第8号健贋跡（第温2回）

位置　調査区南部．C2b9区。

重複関係　本跡の北東コーナー部を第5号溝に掘り込まれているし、

規模と平面形　長軸5．24Ill，鯨油4．76111の隅丸長方形である。

主軸方向　N－26ローW

第帽図　第　考櫨贋静実測図
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壁　壁高は24－34cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，北西部に高まりがある。出入り口付近では硬化面が確認されてい

る。

ピット13か所（Pl～P13）。Pl～P4は長径31～53cm，短径20－42cmの楕円形で，深さ65～82cmで主柱穴

と思われる。主柱穴を結ぶ線は長方形となる。P5は長径36cm，短径29cmの楕円形，深さ27cmで，位置から出

入り口施設に伴うピットと思われる。P6・PlOは主柱穴の抜き取り穴の可能性が考えられるが，他のピット

は性格不明である。

炉　ほぼ中央に位置し，長径73cm，短径43cmの楕円形で，床面を5cm掘りくぼめている。炉床の赤変硬化面及

び覆土は撹乱のため一部分しか確認できなかった。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物・ローム粒子微量

覆土　7層からなる。壁際には焼土粒子，炭化粒子を含む褐色土がレンズ状に堆積しているが，撹乱のため，

全体的な覆土の様相は把握できない。

土居解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム大ブロック・焼土小ブロック微量　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，

焼土小ブロック・炭化物微量

二‥こ′：士・

一、LHlHニー．1
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第13図　第8号住居跡出土遺物実測・拓影図
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5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量夕　焼土小ブロック0炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子

微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化

粒子微量

遺物　遺構全体が撹乱されているが，中央から南東部にかけて遺物が出土している。弥生土器片が89点出土し，

ほとんどが胴部細片であり，土師器片が約110点～廿上している。第13図1・2は弥生土器の壷で，1の片口壷は

南東壁際の床面から横位の状態で出土し，2の片「l壷はP3付近の床面から逆位の状態で出土しているし、3は

土師器の碧の休部からl‾、1縁部片で，P2付近の覆土中層から出土している。

1二1、8は，弥生土器片の拓影図である．4は広口壷の口縁部片で，口唇部に刻みが施され，口縁部には波状

文が施されているJ　5は頭部片で，櫛歯状工共による縦区画内に波状文が施され，縦区画スリット内に補修孔

とみられる焼成後の穿孔（内外整形）がある．6～8は広口壷の底部から胴部片で．外面には附加条二種（附

加1条）の縄文が施され，羽状構成をとっている。7・8の底部には布廿痕がある。

所見　本跡からは，第、13図3の古墳時代前期（4－世紀第1四半紀頃）の婆など土師器片が数多く出土している

が，それらは撹乱あるいは第5号溝に掘り込まれていることによる混入と思われる。時期は，規模・平面形や

1・2の弥生土器の片口壷が床面から出上していることから弥生時代後期後半（十王台式期）と考えられる。、

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 計測値（川1） 器形の特徴及　び文様

片　口　壷

弥生土器

A　　　8．O

B　は3．2］

C　　　4．4

胎十・色調・焼成

頭部及び口縁部一部欠損。口唇部にはヘラ状工具による刻み

が施されている。目線部には波状文が施され，頚部との境に

は，隆菅が2条巡り，隆帯上にはヘラ状工具による刻みがあ

長石，石見雲母，赤色粒子

浅黄橙色

普通

備　　　考

P15，80％　PL16

南東壁際床面

外面スス付着

H　　　 4．2 る。頚 部 は， 櫛 歯 状工 具 に よ り綻 区 画 さ れ， 区 画 内 に は， 波

‡　　 7．0 状 文 が施 され て い る と思 われ る。 胴 部 に は， 附 加 条 文が 施 さ

れ て い る。

2

片　 目　 壷 A　　　 9．4 頚 部 か ら臼 縁 部 片 。 目線 部 ・頚 部 とも無 文 で あ る。 片 口部 の 長石石 蒐 雲私 赤色粒 子 P 16，50％　 P L 16

弥 生 土 器 B　 （10．0）

H　　　 4．3

両端 は上 方 に ，先 端 部 は 外 方 向 につ まみ 出 され て い る。 明 黄褐 色

普 通

P 3付 近 床 面

図版 番 号 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 訴巨 焼 成 備　　 考

3

襲 A　 は 8．8］ 体 部 か ら日 録 部 片。 体 部 は内 攣 して 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 斜 長 石 ，石 英 ， 雲母 P 17，10％ P L 16

土 師 器 B　 （ 8．3） 立 ち上 が る 。頚 部 は くの 字 状 に 屈 曲

し， 口縁 部 は外 反 す る。

位 のパ ケ 自調整 。 に ぷ い黄 橙 色

普 通

P 2付近覆土 中層

第帽号健贋跡（第摘園）

位置　調査区南西部，B2d8区。

規模と平面形　長軸4．57汀1，短軸4．23IIlの隅丸方形である。

主軸方向　N－37㌦W

壁　壁高は22～35elnで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。炉西部及び出入口部の周囲が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5主　Pl～P4は長径30－44cm，短径25・、31cmの楕［男杉，深さ52p～59cmで主柱穴と

思われる。P5は長径32cm，短径21cnlの楕円形，深さ44cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部からやや北西寄りにあり，長径78C恥　短径58cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめている。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。
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炉土層解説

1極赤褐色　ローム粒子e焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック微量

覆土　5層からなり，上層中央に褐色士，中層から下層にかけてロームe焼土。炭化物を含む暗褐色土がレン

ズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化物。炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子0炭化物少量，ローム小

ブロック・焼土小ブロックの炭化粒子微量

こう　褐　　色　ローム粒J’・・炭化粒J’一少＿㌫　ローム小プロ、ノク・焼
土粒子・炭化物微量

4　明褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　焼土小ブロックの焼土粒子。炭化物・炭化粒子中乳
ローム粒J’一少量，ローム小ブロック微量

遺物　弥生土器片8息　土師器片朝点が出土している。弥生土器片のほとんどが胴部細片で，冒縁部の底部は

少量である。第蟻図　～　は弥生土器である。鼠82は高塚で芦lは炉西部の床面から逆位の状乳　2は覆土

中から出土している。3の広口壷の底部片は，南東隅の床面から出土している。

4～8ほ，弥生土器片の拓影図である。495は日録部片で撃　口唇部には棒状工具による刻みがありタ頚部

との境に櫛歯状工具による波状文が施されている。4ほ頚部との境に4条の隆帯が巡り，軽い押圧がある。

6。7は頚部片でタ櫛歯状工具により縦区画され芦　区画内には波状文が施されている。7ほ隆帯が巡り，6ほ

句：i　駐；－1

第掴図　第帽号健贋跡実測属
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胴部に附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。8は底部片で，胴部には附加条二種（附加1条）の縄

文が施され，底部には布目痕がある。

所見　本跡から土師器片が出土しているが，覆土上層から出土していることから，廃絶後の流れ込み，あるい

は投棄と思われる。時期は，規模・平面形及び遺物1の高杯，2の広口壷の底部片が床面から出土しているこ

と，並びにその器形の特徴・文様から弥生時代後期後半（十王台式期）と考えられる。

・・．一、一一こPq．■＼＿！一押一一一一，ttr
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第15図　第12号住居跡出土遺物実測・拓影図

第12号住居跡出土遺物観察表

7　　　　　　0 10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（C∬】） 文　　　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成 備　　　考

第15図高　　　珂こA［13．2］杯部片。口唇部には，縄文が施され，突起（1か所）がつく。長石，石英，雲母 P30，10％PL16

1 弥生土器B　（3．5）杯部外面には附加条縄文が施されている。珂こ部は外傾しながにぷい黄橙色 炉西部床面

ら，口緑部に至る。 普通

2

高　　　杯A［17．0］杯部片。師部外面は無文である。杯部は器厚を減じながら，長石，石英，雲母 P31，10％PL17

弥生土器B　（3．9）外反ぎみに立ち上がり，［］緑部に至る。内・外面ナデ。明黄褐色

普通

覆土中

3

広　口　壷B　（1．7）底部片。底部は木葉痕である。 長石，石英，砂粒 P32，5％

弥生土器C　　　8．2 にぷい黄褐色

普通

南東隅床面

外面一部摩滅。

第14号住居跡（第16図）

位置　調査区南西部，B2f7区。

規模と平面形　長軸5．68m，短軸5．00mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－690－W

壁　壁高は12～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，出入り口施設の周囲及び炉の北部周囲が踏み固められている。

ピット11か所（Pl～Pll）。Pl～P3は長径27～35cm，短径11～31cmの楕円形，深さ32－40cmで主柱穴と

思われる。PlO・Pllも主柱穴の可能性もあるが，PlOは炉に近接し，Pllは規模・位置的に無理があると思
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われ　補助枝先と考えられる。P　は直径凱cmの円形　深さ頴cmで　位置から出入りⅢ施設に伴うピットと思

われる。㌘8e P9は，Pl o P2の周囲に位置しタ　長径38～77cmチ　短径38～68cmの楕円形でタ　深さ且5～25cm

の補助柱穴と思われる。他のピットは性格不明である。

．こ・・　ノ、．・Hノ．′　言、ノ．　＿く；㍉う・（．・、′与、；∴．＿しノノハ′、言∴・′言．十、｝∴1′：．バ　一、の、、．、ノ、．∴′レ、レ　ソ、∴

を受け赤変碩化しているJ

炉土層解説

1暗赤褐色　焼抽1子中景∴　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒召馳軋　焼土中プロ、ソク・炭化材・尉ヒ物権微量

覆土　4層からなる、。、レンズ状に堆積することから自然堆積であると思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒川一軋　ローム小ブロック・焼日日・小ブ　　3　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中プロ・ソク微量

ロ、ソク少量．炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中・小プロ・ソク少量

2　黒　褐　色　ローム粒f・【巨星∴　ローム小プロ、ソク・炭化粒J’一少量，

焼上粒召鋸古　焼「小プロ、ソク極微量

第礪図　第礪考健腰掛実測閑
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遺物　出土遺物は少なく，弥生土器片24点，土師器片12点，石器2点が出土している。第17図1・2は弥生土

器広口壷の底部から胴部片で，1は炉西部の覆土中層から正位の状態で，2は東部壁際の覆土下層から逆位の

状態で出土している。6の蔽石は北部壁際の覆土下層，7の磨石はP4東部の床面から出土している。

3－5は，弥生土器片の拓影図である。3・4は広口壷の胴部から頚部片で，3の頚部には，低い隆帯が巡

り，隆帯上にはヘラ状工具による押圧がある。縦区画内には櫛歯状工具による波状文が施されている。4の頚

部は縦区画内に櫛歯状工具による波状文が施されている。胴部外面には附加条二種（附加1条）の縄文が施さ

れ，羽状構成をとっている。5は底部片で，布目痕がある。

所見　本跡からは，土師器片も出土しているが，中央部の覆土上・中層から出土していることからみて流れ込

みと思われる。時期は，規模・平面形及び出土土器の器種，器形の特徴・文様並びに出土状況から弥生時代後

期後半（十王台式期）と考えられる。

⊂）
第17図　第14号住居跡出土遺物実測・拓影図

第14号住居跡出土遺物観察表

10cm

トl一・一一一一1十－一」

10cm

l i　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成備　　　考

第17図広　口　壷B　（5．9）底部から胴部片。胴部には，附加条縄文が施されていると思長石，石英，砂粒，雲母P33，10％

1弥生土器C　　　6．0われる。底部は布目痕である。 にぷい黄褐色

普通

炉西部覆土中層

外面一部摩滅

2

広　口　壷B　（3．2）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文長石，石英，赤色粒子P34，10％

弥生土器C　　6．9が施されている。底部は布目痕である。 にぷい黄橙色

普通

東部壁際覆土下層

外面一部摩滅
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 石　 質

出　 工　 地　 点 備　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 摩 さ 如 ） 重量 （g）

第17図6 敲　　　 石 22．8 12．3 9．3 34 2 8．7 安山岩 北壁 際覆土下層 Q 9

7 磨　　　 石 10．2 3．3 2．4
巨 20・3

安山岩 P 4東部 床面 Q lO

第鰭考住居跡（第且8囲）

位置　調査区南部，B3gl区。

規模と平面形　長軸⊥1．56111，短軸3．（う‘二1111の隅丸長方形である．、、

主軸方向　N－45J－W

壁　壁高は5・、・11cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平粗で，出入l‖つピットの北西部が踏み固められている、1

ピット　9か所（Pl・、P9）。Pl、P4は長径20・～42cm，短径18～35cmの楕円形言朱さ16、43cmで主柱穴と

思われる。P5は長径2∠1m1，－短径21mlの楕円形，深さ13mで，位置から出入り口施設に伴うど、ソトと思われる。

P6一・、－P9は長径17、・30（、m，短径l（ト28cmのIIJ形及び楕llj形で言荒さ汀～22mlの補助柱穴と思われる。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径70cIll，短径55cmの不整楕円形で，床面を20〔m掘i）くぼめている。炉床

は，火熱を受け赤変碩化しているこ、

覆土　5層からなる。壁際の覆土には，ロームプロ、ソクを含む褐色土がレンズ状に堆積していることから自然

堆積であると思われる。、

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，廃土粒子微量　　　　4　明褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　5　褐　　色　ローム粒子中豊，ローム小ブロックe炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子中量∴　ローム小ブロック・炭化物・炭化

粒子少量，焼土粒子極微量

第相聞　第贈号住居跡実測図
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遺物　弥生土器片34点，土師器片9点，土製品1点が出土している。弥生土器のほとんどが胴部の細片で，口

緑部・底部片は極微量である。第19図1・2は弥生土器の壷で，1の底部から口縁部片は，炉東部の床面から

横位の状態で出土している。2の底部から胴部片は，炉北東部の覆土上層から正位の状態で出土している。7

の土製紡錘車は，Pl付近の床面から斜位の状態で出土している。8の土製紡錘車は中央よりやや南東部の床面

から正位の状態で出土している。

3－6は，弥生土器片の拓影図である。3は口縁部片で，どちらも口唇部に棒状工具による刻みが施され，

口緑部の外面には櫛歯状工具による波状文が施されている。4は胴部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が

施され，羽状構成をとっている。5・6は底部片で，5には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，底部は

どちらも布目痕がある。

所見　本跡から土師器片も出土しているが，覆土上・中層から出土している状況からみて流れ込みと思われる。

時期は，床面から出土した1・2の器形の特徴・文様から弥生時代後期後半（十王台式期）と考えれる。

嘲：二．二；

二軍　∠’

・苦一言′・・

第19図　第17号住居跡出土遺物実測・拓影図

第17号住居跡出土遺物観察表

筍転如融

図版番号 器　 種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第19図

1

小形広口壷 A ［12．0］底部から胴部片。口唇部にはヘラ状工具による刻みがある。 長石，石英，砂粒 P35，70％　PL 16

弥生 土 器 B　 18．9 口縁郡には5条の波状文が施され，頚部との境には，3条の 灰褐色 炉東部床面

C　　　 5．0 隆帯が巡る。隆帯上には，爪によると見られる圧痕がある。 普通 外面一部摩滅

H ［6．2］ 頚部は，櫛歯状工具により4 分割され，区画内には波状文が

I ［8月］施されている。胴部には，附加条二種 （附加1条）の縄文が

施され，羽状構成をとる。底部は布目痕である。

2

広　 口　 壷 B　 （2．6）底部から胴部片。胴部には，附加条二種 （附加1粂）の縄文 長石，石英，砂粒 P 37，10％

弥 生 土器 C　　 8．5 が施されている。底部は布目痕である。 淡黄色

普通

炉北東部覆土上層

外面一部摩滅
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　 考径 軽m〉　 長 さ如車　 酌 m） 登 勘 g）

第19図7 紡　　 錘　　 車 舶 i l・9 i　 o・6 ！ 50・2 i p 摘近床面 DP 9　　　　　　　　 PL31

8 紡　　 錘　　 車 舶 ！　 2日　 0・6 i 51・6 ！南東部床面 D P10　　　　　　　 PL31

第翌常住腰跡　第割園）

位置　調査区L・巨央部，B3dO区。、

重複関係　本跡は，第10号土坑に掘り込まれておi上　第10号上坑よ古）古い。

規模と平面形1－一辺3．90111の隅丸方形である。

主軸方向　N－320－E

壁　壁高は1（ト・16川1で，垂直に立ち上がる、、

床　平班なロームで，炉の周囲と出入射‾＿‾Iピットの周囲が踏み固められている。

ピット　Gか所（Plへ・P6主、Pl～PI1は長径20－～36C乱　短径19～35cmの楕円形，深さ11、36cmで主柱穴と思

われる．P5・P6は長径18、27cm．短径16～24cm．深さ13cmで，位置からPl・P2の補助柱穴と思われる。。

炉　北半部が第摘号土坑に掘　込まれている。ほぼ中央部に位置し　直径瞳練nの円形で　床面を瞳jcmほど掘

りくぼめていると推定される。炉床は焼士の遺在が少ない。〕

炉土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒戸巨量，ローム小プロ・ソク・焼巨巨・小プロ・ソク少量

覆土　当初，確認面では住居跡のプランのみであったが掘り下げていく過程で，中央に土坑が確認されたし、）ロ

ームブロックが多く含まれることから単一一一一層からなる人為堆積と考えられる。炉と南壁部の覆土下層から床面

にかけて炭化材が検出された二、

第調躍　第2号健腰捗実測図

－29－



土居解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　弥生土器片25点，土師器片4点が出土しているが，弥生土器は胴部細片が多く，他の部位は少量である。

第21図1・2は弥生土器の壷で，1の胴部から口緑部片は，炉南東部の床面から逆位の状態で出土している。

2の底部から胴部片は，南東コーナー部の覆土下層から逆位で出土している。

3～5は，弥生土器片の拓影図である。3は胴部から頚部片で，頚部には櫛歯状工具による縦区画に波状文

が，胴部には附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。4は胴部片で，附加条二種（附加1条）の縄文

が施され，羽状構成をとっている。5は底部片で，外面には附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。

所見　本跡は，覆土下層から床面にかけて炭化材がみられることから焼失家屋と思われる。時期は，床面から

出土している1・2の券種，器形の特徴・文様などから弥生時代後期後半（十王台式期）と考えられる。

第21図　第25号住居跡出土遺物実測・拓影図

第25号住居跡出土遺物観察表

2

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第21図

1

大形 広口壷 A　　 21．0 胴部上半か らロ緑部片。口唇部 には，ヘラ状工具に よる刻 み 石英，雲母，赤色粒子 P l16，40％　 PL 17

弥 生 土 器 B　 （22．4） があ り，口緑 部には附加条二種 （附加条 1 種）の縄文が施 さ にぷい黄橙色 炉南東部床面

H　 ll．7 れている。下部に 3 条の隆帯が巡 り， 6 条 を単位 とする平行

沈線 で 4 分割 され，区画内には櫛歯状工具 による波状文が施

されている。頚部 との境 には， 2 条の隆帯が巡 り，隆帯上 に

は，指頭 による押圧 がある。頚部は，6 条 を単位 とする平行

沈線で 3 分割 され，区画内 には，櫛歯状工具による波状文が

施され る。胴部 との境 には，櫛 歯状工具に よる山形文 と横走

文が施 されている。

普通 内面スス付着

2

広　 口　 壷 B　 （8，7） 底部か ら胴部片。胴部には，附加条二極 （附加 1 条）の縄 文 長石石英雲母，砂粒白色粒子 P l17，10％　 PL 17

弥 生 土 器 C ［8．8］ が施 されている。底部は布 目痕である。 にぷい赤褐色

普通

南東 コーナー覆土下層

内面スス付着
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第望畠号佳腰掛（第22回）

位置　調査区中央部，B3C2区。

規模と平面形　長軸4．25111，短軸3．83111の隅丸長方形である二

主軸方向　N－17J－1・1一「

壁　壁高は15、21川1で，垂直に立ち上がる．

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，炉の南西部つ＿1－1人；汗＿1西部の付近が踏み固められている。

ぽット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4ほ長径30～37cmラ　短径19～35cmの円形及び楕円形　深さ渕～鋸cmで

主柱穴と思われる。P7は長径30cm，短径25cmの楕円形　深さ張cmでタ　位置から出入り日施設に伴うピットと

思われる。壁に近いことから梯子状の構造物があったものと思われる。P5　扱P　は長径2～器cm　短径器～

27cmの円形及び楕円形で　深さ膵一割cmの補助柱穴と思われる。P8ほ長径28cm，短径22cm言采さ摘cmの壁柱

穴と思われる。

炉　中央部から北西寄りにあり　長径嶺cm　短径43cmの楕円形でタ　床面を6cm掘りくぼめている。炉床は火熱

を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼L中・小プロ、ソク中量，ローム小ブロック・ロー　　　2　明褐色　焼抽口中品　ローム小プロ、ソク・ローム粒J′一・歳

ム粒子や炭化粒子e砂質粘土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　化粒子少量

第22図　第髪8号健贋捗実測図
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覆土　7層からなり，上層に黒褐色土，中層から下層にかけてローム・焼土を含む褐色土がレンズ状に堆積す

る自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，煉土粒子少量，

ローム中ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

3　窯褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック

微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子

少量

6　褐　　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子多量，ローム′ト

ブロック中量，赤色粒子極微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子微量

遺物　弥生土器片6点，土師器片7点が出土している。第23図1・2は弥生土器の壷で，1の胴部から口緑部

片は，南東コーナー部の床面から横位のつぶれた状態で出土している。2の底部から胴部片は，P2付近の床

面から出土している。

3は弥生土器片の拓影図である。3は胴部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。

所見　本跡からは土師器片も出土しているが，中央部の覆土上層から出土していることからみて流れ込みと思

われる。時期は，床面から出土している1・2の器形の特徴・文様から弥生時代後期後半（十王台式期）と考

えられる。

観梅伽畑畔Ⅷ咄加融が〆

澤≡‡l「
第23図　第28号住居跡出土遺物実測・拓影図

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 3図

1

広　 口　 壷 A　 17．0 頚部か ら口緑部片。口唇部には，ヘラ状工具に よる刻みが施 長石，石英，雲母，砂粒 P 51， 15％　 P L 17

弥 生 土 器 B　 （ 8．9） されている。 口縁部には波状文が巡 り， 5 条 を単位 とす る平 橙色 南東 コーナー床面

行沈線 で 4 分割 され，区画内には，櫛歯状工具による波状文

が施 され ている。頚部 との境 には， 3 条の隆帯が巡 り，隆帯

上には，指頭による圧痕がある。

普通 外面スス付着

2

広　 口　 壷 B　 （ 4．2） 底部か ら胴部片。頚部には，附加条二種 （附加 1 粂）の縄文 長石，石英，白色粒子 P 52， 10％

弥 生 土 器 C　 ［ 7．8］ が施 されている。底部 は布 目痕である。 にぷい褐色

普通

P 2付 近床面

第30号住居跡（第24図）

位置　調査区中央部，B3d7区。

重複関係　本跡は，北東コーナー部を第4号溝に，北西コーナー部を第31号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸2．98mの隅丸方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は10－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，出入口施設の北部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径34～43cm，短径30－37cmの楕円形で，深さが65cm前後である。

－32－



PIp、P・／－・1は主柱穴と思われる。、P5は直径40cmの円形，深さ19cmで，位置から出入り「摘む設に伴うピットと

思われる．

炉　中央部からやや北西寄りにあり，平面形は長径52enl，短径33cmの不整楕円形で，床面を11cm掘i）くぼめて

いるこ、一炉床は．中央部が特に火熱を受け赤変種化し，長期間使用したと思われる。

炉士層解説

1　赤　褐　色　焼「小ブロック中量

2　暗　褐　色　焼l二粒子中量

3　褐　　色　焼工粒子ブロック中量

覆土　3層からなi上　目酎二黒褐色土，中層にローム・焼土を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する自然堆積で

ある。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小プロ・ソク・焼十粒千少鼠

炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒f中量．ローム小プロ、ソク少量．焼l斗王

j’・・炭化物微量

：う　暗褐　色　ローム粒f・多量，ローム小ブロック中鼠　ローム

大・中ブロック少昼∴　炭化粒子微量

遺物　弥fI二土器片31点，土師器片250点，須恵器片57点，石製品1点出土しているが，弥生土器のほとんどが胴

部片で．＝縁部，底部片は微量である。第25図1は弥生士器の広口壷の底部から「‾二1縁部昌で，北東コーナー部

の床面から‾l日立の状態で出上し，I）1つ司囲の床面から出上した破片が接合している。，6・7は球状上錘で，6

は南西部の覆土上層から，7は北東部の覆土上層からrl上上しているし「8は石製紡錘車で，南東部の覆土上層か

ら出土している、。

2・、・5は弥生土器片の拓影図である。一一、2はI＿‾＿＿l縁部片で，【一11唇部には棒状工具による刻みがあり，外面に櫛歯

状〕I二具による波状文が施されている。3・4は頚部片である。どちらも櫛歯状工具による縦区画内に波状文が

施されているし、、5は底部片で，底部には布l－‾1痕がある。、

所見　本跡から出上している土師器・須恵器片は覆土上層から出上していることから，撹乱による混入と思わ

れる。時期は，規模・平面形及び1の弥生土器小型広口壷が床面から出土しているから弥生時代後期後半（十

王台式期）と考えられる。

一　一　＿　　　　　　－　　　　　＿　＿∴

第望砲図　第調号健贋跡実測図

0　　　　　　　2m
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第25図　第30号住居跡出土遺物実測・拓影図

第30号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L二二二二＿上＿二」

図版番号 券　種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第25図

1

小形広口壷 A ［13．5］底部から口緑部片。口唇部には，ヘラ状工具による刻みが施 長石，石英，雲母，白色粒子 P l18，説）％　PL17

弥生土器 B　 18．7 されている。口縁部には波状文が施され，頚部との境には，にぷい褐色 北東コーナー床面

C　　　 6．7 4条の隆苗が巡り，隆帯上には，指頭による押圧がある。頸 普通 内面スス付着

H ［9．4］部は，6条を単位とする平行沈線で分割され，区画内には，

I ［10．5］櫛歯状工具による波状文が施されている。胴部との境には，

波状文が施され，胴部には，附加条二種 （附加1条）の縄文

が施され，羽状構成をとる。底部は布目痕である。

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

6 球　状　 土　錘 2．7 3．3 0．7 18．2 南西部覆土上層 D P51

7 球　状　土　錘 2．8 2，6 0．5 11．5 北東部覆土上層 DP52

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　点 備　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

8 紡　 錘　 車 4．0 1．4 0．8 12．8 粘板岩 南東部覆土下層 Q 19　　　 PL33

第41号住居跡（第26図）

位置　調査区西部，A3h3区。

重複関係　本跡の北部は，第42号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［4．08］m，短軸［3．65］mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－390－W
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壁　壁高は27～65cmで，外傾して立ちI二がる．

床　ほぼ平班であるが，小さな凹Il11があi主　炉の南部を中心に踏み国められている。

ぽッ紅　　か所　津　～㌘3）。Pl e P2は長径42～5鼠cm，短径40～42cmの円形及び楕円形で，深さが郷cm前

後である。Pl o P2は主柱穴と思われる。P3は長径54cm芦　短径39cmの楕円形言栄さ郷cmで　位置から出入り

口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部から北寄りにあり，平面形は第42号住居跡に掘り込まれ不明である．範囲のみ確認した。

覆土　5層からなり，＿日酎こ暗褐色土，下層にローム・焼上を含む黒褐色上がレンズ状に堆積する自然堆積で

ある。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子【巨軋　炭化粒子少量、ローム小プロ・ソ　　　　3　黒褐　色　ローム粒子中量、炭化物・炭化粒千少鼠　ローム

ク。焼土粒子微量，炭化物極微豊　　　　　　　　　　　　　　　　　中・小ブロック微量，焼土粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中農，ローム中・小プロツ　　　　4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

クの炭化粒子少量，焼土小ブロック微量　　　　　　　　5　明褐色　ローム粒子中量

遺物　北部は第42号住居跡に掘り込まれているため，南部を中心に弥生土器片178点，縄文土器片1点、土師器

第錆図　第磯考健腰路実測図
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片17点出土しているが，弥生土器のほとんどが胴部片で，口緑部，底部は微量である。第27図1～3は弥生土

器壷で，1は広口壷の頚部から口緑部片で，南西壁下と中央部の床面から出土した破片が接合している。2は

広口壷のほぼ完形品で，北西コーナー部の床面から横位の状態で出土している。3は底部から胴部片で，北西

コーナー壁際の床面からつぶれた状態で出土している。4は土師器椀の底部から体部片で，北西壁の覆土中層

から出土している。

5～13は弥生土器片の拓影図である。5・6は口緑部片で，口唇部には棒状工具による刻みがあり，外面に

は櫛歯状工具による波状文が施されている。7～9は頚部片である。7・8は櫛歯状工具による縦区画内に波

状文が施されている。8・9は低い隆帯が3条巡り，軽い押圧がある。10は胴部片で，外面には附加条二種

（附加1条）の縄文が施され，羽状構成をとっている。11－13は底部片で，外面には附加条二種（附加1条）の

鴨軸物が㌦〆

第27図　第41号住居跡出土遺物実測・拓影図
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縄文が施され，底部には布目痕がある。

所見　本跡の時期は，規模・平面形及び床面から出土した壷の器形の特徴e文様から弥生時代後期後半　廿王

台式期）と考えられる。

第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27図

1

広　 口　 壷 A　 ［16．7］ 頚部か ら目線部片。口唇部 には，ヘ ラ条工具 による刻みが施 長石，石英 P 62，15％　 P L17

弥 生 土 器 B　 （15．1） され，突起 （1 か所 ）がある。目線 部には附加条二種 （附加 灰褐色 南西壁 ・中央部床面

H ［9．4］ 1 条）の縄文が施 されている。頚部 との境 には， 3 条の隆帯

が巡 り，隆帯上には，棒状工 具に よる押圧 がある。頚部は，

5 条を単位 とする平行沈線で 4 分割されると思われる。 区画

内には櫛歯状工具 による波状文が施 されている。

普通 外面 スス付着

2

広　 ＝　 壷 B　 （23．7） 底部 から頚部片。胴部か ら頚部にかけては，附加条 の縄文が 長石 ，雲母，白色粒子 P 63，90％　 PL 17

弥 生 土 器 C　　　 7．6

H　　　 8．9

I　 16．1

施されている。胴部外面一部摩滅。底部は木葉痕である。 橙色

普通 （二次焼成）

北西 コーナー床面

外面スス付着

3

広　 ＝　 壷 B　 0 3．4） 底部か ら胴部片。胴部か ら頚部 にか けては附加 条の縄文が施 長石，石英 P 64，25％　 PL17

弥 生 土 器 C　　　 7．8 されている。 にぷ い黄橙色

普通

北西コーナー壁際床面

内面剥離

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

椀 B　 （1．8） 底部か ら体部片。平底で，中央部が 体部外面へラ磨 き。体部外面赤彩 。 長石，雲母，白色粒子 P 66，5 ％

土 師 器 C　　　 2．7 凹む。体部 は外傾 して立 ち上がる。 赤色

普通

北西壁覆土中層

第超5号住居跡（第28回）

位置　調査区北部，A3f8区。

規模と平面形　長軸3．96m，短軸3．40mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－280－E

壁　壁高は40～48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，軟弱なロームで炉の周辺と出入日施設の周辺に硬化面がある。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径26－28cmの円形，深さ41－55cmで，規模。配置から主柱穴，P

5は長径25cm，短径鼠9cmの楕円形，深さ19cmで，位置から出入日施設に伴うピットと考えられる。P6　e P7

は径27～30cmの円形，深さ20－24cmで，位置から補助柱穴と思われる。

炉　中央部から北寄りに位置し，長軸106C恥　短軸80cmの不整楕円形で，床面を7cm程掘りくぼめている。炉床

は，火熱を受け赤変硬化している。
炉土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量

覆土　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色

2　極暗褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

ローム粒子中量，焼土粒子微量

ローム粒子多量，ローム太ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土

粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロ

ック少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，

炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　ローム中ブロ

ック中量

遺物　弥生土器片50点，土師器片200点が出土している。弥生土器片は覆土下層から床面にかけて，土師器片は

覆土中層以上に多くみられる。第29図1～5は弥生土器である。1e2の広口壷はP3付近の覆土下層，30
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4の広口壷はP5付近の覆土下層，5の粗製杯は南東コーナー部の床面から出土している。6－9は土師器で

ある。6の壷は覆土中，7～9の嚢は中央部南側の覆土中層から出土している。16の支脚は南東部の覆土中か

ら出土している。

10－15は弥生土器片の拓影図である。10は目線部片で，口唇部にはヘラ状工具による刻みが施され，突起が

つく。目線部には櫛歯状工具による波状文，下位には隆帯が巡る。11・12は頚部片で，11は波状文が巡る。12

は4本を単位とする櫛歯状工具による平行沈線で分割され，区画内には波状文が巡る。13は胴部片で，附加条

二種（附加1条）が施される。14e15は底部片である。外面には附加条二種（附加1条）が施され，14の底部

は砂目痕，15は布目痕である。

所見　土師器片は出土状況や出土層位からみて本跡の廃絶後の一括投棄と考えられる。時期は，遺構の形態や

出土遺物から弥生時代後期後半（十王台式期）と考えられる。

0　　　　　　　　1m

Ll‥‥l　　　」

第28図　第45号住居跡実測図

第45号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 及　 び 文 様 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第29図

1

広　 口　 壷 A ［15．8］ 胴部上半か ら目線部片。 口唇部 には，縄文が施 されてい る。 長石，石英，赤色粒 子 P 14 6， 40％　 P L 17

弥 生 土 器 B　 （19．6） 目線部は附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 され，羽状構成 にぷい黄橙色 P 3付近覆土下層

H　　 lO．9 をとる。頚部 との境 には， 3 条の隆帯が巡る。頚部か ら胴部

にかけては附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 され，羽状構

成 をとる。

普通 外面剥離
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第29図　第45号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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第30図　第45号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿　　　；　　　l

図版番号器　種計測値（cm）器形の特徴及び文様胎土・色調・焼成備　　　考

第29図

2

広　口　壷B　（30．5）底部から頚部片。頚部上端には隆帯が4条巡り，隆帯上には，長石，石英，白色粒子，P147，60％　PL17

弥生土器C　［8．3］棒状工具による押圧がある。頚部には，5条を単位とする平赤色粒子P3付近覆土下層

H［12．0］行沈線で3分割され，区画内には櫛歯状工具による波状文がにぷい橙色外面スス付着

I［19．1］施されている。胴部との境には波状文が巡る。胴部には附加

条二種（附加1条）の縄文が施され，羽状構成をとる。外面

一部摩滅。底部は布目痕である。

普通

3

広　口　壷B　（15．6）胴部から頚部片。頚部には，4条を単位とする平行沈線で分長石，石英，雲母P148，30％　PL17

弥生土器割され，区画内に櫛歯状工具による波状文が施されている。にぷい黄橙色P5付近覆土下層

胴部には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，羽状構成

をとる。

普通外面剥離

4

広　口　壷B　（5．1）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文長石石見雲母．赤色粒子P149，10％

弥生土器C　　　8．4が施されている。底部は布目痕である。にぷい黄橙色

普通

P5付近覆土下層

内・外面スス付着

5

粗　製　珂こA　lO．6底部からロ緑部一部欠損。底部から外傾しながら口緑部に至長石，石英，雲母Pl三強，餌）％　PL17

弥生土器B　　　2．5る。底部外面へラ削り。口縁部に焼成前の穿孔1か所。にぷい黄橙色

普通

南東コ．－ナー床面

図版番号器　種計測値（Cln）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

6

雲亘A［18．5］頚部から口緑部片。頚部はやや外傾ロ縁部横ナデ。頭部外面へラナデ。長石石英，雲母，白色粒子Pl説），5％

土師器B　（7．5）気味に立ち上がり，口緑部は外反す

る。複合口緑。

明赤褐色

普通

覆土中

第30図嚢A　17．0体部からロ縁部片。体部は内攣しな口緑部内・外面横ナデ。体部外面長石，石英，小礫P151，幻％PL18

7土師器B　（13．8）がら立ち上がり，口縁部は外傾す

る。

ヘラナチや。 橙色

普通

中央部南側覆土中層

8

襲A　　28．0体部からロ緑部片。休部は内攣しな口緑部横ナデ。休部外面へラナデ。長石，石英，赤色粒子P152，測％PL18

土師器B　（9．7）がら立ち上がる。頚部はくの字状に

屈曲し，口緑部は外反する。波状口

縁。

にぷい橙色

普通

中央部南鯛土中層

9

要B　（7．1）底部から休部片。平底。休部は内管休部外面へラ削り。底部木葉痕。長石石英，雲母．白色粒子P153，10％

土師器C　　　7．8気味に立ち上がる。 にぷい橙色

普通

中央部南側覆土中層
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図版番号　　 種　　　 別
計 擾：m） i 登録き　 出 土 地 点

備　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ）

第30回可 支　 脚
（ 寸．8† 項 目鵬　 南東部覆土中

D P68

第別号健腰掛　第別図）

位置　調査区北部，A4jl区。

重複関係　本跡の東壁は，第6号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸土22111，短軸∠1．02Illの隅丸方形である。、

主軸方向　N－49J－E

壁　壁高は20～34cmで，外傾して立ち上がる。「

床　ほぼ平坦であるがタ　小さな凹凸があり，炉を中心に南部が踏み固められている。

ノ　　　ノ′、ソ　㍉㍉、　　　ノ　、′　∴人く悠半、～上、　′‥′て′く∴・∴、．r′ノバ・言上一　ネ∵二か＿さ：′九、二、立L

も

第題肇図　第別号健贋妙実測図

ー・41－

0　　　　　　　　　　　　　1m
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0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第32図　第51号住居跡出土遺物実測・拓影図
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Pl～P4は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は方形となる。P5は径31cmの円形，深さ35cmで，位置か

ら出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部に位置し，平面形は長径90C恥　短径60cmの楕円形で，床面を13cm掘りくぼめている。炉床は，中央

部が特に火熟を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子中鼠

焼土中ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子少量，炭化粒子極微量

3　赤褐色　焼土大ブロック多量

覆土　6層からなり，上層に黒褐色二L　下層にロームe焼士を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する自然堆積で

ある。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，
ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロッ
ク・炭化物・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少鼠　ロ

ーム中ブロック微量，焼土粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子微量

6　明褐色　ローム粒子中量

遺物　東部は溝に掘り込まれているため，西部を中心に弥生土器片60息　縄文土器片1点，土師器片189点が出

土している。弥生土器のほとんどが胴部・体部片で，口縁乳　底部は微量である。第32図1－4は弥生土器壷

である。1e2は広口壷のほぼ完形品で，北西コーナー壁際の床面から横位の状態で出土している。3ほ広口

壷の胴部から目線部片で，P3南部の床面からつぶれた状態で出土している。4は広口大型壷胴部片で，北西

コーナー壁際の床面からつぶれた状態で出土している。5e6は土師器である。5は婆の体部から目線部片でラ

北東壁際の覆土上層から出土している。6は賓の底部から体部片で，Pl北部の覆土中層から出土している。

13e14は球状土錘で，P3東部の覆土上層から出土している。

7－12は本跡から出土した弥生土器片の拓影図である。7は口縁部片で，口唇部には棒状工具による刻みが

あり，外面には櫛歯状工具による波状文が施されている。8・9は頚部片で，櫛歯状工具による縦区画内に波

状文が施されている。9は2条の隆菅が巡り，軽い抑圧がある。10・Hは胴部から頚部片で，縦区画内に櫛歯

状工具による波状文が施され，胴部外面には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，羽状構成をとっている。

12は底部片で，底部には布目痕がある。

所見　弥生土器のほか土師器片e球状土錘が出土している。第6号溝に掘り込まれたための混入と思われるが，

出土状況や出土層位からみて南部に隣接する第33号住居跡からの投棄の可能性も考えられる。本跡の時期は，

規模e平面形及び床面から出土している広口壷の器形の特徴・文様から弥生時代後期後半（十王台式期）の住

居跡と考えられる。

第5且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第32図

1

小形広 口壷 A　 13．8 口縁部一部欠損。口唇部には，縄文が施されている。口縁 部 長石，石英 P 7 2， 90％　 P L 18

弥 生 土 器 B　 19．0 には 4 条の平行沈線が施されてい る。頚部との境 には， 3 条 にぷい黄橙 色 北西 コーナー壁際床面

C　　　 7．7 の隆帯が巡 り，隆帯上には，棒状工具による押圧がある。頸 普通 内 ・外面スス付着

H　　　 8．1 部は，4 条 を単位 とする平行沈線 で 3 分割 され，区画内には，

I　 lO．7 櫛歯状工具に よる波状文が施されている。胴部 との境には，

櫛歯状工具 による波状文が施 されている。胴部には，附加条

二種 （附加 1 条）の縄文が施され，羽状構成 をとる。底部 に

は木葉痕がある。
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第32図

2

広　 ＝　 壷 B　 0 7．7） 底部か ら頚部片。頚部上端 には隆帯が 2 条巡 り，隆帯上 には 長石，石英，砂粒 P 73，90％　 PL 18

弥 生 土 器 C　　　 7．9 穿孔 （2か所） がある。頚部は区画内に櫛歯状工具による波状 にぷい黄橙色 北西コーナー壁際床面

H　　　 5．5 文が施 され，6 条を単位 とする平行沈線で 3 分割 されている。 普通

I　 14．0 胴部との境 には波状 文が巡 る。胴部には附加条二種 （附加 1

条）の縄文が施され，羽状構 成をとる。底部は砂 目痕である。

3

広　 ＝　 壷 A ［15．4］ 胴部から目線部片。口唇部にはヘ ラ状工具に よる刻みがあ り， 長石，石英，雲母，赤色粒子 P 74，25％　 P L 18

弥 生 土 器 B　 0 5．2） 突起 （1 か所）がある。 目線部には波状文が巡る。頚部 との にぷい褐色 P 3南部床面

H　　　 9．5 境には， 3 条 の隆帯が巡 り， 隆帯 上には爪 による押圧 があ

り下 部 には波状 文が巡 る。頚部 は 4 条 を単位 とす る平行洗

練で 4 分割 され，区画内には櫛歯状工具に よる波状文が施 さ

れている。胴部には附加条二種 （附加 1 条）が施 されている。

普通 外面剥離，内面スス付着

4

大形広 口壷 B　 （37．4） 胴部片。胴部には，附加条二種 （附加 1条）の縄文が施され， 長石石英濱且赤色粒子 P 75，40％　 P L 18

弥 生 土 器 I　　 33．7 羽状構成を とる。 にぷ い黄橙色

普通

北西 コーナー壁際床面

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

5

嚢 A ［16．6］ 体部か ら日録部片。体部は内攣 して 目線部外面 ナデ，内面横位のパ ケ目 長石，石英，雲母 P 76，20％ PL18

土 師 器 B　 （10．2） 立ち上が る。頚部は くの字状 に屈曲 調整。体部外面斜位のパケ 目調整。 にぷい褐色 北東壁際覆土上層

し，目線部は外反気味 に開 く。 普通 外面スス付着

6

斐 B　 （2．2） 底部か ら体部片。平底 で，底部か ら 体部外面ナデ。底部へ ラナデ。 長石，石英 P 77，10％

土 師 器 C　　　 5．4 外傾 して立ち上がる。 にぷい黄橙色

普通

Pl北部覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm ） 重　 量 （g）

13 球　 状　 土　 錘 3．5 3．1 1．0 2 9．1 P 3東部覆土上層 D P 25

14 球　 状　 士　 錘 2．8 2．3 0．9 12．2 P 3東部覆土上層 D P 26

第醍考健贋跡（第33回）

位置　調査区東部，B4gO区。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3．95mの不整方形である。

主軸方向　N－520－W

壁　壁高は12～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心に北部。南部に踏み固められている。出入口施設は確認できなかったが，南東

壁際に硬化面がある。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径29～55cm，短径27－38cmの楕円形で，深さが46－54cmである。

Pl～P4は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は方形となる。

炉　中央からやや北東部に位置し，木の根の撹乱のため，平面形は長径紅65】C恥　短径【50軸の楕円形と推定され

る。床面を8cm掘りくぼめている。炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説
1　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・　　2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量，

炭化物微量，ローム小ブロック・炭化材極微量　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子・
炭化物極微量

覆土　4層からなり，上層に極暗褐色土，下層にローム・焼土を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する自然堆積

である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，ローム′トブ　　　2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

ロック・焼土′トブロック・炭化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　化粒子微量，ローム小ブロック8焼土中ブロック。

炭化物極微量

－44－



3　褐　　色　ローム粒子小品　ローム小ブロック・焼工粒f・・炭　　Ii　明褐色　ローム粒子中量，ロームl巨小ブロック・焼十粒J′一・

化物・射ヒ粒子匝微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尉ヒ柑・射ヒ粒千極微量

遺物　南部は木の根による撹乱のため　北部を中心に弥生土器片誠意　縄文土器片　点　土師器片罰点　土製

品娠蕉　石器温点出土しているが　弥生土器のほとんどが胴部片で　打線部　底部尉極微豊である。第凱図

言、′　∴い　∴‾言こ　　ハ′、　一′ノ　二　言、言．、‾　∴－′言’二：，：、′・川ご′′′　′言lこ．1′ノノ′∧・ふ、‾　－　　、’′、．

ほ㌔形広打壷のほぼ完形品でタ　の東脇の床面から横位の状態で出土している。　の　は土師器の登である。

3は体部から目線部にかけての破片でタ　中央部の覆土中層から斜位の状態で出土している。　は底部から体部

片でチ　炉周辺の覆土中層から出土している。鼠は土製紡錘車でタ　㌘東部の床面から出土している。も相は球

状土錘で，！‖ま北西壁の覆土中層から，＿10は炉1年部の床面から出土している。、

5～8は弥生土器片の拓影図である。5～アほ頚部片で，櫛歯状工具による縦区画内に波状文が施されてい

る。7は4条の隆革が巡娠　軽い押圧がある。　は胴部片で　胴部外面には附加条一種（附加2条）の縄文が

施され，羽状構成をとっている。
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第62号住居跡出土遺物観察衷
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図版番号 器　種 計測値（川） 文　　　　　 様　　 ！胎土・色調8焼成i 備　 考

第34図

1

広　口　壷A　i5．7 ＝縁部し一部欠損予口唇部には，ヘラ状工具による刻みが施さ　長石，石英，雲母　　　 P88，85％　PL18

弥生土器B　　31．5 れ　突起白か所）がある。目線部には波状文が施され，頚　にぷい黄橙色　　　　 北西壁際床面

C　　　6。6 部との境には4条の隆苗が巡り，隆帯上には爪によると恩わ普通 内面剥離

H　　　P．8 れる押圧がある。頚部は5条を単位とする平行沈線で4分割 外面一部摩滅，スス付

T　　15．6 され，区画内には櫛歯状工具による波状文が施されている。　　　　　　　　　　 着

胴部との境には，櫛歯状工具による波状文が巡り，胴部には

附加条二種（附加ユ条）の縄文が施され，羽状構成をとる。

底部は布目痕である∴

－L－15－



所見　本跡から土師器片・球状土錘が出土しているが，出土状況や出土層位からみて流れ込みと思われる。時

期は，北西コーナー壁際の床面から出土している遺物1・2の器形の特徴及び文様等から弥生時代後期後半

（十王台式期）と考えられる。

象転触㌦〆〆
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第34図　第62号住居跡出土遺物実測・拓影図
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図版番号器　種計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成 備　　　考

第34図小　形　壷A［7月］口緑部一部欠損。口唇部には，ヘラ状工具による刻みがあ長石，石英，雲母 P89，Ⅸ）％　PL18

2 弥生土器B　（18．1）る。口緑部から胴部にかけて附加条二種（附加1条）と思われにぷい黄橙色 北西壁際床面

C　　　5．3る縄文が施され，頚部には3条を単位とする縦の沈線が施さ

れている。底部は平底であるが，不安定で，立位できない。

普通 外面摩滅

図版番号器　種計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

3

整A［15．2］体部から口緑部片。休部は内攣して口緑部外面ナデ，内面横位のハヶ月長石，石英 P91，10％

土師器B　（4．6）立ち上がる。頚部はくの字状に屈曲

し、口緑部は外傾する。

調整。体部外面斜位のパケ目調整。にぷい橙色

普通

中央部覆土中層

4

襲B　（3．4）底部から休部片。平底で，底部から底部へラ削り。体部外面へラ磨き。長石，石英 P92，10％

土師器C　［5．8］外傾して立ち上がる。 赤褐色

普通

炉周辺覆土中層

ー46－



図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考径 （cm日 長 さ如車　 径 如） 重 勘 g）

第34図9 球　 状　 士　 錘 2．5
2・‖　 0・日　 清・8

北西壁覆土中層 D P 41

10 球　 状　 士　 錘 2。7 2・6 ！　 0も7 ！ 16・2 炉西部床面 D P42

11 紡　 錘　　 車 4．7
2・3 ！　 0・6 ！ 60・0 P l東部床面 D P43　　　　　　　 PL31

第6鵡考健贋静（第35図）

位置　調査区東部タ　B4h8区。

規模と平面形・・辺が3．30111の隅丸方形である。

主軸方向　N－9、、－W

壁　壁高は15、20〔Illで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦でありタ　中央部の炉からP mこかけて踏み固められている。

ぽッ睦＋lか所。P　は長径評cm　短径鵠cmの楕円形で　深さが26cmである。主柱穴と思われるが，1か所し

か検出できなかった。

炉　中央から北東部に位置し　平面形は長径亜cm　短径胡cmの楕円形でラ　範囲のみを確認した。

覆土　上層に黒色土夕　下層にロームe焼土を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する5層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子申乳炭化粒子少数焼土粒子微鼠炭　　4　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子多鼠　ローム中プロ
化物極微量

2　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量．ローム中ブロ

ック少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，

ローム太ブロック微量，焼土粒子極微量

ツク中量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒r多量．ローム大・中

ブロック少量，炭化粒子極微量

遺物　南東部から弥生土器片弧蕉　土師器片翫点　土製品　点が出土しているが普　弥生土器のほとんどが胴部

片で，目線部，底部片は極微量である。第36図1は弥生土器広口壷の底部から胴部片で，Pl東部の床面から

正位の状態で出」二している。7は上製紡錘車で，中央部の覆土下層から出土している。

2～6は弥生土器片の拓影園である。203は打線部片で，外面には櫛歯状工具による波状文が施され，3

の口唇部には棒状工具による刻みが施されている。4～6は胴部片である。5の6の胴部外商には附加条二種

可　読

第誠図　第糾考健贋跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

．＿、　　＿　　　＿＿＿し＿　＿．＿＿＿＿．＿＿＿　＿＿＿＿　一
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（附加1条）の縄文が施されている。4の胴部外面には附加条一種（附加2条）の縄文が施され，羽状構成をと

っている。

所見　本跡の時期は，規模・平面形及び床面から出土した遺物1の器形の特徴・文様等から弥生時代後期後半

（十王台式期）と考えられる。

第36図　第64号住居跡出土遺物実測・拓影図

第64号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L i l

図版番号器　種計測値（cm） 文　　　　　　　　　　 様 胎土・色調・焼成備　　　考

第36図広　口　壷B　（2．5）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄長石，石英，雲母，砂粒P174，5％

1弥生土器C［8．8］文が施されている。底部には木葉痕がある。 にぷい黄橙色

普通

Pl東部床面

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点備　　　　　考
径（cm）長　さ（cm）孔　径（cm）重　量（g）

7 紡　　錘　　車4．1 1．6 0．6 30．7中央部覆土下層DP97　　　　　　　PL31

第77号住居跡（第37図）

位置　調査区北部，A4i4区。

重複関係　本跡の東壁を第52号住居跡に，北西部を第93号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸［5．10］m，短軸4．80mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は40～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦なローム土であるが，小さな凹凸があり，炉の北部を中心に踏み固められている。

ピット13か所（Pl～P13）。Pl～P3は長径29～55cm，短径29～50cmの円形および楕円形で，深さが37－100cmで

ある。Pl～P3は主柱穴と思われる。P4は長径41cm，短径31cmの楕円形，深さ53cmで，位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。P5－P13は壁際に配置され，直径却～57cmの円形および楕円形で，壁柱穴と思われる。

炉　中央からやや北部に位置し，長径119C恥短径95cmの不整楕円形で，床面を10cm掘りくぼめている。炉床は

火熱を受け赤色硬化している。長期間使用したものと考えられる。

炉土居解説

1暗赤褐色　壌土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量，ローム
大ブロック微量

覆土　7層からなり，上層に極暗褐色土，下層にローム・焼土・炭化物を含む極暗褐色土がレンズ状に堆積す
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る自然堆積であるJ

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒J’・・焼工粒J∴・炭化粒召散量．焼上中プロ

、ソク・炭化物極微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・微量．ローム小プロ、ソク・焼上′トブロッ

クを焼土粒子極微量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子炭化物の炭化載予微量や

ローム小プロ、ソク桓微量

・i　極暗褐色　U－ム粒J’一少量．炭化物・炭化粒J’・微結　ローム

大・小ブロック・焼工粒f一極微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼工粒J’・・炭

化粒子極微量

（う　褐　　色　ローム粒J’一l恒11∴　ローム申ブロック・炭化物極微量

7　暗　褐　色　ローム粒子微量．ローム中・小ブロック・焼工粒

J’・・炭化粒子極微量

遺物　東部は第52号住居跡に掘り込まれているため∴西部を中心に弥生土語紺72点，縄文土器片4点，土師器

片約700点，須恵器片1（う点，主製品上目1川上l二しているが，弥生＿＿＿11二器のほとんどが胴部片で，l‾‾l縁部，底部片は微

量である、1第38図1～4は弥生土器の壷である。1は小形広口壷の底部から日縁部片で，P2東部の床面から

横位の状態で出土している、二、2～∠1は広「l壷の底部から胴部片である。2は南西コーナー部の床面から横位の

状態で出土しているご　3は中央部とPl東部の床面から出上した破片が接合している。4はP3北部の床面か

ら出土している、「5、8は土師器である。5・6は相の底部から体部片で，5は北東壁際の覆土下層から，6

璧餞鰊
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は炉西部の覆土中層から出土している。7は相の休部片で，炉北東部の覆土中層から出土している。8は嚢の

体部から口緑部片で，北東コーナー部とPll南東部の覆土中層から出土した破片が接合している。17－19は球

状土錘で，17・18はP3周囲の覆土上層から，19は床面から出土している。20は管状土錘で，Pll南東部の覆

土上層から出土している。

9～16は弥生土器片の拓影図である。9は口緑部片で，口唇部には棒状工具による刻みがあり，櫛歯状工具

による波状文が施されている。10は頚部片で，櫛歯状工具による縦区画内に波状文が施されている。11～13は

胴部から頚部片で，胴部には櫛歯状工具による波状文が，11には附加条二種（附加1条）の縄文が施されてい

る。14～16は底部片で，14・15に布目痕，16の底部には木葉痕がある。

所見　本跡からは，土師器片が多数出土しているが，覆土の堆積状況及び東部が第52号住居跡に掘り込まれて

いることから混入と思われる。時期は，床面から出土している遣物1・2の器形の特徴・文様から弥生時代後

期後半（十王台式期）と考えられる。

、、∵‾二言

喝

、二l　二

0　①　㊦　①

第38図　第77号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第77号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第38図

ユ

小形広 ＝壷 A ［8．8］ 目線部欠損。 目線部 か ら胴 部にかけて は，附加条二種 （附 長石，石英，雲私　 砂粒 P lO6チ　80％　 P L 18

弥 生 土 器 B　 12．8

C　　　 5．0

H　　　 5．5

‡　　 7．6

加は 粂） と思われる縄文が施されている。 にぷい黄橙色

普通

P 2東部床面

外面一部摩滅

2

小彬広 ＝壷 B　 （1射 ） 底部か ら頚部片。頚部 には， 5 条 を単位 とする平行沈線で分 長石，石軋　 雲私　 砂粒 P lO7，8 0％　 P L 18
弥 生 士 器 C　　　 7．5 割 されタ　縦区画内には櫛歯状工具 による波状文が施される。 明黄褐色 南西コーナー部床面

H　 ［7．9］ 胴部との境には横走文が巡 る。胴部には，附加条二種 （附加1 普通 （二次焼成） 外面スス付着

I　　 9．3 条）の縄文が施され，羽状構成をとる。底部は木葉痕である。

3

広　 ‖　 壷 B　 （4．5） 底部か ら胴部片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄 長石 ，石英，小礫 P 鑑札　 20％
弥 生 工 器 C　　　 8．3 文が施 されている。底部は布 目痕である。 にぷ い褐色

普通

P l東部床面

外面剥離

4

広　 口　 壷 B　 （4．2） 底 部か ら胴部片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 長石，石英，小礫，砂粒 P lO9， 10％
弥 生 土 器 C　 ［8．2］ 文が施 されている。底部は砂 昌痕である。 にぷい橙色

普通

P 3北部床面

外面一部摩滅

図版番号 器　 種 計測値 （川） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

5

用 B　 （3．0） 底部か ら体部片。丸底で，中央 がや 体部内 ・外面横 ナデ． 長石，石英，雲母 P lll管50％　 PL 17
土 師 器 C　　　 2．2 や 凹む。体 部 は内攣 して立 ち上が

る。

浅黄橙色

普通

北東壁際覆土下層

6

用 B　 （4．2） 底部か ら体部片。平底で，底部か ら 体部内 0外面横ナデ。底部ナデ。 長石，石英，雲母 P H 2， 30％

工 師 器 C　　　 2．6 内攣 して立ち上がる。 橙色

普通

炉西部覆土中層

外面スス付着

柑 B　 （5の 体部か ら目線部片。体部は内攣気味

I

目線部外面へラ磨 き。内面ナデ。

l

長石石英濱且白色粒子 P llO，20％

7

E

工 帥 器

l

に立 ち上がる。目線部 は外傾 して立

ち上がる。

にぷい褐色

ヰ滴
にコ．ハuエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‡

炉北東部覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm ） 孔　 径 （Cfn） 重　 量 （g）

17 球　 状　 土　 錘 3．1 3．3 0．8 3 2．0 ㌘3付近覆土上層 D P 4 7

18 球　 状　 土　 錘 2．9 2．8 0．7 22．2 P 3付近覆土上層 D P 4 8

19 球　 状　 土　 錘 2．9 2．6 0．8 2 1．5 P 3付 近床 面 D P 4 9

20 管　 状　 士　 錘 1．9 2．3 0．6 H ．5
P l摘 東部覆土上層 ！

n P 50　　　　　　　 P L 3 1

第約号健腰掛（第39回）

位置　調査区中央部，Bこ1d2区。

重複関係　本跡の北部を第43号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．20恥　短鞠脚鋤極の隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－18し、一Ⅵ’

壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平班であり，軟弱なローム土．

ピッ紅　3か所（㌘1～P3）。Pl砂P2は長径30～35cm，短径23～29cmの円形及び楕円形で，深さが37～52

cmである。Pl e P2は主柱穴と思われる。P3は径26cmの円乳深さ70cmでP2の補助柱穴と思われる。

尊堂　6層からなる。レンズ状に堆積するがタ　上層から下層にかけてローム中の小プロッタを含んでいること

から人為堆積と思われる。
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土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量，壌土粒子・炭化粒子極微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物微量，ローム小ブロック・

焼土粒子極微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子
微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第39図　第83号住居跡実測図
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第40図　第83号住居跡出土遺物実測図
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遺物　北部の大部分が第43号住居跡に掘り込まれ

ているため，南部から弥生土器2点が出土してい

るだけである。第40図1は小形広口壷の完形品で，

P3東部の床面から横位の状態で出土している。2

は弥生土器の壷（コップ形土器）の完形品で，1

と同じくP3東部の床面から横位の状態で出土し，

口唇部には棒状工具による刻みが施されている。

本跡を掘り込んでいる第43号住居跡から出土して

いる弥生土器片21点は，本跡に伴う土器の可能性

がある。

所見　本跡は，初期の段階では第43号住居跡の拡張部分，又はベッド状遺構と考えていた。調査の進展に伴い

段差の箇所に壁溝が確認されたため，重複の可能性が考えられ，再調査したところ1・2が床面から出土した

ことから1軒の住居跡とした。時期は，土器の器種，器形の特徴・文様などから弥生時代後期後半（十王台式

期）と考えられる。
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第83号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 文　　　　　　　　　　　 様 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第40図

1

小形広 ＝壷 A　 ll．6 口唇部一部欠損。 口唇部には，縄文原体 による押圧があ り， 長石，石英，雲母，砂粒 P l14，95％　 P L 18

弥 生 土 器 B　 12．9 突起 （2 か所 ）が ある。［］緑部 には 5 条 の波状文が巡 る。 にぷ い黄橙色 P 3東部床面

C　　　 5．6 頚部 との境 には， 3 条 の隆帯 が巡 り，隆帯上 には指頭 によ 普通 （二次焼 成） 外面一部摩滅

H　　　 8．5 る押圧があ る。頚 部は，5 条 を単位 とす る平行洗練で 5 分割 外面スス付着

I　　 6．8 され， 区画 内には，櫛歯状工具 による波状文が施 されて い

る。胴 部 との境 には，櫛 歯状工具 に よる連 弧文が施 され，

胴部には，附加 条二種 （附加 1 条） の縄文が施 されている。

底部は布 目痕である。

2

壷 A　　　 7．9 完形。口唇 部には，ヘラ状工具 による刻みが施 されている。 長石，石英，砂粒 P l15， 100％　 P L 18

（コップ型） B　 l l．9 目線 部か ら胴部 にかけての外面 には， 附加 条二種 （附加 1 にぷい橙 色 P 3東部床面

弥 生 土 器 C　　　 5．2 条） と思われる縄文 が施 されている。底部は砂 目痕である。 普通 外面一部摩滅

（2）弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭

第柑考住居跡（第射図）

位置　調査区南部，B2iO区。

重複関係　本跡の酋壁部を第5号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．60nl，短軸6．38111の隅丸長方形である。

主軸方向　N－8°－E

壁　壁高は30－35cmで，床面から緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部分は軟弱なロームでその北東部周囲，北壁e北東壁周辺は硬化している。特に，

南部の出入口部の周囲がよく踏み固められている。

ピット　24か所（Pl～P24）。PlへつP4は長径33－40C恥　短径22～28cmの楕円形で，深さが60cm前後である。

Pl～P4は主柱穴と思われ，主柱穴を結んだ線は方形となる。P5は長径35C恥　短径32cmの円形で，深さ35

cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P8e Plle P12e P18－P23は主柱穴に伴う補助柱

穴と思われる。他のピットは性格不明である。

炉　ほぼ中央部に位置し，平面形は長径130cm，短径68cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめている。炉床は，

中央部が火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，

ローム小ブロック微量

2　明褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・粒子多量，ローム小

ブロック中量，焼土太ブロック微量

覆土　5層からなり，上層中央部に黒色土，中層から下層にかけてロームe焼土e炭化粒子を含む暗褐色土が

レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼士粒子・炭

化粒子少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　弥生土器片約360点，土師器片178点，土製品2点，石器2点が出土しているが，弥生土器のほとんどが

細片である。中央部から北東部にかけて多く出土しており，南部は少ない。第42図1～8は壷で，1の胴部から

目線部片の広口壷は，Pl周辺の床面から出土した破片が接合したものである。2の胴部から目線部片は，P

3北部の床面から出土している。3－5の胴部片は，3がP18西部の床面から，4がPl周辺の床面から出土

している。5はP6西部の床面から出土している。6～8ほ底部から胴部片で，6ほP7周辺の床面から，7

は中央部からPlにかけての床面から出土している破片が接合している。8は北東コーナー部の床面から出土
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第42図　第10号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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している。9の高杯はP22付近の床面から出土している。10の土師器の器台はP4付近の床面から出土してい

る。19は土製紡錘車で，P9東部の床面から出土している。18は球状土錘で，Pl北東部の下層から出土して

いる。20は石鉄で，P9付近の床面，21は蔽石で，P7西部の床面から出土している。

第42図11～17は，弥生土器片の拓影図である。11・12は口緑部片で，どちらも口唇部に棒状工具による刻み

が施され，口緑部には櫛歯状工具による波状文が施されている。13・14は頚部片で，13は押圧が施された3本

の隆帯が巡り，14には縦区画内の波状文の中に補修孔と思われる焼成後の穿孔がある。15・16は底部から胴部

片で，どちらも胴部には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，底部には布目痕がある。17は高杯の杯部片

である。口唇部にはヘラ状工具による刻みが施され，体部内・外面には櫛歯状工具による波状文が巡る。

所見　本跡からは弥生土器以外に土師器も多く出土している。出土状況や出土層位及び出土遺物の器形の特

徴・文様から，時期は，弥生時代後期後半（十王台式期）～古墳時代前期初頭と考えられる。

（り

⊂＝⊃
第43図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

第10号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第4 2回 広　 口　 壷 A ［2 0．0］ ロ緑部片。 口唇部 にはヘ ラ状工具 による刻みがあ る。 口緑 長石，石英 P 2 0，10％　 P L 19

1 弥 生 土 器 B　 （ 6．2） 部には，櫛歯状工具 による 5 条の波状文が巡る。 にぷい黄橙色

普通

P l付近床面

2

広　 口　 壷 A ［19．2］ 頚部か ら口緑部片。 口唇部 にはヘ ラ状工 具に よる刻みがあ 長石，石英，雲母，赤色粒子 P 2 1， 10％　 P L 19

弥 生 土 器 B　 （10．5） り，突起 （1 か所）がつ く。 口緑部 には，櫛 歯状 工具 によ にぷい黄橙色 P 3北部床面

る 5 条の波状文が巡 り，頚部 との境 には， 3 条の隆帯が巡

る。隆帯 上に は，指頭 によると見 られる押圧 があ る。頚部

は，櫛歯状工具 によ り分割 されて いると思 われ，区画内に

は波状文が施されている。

普通

3

大 形広 口壷 B　 （19．4） 胴部片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条 ）の縄 文が施 さ 長石，石英，雲母 P 2 3， 20％　 P L 19

弥 生 土 器 れている。 灰褐色

普通

P 18西部床面

4

宣E B　 （ 9．7） 頚部片。頚部は，櫛歯状工具 によ り 5 条 を単位 とする平行 長石 P 24， 20％

弥 生 土 器 沈線で分割され，区画内には波状文が施 されている。 にぷい黄橙色

普通

P l付近床面

5

広　 口　 壷 B　 （9．9） 胴部か ら頚部片。頭部は，櫛歯状工具によ り 6 条を単位 とす 長石，石英 P 25， 20％　 P L 19

弥 生 土 器 る平行沈線で分割 され，区画内 には波状文が施 されている。 にぷい貴橙色 P 6西部床面

胴部外面には附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施されている。 普通 外面一部摩滅

6

広　 口　 壷 B　 （4．3） 底 部から胴 部片。胴部 には附加条二極 （附加 1 条）の縄 文 長石石英孟母，砂乳白色粒子 P 26， 20％

弥 生 土 器 C　　　 8．4 が施 されている。底部には布 目痕があ る。 にぷい橙色

普通

P 7付近床面

内面 スス付着
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 及　 び 文 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第42回 こ土こご雪芝 B　 （4．2） 底部か ら胴部片。胴 部には，附加条二種 （附加 1 条）の縄 長石，石英 P 27，20％

7 弥 生 土 器 C　 H 1．1］ 文が施 されている。底部は砂 目痕 と思われる。 橙 色

普通

中央部床面

8

壷 B　 （3．0） 底 部か ら胴部片。胴部 には，附加条二種 （附加 1 条） の縄 長石 ，石英，雲母 P 28，10％

弥 生 土 器 C　 ［7．0］ 文が施 されている。底部は布 目痕である。 にぷい黄橙色

普通

北東 コーナー床面

9

高　　　 杯 B　 （5．3） 脚部片。脚 部はハの字状 に開 く。杯 部は，大 きく外傾 して 長石，石英，雲母 P 45 1，10％　 PL ユ9

弥 生 土 器 立ち上がると思われる。 にぷい黄橙色

普通

P 22付近床面

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色譲「 焼成 備　　 考

10

器　　 台 B （ 5．0） 器受部欠損。脚部 はラッパ状に開 く。 脚部外面綻位のへラ磨 き。脚部内 ・ 長石，石英 P452，25％　PL19
土 師 器 D　 lO．3

E　　　 4．0

脚部に 3 孔 を穿つ。 外面赤彩。 明赤褐色

普通

P 4付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

18 球　 状　 士　 錘 3．1 2．7 0．5 2 1．8 P l付近 覆土下層 D P 6

19 紡　　 錘　　 車 5．1 2．8 0．5 （ 54．8） P 9付近床 面 D P 8　　　　　　　 PL 31

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cIn） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

20 石　　　 銀 2．7 2．3 0．2 1．1 頁岩 P 9付近床面 Q 5　　　　　　　 P L33

2 1 敲　　　 石 13．4 8．0 3．0 5 1 7．2 砂岩 P 7西部床面 Q 7

第2号住居跡　第融図）

位置　調査区中央部，B3e4区。

規模と平面形　長軸5．03m，短軸4．14111の隅丸長方形である。

主軸方向　N－13い－W

壁　壁高は25～38cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，炉を中心に硬化した面がある。出入口施設の北部が特に硬い。

ピット　6か所津　～P6）。Pl～P4は長径40－56C恥短径約38～43cmの楕円乳深さ47～64cmで主柱穴

と思われる。P5は長径56cmタ短径40cmの楕円私　深さ33cmで，位置から出入日施設に伴うピットと思われる。

P6は長径52cm，短径30cmの不整楕円形で，深さ35cmの壁柱穴と思われる。

炉　ほぼ中央部に位置し，長径10鹿m，短径61cmの楕円形で，床面を7cm掘りくぼめている。炉床は，火熱を受

け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説

1黒褐色　焼土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼

土中ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土太ブロック中量，ローム大ブロッ

ク・焼土大ブロック中量

覆立　木の根の撹乱を受けている。6層からなり，上層にはロームも焼土を含む暗褐色士，下層には褐色土が

レンズ状に堆積する自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

2　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子中量，ローム小ブ

ロック・焼土小ブロック微量

－57－

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子小量，
焼士粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

6　褐　　色　ローム粒子・壌土粒子少量，炭化粒子微量
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遺物　弥生土器片118点，縄文土器片5息　土師器片約380点，土製品1点，石器2点が出土している。弥生土

器胴部の細片が多量で目線部。底部片は微量である。第45図1～4ほ弥生土器である。1の広口壷は，南西部

の床面から横位で出土している。2の胴部から底部片は，出入口施設の床面から中央部周辺の覆土上層にかけ

ての破片が接合している。3の片口皿は，南西壁際の床面から逆位の状態で出土している。4の高杯は，南西

コーナー壁際の床面から正位で出土している。5－9は土師器である。5の椀は，P3北東部周辺の覆土上層

から床面にかけての破片が接合している。6の椀の体部から日録部片は，P6南部の覆土中層から出土してい

る。7の高塚の脚部は，炉南部の覆土中層から出土している。8・9は嚢の体部から口縁部片で，8は炉南部

の覆土中層から，9は炉の覆土下層から出土している。16は土製紡錘車で，南東コーナー部の覆土上層から出

土している。17e18は石器である。17の石鉄は炉北西部の覆土下層，18の砥石は炉北東部の覆土中層から出土

している。

10～15は，弥生土器片の拓影図である。10－12は日経部片で，口唇部には棒状工具による刻みが施され，外
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面には櫛歯状工具による波状文が施されている。12は縦区画内に櫛歯状工具による波状文が施されている。13

は頚部片で，口緑と頚部との境に隆帯が巡り，隆帯上に棒状工具による刺突痕がある。14・15は底部片で，外

面には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，15の底部は布目痕である。

所見　本跡からは弥生土器以外に土師器も多く出土している。出土状況や出土層位及び出土遺物の器形の特

徴・文様から，時期は，弥生時代後期後半（十王台式期）～古墳時代前期初頭と考えられる。

第46図　第23号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

第23号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形の特徴及び文様 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第45図

1

広　口　壷 A　 16．0 ほぼ完形。口唇部には，棒状工具による抑圧がある。口緑 長石，石英，雲母 P38，95％　PL19

弥生土器 B　　 32．9 部には，櫛歯状工具により，4条の波状文が施されている。にぷい黄橙色 南西部床面

H　 lO．0 頚部との境には，3条の隆帯が巡る。頚部は，櫛歯状工具 普通 外面スス付着

I　 17．8 により4分割され，区画内には4条の波状文が施されてい

る。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄文が施されて

いる。底部は布目痕である。

2

中形広口壷 B　（24．4）底部から頚部片。頚部には，櫛歯状工具による波状文が4 長石，石英，砂粒 P39，30％　PL19

弥生土器 C　［8．5］条施され，胴部との境には，横走文が施されている。胴部 にぷい黄橙色 出入口付近床面

I ［19．6］には，附加条二極（附加1条）の縄文が施され，羽状構成 普通 外面スス付着

をとる。底部は砂目痕と思われる。 外面一部摩滅

3

片　口　皿 A　 15．2 口縁部・片口部一部欠損。内・外面無文。内・外面にはわ 長石，雲母 P42，70％

弥生土器 B　　　3．4 ずかにナデの痕跡が見られる。 にぷい黄橙色

普通

南西壁際床面

外面スス付着

4

高　　　 杯 A ［13．4］口縁部・杯部一部欠損。内・外面無文。口唇部にはヘラ状 長石，石英，赤色粒子 P43，70％　PL19

弥生土器 B　 ll．4 工具による刻みがある。杯部は外傾しながら口緑部に至る。にぷい黄橙色 南西コーナー壁際床面

D　　 7．2

E　　　 5．0

脚部はハの字状に広がる。 普通

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

5

椀 A ［14．3］底部から口縁部片っ　丸底。中央が凹 口緑部内・外面縦位のへラ磨き。 長瓦石英，白色粒子 P44，鋭）％

土師器 B　　　4．6 む。休部は内野して立ち上がり，口 橙色 P3付近床面・覆

C　　 2，4 ．縁部はわずかに外反する。 普通 土上層

6

椀 A ［16．0］口緑部片。ロ緑部は外傾して立ち上 口縁部内・外面横ナデ。内・外面赤 長石，石英，雲母 P45，20％

土師器 B　（3．6）がる。 彩。 赤色

普通

P6付近覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色譲巨 焼成 備　　 考

第45図

7

高　　 林

土 師 器

E　 （8．2） 脚部片。脚部 は中空柱 状。 脚部外面縦位のヘ ラ磨 き。 長石，石英

にぷい橙色

普通

P 48，20％

炉南部覆土中層

第46回 聾 A　 H 6．6］ 日縁部片。 目線部はやや外反気味 に 日縁部外面縦位のパケ 目調整。 石英，雲母，赤色粒子 P亀 10％　 PL 19

8 土 師 器 B　 （5．1） 立ち上が る。 浅黄橙色

普通

炉南部覆土中層

婆 A　 は5．6］ 体部か ら目線部片。休 部から内攣 し 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石，石英，雲母 P 50， 5 ％

9 土 師 器 B　 （5．7） ながら立 ち上が り，日録部 は外傾す

る。

面斜位 のパケ 昌調整。 にぷい黄橙色

普通

炉覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cIn） 長　 さ（cm） 孔　 径（cm） 重　 量 （g）

16 紡　　 錘　　 車 4．1 2．0 0．6 （ 16．3） 南東コーナー覆土上層 D P ll　　　　　　　 P L31

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 i 石　 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ 如 ） 幅 （cm） 厚 さ （C汀1） 重量 （g）

17 石　　　 鍍 3．3 2．0 0．3 1．2 チャー ト 炉北西部 覆土下層 Q H　　　　　　 PL3 3

18 砥　　　 石 12・7 ！ 2・4
4．2 2 19．1 砂岩 炉北東部覆土中層 Q 13

第調号住居跡（第47回）

位置　調査区中央部，B3i5区。

規模と平面形　長軸5．52111，短軸5．28nlの隅丸方形である。、

主軸方向　N－38㌧E

壁　壁高は38～53cmで，外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦であるが，小さな凹凸があり，軟弱なローム土。炉の周囲にやや硬化した部分がある。

ピット　9か所（Pl～㌘9）。Pl～P4は長径30～40cm，短径20－39cmの楕円形で，深さが30－50cmである。

Plへつ？4は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は方形となる。P7は直径30cmの円私　深さ22cmで，位置

から出入り口施設に伴うピットと思われる。P5。P6は壁際のコーナー部に配置され，直径24－40cm，深さ

32cmの円形及び楕円形で，壁柱穴と思われる。P8e P9は性格は不明である。

炉　中央部からやや北西寄りにあり，平面形は長径134C恥短径79cInの楕円形で，床面を12cm掘りくぼめている。

炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。

炉土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中プ　　2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
ロック・焼土小ブロック微量，炭化粒子極微量

覆土12層からなり，上層に極暗褐色土，中の下層にローム・焼土を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する自然

堆積である。木の根の撹乱を受けている。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量，焼土中ブロック・炭化粒子極微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロッ
ク・焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
ローム中ブロック・焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠　ローム中
ブロックe焼土粒子・炭化物も炭化粒子少巌

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量，焼土粒子極微量

9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック微量，焼士粒子極微量

10　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロッ

ク・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

12　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
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第超ア図　第36号住居跡実測図

0　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿こ＿二二士「二二二∃

遺物　北部を中心に弥生土器片約49点，土師器片183点，土製品6点が出土している。第48図1e2は弥生土器

壷で，どちらも底部から胴部片である。1はP7北部の覆土下層から出土し，2は北東壁の床面から出土して

いる。3は弥生土器椀で，底部から胴部片であり，P3西部の覆土中層から正位の状態で出土している。4・

5は土師器である。4は増の体部からロ縁部片で，炉の上面から出土している。5は高塚の脚部で，P4周囲の

覆土下層から出土している。10－13は球状土錘である。10はPl北部の覆土下層，11は南コーナー部の覆土中

層，12e13はP4周囲の覆土下層から出土している。14は管状土錘で覆土中から出土している。15は土製紡錘車

で，Pl北部の覆土下層から出土している。

6－9は弥生土器片の拓影図である。6・7は口縁部片で，どちらも口唇部には棒状工具による刻みが施さ
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れている。7の口緑部には低い隆帯が3条巡り，軽い押圧がある。8・9は底部片である。外面には附加条二

種（附加1条）の縄文が施されている。8の底部には布目痕がある。

所見　本跡からは弥生土器以外に土師器も多く出土している。出土状況や出土層位からみて，時期は，床面か

ら出土した壷の器形の特徴・文様，並びに炉から出土した相の器形の特徴から弥生時代後期後半（十王台式期）

～古墳時代前期初頭と考えられる。

＼

士I・蔓

句駿咄融伊

④④

誰

（努（う

第48図　第36号住居跡出土遺物実測・拓影図

第36号住居跡出土遺物観察表

、－11：

①

〔コ。

嘘感！亡∠）

H L l　　　＿」

図版番号器　種計測値（cm）文　　　　　　　　　　　様胎土・色調・焼成備　　　考

第48図広　口　壷B　（2．4）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄長石，砂粒，白色粒子P57，5％

1弥生土器C　［8．6］文が施されている。底部は布目痕である。にぷい黄橙色

普通

P7北部覆土下層

2

広　口　壷B　（3．2）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄長石，石英，白色粒子P58，5％

弥生土器C　［7．9］文が施されている。底部は布目痕である。にぷい黄橙色

普通

北東壁床面

3

椀B　（3．4）底部から胴部片。胴部は外傾しながら立ち上がる。胴部長石，石英，雲母P59，10％　PL19

弥生土器C　　　3．7内・外面ナデ。底部平底。黄橙色

普通

P3西部覆土中層

内面剥離

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

4

大形柑A［18．9］口緑部片。休部から外傾して立ち上体部内・外面縦位のヘラ磨き。内・長石，石英P吼10％　PL19

土師器B　（9．1）がり，口緑部に至る。外面赤彩。赤色

普通

炉上面

5

高　　杯

土師器

E　（7．6）脚部片。脚部はラッパ状に開く。脚部外面縦位のヘラ磨き。外面赤彩。長石，石英

橙色

普通

P61，10％

P4付近覆土下層
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榔 巨　 別 計　　測　　整…」＋虹……「l　　　　　　　　　　J．、、 肘葎 （m ）　 長　 さ（Ⅷ） 孔　経（川）　重　宣厄）

第舶 用　　 球　状　土　錘 3・O i　 2・8 i　 oe7 ！ 22・ま　巨 洩部穫士下層　　 BP12

ll i 球 状 土 錘 聖 上 … 苧 日掛 掴 「… 料 丁 嘉 一ナ一部覆土中層　 りP13

ほ　　　　 球　状　士　錘 聖 」 曇 己 空 聖 ⊥ 」 率 巨 率 蔽 諒 ‾ 丁 蒜

柑　　　　 球　状　士　錘 中　 ・5 ・弓　 摘・項 p繍 近覆土下層　　 り㌘蟻

摘　　　　 管　状　士　錘 2・畑　　 中　 ・7 i はま中 覆土中　　　　　 り㌘柑　　　 PL凱

蟻　　　　 紡　　 錘　　 車 隼 「　 2中 ＋ 眼目 ＋ 料 丁 元 表 土下層　 i 野20　　　 PL3ま

窮磯考健腰掛　第劇団）

ご　り．1′、ぺ′工、‥′　、、t　′く

規模と平面形　長軸3．こ15Ill，短軸3．3有Ilの隅丸方形である、、

主軸方向　N－58亡－E

壁　壁高は18－、27川で．外傾して立ち上がるし・、

床　ほぼ平出であるが，小さな凹凸があり，軟弱なローム仁

一．　11′　　ノ　、・．　　　　　．　∴予く′・、∴′・　′、年：二∴工′∴　′上　　し　て′　ノ　′、　、　′、

る、、、Pl、・P4は主柱穴と思われる∴主柱穴を結んだ線は方形となる、二、

一一　　　十・、カ　㌧ノノ．ご　ノ．　・　㌦′　　　　‾・　　　　　′－　′一／JJ　′、ノ　　′′ノ／／ノ、、′、∴∵　∵′ノ．　′1′、∴′

ある、、

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼上粒j∵・炭化粒子臥微量

ご　黒　　色　ローム粒J’・・焼目白∴・炭化粒自陣微量

二i　黒　褐　色　ローム粒召糾IL　ローム小プロ・ソク・焼廿日’一・歳

佗粒子極微量

∴l　極暗褐色　ローム粒Jつ鋸責∴　ローム小プロ、ソク・焼梱り・・炭

化粒子極微養

う　暗　褐　色　ローム粒J’・微量．焼目白′一・歳化粒月齢微量

6　窯褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量　炭化粒子極微還

γ　褐　　色　t了－ム粒J’可弓占　焼目白’一・歳化粒J’一極微量

8　褐　　色　ローム粒子多量．ローム小ブロック桓微量

㊨　　魂＋頑

’∴！二・・、、ン／こく∴l工∴．＿．、－へ

！）明　褐　色　ローム粒J’一多量．ローム小プロ、ソク少量．炭化粒J’1

徴鼠　炭化物極微選

1（‾）明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク少量．炭化粒Jr・

極微；こt呈二

色
色褐

褐
暗

1

止

　

2

㌣

l

一

．

㌣

⊥

ローム粒f・少軋　ローム小プロ、ソク・炭化粒日射糾一呈：

U ーム粒子少量．し1－ム小プロ、ソク・焼上′トブロック・

焼工粒J’・・炭化粒千極微量

は　暗　褐　色　ロー→ム粒j’・微結　焼梱「「恒微量

11暗褐　色　ローム粒ナ・焼十粒J’・・炭化物極微量

15　褐　　色　ローム粒子微量

16　極暗褐色　ローム粒J’・・炭化粒J’・極微量

′∴、J∴－

…64…

9　　　　　　　　　　9　10
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遺物　北部を中心に弥生土器片12点，土師器片93点，土製品2点が出土しているが，弥生土器のほとんどが胴

部片で，口緑部，底部片は微量である。第50図1・2は弥生土器壷である。1は広口壷の底部から胴部片で，

中央からやや西部の覆土下層から正位の状態で出土している。2は中央からやや北部の床面から出土している。

3～5は土師器である。3・4は高杯で，3の脚部から口緑部片は，中央からやや北部床面から正位の状態で，

4の脚部片は，北東部の覆土上層から出土している。5は相の底部から口緑部片で，南東壁際の覆土下層から

逆位の状態で出土している。10・11は球状土錘である。10は中央部の床面から，11は東部壁際の覆土中層から

出土している。

6～9は弥生土器片の拓影図である。6は口縁部片で，口唇部には棒状工具による刻みがあり，外面には櫛

歯状工具による波状文が施されている。7－9は胴部片で，外面には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，

7は羽状構成をとっている。

所見　本跡からは弥生土器以外に土師器も多く出土している。出土状況や出土層位及び出土遺物の器形の特

徴・文様から，時期は，弥生時代後期後半（十王台式期）～古墳時代前期初頭と考えられる。

、・1よ．RPt．ミ．lt

第50図　第49号住居跡出土遺物実測・妬影図

第49号住居跡出土遺物観察表

10　　　　　　日

10cm

l　　　；　　＿　」

図版番号器　種計測値（cm）文　　　　　　　　　　　様胎土・色調・焼成備　　　考

第説）図広　口　壷B　（1．5）底部片。底部は布目痕である。長石，石英，赤色粒子P67，5％

1弥生土器C　［7．1］橙色

普通

中央部覆土下層

外面摩滅

2

広　口　壷B　（3．0）底部から胴部片。胴部には，附加条二種（附加1条）の縄長石，石英，白色粒子P68，5％

弥生土器C　［6．4］文が施されている。底部は布目痕である。明赤褐色

普通

中央部床面

外面剥離

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

3

高　　杯A［15．9］脚部から口緑部片。脚部は中実柱状。口緑部外面横位のヘラ磨き。長石，石英P69，6％　PL19

土師器B（11．2）杯部下位に稜をもち外傾しながら口橙色中央部床面

E　（6．3）縁部に至る。普通外面摩滅

4

高　　杯

土師器

E　（5．9）脚部片。脚部はラッパ状に開く。脚部外面縦位のヘラ磨き。外面赤彩。長石，白色粒子

赤色

普通

P70，10％　PL19

北東部覆土上層

外面摩滅
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色諏「 焼成 備　　 考

第50図

5

川 A 【10．6】 底 部か ら目線 部片。底部 は平底 で， 日縁 部内 e 外面縦位のパ ケ 昌調 整。 長石，石製 赤色粒子 P 71，80％　PL 19

土 師 器 B　　　 7．2 中央部がやや凹む。体部は内攣 しな 体部外面縦位のヘ ラ磨 き。 橙色 南東壁際覆土下層

C　　　 2．6 が ら立ち上 がる。頚部は くの字状 に

屈曲 し，外傾 しなが ら目線部 に至る。

端部下端 に弱い稜 をもつ。

普通 外面摩滅

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （m ） 重　 量 （g）

10 球　 状　 土　 錘 4．2 3．3 0．8 5 9．4 中央部床 面 D P2 1

1 1 球　 状　 土　 錘 3．0 3．2 0．6 2 3．7 東 部壁際 覆土 中層 D P2 2

第鵬考健贋跡（第5鼠図）

位置　調査区東部，B4j6区。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．55Illの隅丸方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は14～30cmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるがラ　小さな凹凸があり，炉を中心に踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl e P2ほ長径16～24C恥　短径摘～22cmの円形で，深さが23cm前後である。

主柱穴と思われる。P3は長径35C恥　短径28cmの楕円形，深さ52cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと

思われる。PJl・P5は長径24・～27cInの円形および楕円形で，補助柱穴と思われる。

炉　中央から北部に位置し　長径鑓cmタ　短径66cmの楕円形でタ　床面を9撒掘りくぼめている。炉床は火熱をう

け赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中・小ブロック・
炭化物・炭化粒子少量

2　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・焼土

中・小ブロック・炭化物少量

援立　木の根による撹乱が激しく，全体的な層の様相は把握できなかったが，覆土中e下層にロームブロック

電

第馴図　第6号住居跡実測滞

0　　　　　　　2m

』二二二二土ヒ二二二ヨ

0　　　　　　1m

」　‥　つ　．二＿＿＿．！
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が多く含まれていた。また，炉を中心に覆土下層から床面にかけて炭化材が検出されている。

遺物　中央から北部を中心に弥生土器片8点，土師器片20点，土製品1点出土しているが，弥生土器のほとん

どが胴部片・体部片で，口緑部，底部片は微量である。第52図1・2は弥生土器広口壷の胴部から底部片で，

1は北西壁の床面から横位の状態で出土している。2は北西コーナー部の床面から斜位の状態で出土している。

3は弥生土器浅鉢の底部から胴部片で，P4南東部の床面から逆位の状態で出土している。4は土師器壷の底

部から体部片で，南東コーナー部床面から横位の状態で出土している。7は球状土錘で，東部の覆土中層から

第52図　第66号住居跡出土遺物実測・拓影図
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出土しているJ

5e6は弥生土器片の拓影園である。5ほ打線部片で芦　狩唇部には棒状工具による刻みがあ娠　櫛歯状工具

による波状文が施されている。下端には　条の隆帯が巡航　軽い抑圧がある。　は胴部片で　附加条二種（附

加1条）の縄文が施されている、・、

所農　本跡は　炭化柑及び焼士ブロック検出状況からみて焼失家屋であると思われる。また　覆土の状況からタ

焼失直後にÅ為的に埋め戻されたものと考えられる。出土遺物では撃　弥生土器の広田壷と土師器の壷が床面か

′　・　二、、∴ノ　一、．－・′⊥　′ノ　　　　　ー、′・∴一′．′ノ　′・か′　　∴∴、、り　　　ノ・・′）ノ　言′′ノ　冥　′了言　∴、’ノ

・・　　′　．′′′′・∴∴′．ユ・　ノ　、ち′　′ノJ／．ニ・′′　二二．エ！十　∴‘－′．′、・′三∴’てこ　′　・－、！ノ日章′、一圭こら一、・’・

初頭と考えられる。、

第鍼号住居跡出土遺物観察衷

器　 棒　　 鋼 摘締 n）　　　　　　 器 彩 の 特 徴 及 び 文 様　　　　　　　　 胎土 の色調 せ焼成　　　　 備　　 考

第記図　 広　 ＝　 壷　 B　 は5．6日 底部か ら頭 部片∴　頭部は， 4 条 を単位 とす る平行沈線で 1 長五 右耳 裳甘 砂粒　 P 93，甜％　 PL 20

弥 生 士 器　 し　　 7．6　 分割 され．区画内には，櫛菌状工畑 二よる波状 文が施 され　 明赤褐色　　　　　　 北西壁床面

l 1　 16．リ てい る．胴部 との境には．櫛商状 工共 による波状 文が施 さ　 普通 外面 スス付 着

れてい る㍉胴部 には，附加条　 二種 （附加 1 条） の縄 文が施

され，羽状構成を とる㍉　底部は布 目痕である∴

広 「1 壷　 8 （3 3．が　 底部か ら目線部年 目縁部 には」附加条 1 種（附加 2 条）の縄 文 l長五 石丸 霊杜 砂粒　 P 軋 70％　 P L 20

弥 生 士 器　 し　　 棚　 が施され．頭 部との境には櫛歯状工畑 二よる両彬文が巡 る㍉頭　 赤色粒子　　　　　　 北西 コーナー床面

2　　　 誓　孟霊霊；孟‡霊芝警慧志芸豊芸霊豊‡讐：謡禁票慧完豊謡い黄馳　　 外商スス欄
（附加2条）と附加条1種（附加 1条）が交互に施され羽状構成を

㌻礪 番号　 器　 橙　 計測値廉m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 潮 目　 備　 考

壷　　 B　 は 湖　 底部から体部片。平底。休部は球形

1　　 士 帥 器　 し　　 仕1　 で，中位に最大梓をもつ。

休部外面斜位のヘラ磨き，赤彩㍉体 長在右英霊廿赤色粒子　 P肺 諏㌔　PL却

部内薗輪積み痕。底部ナデ。 明黄褐色　　　　　 南東コーナー床面

普通

図版番号　 種　 別　 径 詩 さ軽m）盲；孔 勘 。m〉ず i 魁　　 占　　　　　 老

重 義短日　 ′‾ 土 地 紺、 備　　　　　 ノ

7　　 球 状 土 錘 i　 e中　　 01 ・～ ・l
・ア　　 東部覆土捕　　　　　　　 りP舶

窮感冒考健贋捗（第53園）

位置　調査区南東部，C4e6区。）

規模と平面形　長軸4．70m，短軸3．71Illの隅丸長方形である。，

主軸方向　N－9°－1・1・’

壁　壁高は10・、18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平班なロームで，炉の周囲と出人目ピットの周囲が踏み固められている．二、－

ト　ン　　‘：′′　′　′）　　ニ　　　′　　　　　′．、て′　三′一、、Jこ　　t，てこつ：　こ′∴1′：形′j‾1、′，．一一三∴　：．、つ′、、：

cmである。㌘　～㌘　は主柱穴と思われる。主柱穴を結んだ線は長方形となる。P　は長径柑～頴cmの楕閏形タ

：一、、’，ノ　　∴、・‘、′、’′′／　　　一．：ノ　　　　　、1′く・：、　て∴径．∴∴∴言　上、′　い

rmでI）2の補助柱穴と思われる、、

－（う8－



炉　中央からやや北東部に位置し　長径摘鹿n　短径氾cmの楕円形で　床面を確は掘り　ぼめている。炉床は火

熱を受け赤色硬化している。長期間使用したものと考えられる。
炉土層解説

1　極暗褐色　ローム粒J’‥焼土粒子中量．炭化粒子少鼠　焼上中プロ、ソク微量

尊堂　複層からなる。上層はレンズ状を里し自然堆積であるがタ　下層はロームプロッタ含むことからÅ為堆積

であると思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小プロ、ノク少量．ローム中プロ・ソク・ローム

粒千・焼上粒子微量

2　黒暗褐色　ローム粒戸千晶，ローム小プロ、ソク・焼「粒イ・少量．

廃土小ブロック微靂

3　暗褐色　ローム粒子中音．ローム小プロ、ソク少鼠　焼土粒子

微量．炭化粒子極微量

l－1暗褐　色　ローム粒千多軋　ローム小ブロック少量，焼目白′・・

炭化物・炭化粒子微量

．、三′争　．′JL一、一　′、一、㌦！、ら．′l言‾・1．∴つ「∴∴∴′・－ン‥′　′∴・l　：，いノ：了5、∴、、　上　目′∴か、．∴∴こ㍉さ

るが，弥生土器のほとんどが胴部片で言つ縁部，底部片は極微量である。第54図1、．8は弥生土器でる。1は

広得意の底部から頭部片で，北西コーナー部の床面から横位のつぶれた状態で出土している。2は広田壷の底

部から打線部片で，P2北西部の覆土上層から護位の状態で出土している。3の太型広田壷は北壁際の床面か

ら中央部の覆土中層にかけて出土した破片が接合している。　の広沼壷は芦　㌘　周囲の覆土中層からつぶれた

第鯛図　第酢考健贋静実測図
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第54図　第67号住居跡出土遺物実測図



状態で出土している。5は目線部片で，中央部の覆土下層から出土している。6は高塚の脚部から目線部片で，

P2北部の覆土下層から横位の状態で出土している。7の高林は北壁際の床面から逆位の状態で出土している。

8は高棒型のミニチュア土器で，中央より東部の覆土下層から横位の状態で出土している。9は土師器である。

9は器台で，西壁中央の床面から横位の状態で出土している。10は管状土錘で，南西コーナー部の覆土上層か

ら出土している。

所見　本跡は，覆土・床面の炭化材及び焼土の範囲の検出状況からみて焼失家屋であると思われる。本跡から

は弥生土器以外に土師器も出土している。出土状況や出土層位及び出土遺物の器形の特徴・文様から，時期は，

弥生時代後期後半（十王台式期）～古墳時代前期初頭と考えられる。

第67号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 及　び 文 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第54図

1

広　 ＝　 壷 B　 （26．5） 底部か ら頚部片。目線 部との境に隆帯が巡 り，頚部は 4 条 を 長石，石英，雲母，砂粒 P 97，60％　 P L20

弥 生 土 器 C　　　 7．9 単位 とす る平行沈線 で 4 分割 され，区画内には，櫛歯状工具 白色粒子 北西 コーナー床面

I　 15．2 による波状文が施されている。胴部 との境 には，櫛歯状工具 にぷい褐色 内 ・外面スス付着

による連弧文が巡る。胴部には，附加条二種 （附加 1 条）の

縄文が施され，羽状構成をとる。底部は布目痕である。

普通

2

広　 ＝　 壷 A　 15．8 底部か ら目線部片。 口唇部 には，縄文原体 による押庄 があ 長石 ，石英，砂粒 P 98，60％　 PL20

弥 生 土 器 B　 （32．0） る。目線部 には波状文が施 され，下端には隆帯が 4 条巡 る。 にぷい褐色 P 2北西部覆土上層

C　　　 8．4 隆帯上には，指頭 による押圧 があ る。頚部 には， 4 条 を単 普通 内面 スス付着

H　 lO．6 位 とする平行洗練 で 4 分割 され，縦区画内 には櫛歯状工具

による波状 文が施 されている。胴部 との境 には連弧文が巡

る。胴 部には附加条二種 （附加 1 条）の縄文が施 され，羽

状構成をとる。底部は砂 自痕である。

3

大形広 口壷 A ［21．8］ 目線 部一一部欠損。 口唇部 には縄文 原体 による押 圧があ る。
l
長石，石英，赤色粒子

l

P 99，90％　 PL20

弥 生 土 器 B　 （55．0） 日縁部 には， 附加 条二種 （附加 1 条） の縄 文が施 され，下 にぷい黄橙色 北壁際床面

C　 13．6 端 には隆帯が 2 条 巡る。隆帯上 には，指頭 による押圧 があ 普通

I　　 29．5 る。頚部か ら胴部外 面には，附加条二種 （附加 1 条） の縄

文が施 され，羽状構成 をとる。底部 は砂 自痕 である。

4

広　 ＝　 壷 A　 ［15．4］ 底部から目線部片。口唇部には縄文原体による押庄があ る。 長石，石英，雲母，砂粒 P lOO，50％　 PL21

弥 生 土 器 B　 （20．8） 口縁 部には，附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施 され，頸 黄褐色 P 2付近覆土中層

C　　　 8．2 部 との境 には段 を もち，上部 に 2 個を単位 とす る貼 り癌が

つ く。頚部 には附加条 一種 （附加 2 条） の縄 文が施 され，

下端無 文である。胴部 には附加 条一種 （附加 2 条）の縄文

が施 され，羽状構成をとる。底部は木葉痕である。

普通

5

壷 A　 ［9月］ 口縁部片。口唇部には縄文原体 による押圧 がある。目線部に 長石，石英，雲母，砂粒 P lOl，10％　 P L21

弥 生 土 器 B　 （4．4） ほ，附加条一種 （附加 2 条）の縄文が施されている。頚部 と にぷい橙色 中央部覆土下層

の境 には，三角錐状の貼 り痛が巡 る。頚部は無文である。 普通 内 ・外面スス付着

6

高　　　 杯 A　 lO．5 裾部一部欠損。脚部 は， ラッパ状 に開 く。杯部 は下端 に稜 長石，石英，雲母 P lO2，80％　 PL 21

弥 生 土 器 B　 0 0，9） を もち，外傾 しなが ら日録 部に至 る。杯部及 び脚部外面綻 にぷい黄橙色 P 2北部覆土下層

E　 （5．6） 位のヘ ラ磨 き。杯部内面ナデ。 普通

7

高　　　 士不 B　 （9．2） 土不部 目線 部欠損。杯部 は外傾 しなが ら立 ち上が る。杯部外 長石石 英，雲母，白色粒子 P lO4，30％　 PL21

弥 生 土 器 C　　　 5．5 面へ ラナデ。 赤褐色

普通

北壁際床面

8

高棒型ミニチュア A　　　 5．0 完形。脚部 は ラッパ状 に開 く。埠 部は外傾 しなが ら目線部 長石，石英，雲母，砂粒 P lO5，100％　 PL 19

土　　　 器

弥 生 土 器

B　　　 3．2

C　　　 3．0

に至る。底部 は上げ底気味である。内 ・外面ナデ。 にぷい黄褐色

普通

東部覆土下層

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌巨 焼成 備　　 考

9

器　　 台 B　 （6．4） 器受部欠損。脚部はラッパ状に開 く。 脚部外面縦位のヘラ磨 き。脚部外面 長石，石英，雲母，白色粒子 P lO3，30％　 PL20

土 師 器 E　 （5．3） 脚部に 3 孔 を穿つ。 赤彩。 褐色

普通

酋壁中央部床面

器受部一部炭化物付着

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

10 管　 状　 土　 錘 2．6 4．5 0．6 33．9 南西 コー ナー部覆土上層 D P46　　　　　　　 P L31

－71－



（3）古墳時代

第臓考住居跡（第55図）

位置　調査区北部，A3iO区。

重複関係　本跡は西部を第47号住居跡に，東部を第82号住居跡に掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸［2．5瑚mの長方形と推定される。

主軸方向　N－7°－11・▼

壁　壁高は22～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で軟弱なローム土。中央部から東部にかけてやや硬化した面がある。

ピット　3か所（Pl～P3）。P「～P3は，長径24～27cm，短径21～24cmの円形及び楕円形，深さ17～46cmであ

る。P2ほ規模e配置から主柱穴，P3は位置から壁柱穴，Plは位置から主柱穴（P2）の補助柱穴と思われる。

穫丑　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

2　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中　　　　　　　　　　ブロック少鼠　炭化粒子極微量

ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中　　　6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

ブロック少量，焼土粒子微量

第5図　第臓考健贋跡実測図
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第舗図　第臓考住居跡出立遺物実測図
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遺物　北東コーナー部を除く覆土下

層から土師器片を主体に出土してい

る。第56図1の高塚は，中央部より

やや北東側の床面から出土している。

2の相は東壁付近の覆土下層，3の

婆は南壁際の覆土上層から出土して



いる。

新風　本跡の時期は，床面から出土している遺物1の器形から4世紀後半と考えられる。

第且3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 6図

1

高　　 杯

土 師 器

B　 （ 5．2） 脚部片。中空柱状。 脚部外面へ ラ磨き。 長石，石英，雲母，小礫

にぷい黄橙色

普通

P l19，20％

中央部床面

2

紺 B　 （ 7．1） 体部か らn 縁部片。体部は内攣気味 目線部外面斜位のパ ケ目調整，内面 長石，雲母，白色粒子 P 120， 20％

土 師 器 に立ち上がる。頚部は くの字状 に屈

曲し，日録部は外傾 して立ち上がる。

ナデ。体部内面摩滅。 明赤褐色

普通

東壁際覆土下層

3

聾

土 師 器

B　 （2．2）

C　 ［ 5．2］

底部片。平底。 底部内面ナデ。 長石 ，石英，雲母

明褐色

普通

P 12 1， 10％

南壁際覆土上層

外面スス付着

第帽考健屠跡（第57図）

位置　調査区南部，C3a4区。

規模と平面形　耕作による撹乱のため，規模や平面形は明確ではないが，長軸［3．55］m，短軸［3．壷］mの方形と

推定される。

主軸方向　［N－7°－E］

壁　耕作による撹乱のため，壁の立ち上がりは不明であるが，深さは漫3～20cmである。

床　床面は耕作により確認が困難であったが，ほぼ平坦であると推定される。硬化面は検出できなかった。

ぽッ紅　7か所（Pl～P7）。Pl～P7は長径12～23C恥短径は～22cmの円形及び楕円形，深さが9～23cm

である。Plは主柱穴と思われるが，上部が削平されているためか，深さも浅く，径も小さいため，推定の域

をでない。

炉　中央部からやや西寄りにあり，平面形は長径58C恥　短径36cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめてい

る。焼土粒子が散在しているところを炉の範囲としたが，赤色硬化面は検出できなかった。
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炉土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼士粒子極微量

覆土　2層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子・焼土中ブロック中量，焼土粒子・炭化　　　2　明褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子

物・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，ローム小ブロック微量

遣物　土師器の嚢片を主体に出土している。第58図1－3は嚢で，1はP2西部の覆土中層，2は北東部の覆

土上層，3はP2西部の覆土上層から出土している。4の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，平面形は不明であるが，出土遺物から4世紀後半と思われる。

第5臣　筑用号佐原跡出土遣物実測頴

第18号住居跡出土遺物観察表

〒≡‾‾‾‾‾王‾‾‾：＝‾硫

3　　　　　　　4

0　　　　　　　10cm

ト「二＿＿∴上＿＿＿∴二」

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 l 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第58図 襲 A ［16．6］ 体部からロ縁部片。体部は内攣気味 日縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石，石英，雲母 P 122，15％　PL20

1 土 師 器 B　 （6．1） に立ち上がり，目線部は外反する。

波状目線。

ラ削り。 明黄褐色

普通

P2西部覆土中層

2

襲

土 師 器

A ［16．6］

B　 （2．8）

目線部片。目線部は外反する。 口縁部内 ・外面横ナデ。 長石，石英，雲母

明赤褐色

普通

P 123，5％

北東部覆土上層

3

嚢

土 師 器

B　 （2．6）

C　　　 6．2

底部片。平底。 底部外面剥離，内面ナデ。 長石，小礫藤色粒子，白色粒子

にぷい褐色

普通

P 124，5％

P2西部覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

4 球　 状　 土　 錘 2．7 2．7 0．6 18．4 覆土中 D P 136

第2の号住居跡（第59図）

位置　調査区中央部，B3i7区。

重複関係　本跡は北西壁を第1号溝に，南壁部を第21号住居跡に掘り込まれており，本跡が最も古い。

規模と平面形　長軸4．96m，短軸4．44mの長方形である。

主軸方向　N－550－W

壁　壁高は13－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で軟弱なローム土。出入口施設と炉の周囲に硬化面がある。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径26－34C恥　短径26－31cmの円形及び楕円形，深さは22～65cm

である。4か所を結んだ線は方形となり，規模e配置から主柱穴と思われる。P5は長径37cm、短径27cmの楕

円形，深さ20cmで，位置から出入口施設に伴うピットと思われる。P6は主柱穴（Pl）の補助柱穴と思われる。
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第59図　第2の考住居跡実測図

炉　中央部から西寄りにあり，長径［77］cm，短径［62］cmの楕円形で，床面を9cmほど掘りくぼめている。火床

は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土大ブロック微量

覆土　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブ

ロック・炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム
大ブロック微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物・

炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子微量，炭化物極微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量，

焼土粒子極微量

6　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子

微量，焼土中ブロック極微量

7　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，ローム小ブロッ
ク・焼土粒子極微量

8　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

遣物　北コーナー付近を除いた覆土上層から床面にかけて土師器を主体に出土している。第60図1・2は椀で

ある。1は北西壁際の覆土下層，2ほ南西コーナー部の覆土下層から出土している。3。4は高塔である。3

は南壁際の覆土上層，4は南西コーナー部の覆土中層から出土している。5は嚢で，南西コーナー部の床面か
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ら出土している。6～9は球状土錘で，6は南東壁中央部の床面，他は覆土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から4世紀後半と考えられる。

二「二三

3

第2の号健贋跡出藍遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第60囲 椀 A　 13．8 底部から目線部片。丸底。体部は内 目線部内面横ナデ。体部 ・目線部外 長石，石亀 雲母，白色粒子 P125，85％　PI．21

l 土 師 器 B　　　 4．7

C　　　 2．6

攣気味に立ち上がり，日録部の間に稜

をもつ。目線部は外傾して立ち上がる。

面横位のヘラ磨き。体部内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

北西壁際覆土下層

2

椀 A　 白3．2］ 底部から目線部片。体部は内攣気味 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石，雲母，小礫 P 126，30％

土 師 器 B　　　 4．6 に立ち上がり，日縁部との間に弱い 面摩滅．。 明黄褐色 南西コ十部覆土下

稜をもち，目線部は外傾する。 普通 （二次焼成） 層

3

高　　 埠

土　師 器

E　 （11．2） 脚部片。中空柱状。 脚部外面縦位のへラ磨き。 長石，石英

橙色

普通

P 127，20％

南壁際覆土上層

4

高　　 杯

土 師 器

E　 （7．4） 脚部片。中空柱状。 脚部外面縦位のへラ磨き。 長石，石英，雲母

橙色

普通

P 128，20％

南西コ十部覆土中

層

5

婆 A　 H 7．6］ 体部から口縁部片。体部は内攣ぎみ 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面斜 長石，石英，白色粒子 P 129，50％

土 師 器 B　 0 5．1） に立ち上がり，日録部は外反する。 位のヘラ削り二　体部内面ナデ。 にぷい褐色

普通

南西コート部床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

6 球　 状　 土　 錘 3．1 3．3 0．6 26．9 南東壁床面 D P53　　　　　　　 PL 32

7 球　 状　 土　 錘 3．1 2．6 0．6 15．0 覆土中 D P54　　　　　　　 PL32

8 球　 状　 土　 錘 2．4 2．2 0．5 11．1 覆土中 D P55　　　　　　　 PL32

9 球　 状　 土　 錘 2．7 2．3 0．6 12．5 覆土中 D P 56　　　　　　　 P L32

第調号住居跡（第61回）

位置　調査区中央部，B3C4区。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．72mの方形である。

主軸方向　N－32。－E

壁　壁高は35～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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床　ほぼ平坦であるが，東部の出入り口施設付近はやや高い。出入日施設から炉にかけて硬化面がある。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径29～35cm，短径24－32cmの円形及び楕円形，深さ44－58cmで

ある。4か所を結ぶ線は長方形となり，主柱穴と思われる。P5は長径98C恥　短径85cmの楕円形，深さ35cmで，

位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。P6・P7は壁際に位置していることから壁柱穴と思われる。

貯蔵宍　南コーナー部に付設されている。長径79cm，短径66cmの楕円形で，深さは17cmである。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，断面形はU字状である。

炉　中央部から西寄りにあり，平面形は長径80cm，短径39cmの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめている。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子少量

尊皇　5層からなる。堆積状況は，レンズ瀧を皇すことから自然堆積とみられる。

第馴図　第2号佳腰跡実測図
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土層解説

1黒　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼

土中ブロック・炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック

中量

遺物　主に炉の周辺部の床面から土師器の嚢片を主体に出土している。第62図1e　2は相で，炉の南部の覆土

下層から出土している。3－6は婆で，炉の周囲の床面から出土している。7～9は球状土錘で，7はP5の南

部，8は炉の南部の床面から出土している。9はP5付近の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第醍図　第約号健屠跡出立遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表

10cm

三　三　三

［二二二…　丁　＿＿＿＿　＿∴」

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 柑 B （ 9．5） 体部 片。体 部 は内攣 して立 ち上が 体部外面上位縦位へ ラ磨 き，下位横 長石石英雲母，白色粒子 P 130，亜％　 PL21

1 土 師 器 る。 位のヘラ磨 き。内面輪積み痕。 褐色

普通

炉南部覆土下層

2

柑 B （ 3．0） 底部から体部片。丸底 で中央が凹む。 体部外面へ ラナデ。 長石，石英，白色粒子 P 131，10％

土 師 器 C　　　 3．2 体部は内攣 して立ち上がる。 橙色

普通

炉南部覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の、特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 整 A　 18．9 体部か ら目線部片。体部は内攣 して 口縁部内 ・外面横ナデ。体 部外面横 長石，石英，雲母，小礫 P 132，30％　 PL 21

3 土 師 器 B　 （13．1） 立ち上 がる。頚部は くの字状 に屈曲

し，口縁部は外 反す る。

位のパケ自調整。 橙色

普通

炉付近床面

4

棄 A　 H 6．6］ 体 部から口縁部片。休部か ら内攣気 目線 部内 ・外面横ナデ。体部外面斜 長石，石英，雲母 P 133，20％

土 師 器 B　 （10．8） 味に立 ち上がる。頚部 は くの字状に

屈 曲し，目線部 は外傾する。

位 のへ ラ削 り。 明赤褐色

普通

炉付近床面

5

斐 A ［17．4］ 体部か ら目線部 片。体部か ら内攣気 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面中 長石，石英，雲母 P 134，20％

土 師 器 B　 （12．6） 味 に立ち上がる。頚部は くの字状 に

屈曲 し，目線部は外傾す る。

位斜位のヘラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

炉付近床面

6

聾 B　 （5．0） 底部か ら体部片。中央がやや凹む平 体部外面横位のヘ ラ削 り。 長石，雲母 P 13 5，20％

土 師 器 C　 ［5．6］ 底。体部 は内攣 して立 ち上がる。 にぷい橙色

普通

炉付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

7 球　 状　 土　 錘 3．4 3．2 0．6 34．7 P 5南部床面 D P 58　　　　　　　 P L32

8 球　 状　 土　 錘 2．8 2．9 0．7 2 1．2 炉南部床面 D P 59　　　　　　　 P L32

9 球　 状　 土　 錘 2．7 2．6 0．6 13．8 P 5付近覆土中層 D P 60　　　　　　　 P L32

第32号住居跡（第63図）

位置　調査区中央部，B3C8区。

重複関係　本跡は南西コーナー部を第11号土坑，第1e4号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．93m，短軸4．12mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は10～20cmで，床面から緩やかに外傾して立ち上がる。

床　小さな凹凸があるがほぼ平坦で，軟弱なロームである。東壁の中央部に硬化面がみられる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径32cmの円形，深さ27cmで，規模や配置から主柱穴と思われる。P2は

径48cmの円形，深さ40cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

炉　中央部からやや北西寄りに付設されていたと推定される。炉床面と思われる位置に焼土ブロックが少量検

出されている。

覆土　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼士粒子中量，ローム小ブロック・炭

化粒子少量，焼土中ブロック微量，ローム大ブロッ
ク極微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量．ローム中ブロッ

ク・焼土中ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物
極微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブ

ロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，炭化粒子
極微量

遺物　土師器片が少量出土している。第63図1の相は北壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から4世紀後半と考えられる。

第32号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第63図 柑 B　 （3．5） 体部か ら頚部片。体部は内攣 して立 体部外面 ・頚部外面縦位，内面横位 長石，石英，雲母 P 13 7， 10％

1 土 師 器 ち上がる。目線 部は外傾 して立ち上

がる。

のへ ラ磨 き。外面赤彩。 橙色

普通

北壁際床面
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第閑図　第詑考住居跡◎出立遺物実測図

の

－

－

　

　

1

∴

　

　

：

享

一

′

第33号住居跡（第64回）

位置　調査区中央部，B4bO区。

重複関係　本跡は，東壁を第6号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．14m，短軸4．92mの方形である。

主軸方向　N－47〇一lV

壁　壁高は27～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。南東部及び出入口部の周囲が踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径26～40cm，短径24～37cmの円形，深さ19－73cmで，規模や配

置から主柱穴と思われる。P5は長径29C恥　短径20cmの楕円形，深さ21cmで，位置から出入り口施設に伴うピ

ットと思われる。P6は径30cmの円形，深さ33cmで壁際に位置していることから壁柱穴と思われる。

炉　中央部から北西寄りにあり，長径106C恥　短径40cmの不整楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめている。炉

床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

尊皇　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。
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第糾図　第調号健腰掛実測図

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，

化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子可1量．

化粒習勿微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，

ロ、ソク・焼t二粒ナ

4　褐　　色　ローム粒子少量，

ロ・ソク・焼巨粒子

ローム小ブロック・焼士粒子・炭

ローム小プロ、ソク・焼出立千・炭

ローム小プロ、ソク少量，焼上中ブ

・炭化物微量

ローム小プロ、ソク微量．焼土中ブ

・炭化粒J’一極微量

0　　　　　　　1m

工　＿“＿∴1．＿…＿＿■

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「＿。　、　　＿　：

5　褐　　色　ローム粒子少鼠　ローム【‾1ト小ブロック微鼠　焼十

粒子・炭化粒子極微宣

6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少鼠　焼

十「一巨プロ、ソク・炭化粒ナ微量

7　褐　　色　ローム粒子少鼠　ローム中プロ、ソク・焼士粒J’・微軋

炭化粒千梅微量

8　明　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック微量，炭化粒子

極微量

遺物　南西壁付近を中心、に覆土上層から床面にかけて日師器を主体に出土している。－　第65図1の壷は南西部の

覆士下層，2の高林は北東壁付近の床面．3の紺は北西壁付近の床面，4の碧はP3付近の覆土下層からそれ
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第65図　第33号住居跡出土遺物実測図

［コ

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

i i i

ぞれ出土している。5の球状土錘は覆土中から出土している。6の砥石は南東コーナー部の床面から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第33号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第6 5図 翌 A ［12．5］ 頚部か ら口緑部片。頚部 は外傾 して 口緑部内 ・外面横ナデ。頚部外面縦 長石，石英 P 140， 5 ％

1 土 師 器 B （5．0） 立 ち上が り，口緑部 は外反する。複

合 口緑。

位 のヘ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

南西部覆土下層

2

高　　 杯 B　 （4．6） 杯部片。杯部は下半 に稜 をもち，外 杯部外面下位横位，中位縦位のヘ ラ 長石，石見雲且赤色粒子 P 141，10％　 PL 21

土 師 器 傾 して立ち上がる。 磨 き。内面ナデ。 にぷい橙色

普通

北東壁際床面

3

柑 A ［11．3］ 休部か ら口縁部片。体部は内攣 して 口緑部外面縦位のヘ ラ磨き。体部外 長石，石英，白色粒子 P 142， 5 ％

土 師 器 B　 （ 5．6） 立ち上が る。頚部は屈曲 し，口綾部 面斜 位のハ ヶ 月調 整。 内 ・外面 赤 橙 色 北西壁際床面

は内攣気味に立ち上が る。 彩。 普通

4

整 B　 （ 3．5） 底部か ら休部片。平底。体部 は外傾 体部外面へラ削 り。体部内面ナデ。 長石．石英雇母赤色粒子 P 143， 5 ％

土 師 器 C　 ［ 4．0］ して立ち上がる。 にぷい黄橙色

普通

P 3付近覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

5 球　 状　 土　 錘 3．1 3．1 0．6 20．4 覆土中 D P 6 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

6 砥　　　 石 12．8 4．4 4．9 39 5．9 凝灰岩 南東 コーナー床面 Q 2 0

第40号住居跡（第66図）

位置　調査区西部，A2h3区。
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第66鼎　第4◎号住居跡芙測融

重複関係　本跡は北西壁を第3号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．48m，短軸2．95mの長方形である。

主軸方向　N－520－W

壁　壁高は26～43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，軟弱なロームである。

覆土　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積とみられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・炭化粒子極微量

遺物　土師器の細片を主体に極少量出土している。

第67図1の嚢は，北東壁中央部の覆土下層から出

土している。2は球状土錘で南コーナー部の覆土

上層，3は砥石で中央よりやや東側の覆土下層か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から4世紀後半と

考えられる。

第40号住居跡出土遺物観察表

3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼粒子極微量
4　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量
5　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

6　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

ヒ二二＿　…十一一一一一＿－…‥＿＿二二＿＿＿」

第r域　箆ム竜住居跡出土遺物真測蜜

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第67図 襲 A　 白 6．4］ 頚部から目線部片。頚部 は外傾 して 口縁部 内 ・外面横 ナデ。頚部外面ハ 長石，石風 雲私 小礫 P 144， 5 ％

1 土　 師 器 B　 （ 4．6） 立ち上がる。目線部 は外反する。複 ケ目調整後，縦位 のヘ ラ磨 き。外面 にぷい黄橙色 北東壁際覆土下層

合 口緑。 赤彩。 普通
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図版番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径　 行m） 長　 さ（cm） 孔　 径 （C汀1） 重　 量 （g）

第67図2 球 ．状　 土　 錘 3．5 3．3 0．8 3 5．1 南 コーナー部覆土上層 D P6 3

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （CIn） 厚 さ （cm） 重量 （g）

3 砥　　　 石 9．2 2．4 2．9 9 4．6 砂 岩 中央 部覆土下 層 Q 21

第掴考住居跡（第68図）

位置　調査区北部，A3e5区。

規模と平面形　長軸4．12m，短軸3．94Illの方形である。

主軸方向　N－490－W

壁　壁高は23～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の南側から出入り口ピットにかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5主　Pl～P4は長径21～31cm，短径16～21cmの円形及び楕円形，深さ19～31cmで，

規模や配置から主柱穴と思われる。P5は径25cmの円形，深さ45cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

週

　

　

週

第鵬図　第掴号住居跡実測図
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われる。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径75cm，短径49cmの楕円形で，床面を3cmほど掘りくぼめている。炉床

は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム中ブロック少量

覆土　9層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，ローム小ブ

ロック極微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロッ

ク・焼土小ブロック微量，炭化物・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

5　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量

7　褐　　色　ローム粒子極微量

8　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子極微量

9　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子極微量

遺物　北西壁e南東壁を中心に土師器の襲片を主体に出土している。第69図1の嚢は西コーナー部の床面から

出土している。2－4は球状士錘で，2・3はP3北側付近の床面と覆土下層，4はP4南東付近の覆土中層

から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第約図　第舶考住居跡出立遺物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表

三　三

10cm

「＿＿　　　　」＿　＿　　＿…＿　1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第69図嚢A［18．1］体部から目線部片。体部は内攣して目線部内・外面横ナデ。体部外面斜長石，石英，白色粒子P145，10％　PL21

1土師器B　（14．6）立ち上がる。頚部は直立し，目線部

は外反する。

位のヘラ削り。 にぷい黄色

普通

西コーナー部床面

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点備　　　　　考
径（cm）長　さ（cm）孔　径（cm）重　量（g）

2球　状　土　錘3．3 2．8 0．6 26．0P3北部床面DP64

3球　状　土　錘2．7 2．6 0．6 17．8P3北部覆土下層DP65

4球　状　土　錘3．1 2．6 0．8 19．5P4南東付近覆土中層DP66

第超8号住居跡（第70図）

位置　調査区中央部，A3d9区。

規模と平面形　長軸5．07m，短軸4．86mの方形である。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は30～47cmで，垂直に立ち上がる。
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床　平坦なロームで，炉の周囲と出入り口ピットの周囲に踏み固められた面がある。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径32～62cm，短径27－34cmの円形及び楕円形，深さ60～74cmで，

規模e配置から主柱穴と思われる。P5は長径32cm，短径28cmの楕円形，深さ30cmで，位置から出入日施設に

伴うピット，P6は長径26cm，短径22cmの楕円形，深さ25cmで，位置から壁柱穴，P7は長径60cm，短径48cm

の楕円形，深さ50cmで，P4の補助柱穴と思われる。

炉　中央部からやや北に位置し，長径167cm，短径40cmの不整楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめている。炉

床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，　　2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼

ローム中ブロック・焼土中ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　土中ブロック少量

0　　　　　　　1m

」　二二二二L二二＿二］
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覆土　8層からなる人為堆積であると思われる。また，床面から炭化材及び焼土塊が検出されている。

土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土′トブロック微量，焼土粒子・　　4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，ローム小プロツ
炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子極微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム　　　5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭
小ブロック微量，ローム大ブロック・焼土′トプロツ　　　　　　　　　化物極微量

ク極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

遺物　土師器の嚢片を主体に出土している。第71図1の相は西コーナー部の覆土下層，2の相はP3付近の床

面，3の壷は北コーナー部の床面，4の台付碧は炉付近の床面から出土している。5～11は球状土錘である。

5はP5付近の床面，6は南コーナー部の床面，7は北壁際の床面，8～11は覆土中から出土している。12の

管状土錘はP3付近の床面から出土している。

所見　本跡は，床面から炭化材及び焼土塊が検出されていることから焼失家屋と思われる。時期は，遺構の形

態や出土遺物から4世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

i i　　　！

第71図　第48号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第71図 柑 A ［10．2］ 体部か ら口緑部片。体部は内管 して 内 ・外面摩滅 により，調整痕不明。 長石，石英，白色粒子 P 155， 30％

1 土 師 器 B　　　 6．8 立ち上がる。頚部は屈曲 し，口縁部

は外傾 して立ち上が る。

浅黄橙色

普通

西コ十 部覆土下層

2

柑 B　 （2．3） 底部か ら体部片。底部は中央が凹む。 体部内 ・外面横位のヘ ラ磨き。内 ・ 長石，石英，雲母 P 156，3 0％

土 師 器 C　　　 2．0 体部は内管気味に立 ち上がる。 外面赤彩。 赤褐色

普通

P3付近床面

3

貢ぎ A　 1 2．3 体部か ら口緑部片。体部 は内野 しな ロ緑部外両横ナデ，内面横位のヘラ 長石，石英，雲母 P 157，灘％　 PL 22

土 師 器 B　 （5．1） がら立ち上がる。頚 部は くの字状に

屈曲 し，ロ縁部 は外反する。

磨 き。休部外面斜位のヘ ラナデ。 橙色

普通

北コート部床面

4

台 付 整 B　 （8．6） 台部片。台部 はハの字状 に開く。 台部外面縦位のパケ自調整，内面横 長石，雲母，白色粒子 P 158，10％　 PL 21

土 師 器 D　 l l．6

E　　　 6．9

位のハヶ 月調整。 にぷい橙色

普通

炉付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm ） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

5 球　 状　 土　 錘 3．4 3．3 0．7 35．2 P 5付近床面 D P 6 9

6 球　 状　 土　 錘 3．2 3．1 0．6 2 5．4 南 コーナー部床面 D P 70

7 球　 状　 土　 錘 2．8 3．0 0．7 19．8 北壁際床面 D P 7 1

8 球　 状　 土　 錘 2．6 2．8 0．6 18．1 覆土中 D P 72
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　 考径 軸 つ 濃 さ軸
孔　 径如 ）　 重　 量短き

第71図9 球．状　 士　 錘 2．5
248 ！　 0・7 ！ 13・9

預土中 D P73

10 球　 状　 士　 錘 2・8 i　 2e7 i　 oe8 i 15・7
預土中 D P Tヰ

H 球　 状　 士　 錘 2」 2日　　 目　 柑・6 魔上中 D P 75

12 管　 状　 士　 錘 2．5 3日　 o・7
ユ5．2 P 3付近床面 O P 78　　　　　　　 PL31

第5号健腰掛　第詔囲）

位置　調査区中央部，B4a3区．

重複関係　本跡の北部を第79号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸勝ぷ紬鞠∴短朝胤野mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－54。一E

壁　壁高は17～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平班であるが，小さなP岬Iがある軟弱なローム土、「

。、ノ、　′　い亘l　　　‥　　′　　・ニ・了くミ′、ソノー′十　′告一が告＼う′′（、∴・′了．　′′l　）′′エ∵′つ′／

思われる。

〕　∴＿＿＿＿

150

170　　16

二Jttぶ長二．空．ア′、

2

第署図　第調号健贋静実測図
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炉　炉は木の根の撹乱により，範囲のみ確認された。

尊皇　5層からなり，上層に黒褐色土，下層にロームe焼土を含む暗褐色士がレンズ状に堆積する自然堆積で

ある。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック0焼土粒子・炭化
粒子極微量

3　暗褐　色　ローム粒子微鼠　ローム申・小プロ、ソク・焼士粒

子・炭化粒子極微量

一一1褐　　色　ローム粒子車鼠　ローム小ブロック・焼上粒f‥炭

化粒子極微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量

遺物　北部は第79号住居跡に掘り込まれているため，南東部を中心に土師器片Ⅲ点，弥生土器片30点，土製品

摘点　石製品　点が出土している。第73図1～3は高塚である。1は南西壁際の覆土下層，2は南西壁際の覆

土下層，3は南東コーナーの覆土下層から出土している。4～6ば相である。射まPl北部の覆土下層，5はP

鼠東部の覆土下層，6はPl付近の覆土中層から出土している。12～23は球状土錘である。12～15は南部の床

面から，16～23は覆土中層から出土している。24は砥石で，中央からやや南部の床面から出土している。

7～Ⅲは弥生土器片の拓影図である。7は目線部片で，口唇部には縄文原体による押圧が施され，外面には

5本櫛歯状工具による波状文，道連弧文，登山彰文が施されている。道連弧文と重山形文の間には4条の隆帯

が巡り，軽い押圧がある。8ほ頚部片で，縦区画内に櫛歯状工具による波状文が施されている。9～用ま胴部

片で，9。Ⅲの外面には附加条二種（附加は条）の縄文が施され，羽状構成をとっている。10は附加条一種

（附加2条）の縄文が施されている。

所凰　本跡から土師器片e球状土錘が多く出土している。時期は，規模。平面形及び出土遺物から5世紀前半

と考えられる。

第53号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （em） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講「 焼成 備　　 考

第73図

1

高　　 杯 A　 は3．2］ 裾 部か ら杯部片。脚 部は中実柱状。 裾部，脚部，杯部外面縦位のへ ラ磨 長石，石乳 雲母，赤色粒子 P 82，鮒％　 PL 21

土 師 器 B　 12．2

D　 12．4

E　　　 8．4

裾部 は外下向に大き く開く。塚部は

外 傾 して立 ち上が り，下位 に稜 を も

つ。

き。 明黄褐色

普通

南西壁際覆土下層

2

高　　 杯 D ［1 1．7］ 裾部 か ら脚 部片。脚部 は中空柱状 。 裾部，脚部外面縦位のヘラ磨 き。 長石石英雲母藤色粒子 P 83，測％　P L20

土 師 器 E　 （10．0） 裾部は外下方 に大 きく開 く。 橙色

普通

南西壁際覆土下層

3

高　　 塚 D　 は3．6］ 裾部か ら脚部 片。 脚部は中空柱状。 脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き。脚部内面 長石石英濱母，赤色粒子 P 84，30％

土 師 器 E　 （9月） 裾部は外下方に大 き く開 く。 ヘラナデ予 にぷい橙色

普通

南東コート部覆土

下層

4

用 B　 （8．3） 体 部片。 体部 は内攣 して立 ち上 が 体 部外面縦位のヘラ磨 き。 長石石英，雲敬小礫藤色粒子 P 8 5， 30％

土 師 器 る。 にぷい黄橙色

普通

Pl北部覆土下層

5

柑 B　 （3．9） 底部か ら体部片。底部は中央が凹む。 体部外面横位 のヘ ラ磨 き。 長石，石亀 赤色粒子 P 8 6， 40％

土 師 器 C　　　 2．4 体部は内攣気味 に立ち上が る。 にぷい赤褐色

普通

Pl東部覆土下層

6

用 B　 （3．5） 底部か ら日縁部片。平底で，体部は 日縁部内面 パケ自調整。体部外面斜 長石，石英 P87，40％　P L20

土 師 器 C　　 l．8 内攣気味 に立ち上がる。 位のへラナデ。 にぷい黄橙色

普通

P l付近覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （川） 長　 さ（cm） 孔　 径 （川） 重　 量 （g）

12 球　 状　 土　 錘 3．3 3．3 0．7 3 0．0 南部床面 D P 2 7

13 球　 状　 士　 錘 3．1 3．1 0．6 2 9．3 南 部床 面 D P 2 8

ユ4 球　 状　 土　 錘 2．9 3．0 0．6 2 1．6 南部床 面 D P 2 9
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
経 （用 ） 長　 さ（し両 孔　 律 （（Ⅶ） 重　 量 （g）

第73図15 球　 状　 土　 錘 2．9 2．9 0．8 2 1．5 南部床面 D P30

16 球　 状　 土　 錘 2．9 3，ユ 0．6 2 1．7 覆土中層 D P 3 1

17 球　 状　 士　 錘 2．9 3．1 0．6 2 0．4 覆土中層 D P 32

18 球　 状　 士　 錘 3．0 2．6 0．5 2 6．2 覆土 中層 D P 33

19 球　 状　 工　 錘 2．9 3．2 0．6 18．9 覆土 中層 D P3 4

2 0 球　 状　 土　 錘 2．9 2．9 0．7 19．9 覆土 中層 D P3 5

2 1 球　 状　 士　 錘 2．8 2．8 0．7 17．6 覆土中層 D P3 6

2 2 球　 状　 工　 錘 2．8 2．9 0．6 18透 覆土中層 D P3 7

2 3 球　 状　 土　 錘 3．2 2．7 0．6 22．0 覆土中層 D P38

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ （em） 幅 （cm） 厚さ如 ）　 重勘 g）

24 砥　　 ’石 16．3 4．8 1可　 97・0 粘板岩 南部床面 Q 17

第錮考健腰掛（第74回）

位置　調査区北東部，B4a6区。

規模と平面形　長軸7．18111，短軸7．12IFnの方形である。

主軸方向　N－52ローE

壁　壁高は25～56cmで，垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている。

ピット15か所津　～P蟻。P　～P　は長径35～47cm，短径34～舶cmの円形及び楕円形言袈さ51～69cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径60cm，短径5短の楕円形，深さ48cmで，位置から出入り口施設

に伴うピット，PllのP13～P15は長径21～節cm，短径19～39cmの円形及び楕円私深さ24～29cmで，壁際に

位置することから壁柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

炉　2か所。炉1は中央部から北西寄りにあり，長径106C恥短径89cmの不整楕円形で，床面を5cmほど掘りく

ぼめている。炉2は中央部から南西寄りにあり，長径103cm，短径63cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめ

ている。いずれの炉床も火熱を受け赤変硬化している。
炉1土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子。焼土小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
炉2土層解説
1暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・廃土粒子少量

尊皇　6層からなる人為堆積である。また，中央部と四方コーナー部の覆土下層から床面にかけて多量の炭化

材と焼土塊が検出されている。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量．ローム小プロ、ソク・焼

土粒子・砂質粘土微量，焼土小ブロック極微量

2　黒　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小

ブロック微量，ローム中ブロック・炭化物極少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠　炭化粒子少量，廃土小
ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物微鼠　焼土粒子・炭化粒子
極微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，廃土粒
子・炭化物極微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・
焼士粒子・炭化物・炭化粒子少量

遺物　住居跡全体の覆土中層から床面にかけて，土師器片を主体に約400点出土している。第75図1の高台付椀

は炉1の東側の覆土下軌　2の高塚はPlの西側の覆土下層から出土している。3～8ほ相で，3ほ北コーナ

ー部の床面，4ほ炉1の北西部の床軋　5はP5の南側の床軋　6は酋コーナー部の覆土下層，7ほ東コーナ

ー部の覆土下層，8は西コーナー部の覆土下層から出土している。9の壷はPl付近の覆土下層，10の鉢は中
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央部の床面から出土している。11～22は球状士錘である。11・16は北コーナー部の床面と覆土下層，12・13は

東コーナー部の覆土下層，14は炉1北側の床面，15は酋コーナー部の床面，18・21・22は中央部付近の覆土中

層から床面，20はPl付近の床面，17・19は覆土中からそれぞれ出土している。23の支脚はP5付近の覆土中

層から出土している。24の磨石。25の四着は北西壁の中央付近，26の不明石製品は南東壁の，いずれも床面か

ら亡虹上している。27の不明鉄製品は，P8の覆土中から出土している。

所見　本跡は．覆土下層から床面にかけて多量の炭化材及び焼土塊が検出されていることから焼失家屋と思わ

れる。時期は，出土遺物から4世紀前半と考えられる。

第54号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第75図

1

高台付椀 Å ［8．7］ 高台部から＝縁部片。高台はハの字 目線部内巨 外面横ナデ。休 部外面横 長石，石英，雲母 P 159，棚％　 P L21

土 師 器 B　　　 薮2 状 に開 く÷休部は外傾 して立 ち上が 位のヘ ラ磨 き後，縦位のへ ラ磨 き。 赤色 炉付近覆土下層

D　　　 4．1

E　　 l．0

り， ‖縁部に至 るJ 内 ・外面赤彩． 普通

2

高　　 杯 A　 白鳥9］ 林部片ナ休部は外傾 しなが ら＝縁部 ＝縁部内 ・外面横ナデJ 体部外面へ 長石石英，雲母，赤色粒子 P 160，50％　 P L22

士 師 器 B　 （5．2） に至 る。 ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

Pl西側覆土下層

3

柑 B　 （5．1） ＝縁 部一 部 欠損 √　底 部 は中央が 凹 ＝縁部外面縦位のヘラ磨 き。体部外 長石，石乳　 白色粒子 P161，鋪％　 PL 21

土 師 器 C　　　 2．4 む。 休部 は内攣 しなが ら立 ち上 が

り，目線 部は外傾する。

面横位のヘラ磨 き。外面赤彩。 明赤褐色

普通

北コーナー部床面

4

柑 B　 （3．8） 目線部欠損。底部 は中央が凹む。体 体 部外 面横位 のヘ ラ磨 き。 外面赤 長石，石英 P 162，60％

土 師 器 C　　 l．7 部は内攣気味 に立ち上がる。 彩。 にぷい橙色

普通

炉1付近床面

内面剥離

5

柑 B　 （4．3） 体部か ら目線部片。体部は内攣 して 目線部外商在位のへ ラ磨 き。目線部 長石，石英，雲母 P 16 3， 30％

士 師 器 立ち上が り，日録部 は外傾する。 内面パケ 目調整。休部外面横位 のへ

ラ磨 き。内 ・外面赤彩。

赤色

普通

P 5付近床面

6

柑 B　 （4．6） 底部 か ら体 部片。 底部 は中央 が凹 体部外 面摩滅 によ り，調整痕不 明。 長石，石英，雲母 P 164， 50％

土 師 器 C　　　 3．0 む。体部は内攣気味 に立ち上がる。 体部内面赤彩。 橙色

普通

西コーナー部覆土下層

7

柑 A　 lO．7 日録部一部欠損。底部は中央が凹む。 日録部 ，体部外面横 位のヘ ラ磨 き。 長石，石英，雲母 P 165，80％　 PL 22

土 師 器 B　　　 6．8 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，口 目線部内面横位のヘラ磨 き。内 ・外 赤褐色 東コザ一部覆土下層

C　　　 2．1 縁部は外傾する。 面赤彩。 普通

8

柑 A ［15．4］ ロ緑部一部欠損。底部 は中央が凹む。 目線 部内 ・外面縦位 のへ ラ磨 き。体 長石，石英雲母，白色粒子 P 166，勤％　 PL 22

土 師 器 B　　　 9．9 体部は内攣 しながら立 ち上が り，口 部外面横位のヘラ磨 き。内 ・外面赤 明赤褐色 西コート部覆土下層

C　　　 3．2 縁部は外傾す る。 彩。 普通

9

恵竺E A　　 22．4 体部か ら日録 部片。体部は内攣 しな 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部，頚部 長石石英，雲母，白色粒子 P167，20％　 PL 22

土 師 器 B　 （18．7） が ら立 ち上が り，頚部 は直立す る。

日録部は外反する。

外面縦位のヘラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通

Pl付近覆土下層

10

鉢 A ［11．8］ 日録部一部欠損。平底。体部は内攣 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 長石，石嵐 雲且 小礫 P168，80％　P L22

土 師 器 B　 ll．0

C　 ［6．6］

気味に立ち上が り，口緑部は直立す

る。

位のヘ ラナデ。 にぷい褐色

普通

中央部床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

11 球　 状　 土　 錘 3．1 2．8 0．8 2 6．0 北 コー ナー部床面 D P 7 9　　　　　　　 P L 32

12 球　 状　 土　 錘 2．9 3．0 0．6 20．8 東 コーナー部覆土下層 D P 8 0　　　　　　　 P L 32

13 球　 状　 士　 錘 2．9 3．1 0．7 22ユ 東 コーナー覆土下層 D P 8 1　　　　　　　 P L 32

14 球　 状　 土　 錘 2．9 3．0 0．6 2 1，9 炉 1付近床 面 D P 82　　　　　　　 P L 32

15 球　 状　 土　 錘 2．9 3．1 0．4 2 1．6 西 コーナー部床面 D P 83　　　　　　　 P L 32

1 6 球　 状　 土　 錘 3．1 2．5 0．5 19．1 北 コーナー部覆土下層 D P 84　　　　　　　 P L 3 2

1 7 球　 状　 土　 錘 2．7 3．0 0．5 17．6 覆土中 D P 85　　　　　　　　 P L 3 2

18 球　 状　 土　 錘 3．0 2．8 0．6 19．1 中央部床 面 D P 86　　　　　　　 P L 3 2
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

第75図19 球　 状　 土　 錘 2．6 3．1 0．5 17．2 覆土 中 D P8 7　　　　　　　 P L32

20 球　 状　 土　 錘 2．6 2．3 0．6 1 3．2 P l付近床面 D P8 8　　　　　　　 PL 32

2 1 球　 状　 土　 錘 2．6 2．4 0．6 13．1 中央部床面 D P8 9　　　　　　　 PL 32

2 2 球　 状　 土　 錘 2．3 2．3 0．6 1 1．1 中央部覆土中層 D P90　　　　　　　 PL 32

図版番号 種　　　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ（cm） 径 （cm ） 重　 量 （g）

23 土　 製　 支　 脚 （　 5．7） 5．8 （ 92．2） P 5付近 覆土 中層 D P9 1

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

24 磨　　　 石 10．1 6．9 5．7 5 29．6 安 山岩 北西壁床面 Q 30　　　　　　 PL3 3

25 凹　　　　 石 10．5 7．5 4．5 4 72．0 砂岩 北西壁床面 Q 31　　　　　　 P L3 3

26 不明 石製 品 3．6 3．2 3．1 7．2 軽石 南東壁床面 Q 32

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

27 不 明 鉄 製 品 （　 5．2） 0．4 0．4 （　 8．7） P 8の覆土中 M l

第55号住居跡（第76図）

位置　調査区北東部，A4hO区。

規模と平面形　長軸5．02111，短軸4．32mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は15－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心に踏み固められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径23～38C恥短径20－30cmの円形及び楕円形，深さ36～89cmで，

規模e配置から主柱穴と思われる。P5は長径45cm，短径33cmの楕円形，深さ86cmで，位置から出入り口施設

に伴うピット，P6・P7は位置からPl e P5の補助柱穴と思われる。

炉　2か所。炉1は中央部からやや東寄りにあり，平面形は長径88cm，短径56cmの楕円形で，床面を9cmほど

掘りくぼめている。炉2は中央部からやや北寄りにあり，平面形は長径160cm，短径76cmの楕円形で床面を5cm

ほど掘りくぼめている。炉床は，いずれも中央部が特に火熱を受け赤変硬化し，長期間使用したと思われる。
炉1土層解説
1にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土中ブロック微量
炉2土層解説
1にぷい赤褐色　焼士粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量，焼土中ブロック極微量

覆土　7層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼
土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック少量，炭化粒子極微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量・焼土粒子少
Eヨ

．弓t

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

造物　主に，中央部と南部の覆土中層から下層にかけて土師器片を主体に出土している。第77図1の増は中央

部からやや東側の床軋　2の嚢はP3東側の覆土下層，3の土製紡錘車は中央部からやや西側の床面，4の不
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響尋　魁／

第闊図　第舗号住居跡実測図

明石製品は北壁の中央部付近の床面から出土している。

新風　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から4世紀後半と考えられる。
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第77図　第55号住居跡出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第77図柑B　（8．2）休部片。体部は内管気味に立ち上が体部外面上位横位，中位縦位のヘラ長石，雲母P169，40％

1土　師器 る。 磨き。 にぷい橙色

普通

中央部床面

2

尭B　（7．6）底部から体部片。平底で中央がやや体部外面横位のヘラ削り。長石，石英，赤色粒子P170，10％　PL22

土師器C　　　5．8凹み，突出する。休部は内管気味に

立ち上がる。

にぷい貴橙色

普通

P3付近覆土下層

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考
径（cm）長　さ（cm）孔　径（cm）重　量（g）

3 土製紡錘車（　5．2）3．1 0．8（41．1）中央部床面 DP92

図版番号種　　　別
計　　　　　測　　　　　値

石　　質出　土　地　点備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

4 不明石製品5．3 5．8 4．0 19．4軽石 北壁付近床面 Q33

第60号住居跡（第78図）

位置　調査区東部，B4d8区。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸4．11mの方形である。

主軸方向　N－49。－E

壁　壁高は13－23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，北部と西部付近がよく踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は長径29－76cm，短径24～61cmの楕円形，深さ12～56cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P5は長径56cm，短径41cmの楕円形，深さ38cmで，位置からの出入り口施設に伴

うピット，P6～P8は位置から補助柱穴と思われる。

覆土　4層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積とみられる。西コーナー部と東コーナー

部付近の覆土下層から焼土塊が検出されている。
土居解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック炭化粒子微

量，焼土粒子極微量
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3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極微呈
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第ア爵図　第傷◎号健贋跡実測図

遺物　東コーナー部の覆土中層から下層にかけて，土師器の棄片を主体に出土している。第79図1の相はPl

北側の覆土下層，2の相は南コーナー部の床面，3の手淫土器はP3付近の床面から出土している。4～6は球

状土錘で，4はP3の北西部，5はPlの南東部でいずれも床面から，6は覆土中から出土している。7の砥

石は南コーナー部，8の不明石製品はP3の西側の，いずれも床面から出土している。ニ

新風　東コーナー部から検出された焼土塊は，炉跡の可能性も考えられる。本跡の時期は，遺構の形態や出土

遣物から4世紀後半と考えられる。

第郷号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎上 ・色調 ・焼成 備　　 考

第79回 紺 A ［9．0］ 体部か ら目線部片。体部 は内攣 して 体部外面横位のヘ ラ磨 き。 長石，石英，雲母 P 171，10％

1 土 師 器 B　 （6．1） 立 ち上が り，日縁部は外傾す る。 黄橙色

普通

P l付近覆土下層
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第79図　第60号住居跡出土遺物実測図

喝

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 7 9 図 柑 B　 （ 3 ．7 ） ロ 緑 部 欠 損 。 底 部 は 中 央 が 凹 む 。 体 体 部 内 ・外 面 摩 滅 に よ り， 調 整 痕 不 長 石 ， 石 英 ， 雲 母 P 1 72 ，％ ％　 P L 2 1

2 土 師 器 C　　 l．6 部 は 内 管 気 味 に 立 ち 上 が る 。 明 。 橙 色

普 通

南 コート 部 床 面

3

手 捏 土 器 A ［ 8 ．0］ 底 部 か ら ロ 緑 部 片 。 平 底 。 体 部 は 外 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 ロ 緑 部 内 面 輪 長 石 ， 石 英 ， 雲 母 P 17 3 ，釦％　 P L 2 1

土 師 器 B　　　 3 ．5

C ［ 4．4］

傾 し な が ら 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 に 至

る 。

積 み 痕 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

P 3 付 近 床 面

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （C血） 長　 さ （c m ） 孔　 径 （c m ） 重　 量 （g ）

4 球　 状　 土　 錘 3 ，0 3．1 0 ．6 （ 2 3．0 ） P 3 付 近 床 面 D P 9 3 　　　　　　　 P L 3 2

5 球　 状　 土　 錘 2 ．8 2．5 0．6 1 3 ．8 P l 付 近 床 面 D P 9 4 　　　　　　　 P L 3 2

6 球　 状　 土　 錘 2．9 2．5 0．8 1 2 ．2 覆 土 中 D P 9 5 　　　　　　　 P L 3 2

図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （C∬り 重 量 （g ）

7 砥　　　 石 7．8 6 ．4 4 ．0 2 4 3 ．3 砂 岩 南 コ ー ナ ー 部 床 面 Q 3 4

8 不 明 石 製 晶 4．6 5 ．1 3 ．5 1 0 ．2 軽 石 P 3付 近 床 面 Q 3 5

第71号住居跡（第80図）

位置　調査区東部，C4C8区。

規模と平面形　長軸5．20m，短軸4．76mの隅丸方形である。

主軸方向　N－350－E

壁　壁高は13～15cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉の周囲と出入ロピット付近に踏み固められた面がある。

ピット14か所（Pl～P14）。Pl～P4は長径32～56cm，短径28～46cmの円形及び楕円形，深さ24～36cm

で，規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径39C恥　短径32cmの楕円形，深さ20cmで，位置から出入り口

施設に伴うピット，P6－P14は長径30～42cm，短径20～31cmの円形及び楕円形，深さ17－48cmで，壁際に配

置されていることから壁柱穴と思われる。

炉　中央部から北東寄りにあり，平面形は長径65cm，短径53cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめている。

炉床は火熟を受け赤変硬化している。
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第踊図　第署考健贋跡実測図

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼上粒川】量，ローム粒r・炭化物・炭化粒J「・少量

覆土　5層からなる．＿つ佳積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒f－・焼巨トプロ、ソク・焼l二粒子・炭化物・　・1褐　　色　炭化物・炭化粒子中量．焼工粒守・・炭化杵少量．焼

炭化粒子少鼠　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　土小ブロック微量

2　明褐色　ローム小プロソク・ローム粒j’・少量∴焼上粒J’・・炭　　　5　明褐色　ローム粒f中鼠　炭化粒千少品　ローム小ブロック

化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徽鼠　焼土粒子極微量

：j　褐　　色　ローム粒子・炭化材・炭化粒子少量．焼工粒千微量

第m骨住居跡出土遺物観察衷

図版番号　　　 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 イ

重 量紐）　 出 土 地 点　　 備　　 考径 毎日 長 さ淘可 乳 径廟

2＋ 巨韓 状 土 錘 項　 3日　　 や6 鋼，中 ㌘付近床面　　　 野粥

3＋ 「球 状 土 錘 3・2　　 28日 ＋ 鮮 26・O i ㌘5付近床面　　　 序 憫

－1＿00－



遺物　出土遺物は少なく，球状土錘2点と覆土上層から

出土した弥生土器1片のみである。第81図2・3の球状

土錘はP5周囲の床面から出土している。

1は弥生土器片の拓影図である。広口壷の頚部片で，

無文の下位には附加条一種（附加2条）が施されている。

所見　本跡の時期は，遺物が少ないため詳細な時期は不

明であるが，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と

思われる。

①

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　ーl　十一－－1

第81図　第71号住居跡出土遺物実測・拓影図

第73号住居跡（第82図）

位置　調査区東部，B4dO区。

重複関係　本跡は南部を第61・78号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［5．00］m，短軸4．50mの長方形と推定される。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は20～45cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，軟らかいロームである。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P3は長径35～40cm，短径30～39C皿の円形及び楕円形，深さ60－70cmで

第82図　第73号住居跡実測図
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規模e配置から主柱穴と思われる。P4は長径39cm，短径35cmの楕円乳深さ35cmで位置から壁柱穴，P2。

P5・P6は配置から補助柱穴と思われる。

炉　中央部からやや北東寄如こあり，平面形は長観7瑚恥　短観5割cmの不整楕円形でタ炉床面は撹乱のため確

認できなかった。

啓丑　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積とみられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小プ

ロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐　色　ローム粒手中鼠　ローム中・小ブロック少且　焼1二

粒子微量，焼土中ブロック極微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中。小ブロック中量，ロー
ム太ブロック少量

5　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，ローム大・小

ブロック中量，炭化物・炭化粒子微量

遺物　中央部周辺の覆土上層から床面にかけて土師器を主体に出土している。第83図1～5は高塚でラ1は炉

の西側，20射ま炉の南側，3はP6の東側タ　5は炉の東側の，いずれも覆土下層から出土している。6～9

は器台で，6e8は炉の西側の覆土中層9　7はPl周辺の覆土上層，9ほ東壁中央の覆土中層から出土してい

る。摘elは相で　炉西側の覆土下層から912は壷で，炉西側の床面から出土している。且3～18は婆で，13は

P6西側の覆土下層　摘む相は炉南側の覆土下層，15㍉臓は炉西側の覆土下層と床軋17はPl西側の床面か

ら出土している。22は球状土錘で，P4東側の覆土下層から出土している。

19－21は弥生土器の日録部片の拓影図である。19の口唇部にはへラ状工具による刻みが施され，突起がつく。

日録部には櫛歯状工具による5条を単位とする波状文が巡る。20の口唇部には縄文原体による押圧がある。日

録部には櫛歯状工具による平行沈線で分割され，区画内には6条を単位とする波状文が巡る。21の口唇部には

ヘラ状工具による刻みが施され，日録部には櫛歯状工具による5条を単位とする波状文が巡る。

新風　本跡からは4世紀前半と後半の土師器片が出土している。前半の遺物は覆土上層から中層にかけて，後

半の遺物は覆土中層から下層にかけて多く出土していることから，時期は，遺構の形態や出土遺物から4世紀

後半と考えられる。

第73号住居跡出土遺物観察表

図版番可 券 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第83図　 高　　 杯 E　 （8．9） 脚部片。脚部 は中実柱状で，裾部 は 脚部外面縦位 のへ ラ磨 き。 長石，石英，赤色粒子 P175，蘭％　PL22

1 土 師 器 D　 12，8 ハの字状 に開 く。 にぷい橙色

普通

炉西側覆土下層

2

高　　 塚 D　 12．6 脚部片。脚部は中空柱状 。裾部 はハ 脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き。裾部外面 長石石英雲母赤色粒子 P 17 6， 50％

土 師 器 E　 （9．7） の字状 に開 く。 縦位のパケ自調整後，横位のヘラ磨

き。

にぷい橙色

普通

炉南側覆土下層

高　　 林

3　　 土　 師 器

E　 （7．3） 脚部片。脚部は中空柱状。 脚部外面縦位のヘラ磨 き。 長石，石英，雲母

にぷい橙色

普通

P 180， 10％

P 6東側覆土下層

4

高　　 杯 B　 （8．1） 脚部片。脚部は中空柱状。 脚部外面横位のへラ磨 き。脚部内面 長石，雲母，小磯 P 181，10％

土 師 器 E　 （6．7） へ ラナデ。 橙色

普通

炉南側覆土下層

5

高　　 林

土 師 器

E　 （7．6） 脚部片。脚部は中空柱状。 脚部外 面縦位のヘラ磨 き。 長石，石英，雲母

橙色

普通

P 18 2， 10％

炉東側覆土下層

6

器　　 台 D　 H 2．0］ 器 受部欠 損。 脚部 はハ の字状 に開 脚部外面縦位のへラ磨 き。脚部内 長石， 白色粒子 P 177，亜％　 PL 22

土 師 器 E　 （5．2） く。脚部に 3 孔穿つ。 面横位のパケ 目調整。 にぷい橙色

普通

炉西側覆土中層

器　　 台 D ［10．6］ 脚部片。脚部 はハの字状 に開 く。脚 脚部外面横位 のへ ラ磨 き。 長石，石英，雲母 P178，10％　P L22

7　　 土 師 器 E　 （5．8） 部に 2 孔，中央に貫通孔 を穿つ。 にぷい橙色

普通

Pl付近覆土上層
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第83図　第73号住居跡出土遺物実測・拓影図

ー103－



図版番号　 器　 種　 計測値（川）　　　 器　 彬　 の　 特　 徴　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　　 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第83図　 器　　 台 目〕 「且1日 脚部片．脚部はハ の字状に聞 く∴脚　 脚部外面縦位 のヘ ラ磨 き∴裾 部外面　 長在石英霊性白色粒子

8　　 土 師 器　 E （4．3） 部 に 3孔穿つ。　　　　　　　　　　 横位のヘラ磨 き。　　　　　　　　　 橙色

P lT 9，10％

炉西側将士中層

普通

器　　 台　 B （3．日　 脚部片∵　脚部はハの字状に開 く＋脚　 脚部外 面縦位 のヘ ラ磨 き∵　外 面赤　 長五右英霊杜白色粒子 P 183． 5 ％

0　　 士 帥 器　　　　　　　 部中央に賞通孔を穿つ∵ 彩。 赤色 東壁際将士中層

普通

紺　　 Å　 白0耳　 休部から目線部片㍉休 部は内攣 気味　 目線部 内 ・外面横ナデ∴休部外面上　 長五 有礼 赤色粒子 P184，70％　 PL 22

10　　 士 帥 器 B （う．中　 に立ち上が り，目線部は外傾す る∴ 位へラナデ， 卜位横位のヘラ磨 き∴ 灰 白色 炉西側 覆土下層

普通

用　　 1　 つ3．0〕 休部か ら目線部出ト 休部 は内攣 気味　 目線 部，休 部外面斜位 のヘラ磨 き∵　長石，石英 ㌘1859 滋％　PL23

日　　 工 帥 器　 H　 t ．郎 に立ち上が り，目線部 との境 に輪積　 目線部内面積位のパケ ＝調整∴ にぷい黄橙色 炉西側将士下層

み痕がある。目線部はやや外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

壷　　 Å　 白3ぷ　 頭 部か ら＝縁部片十頭部は外傾 しな　 目線部内 ・外 面構ナデ∴頭部外面斜　 良五　 石英，雲母 P 18 6，10％

は　　 士　 帥 器　 8　 （ ．告　 が ら立ち上が り， 「1線部は下端に後 位のへラナデ㍉　　　　　　　　　　　 橙色 炉西側床面

を有 し学　外反気味に立 ち上がる。 普通

悪　　 Å　 白 ．針　 底部か ら目線部片．平底㍉休部 は球　 目縁部外面縦位、休部外面斜位のへ　 長在霊性小味白色粒子 P 187，70％　 PL 22

13　　 士 帥 器　 B　　 20．6 状で最大経 を中位に もつ㍉　目線部は　 ラナデ十　日縁端部横ナデ㍉　　　　　 橙色 Pb西側将士下層

し　　 6．0　 外反する√　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

聾　　 A　 H A 鋸　 頚部か ら日録部 片。頚部は屈 曲し　 打線 部内 0外面横 ナデだ　　　　　　 長石　 石英 序 l幕， 5 ％

＝　　 士 帥 器　 8　 （3．61 目線部は外反する㍉　波状「1線∵ にぷい載橙色 炉南側 覆土下層

普通 外面スス付着

慧　　 Å 「五 61 休部から目線部片∵体部 は内攣 しな　 目線 部内 ・外面梼ナデ．休部外面縦　 長五右奥実母凍色粒子 円弧 10％　 PL霊

15 土 師 器 B （且が　 が ら立ち上がる∴　頭部 は屈 曲し，＝ 位 のパケ 日掛私　　　　　　　　　　 にぷい掲色 炉西側再士下層

縁部 は外反す る√　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

悪　　 Å 「16．21 休部か ら「1線部 片十休部は内暫 しな　 目線部内 ・外面楯 ナデ．休部外面縦　 長 五　 有 英．雲母 P 190，10％

蟻　　 土 師 器 B　 （6着 がら立ち上がる∴頭部は屈曲 し， ‖　 位の ハケ ＝調整㍉　　　　　　　　　 にぷい橙色 炉西側床面

縁部は外反す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

悪　　 Å 「16」〕 体部か ら目線部片．休部は内暫 しな　 目線部内 ・外面横ナヂ∴休 部外面ハ　 長五有英霊母席色粒子 P 19 1，10％

17　　 十 帥 器　 H　 L　7．71 か ら立ち十が る．頭部は屈 曲 し，ロ　 ケ ＝調整㍉ 浅黄色 P l西側床面

縁部は外展する。 普通

悪　　 日＋ （6．7） 底部か ら休部片〔平底 で突 出してい　 休部外面斜位のパ ケ＝調整．　　　 長五 霊性 白色粒子 P 192，10％

蟻　　 土 師 器　 C　　 ．　 る。体部 は内攣気味 に立ち上が る。 にぷい橙色 炉南側 覆士下層

普通

図版番号　　　 種　　　 別
径 讃 長 軸 mき盲；孔 郎 n） 重 量短） 出 土 地 点

備　　　　　 考

22 i 球 状 土 錘 2．9 （ 2可　 0・8 ＝ 2可 p 摘 側覆土下層 DPlOO

第官尊健贋跡　第糾園）

位置　調査区中央部，B∠：圧4区、。

重複関係　本跡は北壁を第76号住居跡に据i）込まれおり，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［3．60］m，短軸3．30nlの長方形である。

主軸方向　N－48い－W

壁　壁高は2（ト・25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平班であり，中央部が踏み固められている。

ノ、ン、　一言ノ言　＿′ニ　ー．ニ　∴　′　　J・二∴後年「㌧：∴、　′1否1j i‘三こ・、、′ノノ．、員1＼！工　′一三　TT‘∵∴、「主、

規模を配置から主柱穴と思われる。P　は長径謂cm　短径器cmの楕閏形　深さ凱cmで　位置から出入　持施設

に伴うど、ソトと思われる、二、

炉　中央部から北西寄；＝こあり∴平面形は長径80川l．短径50（、nlの楕円形で，床面を3日11ほど掘りくぼめている、＿

炉床は火熱を受け赤変硬化している＿、
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炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒J’－・焼「トプロ・、ノク・焼工粒J’中量，射ヒ物・尉ヒ粒J’一少量，焼主夫・申プロ・ソク・尉ヒ柑微量

覆土　8層からなる人為堆積と思われるJ　また∴覆土下層から床面にかけて炭化材が検出されている。、

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒‾戸帖一呈∴　焼一上粒子・炭化物・炭化粒千少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’・中量，焼士粒千・歳化粒打微量

：う　褐　　色　ローム粒J’中量．ローム小プロ・ソク・焼十粒J’・少量∴

炭化粒召糾古　焼「小プロ、ソク極微量

・1褐　　色　ローム粒Ijつ目上　ローム小プロ、ソク中量，ロームI巨

ブロック少量夕　炭化物極微登

5　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中・小ブロック中量．ロー

ム大プロ、ソク少量．焼巨粒子極微量

（う　暗　褐　色　ローム粒千・歳化物・炭化粒千中量．ローム小ブロ

ック・炭化柑少量．焼上中プロ・ソク・焼‖拉！一微量

7　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子多払　ローム中ブロ
ック中量

8　褐　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒子多量

遺物　北部コーナー部付近の覆土下層から床面にかけて土師器の婆片を主体に出土している。第鏡園　は壷，

の　は聾で学　いずれもP　の西側から酋壁にかけての床面から出土している。7の球状士錘は覆土中から出

上しているご

4～6は弥生土器片の拓影図である。確は目線部片で，口唇部にはへラ状工具による刻みが施されタ　ロ縁部

には櫛歯状工具による5条を単位とする波状文が巡る。5ほ胴部片でタ　附加条一種（附加2条）の縄文が施さ

れタ　羽状構成をとる。6ほ底部から胴部片で，胴部には附加条二種（附加l条）の縄文が施され，底部は布目

痕である。

所農　本跡は覆土下層から床面にかけて炭化材が検出されていることから焼失家屋と思われる。時期は　遺構

の形態や出土遺物からこ′1世紀後半と考えられるこ

二二ご∴十

二　＿　　　　二　＿＿　＿　　＿二

第鍼図　第署考健腰静実測図

第関号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2m

』二二二二二虻二二二二二二』

図版番号 器 種 匝 離 廟 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i胎土 の色調の焼成
備　　 考

第85回

1

壷　　　 Å　 10」 休部から目線部片∴休部は内攣しな　＝縁部内・外面横ナデ∴　頭部外面縦　 長五 公私 白色粒千 ㌘195亨40％　PL23

土 師 器　 B　 は 。郎 がら立ち上がり，頭部はコの字状に　位のヘラ磨き．休部外面縦位のパケ　 橙色 西嘩付近床面

屈曲する。日録部は外優し，端部は　 自調整。 普通

下方に突出させている。
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三二＿ll－l＿∠：＿l＝：

第85図　第75号住居跡出土遺物実測・拓影図

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 85図 賓 B　 （10．2） 底 部か ら体部片。平底。体部は内攣 体部 内 ・外面摩滅によ り，調整痕不 長石，雲鼠 赤色粒子 P 196，20％

2 土 師 器 C　　　 4．6 気味 に立ち上が る。 明。 にぷい橙色

普通

西壁付近床面

3

整 B　 （ 6．7） 底部か ら口縁部片。平底。休部は内 体部外面下位斜位のパケ昌調整。 長石，雲母，白色粒子 P 19 7， 20％

土 師 器 C　　　 4．8 攣気味に立 ち上がる。 明赤褐色

普通

西壁付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

7 球　 状　 土　 錘 3．0 3．0 0．6 26．5 遺構確 認面 D P 133

（4）奈良・平安時代

第1号住居跡（第86園）

位置　調査区南西部，B2i3区。

規模と平面形　長軸2．85m，短軸2．68mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は53－55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部を中心に踏み固められている。

ピット　Plは長径29cm，短径26cmの楕円形で，深さ19cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

竜　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，東袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで［88］cm，最大幅93C恥　壁外への掘り込み［39］cmであ

る。火床面は床面を4cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわず
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かに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，磋やかに外傾して立ち上がる。

竃土居解説

1　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・壌土小ブロック・焼土
粒子・白色砂粒少量，炭化物微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土′トブロック中
量，ローム粒子・焼土大ブロック少量，炭化物・粘
土粒子・白色粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，
壌土小ブロック・焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土
大ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼
土小ブロック・砂粒・小礫少量，ローム中ブロック
微量

覆土　7層からなる人為堆積と思われる。覆土上層から下層にかけて，ローム大・中ブロックを含んでいるこ

とから人為的な埋め戻しが行われたと思われる。

土層解説

1　褐

2　褐

3　褐

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
壌土粒子微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量

色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量，
焼土粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・炭化物・粘
土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

7　暗褐色　ローム粒子・壌土粒子中量，ローム中ブロック・焼
土小ブロック・炭化材・炭化物・炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　1m
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第86図　第1号住居跡実測図

遺物　中央部の覆土中層から下層にかけて土師器片と須恵器片が極少量出土

している。第87図1・2は須恵器で，1の杯，2の高台付杯はいずれも北東

部の覆土中から出土している。

所見　出入口施設に伴うピットのみ検出され，主柱穴は1か所も検出されな

かった。本跡からの出土遺物は少なく，時期は，遺構の形態及び土器の器形

から8世紀前半と考えられる。
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第温号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値軽m） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 i 胎土 や色調 欄 成 備　　 考

第 87回 杯 B　 （ 1．9） 底 部から体部片。平底。体部 は外傾 体 部内 ・外面 ロクロナデJ 底部回転　 長五 石亀 針状鉱物 P 220， 5 ％

l 須 恵 器 C　 ［ 8．6］ して立 ち上がる。 ヘラ削 i主　　　　　　　　　　　　 灰白色 竜東部覆土 中

良好

2

高台付杯 B　 （3畑 高台部か ら休部片∴高 台部ははぼ重 体部内 ・外面 ロクロナデ．底部回転　 長石，白色粒子 P 2 21タ　5 ％

須∴吏 器 D　 〔γ工 下す る。体部は下位 に稜 を有 し　 外 ヘ ラ削 りの後，高台部貼 り付 け∴ 暗吠 黄色 電東部将士中

E　　　 O．8 傾 して立ち上が る。 良好

窮　考健應跡　第鵬固）

位置　調査区中央部，C2d8区ご

規模と平面形　長軸4．80Ill，短軸4．14111の長方形である。

主軸方向　N－22㌦W

壁　壁高は‘15、62mlで言まぼ垂直に立ち上がる。‥

言ミ、‾　工1：　｝∴∴捌ノ′ノ　∴てこ－′1、さ・1′、；一、（こ言い　ノ′′　‥．：′一一、、こ　　　－．∫；　∴　　∴こ：！、、，（言　′∴・

はU字形をしている、－．、

床　ほぼ平粗であl主　中央部を中心に踏み固められている。

ぽッ匝　8か所津l～㌘8）。Pl～㌘後は長径37～5のcmダ短径35～挽獄の円形及び楕円乳深さ飢～撒cmで夢

魔摸せ配置から主柱穴と思われる。P　は径霊cmの閏形　深さ諏cmで位置から出入　措施設に伴うピットと思

われる。㌘6～㌘8は長径24～25cm普　短径温9～2読mの閏形及び楕円形　深さ摘～2祝mでき　P　はP　の補助桂

穴と思われるが，他のど、ソトの性格は不明である（二、

確　北壁中央部に付設されてお酌　天井部は崩落しているが　両袖部は遺存している。磯部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は　煙道部から焚持部まで相加m　凝太幅柑配m　壁外への掘　込み媚cmである。

火床商は床面を6cmほど掘り　ぼめてお酌　皿状をしている。袖部の内壁及び火床商は火熱を受けてわずかに

赤変しているが　あま　硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で　やや外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐　色　ローム粒子多一軋　ローム小プロ・ソク【帖‡∴　ローム中

プロ・ノク・炭化物・白色砂粒少量．焼＝粒子微量

2　赤　褐　色　ロー∴中ブロック・ローム粒「針－1∴　ローム【巨ブロ

ック・炭化粒子・白色砂粒の粘土粒子少鼠　焼土粒
子微量

二1明赤褐色　白色砂粒・粘上中プロ、ソク中量．焼上中プロ・ソク・

焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　にぷい褐色　炭化粒子・白色砂粒や粘土粒子少数　ローム粒子0

焼土粒子微量

5　赤褐色　焼上人・中・小ブロック・焼‖粒子当り占　ローム粒

千・歳化物・白色砂粒・粘士粒子少量

6　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’一l巨星．ローム中プロ

、ソク・焼上中ブロック少量，炭化物微量

7　赤褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・焼上中プロ、ソク・

焼口紅手中量，ローム中プロ、ソク・炭化物・炭化粒

J’・・l′I色砂粒少量

8　褐　　色　ローム粒子・焼上′トプロ、ソク・焼工粒J’・・炭化粒J′－

l′l色砂粒・粘土粒f・少量

9　明赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小プロ・ソク・

焼上粒子イ1色砂粒少量．炭化粒子微量

10　明赤褐色l′1色砂粒車軋　焼上中プロ、ソク・焼土粒子少量

11明赤褐色　粘回－プロ、ソク中量．焼トトブロック・焼巨粒子少
量

12　褐　　色　ローム小プロ、ソク少量

13　にぷい褐色　砂質粘土中プロ、ソク・砂粒多鼠　ローム粒子・砂質

粘土大プロ・ノク少量

覆土　‾16層からなるご．堆積状況はレンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小プロソク少量．炭化粒r一徹蔓

2　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼I二粒子少量，

ローム中ブロック・炭化材微量

：う　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒戸巨量．炭化粒J’・少量、

ローム申プロ・ソク微量

Ll　褐　　色　ローム粒J’一多量．ローム小ブロック中量∴　ローム中

プロ、ソク・炭化粒J’一少品　ローム大ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒戸巨量．ローム小プロ・ノク・炭化粒J’一少量、

ローム中ブロック微量

〈う　褐　　色　ローム粒J’－多量．ローム′トプロ、ソク中量．炭化粒j’・

少量．焼吊Jつ’－・ロー∴大プロ、ソク微蔓

7　褐　　色　ローム粒子－多量，ローム小プロ、ソク中鼠　ローム中

ブロック微量

8　暗　褐色　ローム粒子多量．ローム小プロ、ソク少量．炭化物・

炭化粒子微量

〔）褐　　色　ローム粒子多量．ローム小プロ・ソクl帰一呈∴　ローム大・

中ブロック微量

10　黒　褐　色　ローム小プロ・ノク・ローム粒J’・中量．ローム申プロ
・ソク少量

は　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量

12　黒　褐　色　ロ・．′1．－－－ム粒‾J’・鋸Ii∴　ロームl巨小プロ・ソク中量．ロー

ム大プロ・ソク・焼巨障子・炭化物・炭化粒J’・・砂質

粘上人プロ、ノク粒J’一少量∴　焼上中プロ、ソク微量
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第88図　第3号住居跡実測図
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13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，砂質粘土
少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量，焼土粒子・炭
化粒子少量，ローム大ブロック・焼土小ブロック微量

15　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量，焼土
粒子微量

16　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大
ブロック少量，赤色粒子極微量

遺物　出入口施設から竃の覆土中層から床面にかけて土師器片が少量出土している。第89図1～4は土師器で，

1の椀は竃の覆土中，2の椀はP5東側の床面，3の嚢は竃付近の床面，4の手捏状杯は竃付近の覆土中から

出土している。5の須恵器杯はP5南側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

干』

亨＿＿2：三

第89図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 9図 椀 A ［10．4］ 底部か らロ緑部片。丸底気味の平底。 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 へ 長石，石英，雲母 P 223，釦％　 P L23

1 土 師 器 B　　　 4．0 体部は外傾 して立 ち上が り，口緑部

に至 る。端部は尖る。

ラ削 り。底部へ ラ削 り。 橙色

普通

竃覆土中

2

椀 A ［12．4］ 底部か らロ縁部片。平底。休部は外 口緑部内面横 ナデ。体部外面へ ラ削 長石，雲母，白色粒子 P 22 4， 70％

土 師 器 B　　　 5．1

C　　　 8．0

傾 して立ち上が り， 口緑部 に至る。

端部は尖る。

り。底部木葉痕。 赤褐色

普通

P 5東側床面

3

賓 A ［14．0］ 底部か ら口緑部片。平底。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石，石英，雲母，小礫 P 225，測％　 PL 23

土 師 器 B ［16．0］

C　　　 6．3

轡気味に立ち上が り，口綾 部は外反

する。

ラナデ。底部へラナデ。 橙色

普通

題付近床面

4

手捏状土不 A ［11．0］ 底部か ら口緑部片。平底。休部は外 口緑部内面横ナデ。体 都外面へ ラ削 長石，白色粒子 P 226，30％

土　 師 器 B　　 3．8

C　 ［ 8．4］

傾 して立 ち上が り， 口緑部に至る。 り。 明赤褐色

普通

竃付近覆土中

5

坪 A ［13．0］ 底 部から口縁部片。休 部は外傾 して 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石，石英，雲母 P 227，4 0％

須 恵 器 B　　　 3．9

C　　　 7．4

立ち上が り，ロ緑部 に至る。 ヘラ削 り。 灰色

良好

P 5南側床面

第6号住居跡（第90図）

位置　調査区南西部，B2g3区。

重複関係　中央部東側を第1号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸4．18mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は22－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。出入口施設から竃周辺にかけて踏み固められている。

一110－



ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径24～39cm，短径23～32cmの円形及び楕円形，深さ25－49cmで

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は径38cmの円形，深さ41cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと

思われる。

篭　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで［98］cm，最大幅145cm，壁外への掘り込み［37］cmで

ある。火床面は床面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわ

ずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微

量
2　にぷい褐色　粘土ブロック層
3　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・

焼土中ブロック・粘土小ブロック少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中呈，ローム粒

子・炭化粒子・粘土粒子少量

6　褐　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土′トブロック・炭化
物・粘土粒子少量

7　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土大・中・小ブロック中量，ロー
ム粒子・焼土大ブロック・焼土粒子・炭化物少量

8　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少
量

9　垣崎赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少
量

第90図　第6号住居跡実測図
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10　褐　　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小
ブロック・炭化物少量

11暗褐色　壌土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小プロッタ・
炭化物・粘土粒子少量

12　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，
焼土粒子・炭化粒子微量

13　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム
粒子少量，焼土粒子微量

覆土　9層からなる。上層はロームブロックが多量に含まれていることから人為堆積，中・下層はレンズ状を

皇すことから自然堆積と思われる。

土層解説
1褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子・炭化粒子少量
2　にぶ、赤褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量．

壌土粒子極微量
3　にぷい赤褐色　ローム小ブロックJローム粒子・炭化粒子少量
4　明褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子・廃土粒

子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量．ローム大ブロ

ック少量，焼土粒子極微量

6　明褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子梅
微量

7　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼
土粒子少量，粘土粒子微量

8　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物中量，炭化粒
子少量，粘土粒子微量

9　暗赤褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子少量，粘土粒子微量

遺物　竃付近の覆土下層から床面にかけて土師器片を主体に少量出土している。第91図1～3は土師器の嚢で

ある。1は竃南側の覆土下層，2は竃東側の床面，3は竃付近の覆土中層から出土している。4の須恵器の蓋

はPl南側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第91図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第91図 襲 A ［20．0］休部から口緑部片。体部は内暫し，ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面横 長石石英，雲母，赤色粒子 P 198，10％

1 土 師器 B　 （11．4）頚部は強く外反する。口緑端部は外

上方につまみ上げられている。

位のヘラ削り後，上位はナデ調整。 にぷい褐色

普通

竃南側覆土下層

2

襲 A ［23．8］体部から口縁部片。休部は内轡し，ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面斜 長石石英，雲母赤色粒子 P199，5％

土 師器 B　 （8．8）頚部はくの字状に開き，口緑端部は

外上方につまみ上げられている。

位のヘラ削り。 橙色

普通

寵東側床面

3

整 B　 （2．7）底部から体部片。休部は外傾して立 休部外面縦位のヘラ削り。底部木葉 長石，雲母 P 2∝l，5％

土　師器 C　　　 5．5 ち上がる。 痕。 明赤褐色

普通

竜付近覆土中層

4

蓋 A ［17．1］天井部から口縁部片。天井部は丸み 天井部回転へラ削り調整。外周部，長石，小礫，白色粒子 P 4三泊，40％

須恵 器 B　 （2．0）を持ち，横やかに口緑部に至る。ロ

縁端部は短く垂下する。

口緑部ロタロナデ。 灰色

良好

Pl南側床面

第7号住居跡（第92図）

位置　調査区南部，B2g5区。

規模と平面形　長軸5．73m，短軸4．92mの長方形である。
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主軸方向　N－310－W

壁　壁高は35～48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅15～38cm，下幅5～14cm，深さ2～8cmで，断面形は

U字状である。

床　ほぼ平坦であり，出入口施設から竃にかけて踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は長径40～53cm，短径39～50cmの円形及び楕円形，深さ33－57cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は径31cmの円形，深さ28cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと

思われる。P6～P8は主柱穴の外側に配置されていることから補助柱穴と思われる。

竃　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで142cm，最大幅141cm，壁外への掘り込み36cmである。

火床面は床面を17cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，やや外傾して立ち上がる○

竃土層解説
1にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土

粒子・炭化物少量
2　にぷい黄橙色　粘土粒子多量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・

粘土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭

化物少量
5　暗赤褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロッ

ク・焼土粒子・粘土粒子少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少

量

7　にぷい赤褐色　粘土塊

8　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロ
ック・砂質粘土中ブロック少量，ローム中ブロッ
ク・焼土大・中ブロック微量

9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ
ク少量

10　にぷい橙色　砂質粘土小ブロック・小礫少量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック砂粒中量，焼土粒子少量

覆土　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子極微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭
化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
7　褐　　色　砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロ

ック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子・砂質粘土粒子多量，ローム小ブロック中

量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

遺物　東部を中心に土師器片約220点，須恵器片40点，弥生土器片約100点が出土している。第93図1は手控土

器で，中央部の床面から出土している。2－7は須恵器である。2・3の杯，5の蓋は，北東コーナー部の床

㊤
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第93図　第7号住居跡出土遺物実測図
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面から出土している。4の杯はPl付近の床面，6・7の蓋は竃付近の覆土下層から出土している。8の球状土

錘はP2南東側の覆土中層，9の支脚はP6南東側の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第9 3図 手捏土器 A　　 4．3 丸底。体部は器厚 を減 じなが ら内攣 体部内 ・外面ナデ。 内面指頭痕 （4 長石，石英，雲母 P 229，95％　 P L23

1 土 師 器 B　　　 3．2 して立ち上がる。 か所「 にぷい黄橙色

普通

中央部床面

2

林 A　 14．0 底部か ら目線部 片。平底。体部は内 目線部 ・休部ロクロナデ．底部回転 長五 小軋　 白色粒子 P 230，80％　 P L23

須 恵 器 B　　　 4．4

C　　　 9．4

攣気味に外傾 し，目線部はやや外反

す る。

ヘ ラ削 り。 黄灰色

良好

北東コート部床面

3

杯 A　 14．3 底部か ら目線部片。平底。体部は直 目線部 ・休部 ロクロナデ㍉底 部回転 長石石英．雲且小礫新状鉱物 P 231，鋤％　 PL 23

須 恵 器 B　　　 4．1

C　　　 9．3

線的に外傾す る。 ヘラ削 り。 灰白色

良好

北東コーナー部床面

4

杯 A　 は 3．2］ 底部か ら目線部片。やや丸みを帯び ＝縁 部 ・休部 ロクロナデ√　底部回転 長石，石亀 針状鉱物 P 232，80％　 PL 23

須 恵 器 B　　　 4．4

C　 lO．6

た平底。体部 は外傾 し，目線部 はや

や外反す る。

ヘラ削 り。 灰 白色

良好

P l付近床面

5

蓋 A　 15．3 天井部 は丸 く，外周部はなだらかに 天井頂部は右 回 りの回転 へ ラ削 り。 長右，小礫 P 234，100％　 P L23

須 恵 器 B　　　 2．7 下降 し，口縁部は屈曲 して短 く垂下 外周部 ・目線部はロクロナデ。ロク 灰 白色 北東コート部床面

F　　　 3．1

G　　　 O．6

する。つ まみは腰高のボ タン状。 ロ目は強い。 良好

6

蓋 A　 15．0 天井部は丸 も　 外周部 はなだ らかに 天井頂 部は右回 りの 回転 へラ削 り。 長石，石英，針状鉱物 P 235，1㈲％　 PL 23

須 恵　 器 B　　　 2．8 下降 し，日縁 部は屈 曲して短 く垂下 外周部 0 日縁部 はロクロナデ。 ロク 灰黄色 竃付近覆土下層

F　　　 3．9

G　　　 O．7

する。つまみ は腰高のボタン状。 ロ目は弱い。 良好

7

蓋 Å　 白6月］ 天井部か ら＝縁部片。天井部 は丸 く， 天井頂部 は右 回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石英，雲母，針状鉱物 ㌘236，4 0％

須 恵 器 B　　　 2．5 外周部 はなだらか に下降 し，目線部 外周部 ・目線部は ロクロナデ． ロク 灰 白色 竃付近覆土下層

F　　　 3．7

G　　　 5．0

は屈 曲 して短 く垂下する。つ まみは

腰 高のボ タン状。

ロ昌は弱い。 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 上 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（じm） 孔　 径 （川） 重　 量（g）

8 球　 状　 土　 錘 3．1 2．7 0．6 16．8 P 2南東側覆土中層 D P lO3

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ（cm） 径 （cm） 重　 量（g）

9
恒 ‥＋ 脚

161 （ 8．6） （530．2） P 6南東側覆土中層 D PlOi　　　　　　　 P L31

第9号住居跡（第94図）

位置　調査区南部，C3al区。

規模と平面形　長軸3．87I11，短軸3．56Iuの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は23－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全属している。上幅18～35C恥　下幅4～8cm，深さ2～7cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦であり，山入口施設から中央部にかけて，踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径22－41cm，短径21～36cmの円形及び楕「1］形，深さ23－75cmで，

規模・配置から土柱穴と思われる。P5は長径57m1，▼短径51cmの楕円形，深さ20cnlで，位置から出入を）rl‾1施設

に伴うピットと思われる。］P6は位置からP2の補助柱穴と思われる。
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第94図　第9号住居跡実測図

竜　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築され，基部はロームを削りだしている。規模は，煙道部から焚口部まで106C恥　最大幅127C恥壁

外への掘り込み27cmである。火床面は床面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火

床面は火熱を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説
1　褐　　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
3　赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭

化粒子少量

4　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，壌土粒子少量
5　明赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量
6　暗赤褐色　壌土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒

子少量

7　褐　　色　ローム大ブロック多量

8　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・砂質粘
土少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

9　褐　　色　砂質粘土中・小ブロック・砂粒多量，ローム小ブロ
ック・ローム粒子中量，炭化粒子・砂質粘土大ブロ
ック少量

10　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ロームノトブロ
ック・砂貿粘土′トブロック少量

覆土　7層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，壌土粒子・炭化物・炭化粒子少量，

ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化材微量
3　極暗赤褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロ

ック・壌土粒子・炭化材少量，ローム中ブロック・
壌土小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
焼土粒子・炭化物微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量

7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭
化材少量
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遺物　中央部の覆土下層から床面にかけて土師器片・須恵器片が極少量出土している。第95図1・2は土師器

である。1の杯は中央部の覆土下層，2の賓は北西部の覆土中から出土している。3の灰粕陶器長頚瓶は竃付

近の床面から出土している。

4は須恵器嚢の体部片で，平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

TI t＝l‖「‾‾

召
第95図　第9号住居跡出土遺物実測・拓影図

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （c m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第95図 杯 A　 14．1 口緑部一部欠損。丸底。体部は内轡 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面横 長石，雲母，白色粒子 P 2乳 湘％　 P L23

1 土 師 器 B　　　 4．7 気味に立ち上が り，口緑 部はほぼ直

立する。

位のヘ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

中央部覆土下層

2

要 A ［19．0］ 頚部か ら口縁部片。頚部は くの字状 口縁 部内 ・外面横 ナデ。 長石，石英，白色粒子 P 240， 5 ％

土 師 器 B　 （ 3．7） に屈曲し，口緑 部は外傾する。 橙色

普通

北西部覆土 中

3

長 頸 瓶 A ［ 9．8］ 頚部か ら口緑部 片。頭部 は外傾 し， 口緑部内 ・外面ロクロナデ。 長石， 白色粒子 P 24 1， 5 ％

灰粕陶器 B　 （ 2．7） 口縁部 は端部直下に稜 をもち，直立

する。

胎土 ：灰色

軸調 ：オリーブ黄色

題付近床面，猿投産

第11号住居跡（第96図）

位置　調査区南部，B2h8区。

規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．44mの方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は24－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃西側と北東コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅26～36cm，下幅5～10C恥　深さ2－5cmで，

断面形はU字状である。

床　小さな凹凸があるが，ほぼ平坦である。出入口施設から竃にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径27－43cm，短径24～35cmの楕円形，深さ17～31cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P5は径20cmの円形，深さ21cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

竜　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遣存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築され，基部はロームを削りだしていると思われる。規模は，煙道部から焚口部まで［75］cm，最大

幅108cm，壁外への掘り込み［29］cmである。火床面は床面を掘りくぼめていない。袖部の内壁及び火床面は火熱

を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，やや外傾して立ち
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第96図　第11号住居跡実測図

上がる。

寵土居解説
1　にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒

子微量
2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土

大・中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒

子・灰少量
4　褐　　色　焼土粒子・粘土粒子少量

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l i j

5　明褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少
量

6　褐　　色　砂粒多量，砂質粘土小ブロック中量，ローム小ブロ

ック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ロー

ム中ブロック・炭化物・砂質粘土大ブロック微量

7　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロ

ック少量

覆土11層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子

微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子

微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子

微量

第11号住居跡出土遺物観察表

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微量

8　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック，焼土粒
子少量，炭化物微量

9　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・砂質粘
土大ブロック少量，ローム中ブロック・焼土′トブロ
ック・炭化粒子微量

10　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土′ト
ブロック中量，ローム小ブロック・炭化物少量，焼
土中ブロック微量

11褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック・焼土粒子微量

図 版 番号 器　 種 計 測 値 （C叫 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 97図 杯 B （2．4） 底 部 か ら休 部 片。 平 底 。 体 部 か ら外 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ。 底 部 回転 へ ラ 長石，石英，針状鉱物 P 2 42， 5 ％

1 須 恵 器 C　　　 7．4 傾 して 立 ち上 が る。 切 り後 ， ナ デ調 整 。 にぷ い黄 橙 色

良好

覆 土 中
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遣物　北部の覆土中層から下層にか

けて土師器片56点，須恵器片3点，

弥生土器片約62点が出土している。

第97図1～3は須恵器である。1の

杯は覆土中，2の蓋は北東コーナー

部の覆土下層，3の嚢は竃付近の覆

＼

蓮二二三：二三
第97図　第9号住居跡出土遺物実測図

土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第9 7図

2

蓋 A　 16．2 ロ縁部一部欠損。天井部は丸 く，外 天井頂部は右 回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石英，針状鉱物 P 243，お％　 PL 24

須 恵 器 B　　　 3．2 周部はなだらかに下降する。 口緑部 外周部 ・口緑部ロ クロナデ。 ロタロ 灰色 北東コ十部覆土下層

F　　 3．3

G　　 l．0

は屈 曲 し，短 く垂下する。つ まみは

腰高の擬宝珠状。

目は強いニ 良好

3

棄 B　 （6，3） 底部か ら体部片。休部は内管気味に 体 部外面斜億 のヘ ラナデ。 長石，白色粒子 P 222，5％　 PL23

須 恵 器 C　　　 5．9 立 ち上がる。 褐灰色

良好

竃付近覆土下層

第15号住居跡（第98図）

位置　調査区南西部，B2e9区。

規模と平面形　長軸4．16m，短軸4．05mの方形である。

主軸方向　N－430－E

壁　壁高は46～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。竃付近が踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2は長径32－35cm，短径28～322cJnの楕円形，深さ19－24cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P3は長径39C皿，短径32cmの楕円形，深さ52cmで位置から出入り口施設に伴うピ

ットと思われる。

竜　北東壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少

量を混ぜて構築され，基部は地山のロームを削りだしていると思われる。規模は，煙道部から焚口部まで101cm，

最大幅119cm，壁外への掘り込み20cmである。火床面は床面を掘りくぼめていない。袖部の内壁及び火床面は火

熱を受けてわずかに赤変硬化している。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム中・小ブロック・焼

土小ブロック・焼土粒子・砂質粘土小ブロック・小

礫少量，炭化粒子・砂質粘土大ブロック微量
2　褐　　色　砂粒多量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂質粘

土小ブロック少量，ローム中ブロック・小礫微量
3　暗褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒

子・焼土中ブロック・焼土小ブロック少量，焼土大
ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック少量，炭
化粒子・砂質粘土大ブロック微量

5　にぷい褐色　砂質粘土中ブロック・砂粒多量，砂質粘土大ブロッ
ク中量，ローム粒子・小礫少量

6　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム
粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

覆土12層からなる。上・中層はレンズ状を里すことから自然堆積，下層はローム大ブロックを多く含むこと

から人為堆積であると思われる。

土層解説
1　褐 色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量．ローム

大・中ブロック・炭化物微量
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⑭

第98図　第15号住居跡実測図

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微
量，ローム大ブロック極微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量
7　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化物微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　　－」

8　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム
粒子中量，ローム大ブロック少量

9　暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック中呈，焼土粒子少量
10　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼

土粒子少量，炭化物微量
11暗褐色　砂質粘土塊・砂粒多量，ローム小ブロック・ローム

粒子中量，焼土粒子・小礫少量
12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

遺物　東部の覆土中層から下層にかけて土師器片110点，須恵器片16点，弥生土器片21点が出土している。第99

図1・2は土師器の嚢で，1はPl付近の覆土下層，2は竃袖部東側の床面から出土している。3～5は須恵

器である。3の杯は中央部の覆土中層，4の杯は南コーナー部の覆土中層，5の蓋は中央部の覆土上層から出

土している。6の石製紡錘車は，東コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　主柱穴は2か所のみ検出され，4本柱を想定した場合，南東側と南西側の主柱穴は検出されなかった。

本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。
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＼嘩∠♂
第99図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　・！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　考

第99図

1

襲 A ［21．6］休部から口緑部片。休部は内野して口緑部内・外面横ナデ。体部外面ナ長石，石英，白色粒子P2軋10％　PL24

土師器B　（8．4）立ち上がり，頸部は屈曲して口緑部

は外反する。端部は外上方へつまみ

上げられている。

テン。 明赤褐色

普通

Pl付近覆土下層

2

整 B　（4．8）底部から体部片。体部は内攣気味に休部外面斜位のヘラナデ。底部へラ長石石英，雲母赤色粒子P246，5％

土師器C　　　9．0 外傾する。 ナデ。 にぷい褐色

普通

竃袖部東側床面

3

杯 A ［11．2］底部からロ縁部片。平底。休部は外ロ縁部，体部内・外面ロクロナデ。長石，針状鉱物 P247，30％

須恵器B　　　3．6

C　［7．8］

傾して立ち上がり，口緑部に至る。

端部は丸く収めている。

底部回転へラ削り。 灰白色

良好

中央部覆土中層

4

杯 A ［13．6］底部から口緑部片。平底。休部は外口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石石英雲母，針状鉱物P248，20％

須恵器B　　　3．7

C　［8．8］

反気味に外傾して口縁部に至る。 底部回転へラ削り。 灰白色

良好

南コ十部覆土中層

5

蓋 B　（1．9）天井部から口緑部片。天井部は頂部外周部，口緑部ロクロナデ。ロクロ長石，白色粒子 P249，30％

須恵器F　　　2．1

G　　l．1

が平坦で，外周部はなだらかに下降

する。口緑部は短く垂下していたと

思われる。つまみは腰高の擬宝珠状。

目は弱い。 灰色

良好

中央部覆土上層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　　 考
径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

6 石製紡錘車 4．3 0．8 不　明 （9．9）粘板岩 東コーナー部覆土中層 Q42　　　　　　 PL33

第16号住居跡（第100図）

位置　調査区中央部，B2gO区。

重複関係　南壁中央部を第5号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．74m，短軸4．35mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は32－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の西側を除き，壁下を全周している。上幅22～37cm，下幅3～16cm，深さ2－8cmで，断面形はU字

状である。

床　ほぼ平坦であり，中央部を中心に踏み固められている。

－121－



⑥

第100図　第16号住居跡実測図

0　　　　　　　　2m

L‥＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿　　；　　　！

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径20～32cm，短径23－27cmの円形及び楕円形，深さ21～50cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径27cm，短径22cmの楕円形，深さ15cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

寵　北壁中央部やや東側に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と

砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで［89］cm，最大幅136cm，壁外への掘り込み［21］

cmである。火床面は床面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受け

てわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，やや外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭　　　3　にぷい褐色　粘土ブロック塊・小礫中量

化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　にぷい褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒
2　褐　　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土　　　　　　　　　子・粘土粒子少量

粒子・炭化粒子・′ト礫少量
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5　暗赤褐色　焼上中・小ブロック・焼士粒子中鼠　炭化物・炭化
粒子・粘土粒子少量

6　赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒
子・粘土粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子，炭化粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム小ブ

ロック・炭化粒子微量

9　にぷい褐色　砂質粘土小ブロック・砂粒多量，ローム粒子・焼土
小ブロック・砂質粘土太・申ブロック中量，焼土中
ブロック・焼土粒子小礫少量

10　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ
ック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　7層からなる．堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少最　焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量，

炭化物極微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量，炭化物極微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量
6　黒褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，焼土′トブロ

ック・炭化物微量

7　黒褐色　ローム粒子・砂質粘土中ブロック・砂粒中量，焼土
小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

遺物　中央部を中心に覆土中層から床面にかけて土師器片114点，須恵器片弧軋　弥生土器片20点，土製鼠　石

器，鉄製品が出土している。第101図1・2は土師器の嚢で七　日か喜央部やや西側の覆土下層，2はP3南側の

床面から出土している。3～10は須恵器である。3から6ほ棒で，3は南壁際西側の床面，405は重なり合

って北東コーナー部の床面から，6は竃付近の覆土中層から出土している。7の高台付杯は中央部やや東側の

床面，8の盤はP3北側の覆土下層，9の蓋は竃付近の覆土下層，10の捏鉢は東壁際中央部の覆土下層から出

土している。12の球状土錘は中央部やや西側の床面，13の支脚は竃付近の床面，14の支卿はP4付近の覆土上

層から出土している。－15の砥石は覆土中，16の鉄紺は東壁際中央部の床面から出土している。

11は須恵器聾の休部片で∴平行叩きが施され，自然軸がかかる。

所農　本跡から鉄紺が出土したことから鍛冶工房跡とも考えられるが，覆土を精査したところ鉄紺以夕机こ鍛造

剥片等の鍛冶関連の遺物は検出されなかった。時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と思われる。

第且6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色諌巨 焼成 備　　 考

第10 1図 嚢 Å　 白 3．0］ 体部か ら目線部片。体 部は内攣 して 日縁部内 ・外面横ナデ。体部外面ナ 長石，石英，雲母 P 25 0， 5 ％

1 土 師 器 B　 （ 5．3） 立ち上が る。頚部は くの字状に屈曲

し，目線部に至 る。

デ。 橙色

普通

中央部覆土下層

2

襲 A ［23．4］ 体部か らロ縁 部片。体部は内攣 して 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面ナ 長石，石英，雲母 P 25 1， 10％

土 師 器 B　 0 0．1） 立 ち上がる。頚部 は くの字状 に屈 曲

し，目線部 に至 る。

デ。 橙色

普通

P 3南側床面

3

杯 A　 13．8 目線部一部欠損。平底。体部 は内攣 目線部 ，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石石最小礫扇色経子針状鉱物 P 252，95％　 PL24

須 恵 器 B　　　 4．7 気味に外傾す る。日録部はやや外反 底部 切 り離 し痕 を残す 回転 へ ラ削 灰オ リーブ色 南西壁際床面

C　　　 9．4 する。 り。 良好 墨書有 り

4

杯 A　 14．4 目線 部 。体部一部欠損。平底。体部 目線 部，体 部内 ・外 面 ロクロナ デ㍉ 長石石最小礫針状鉱物 P 253，80％　 P L24

須 恵 器 B　　　 4．8

C　　　 8．8

は外傾 して立ち上が り，口縁部は軽

く外反する。

底部回転へ ラ削 り。 灰色

良好

北東コート部床面

5

杯 A　 は 3．2］ 底部か らロ縁 部片。平底。体部は外 目線部 ，体 部内 の外面 ロ クロナデ。 長石，小礫，白色粒子 P 2嶺，鋪％　 PL 23

須 恵 器 B　　　 4．2

C　　　 8．8

傾 して立ち上が り， 目線部は軽 く外

反する。

底部 回転へ ラ削 り。 灰 白色

良好

北東コート部床面

6

杯 B　 （2．6） 底部か ら口縁部 片。平底。体部は直 体部内 ・外面ロクロナデ∵体部下端 長石，石英 P 255， 10％

須 恵 器 C　　　 6．1 線的に外傾 し，目線部に至 る。 手持ちへラ削 り。底部回転へラ削 り。 灰 白色

良好

竃付近覆土中層

7

高台付杯 B　 （ 2．0） 高台部か ら体部片。体部は下位 に稜 体部内 ・外面ロクロナデ。底部外周 長石，石見 針状鉱物 P 2 56，10％

須 恵 器 D　　　 8．0 を有 し，外傾 して立ち上がる。高台 回転へラ削 り。高台貼 り付け後，ナ 灰色 中央部床面

E　　 l．0 はハの字状に開 く。 デ。 良好

8

高　　 盤 B　 （ 2．7） 高台部か ら体部片。体部 はやや内攣 体部内 ・外面 ロクロナデ÷底部回転 長石白色粒子錮舷 物 P 2 57， 5 ％

須 恵 器 D　　　 8．6 して外方へ開 く。高台はわずかに外 ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色 P 3北側覆土下層

E　　 l．4 方へふんばる。 良好 転用硯
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図版番号 器　 種 計測値（川） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎か 鰯 棚 減 「 清　 孝

第101図 蓋 Å　 「1（H 〕 天井部から目線部片「天井部は丸く， 天井頂部は右回りの回転へラ削 り㍉ 長石，石英　　　　 P 258．㈲％

9 狛∴吏 器 B　 （2．且） 外周部はなだらかに下降する㍉目線　 外周部 ・目線部ロクロナデご＝縁部 黄灰色　　　　　　 竃付近覆土下層

部は屈曲し　 短 く垂下する∵　　　　 のロクロ日は弱い∴ 良好

捏　　 鉢 Å　 つ5亘 底部から休部片∵休部は器厚を減じ　 目線乱 休部外面ロクロナデ㍉高台 長石夕　石英　　　　 P259言 ％　軋器

10 狛∴吏 器 B　 は4廓 なが外伸して辛ち十がる∵「1線部は　 貼 り付け∴ 灰白色　　　　　　 東壁際将士下層

E　 （0ぷ 外反する。 良好

陸棚言　種　別言＿」」⊥仁二丈二手言手荒
糊 抒 「 樫　 妙つ 寺 高 i長 さ総m車 勘。m〉 重 親 日　 出 土 地 ノ…　　 備　　 考
ほ　　 球状 土 錘 i　 ヶ中　 ・3 ！ ・7 聖」j 撃墜面＋ ．＋ 「靂這

計　　　 測　　　 値
図版番号 種 別　 長 さ軸　 径 軸　 登 航 ）　 出 土 地 点 備 考

13 支 堅 」 」 竺 寸 ． 宣√ 「 電 話 丁 嘉 遠 遠 恒 蠣

14 支 勝 目　 可　　 も　巨 は郎 巨 繍近覆土上層 恒 棚

図版番号
種　 別 i　 計　　 測　　 値　 上 r　 餌 i 洩∴ 二 二

序 紬 可 幅軸 登登録） 石　 質　　 出 土 地 ノ且　　 備　　 考

ユ5 砥　 石 i 60日　 ・7 m i 謂・中 凝灰岩　　 覆土中　　 i Q壷

図版番号 種　 中 前 缶 謡 、り 佃 i 出 土 地 点　　 備　 考

卑さ五m） 重宣（g）
牛 車 隼 つ 可　 2朋 「 読

0．5～呈．3 79．7 東壁際床面　　　　 i M 2　　 PL33

第閥常住腰跡　第摘囲）

位置　調査区南部，C3d6区。

重複関係　北西コーナー部を第　号溝に掘　込まれてお勘　本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．56Ill，短軸4．35111のほぼ方形である。

主軸方向　N－9ローW

壁　壁高は30～52cnlで，垂直に立ち上がる。，

壁溝　北東の北西の南東コーナー部を除凱　壁下を巡っている。上幅蟻～器cm　下幅　～8cm　深さ　～3cm

で，断面形はtJ字状である。

床　平坦である。出入冒施設から竃にかけて踏み固められている。

ぼッ匪　8か所津l～P8）。Pl～P4は長径3且～紙皿，短径24～3¢cmの円形及び楕円乳深さ27～55cmで，

規模の配置から主柱穴と思われる。㌘5は長径48cm，短径37cmの楕円乳　深さ28欄で位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。P6～㌘8は長径39～79cm，短径2～舶cmの楕円乳深さ3～叡血で　位置から主柱

穴の補助柱穴と思われる。

確　北壁中央部に付設されており，天井部〇両磯部は遺存している。磯部は粘土と砂粒少量を混ぜて構築され

ている。規模は，煙道部から焚冒部まで且28cm，最太幅85cmタ壁外への掘　込み蟻cmである。火床商は床面を摘

撒ほど掘りくぼめており，血状をしている。袖部の内壁及び火床商は火熱を受けてわずかに赤変硬化している。

煙道部の平面形は逆し丁字形で，外傾して立ち上がる。
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第102図　第19号住居跡実測図

竃土層解説
1　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック・砂質

粘土小ブロック中量，砂質粘土中ブロック少量，焼
土粒子極微量

2　褐　　色　砂質粘土小ブロック多量，ローム粒子・焼土小ブロ
ック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
砂質粘土中ブロック少量，炭化材・炭化物微量

3　暗赤褐色　壌土小ブロック・砂粒多量，ローム粒子中量，ロー
ム小ブロック・焼土中ブロック・砂質粘土中・小ブ
ロック少量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

Ll－十－一一一」

4　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ
ク・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中
ブロック少量，焼土粒子極微量

6　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒多量，焼土中ブロック中量，砂質粘
土中・小ブロック少量

7　橙　　色　砂質粘土塊
8　暗褐色　砂粒多量，砂質粘土小ブロック中量，炭化粒子・砂

質粘土中ブロック少量，焼土小ブロック微量

覆土　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子

微量，炭化物極微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒

子・炭化物・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量，
ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物微量

6　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土中
ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量，炭化粒
子・粘土粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量
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遺物　北西コーナー部を中心に覆土中層から床面にかけて土師器片130点，須恵器片10点，土製品，石器が出土

している。第103図1～3は土師器である。1の杯は竃付近の床面，2の嚢はP4付近の床面，3の甑は竃付近

の覆土下層から出土している。4・5は須恵器である。4の杯はP4東側の覆土下層，5の蓋は竃付近の覆土

中層から出土している。6の管状土錘はPl東側の床面，7の砥石はP4北側の床面，8の砥石はP4南側の

床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第103図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

10cm

L i　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第103図珂こA［11．6］底部から口線部片。丸底。底部から口縁部内・外面横ナデ。体部外面積長石，石英，雲母，小礫P261，榊％　PL23

1土師器B　　　4．7内攣気味に立ち上がり，口緑部はほ

ぼ直立する。

位のヘラナデ。 橙色

普通

竜付近床面

－127－



図版番号 器　 種 計測値 （C皿】） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第103図

2

嚢 A　 18．9 休部 ・口緑部一部欠損。中央がやや 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面縦 長石，雲母，小礫，白色粒子 P262，鮒％　 PL24

土 師 器 B　　 24．1

C　　　 8．4

丸み をおびた平底。休部は内攣 して

立 ち上がる。頚部は コの字状 に屈 曲

し，口緑部は外反す る。

位及び横位のヘラナデ。 にぷい橙色

普通

P4付近床面

3

甑 A ［28．0］ 体部から口緑部片。無底式。体部は 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面縦 長石石見雲母，赤色粒子 P264，㊥％　 PL24

土 師 器 B　　 29．7

C ［11．8］

わずかに内野 しなが ら外傾す る。口

緑部は外反する。

位のヘ ラ磨 き。 橙色

普通

奄付近覆土下層

4

杯 A　 13．0 休部 ・口緑部一部欠損。平底。休部 ロ緑部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石，石英，針状鉱物 P265，舗％　PL23

須 恵 器 B　　　 4．5 は器厚 を減 じなが ら外傾 して立ち上 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部回転 灰黄色 P4付近覆土下層

C　　　 7．8 が り，ロ緑部に至 る。 ヘラ削 り。 良好

5

蓋 B　 （2．1） 天井部片。天井部は丸 く，外周部は 天井頂部は右回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石英，針状鉱物 P 26 7，10％

須 恵 器 F　　　 3．5 なだらかに下降す る。つ まみは腰 高 外 周部 ロ クロナデ。 ロク ロ 日は弱 灰白色 竃付近覆土中層

G　　　 6．0 のボタン状。 い。 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

6 管　 状　 土　 錘 2．6 2．6 0．7 2 1．7 P l東側床面 D P lO 8　　　　　　　 PL 31

図版 番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （C∬l） 重量 （g）

7 砥　　　 石 9．5 5．8 2．8 2 2 1．9 凝灰岩 P 4北側床 面 Q 46

8 砥　　　 石 12．7 4．9 4．0 3 56．8 砂岩 P 4南側床 面 Q 47

第21号住居跡（第104図）

位置　調査区中央部，B3j6区。

重複関係　本跡が，第20号住居跡の南部を掘り込んでおり，南西コーナー部を第1号溝に掘り込まれている。

引2。　　　旦28．8m

●●

◎R　＼し一＿ノ

第104図　第21号住居跡実測図
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規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．15nlの長方形である。

主軸方向　N－780－E

壁　壁高は3～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　東壁及び北壁e南壁の一部を除き，壁下を巡っている。上幅12～20C恥　下幅3～7C恥　深さ4～6cmで，

断面形はU字状である。

床　小さな凹凸があるが，ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は長径26～37C恥短径24～36cmの円形及び楕円形，深さ18～25cmで，

規模ゆ配置から主柱穴と思われる。P4は長径26C恥　短径23cmの楕円形，深さ20cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

確　東壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚日部まで［74］C恥　最大幅114cm，壁外への掘り込みは確認でき

なかった。火床商は床面を4cmほど掘りくぼめており，血状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受け

てわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，やや外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子の焼土小ブロック8焼士粒子中鼠焼土中　　2　暗赤褐色　砂粒多量，砂質粘土中ブロック中量，ローム粒子・
ブロック・砂質粘土少量，ローム小ブロック質微量　　　　　　　　　焼土中ブロック0炭化粒子少量

尊丑　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ
ク少量，焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子少量，粘土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量，粘土粒子極微量

5　灰褐色　焼土小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子。炭化
粒子e粘土粒子微量

6　暗褐色　炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中

ブロックせ炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　中央部の覆土下層から床面にかけて土師器片140点，須恵器片4点が出土している。第105図102は土

師器である。1の登は竃北側の床面，2の甑は火床部から出土している。3。4は須恵器である。3の埠は竃

南側の床面，4の蓋は竃付近の覆土下層から出土している。

所見　主柱穴を3か所検出したが，4本柱を想定した場合の北東側の主柱穴は検出されなかった。本跡の時期

は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

＼－＿＿＿二二二「プ二＿
＼

第欄図　第2号健贋跡出羞遺物実測図
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第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 5図 聾 A　 18．3 体部 ・目線部一部欠損片。体部は外 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部外面縦 長石，石英雲母月色粒子 P 201，鮒％　P L24

1 土 師 器 B　 （15．8） 傾 して立 ち上が り，頚部で屈曲 して

口綾部は外反する。

位 のヘ ラナデ。底部剥離。 明赤褐色

普通

竃北側床面

2

甑 A ［19．2］ 体 部から口緑部片。体部 は外傾 して 日録部内 ・外面横 ナデ。体部外面上 長石石英，雲母，白色粒子 P 202，30％　 P L24

土 師 器 B　 （1 5．3） 直線的 に立ち上が り，目線部は外 反

す る。

位 ・下位縦位，中位横位のヘラナデ。 橙色

普通

竃燃焼部

3

杯 B　 （ 1．9） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石，石英，雲母 P 20 4， 5 ％

須 恵 器 C　 ［ 9．0］ して立ち上がる。 ヘ ラ削 り調整。 灰色

良好

竃南側床面

4

蓋 A　 15．3 日録部一部欠損。天井部は頂部が平 天井頂 部は右回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石軋 小礫，針状鉱物 P 205，釦％　 P L24

須 恵 器 B　　　 3．2 坦で，外周部はなだらかに下降する。 外周部 ・日録 部ロクロナデ。ロクロ 浅黄色 竃付近覆土下層

F　　　 3．1

G　　　 6．0

目線部は屈曲 して短 く垂下する。つ

まみは腰 高のボ タン状。

目は弱い。 良好

第22号住居跡（第106図）

位置　調査区中央部，B3f7区。

重複関係　本跡は，中央部を第1号溝に，南東コーナー部を第2号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．98m，短軸4．77mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は15～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅16～22cm，下幅8～15cm，深さ5－10cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。出入口施設から竃にかけて硬く踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径55－70cm，短径50－65cmの円形及び楕円形，深さ57～70cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径43cm，短径37cmの円形，深さ33cmで位置から出入り口施設に伴

うピットと思われる。

竃　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，東側袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少

量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで113cm，最大幅128cm，壁外への掘り込み37cmであ

る。火床面は床面を掘りくぼめていない。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに赤変しているが，あ

まり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ

ク少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土中ブロ

ック・砂質粘土小ブロック少量，砂質粘土中ブロッ
ク微量

3　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，砂質
粘土大・小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，砂質粘土中ブロック・砂粒少量
5　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック中量，

焼土粒子・砂質粘土中ブロック少量
6　暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土小

ブロック少量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ

ク・砂質粘土小ブロック少量・ローム中ブロック微
量

8　暗褐色

9　暗赤褐色

10　暗赤褐色

11暗褐色

12　褐　　色

13　暗褐色

ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，焼土粒子少

量

ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・小礫少量，焼土
中ブロック微量
砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロ
ック・砂質粘土小ブロック少量
ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，炭化粒子・
砂質粘土小ブロック微量
砂質粘土中ブロック多量，砂粒中量，ローム粒子・
焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック・砂粒少量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　8層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭

化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭

化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量，焼土粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量
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④）

第106図　第22号住居跡実測図

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・埴土小ブロッ
ク・焼土粒子・砂粒極少量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　i　＿＿＿＿‥i

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L i＋＋・1

7　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，炭化物微量
8　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土

粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

遺物　竃付近を中心に全体の覆土上層から床面にかけて土師器片230点，須恵器片70点，弥生土器片75点，土製

品・石器・鉄製品が数点出土している。第107図1の土師器嚢は竃南側の床面から出土している。2～5は須恵

器である。2の杯はP3西側の床面，3の杯は南東コーナー部の床面，4の高台付杯はP4付近の覆土中層，
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5の蓋は北東コーナー部の覆土下層から仕上1二している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

＼　　、

、＼　　　　　－　　　・′一　二

／　　　　　　　　　　　＼

‘∴ノニン∵′妄‘二二・：予こ十二′：l－：∴l＿∴三＿竣工昌．よ

′ノ′ノ、ナノ丁、二∴言　、互㌧言、′、

5　　0　　　　　　　　　　　10cm

！＿　　‥∵‥　二∴∴

朗㈲可器橙 計測値廟！　 器形の特徴　　　　 手法の特徴　　 胎士の色調湖底　 備　 考

第107図　　 婆 Å　つr痛〕休部から目線部片∴休部は内攣しな　休部外面斜位のヘラナデ㍉　　　　　 丘五右奥，雲母　P2帆　5％

士　師器B　十　は1う　がら立ち上がり．頭部で屈曲し，日　日縁部内・外面憧ナヂ㍉　　　　　　 橙色　　　　　　　 電南側床面

ま 縁部は外反する。端部は外上方へつ　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

まふ十けられている十

林 A　つ出目底部からIl緑部片∴休部は外陣して　‖縁乱体部内・外面ロクロナテ＼＋上に五白色粒千紺ぺ載物　Pご恥㈲％　PL封

須恵器8　　　5．0 立ち上がり，目線部に圭る㍉端部は　底部回転へラ切り札　ナデ調鮭 灰色　　　　　　　 P3西側床面

し　　8．5　丸く収めている∵ 良好

林 8 （1畑I底部片一子底．　　　　　　　　 底部回転へラ削年　　　　　　　 長五中線白色粒子　P273，50％

3　　袖∴吏器C　　　7．9 黄灰色 南東コート部床面

良好

高台付杯

寸　　的恵器

B （器）高台部から休部片∴底部から屈曲し　体部内・外面ロクロナデ∵底部回転　長互小鮒色粧錮成物　P274．10％

0　　7．0　て休部は立ち上がる十高台は内側に　ヘラ削り衡　高台貼り付け㍉　　　　 灰色　　　　　　 Pj付近将士中層

E　 lJ　あ星　ハの字状に開く∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

蓋

5　 須恵器

1　日，圭　天井部か引1緑部片十大骨頂部は丸　太甘頂部は右回りの回転へラ削年　 長五小礫，白色粒子　P277，5両　PuJ

B　　3．5　くタ　外周部はなだらかに下降する。外周部6日縁部はロタロナデ。　　 灰黄色　　　　　 北東コ十部覆土下層

F　　2」　目線部は屈曲し．如く垂下する∴つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

G　　l。1　まみは腰高のボタン状。

第鍼考健贋跡　第摘固）

位置　調査区中央部，B3e3区。、

規模と平面形　長軸3．44Ill，短軸3．34nlの方形である。〕

主軸方向　N－7°－W

壁　壁高は、17～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるがタ　中央部がやや　ほんでいる。出入持施設から竃にかけて踏み固められている。

ぽッ睦　　か所津　～Pの。㌘　～P　は長径欝～罰cm　短径2～測cmの楕円形　深さ摘～寝cmで　規模e

配置から主柱穴と思われる。P　は長径媚cm　短径謂cmの楕円形　深さ詣cmで位置から出入り口施設に伴うピ

′　二言わ告る　二二　二　J′′丈．二言′く3、、；｝ミ′、－、：予㍉′：＼二ノ、＿ノノ′！、∫：言　浅　つ′　－′：H、十、、一、、′　　′′、．′い～・・・′！ミ′

配置されていることから壁柱穴，P7はP3の補助柱穴と思われる二

磯　北壁中央部に付設されてお酌　蒐井部は崩落しているが　両袖部は遺存して折る。磯部は粘土と砂粒少量

・ノ…　一二号L∴＿つこ、　く．　′′　ノ′一　一　′∴ん　′ノ′ノノ、・．一　‾∴′；∫・いくノご：ノ′、1：小・′、、中・．：、′、ノハ‥こ　　＿J′：
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火床面は床面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

寵土居解説
1暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブ

ロック・小礫少量，焼土小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック・焼土粒子少量

3　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロ
ック・砂賀粘土小ブロック少量

4　にぷい褐色　砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土大ブロ
ック少量，ローム小ブロック・炭化物微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子
少量，炭化粒子微量

6　褐　　色　砂質粘土塊

覆土　4層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量，炭化粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子・砂粒多量，ローム中・小ブロック・焼土ノト

ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

遺物　北部の竃付近を中心に土師器片150点，須恵器片5点，石器3点が出土している。第109図1～6は土師器，

7は須恵器である。1の杯，7の杯，2の椀は竃東側の床面から重なり合って出土している。3の椀は焚口部

から出土している。4～6は嚢で，5は焚口部，4・6は竃東側の床面から出土している。

所見　主柱穴を3か所検出したが，4本柱を想定した場合の北西側の主柱穴は検出されなかった。本跡の時期

は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第108図　第24号住居跡実測図
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第109図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿」＿．＿＿．j

10cm

←　i　　　」

図版 番 号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第109 図 杯 A　 12 ．4 底 部 か ら口 縁 部 片。 平 底 。 休 部 は 内 ロ縁 部 内 ・外 面 構 ナ デ。 体 部外 面 横 長石石 英雲母．赤色粒子 P 2髄，鮒％　 P L25

1 土 師 器 B　　 4．6

C　　 6．0

攣 気 味 に外 傾 し， 口緑 部 はほ ぼ 直 立

す る。

位 のへ ラナ デ。 底 部 木 葉痕 。 明褐 色

普通

竃 付 近床 面

2

椀 A　 ll．9 体 部 ・口 緑 部 一 部欠 損 。 平 底 。体 部 口緑 部内 ・外 面横 ナ デ。 休 部外 面 下 長石石英景観 赤色粒子 P 207，95％　 P L25

土 師 器 B　　　 8．1 は外 傾 し， 口縁 部 に至 る。 口縁 部 は 位 横 位 ， 中 位 斜位 のヘ ラナ デ ， 内面 橙 色 竃 付 近床 面

C　　　 4，2 わず か に 外 反す る。 中位 縦 位 の ヘ ラ磨 き。 底 部 は 一方 向

のヘ ラ削 り。

普 通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第109回 椀 A　 14．0 体部 。口縁部一部欠損。平底。体部 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面斜 長石，石英，雲母 P435，釦％　 PL25

3 土 師 器 B　　　 7．7 は内攣気味 に外傾 し，目線部に至 る。 位 のヘ ラナデ。底部 は一方向のヘラ 橙色 焚＝部

日録部はわずかに外反す る。 削 り。 普通

4

登 A　 19．7 目線部一部欠損。平底。体部は外傾 ＝縁部内 ・外面横 ナデや休部外面縦 長石，石英 ，雲母 P208，95％　 PL25

土 師 器 B　 18．0 しながら立 ち上が り，日録部 に至 る。 位のヘ ラ削 り後，ヘ ラナデ。底部…一 にぷい褐色 竃東側床面

C　　　 8．0 日録部 は外反する。 方向のヘラ削 り。 普通

5

整 A ［21．8］ 目線部一部欠損。平底 。体部 は外傾 日録部内 ・外面横ナデ。体部外面綻 長石，石見 雲母，小礫 P 2暇 95％　PL25

土 師 器 B　　 29．0

C　　　 8．1

して立 ち上がる。頚部は くの字状に

屈曲し，目線部 は外反する。

位のヘラ磨 き。底部木葉痕。 明黄褐色

普通

焚 日部

6

襲 B　 （9．4） 底部か ら休部片。平底。体部は内攣 体部外面斜位のヘ ラナデ。底部木葉 長石，石英，雲母 P 210，10％

土 師 器 C　　　 7．0 気味に立ち上が る。 痕。 にぷい褐色

普通

竃東側床面

7

杯 A　 14．2 体部 ・目線 部一 部欠損。平底。体 部 体 部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石，石製 針状鉱物 P211，鮒％　 PL25

須 恵 器 B　　　 4．5

C　　　 9，8

は外傾 して立ち上が り， 打線部に至

る。

ヘ ラ削 り。 灰 オリーブ色

良好

竃付近床面

第望6号健屠跡（乳Ⅲ爛）

位置　調査区北部，A射区。

重複関係　第6号溝に東壁中央部を掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．12Iu，短軸4．87nlの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は23－－35clllで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ぽッ紅　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径60～67C恥　短径55～61cmの楕円形，深さ53～65cmで，規模。

配置から主柱穴と思われる。P5は長径55cm，短径41cmの楕円形，深さ29cmで位置から出入り「二1施設に伴うピ

ットと思われる。

竃　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している言袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，木の根による撹乱のため推定であるが，煙道部から焚口部まで［73］C恥　最

大幅84cmと思われる。火床面は床面を7cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火

熱を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上

がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗褐色

4　暗赤褐色

5　にぷい赤褐色

焼土粒f・・砂質粘上人・中プロ、ソク・砂粒中量．ロ

ーム粒子少量

焼土太ブロック・砂粒多量，焼土粒子・砂質粘土中

ブロック中量

砂質粘十大ブロック・砂粒中鼠　ローム粒子・焼士

粒子少量

焼仁粒千・砂粒中量，ローム粒子・焼上′トプロ・ソク

少量

ローム粒子・焼士粒千・秒粒中鼠　ローム中プロ、ソ

ク・焼巨中・小プロ・ノク・砂質粘土中プロ、ノク少量

6　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’中毒∴　ローム大ブロ

ック・焼士粒子少量
7　にぷい赤褐色　砂粒多量，ローム粒子0焼土粒子を砂質粘土中ブロ

ック少量，ローム小ブロック微量
8　褐　　色　ローム粒子・砂粒多量
9　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム中。小ブロッ

ク・小磯少量，焼土粒子微量
10　暗赤褐色　焼」浦イー・砂粒中量．ローム小ブロック・ローム粒

子・砂質粘土小ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。

土層解説
1　褐

2　褐

3　褐

色　ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック・焼土
粒子・炭化粒子微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，
ローム大ブロック微量，炭化粒子極微量

・1　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子極微量

5　明褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量
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遺物　南部を中心に覆土中層から床面にかけて土師器片110点，須恵器片14点，土製品1点，石器2点が出土し

ている。第111図1・2は須恵器杯で，2はP2北部の床面，1は竃東側の覆土下層から出土している。3の須

恵器蓋は竃南側の覆土中層，4の砥石は中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 11 1回 杯 A ［15．3］ 底部か ら口縁部片。平底。体部は外 口緑 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石石英票母，白色粒子 P 2弧 70％　 P L25

1 須 恵 器 B　　 4．4

C　　 9．7

傾 して立 ち上が り，口緑 部は軽 く外

反する。

底部一方向のヘ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

竃東側覆土下層

2

杯 A ［16．2］ 底部から口緑部片。平底。休部 は外 口緑部 ，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石石晃雲母刺状鉱物 P 279，釦％　 PL 25

須 恵 器 B　　　 5．1 傾 して立 ち上が り，口緑部 に至 る。 休部下端 右回 りの回転へラ削 り。底 灰白色 P 2北部床面

C ［10．0］ 口緑部はわずかに外反する。 部回転へ ラ削 り。 良好

3

蓋 B　 （ 2．6） 口緑部欠損。天井部は丸 く，外周部 天井頂部 は右 回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石英，雲母 P 28 1，鋭）％

須 恵 器 F　　　 4．5

G　　 l．0

ほなだ らかに下降する。つ まみは腰

高のボ タン状。

外周部ロタロナデ。 灰 白色

良好

意南側覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 帽 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

4 砥　　　 石 6．7 3．3 1．4 3 8．2 砂岩 中央部覆土 中層 Q 50

第27号住居跡（第112図）

位置　調査区北部，A4g5区。

規模と平面形　北壁の一部が調査区域外のため，長軸3．66m，短軸（3．00）mで長方形と思われる。

主軸方向　N－110－W

ノ

し．傘．：・・・・◎・．・－

第112図　第27号住居跡実測図
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壁　壁高は50～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　北壁及び東壁e南壁e西壁の一部を除き，壁下を巡っている。上幅19～25cm，下幅4～8cm，深さ2～

5cmで，断面形はtJ字状である。

床　ほぼ平坦である．出入口施設周囲と竃付近が踏み固められている。

ぽッ紅　4か所（Pl～㌘4）。Pl～P3は長径24～30C王瀧，短径24～27cmの円形及び楕円形　深さ膵～25cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる．P4は径24eInの「二llj形，深さ26cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。

磯　撹乱のため推定の城をでないが，火床部の一部が確認されたため，北壁中央部からやや東側に付設されて

いたと思われる。覆土から袖部は粘土と砂粒少量を混ぜて構築されていたと思われる。規模は，煙道部から焚

日部まで（32）cm，最大幅（102）C恥　壁外への掘り込みは不明である。平面形は，床面に残った粘土及び掘り方か

ら推定したものである。

竃土層解説
1　暗褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・砂質粘上中ブ

ロック・砂粒少量
2　暗褐　色　ローム粒J二中鼠　ローム小ブロック・砂粒少鼠　焼

‖粒子・炭化粒子微量
：j　暗褐　色　ローム粒子・焼自粒子中量．ローム小ブロック・炭

化粒子・砂質粘土小ブロック・砂粒少量，焼土中ブ
ロック・小礫微量

4　暗褐色　ローム粒子・砂質粘土中・小ブロック砂粒中量，焼
土粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロ・ソク・炭化粒J∵・砂

質粘土小ブロック砂粒少量，焼士粒子微量

6　暗赤褐色　焼士粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量学　ローム
中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量

7　明褐色　ソフトローム塊

覆土　5層からなる。ロームブロックを多く含むことから埋め戻しの可能性があり，人為堆積と考えられる。

色　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量，ローム申
プロ・ソク・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭

化粒子極微量

色　ローム小ブロック・ローム粒子l巨鼠　ローム中ブロ

ック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化
物・炭化粒子・鹿沼粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子中少鼠　焼十粒J′・・炭化物微量，炭化
材・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量，
焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・鹿沼粒子極微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量，
ローム中・小ブロック・焼l二粒千・砂粒極微量

遺物　南部の覆土中層から床面にかけて土師器片，須恵器片，弥生土器片，石器が出土している。第H3図1の

土師器嚢はPl南西部の床面から出土している。2e3は須恵器で，2の埠と3の高台付杯は南西コーナー部

の覆土下層と床面から、虹上している。4の砥石はP3北東部の覆土ヰ一層から出土している。

所凰　主柱穴を3か所検出したが，4本柱を想定した場合の北西側の主柱穴は検出されなかった。本跡の時期

は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。
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第醐　図　第甜考健贋跡出藍遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講「 焼成 備　　 考

第113図 嚢 B　 （2．7） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体部外面舵位のヘラナデ。底部へラ 長 石，石英 ，雲母 P 2 83，5％

1 工　 師 器 C　 ［9．8］ して立ち上 がる。 削 り。 にぷい橙色

普通

Pl南西部床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第113図 杯 A　 ［14．2］ 底部か ら口縁部片。平底。体部は器 目線部 ，体 部内 ・外面 ロクロナデ。 長石，小礫，白色粒子 P 284，45％

2 須 恵 器 B　　　 4．8

C　 ［9．2］

厚を減 じなが ら，外傾 して立ち上が

る。端部は丸 く収めている。

底部回転へ ラ削 り。 灰黄色

良好

南西コ十 部覆土下層

3

高台付杯 A　 15．9 日録部 ・体部一部欠損。体部は下位 目線 部，体部 内 ・外 面 ロクロナデ√ 長石，石英，小磯 P285，粥％　 PL25

須 恵 器 B　　　 6．4 に稜 を有 し外傾 して立 ち上が り，日 体部下端へ ラ削 り。底 部回転へ ラ削 灰 白色 南西コート部床面

C　 lO．3

E　　 l．4

縁部 は軽 く外反す る。高台はほぼ垂

下す る。接地面は平 ら。

り後，高台貼 り付け。 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（m ） 重量 （g）

4 砥　　　 石 6．1 4．6 2．4 54．4 凝灰岩 P 3北東部覆土中層 Q 52

第訓導億腰跡（第m4図）

位置　調査区中央部，B3C5区。

重複関係　北西コーナー部を第4号溝に，北東コーナー部を第8且号住居跡に掘り込まれ，第30号住居跡の北西

コーナー部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸7．90nl，短軸7．80Illの方形である。

主軸方向　N－9し1－W

壁　壁高は52～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃を除き，全属している。上幅15～37cm，下幅10～且5cm　深さ　～用cmで，断面形はU字状である。

床　小さなl矧凸があるが，ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。貼i）床である。

貼り床土層解説
11暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・鹿沼中ブロッ

ク・鹿沼粒子中量

13　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク多量，ローム

粒子中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径40～61cI勘　短径36－53cmの円形及び楕円形言策さ68～87cInで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径76cm，短径44cmの栢H形言果さ30cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

竃　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで150C恥　最大幅123C恥　壁外への掘り込み45cmである。

火床面は床面を10cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変し，硬化している。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック中量，
砂質粘土中ブロック・小磯少量，焼土粒子微量

2　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，
焼土粒子・砂質粘土太ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック中量，
ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・
小礫微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子e砂粒中量，焼土小ブロック・
砂質粘土中・小ブロック少量，ローム小ブロック・炭
化粒子微量

5　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック。砂

質粘土中ブロック少量，焼土中ブロックe炭化粒子

微量

6　暗赤褐色　砂粒多量．ローム粒子・焼土粒千・秒質粘土小ブロ

ック中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク微量

7　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，

ローム小プロ、ソク・焼土粒子・小礫少量、炭化物微
量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂粒中量，ロ

ーム中ブロック少量

覆土10層からなる。・上層・中層はレンズ状を皇すことから自然堆積，下層は床面から焼土塊が検出されたこ

とかち人為堆積の可能性も考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量，焼土小ブロック極微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子極微量
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第114図　第31号住居跡実測図
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3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック・廃土粒子微量，炭化粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物少

量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中プロ
・ソク少量

（う　暗褐　色　ローム粒千・秒粒中鼠　ローム小プロ、ソク・炭化粒

子・小礫少量．焼土粒千微量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少鼠
炭化物微量

8　暗褐色　砂粒多鼠　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　廃

土小ブロック少量，焼土中ブロック微量

9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土太0中ブ

ロック・炭化物・砂質粘土大ブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子多毒∴　ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量

遺物　北西コーナー部を除く全体の覆土上層から床面にかけて土師器片600息須恵器持場0氏弥生土器胸0息

土製品の石器e不明鉄製品数点が出土している。第m5図1～5は土師器である。lの杯は竃袖部の床軋　2の

椀はP5付近の覆土下層，3の嚢は竃西側の覆土中層，4の嚢は中央部付近の覆土中層，5の嚢は竃付近の床

面から出土している。6～9は須恵器である。6の棒はP2北側の覆土上層，7の杯は竃南側の覆土上層，8

の杯，9の高台付杯はP3付近の覆土上層から出土している。Ⅲ～且3は球状土錘でタ　ⅢはP2北側の覆土中層，

鼠2ほ覆土軌　且3ほ竃南側の覆土上層から出土している。14の支脚は中央部やや南側の覆土上層から出土してい

る。15の土製勾玉は北東コーナー部の覆土中層，16の不明土製品は竃付近の床面から出土してる。17の磨石は

中央部やや酉側の覆土上層から亡虹上している。

10は須恵器婆の休部片で．平行叩きが施され，自然粕がかかる。「

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測勧 cm）I　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第日5図 林 Å　 白5．0］ 底部から目線部片。丸底。体部は内 目線部内 も外面横 ナデ。体部外面横 長石，雲母，白色粒子 P 2 86チ　30％

l 土　 師 器 B　　　 5．8 攣気味 に立ち上が り， 目線部はほぼ

直立する。端部は軽 く外反す る。

位のヘ ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

竃袖部床面

2

椀 B　 （2．9） 底部か ら体 部片。平底。体部は内攣 体 部外面横位のヘ ラナデ。底部木葉 長石，石英，雲母 P 2槌，30％　 PL 26

土 師 器 C　 ［7．0〕 気味に外傾 して立ち上 がる。 痕。 浅黄橙色

普通

P5付近覆土下層

3

嚢 A ［16．3］ 体部から目線部片。体部は内攣 して 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外両横 長石藩英溜且針状鉱物 P 289， 5 ％

土 師 器 B　 （7．3） 立ち上が る。頚部は くの字状 に屈曲

し，目線部は外反す る。

位のヘラナデ，内面横位 のヘ ラナデ。 明赤褐色

普通

竃西側覆土中層

4

婆 B　 0 3．0） 底部から体部片。平底。体部 は外傾 体部外商下位横位のヘ ラ削 り，中位 長石，石英，雲私 小磯 P293，20％　P L26

土 師 器 C　 ［10．1］ して立ち上がる。 縦位のヘ ラナデ。底 部へラ切 り後，

ナデ。

にぷい黄橙色

普通

中央部覆土中層

5

聾 B　 （4．8） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体 部外面綻位のへラ削 り。底部へラ 長石，石亀 雲軋 小礫 P 29 4， 5 ％

土 師 器 C　　　 8．0 して立ち上が る。 削 り。 褐色

普通

竃付近床面

6

杯 B　 （2．8） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 口縁 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ∵ 長五 小乳　 白色粒子 P 29 5， 10％

須 恵 器 C　　　 7．0 して立ち上がる。 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部回転

へ ラ削 り。

褐灰色

良好

P2北側覆土上層

7

林 B　 （3．3） 底部から体部片。平底。体部下端に 体部内 e外面 ロクロナデ。底部回転 長石藩英，小磯謝状鉱物 P 296，40％

須 恵 器 C　　　 8．0 稜 を有 し外傾 して立 ち上がる。 へ ラ削 り。 灰オリーブ色

良好

竃南側覆土上層

8

林 B　 （1．3） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体 部外面 ロクロナデ．底部回転へラ 長石，小礫，針状鉱物 P 298，10％　P L25

須 恵　 器 C　 ［7．0］ して立ち上がる。転用硯。 削 り。底部外 に墨付着。 灰色

良好

P3付近覆土上層

9

高台付塔 B　 （3．4） 高台部か ら体部片。体部は下位 に稜 体部内 ・外面ロクロナデ。底部 回転 長石溝鼠小礫泊色粒子 P 299，10％　 PL 25

須 恵 器 D　　　 9．4 を有 し， やや外 傾 して立 ち上 がる。 ヘ ラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色 P3付近覆土上層

E　　 l．1 高台は底部外周にあ り，わず かにハ

の字状 に開 く。設置面 は平 ら。

底部へラ記号。 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ総m） 孔　 経 （rm） 重　 量 （g）

11 球　 状　 土　 錘 2．8 3．0 0．4 19．8 P 2北側覆土中層 D P llO
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図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　 考
径 （し、雨 長　 さ（cm ） 孔　 律 （川） 重　 量 （g）

第115図12 球　 状　 土　 錘 2．5 2．4 0．6 （　 9．4） 覆土 中 D P ll l

1 3 球　 状　 土　 錘 （　 3．2） 3．3 － （ 13．6） 竃南側覆土上層 D Pl 12

15 勾　　　　　 玉 1．0 3．4 0．1 （　 4．7） 北東 コーナー部覆土中層 D Pl 15　　　　　　　 P L3 1

16 不 明 十 製 品 1．1 （　 3．4） － （　 3．9） 竃付近床面 D P l 16

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
長　 さ（川） 経 （m ） 重　 量（g）

14 支　　　　　 脚 （　 7．1） H ．3 （314．1） 中央部覆土上層 D P llJ

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

出　 工　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（し雨 幅 （川） 厚 さ如 ） 重量 （g）

17 磨　　　 石 H ．0 4．8 3．5 231．2 砂岩 中央部覆土上層 Q 54

第鍼考健腰静（第m6囲）

位置　調査区中央部，B3a5区。

規模と平面形　長軸4．39nl，短軸4．01Illの方形である。

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は55～67cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅2～墟cm　下幅　～摘cm　深さ　～7cmで，断面形は

U字状である。

床　ロームブロックを混ぜた貼り床であ娠　ほぼ平坦である。出入り口施設と竃付近は硬く踏み固められてい

る。

貼り床土層解説

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・砂
粒少量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量

10　暗褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒子中且　ローム小ブロ
ック少量，焼土粒子極微量

11暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量，焼土粒子極微量

ぽッ紅　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径30～37C恥　短径27～31cmの円形及び楕円形言栄さ53－60cmで，

規模。配置から主柱穴と思われる。P5は長径40C恥　短径31cmの楕円形，深さ38cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。P6は位置から主柱穴の補助柱穴と思われる。

魔　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているがタ　両袖部は遺存している。袖部は砂質粘土で構築

されている。規模は，煙道部から焚日部までH5cm，最大幅155C恥　壁外への掘り込み29cmである。火床面は床

面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。神都の内壁及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

煙道部の平面形は逆U字形で，底から中位まではやや外傾し，上面までは太きく外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　　色　ローム粒十・秒粒多量．ローム小ブロック・砂質粘
土小ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

2　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼

土小ブロックe焼士粒子砂質粘土小ブロック少量，
焼土中ブロック・炭化物微量，ローム太ブロック極
微量

3　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒
子微量

4　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，
ローム小プロ・ソク・焼上中ブロック・焼‖：－「「・炭
化粒子少量，炭化物微量

5　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，
砂粒少量，焼土中ブロック微量

6　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土

粒子・炭化物少量，砂質粘土中ブロック微量

7　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，ロー

ム小ブロック・砂粒少量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック微量
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覆土　7層からなる。上層・中層は，ロームブロックを多量に含むことから埋め戻しの可能性があり人為堆積，

下層はレンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭

化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック・焼土粒子・砂粒少量，ローム大ブロック・
焼土小ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，
炭化物微量，ローム中ブロック極微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・壌土粒子少量，
炭化粒子微量，焼土小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，
ローム中ブロック・炭化物微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブ
ロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土小ブ
ロック少量，ローム大・中ブロック微量

遺物　竃付近を中心に覆土中層から覆土下層にかけて土師器片350点，須恵器片120点，石器数点が出土してい

る。第117図1は土師器寮で，竃付近の覆土中層から出土している。2～6は須恵器である。2の杯は南東コー

ナー部の覆土中層，3の杯は西壁際の覆土下層，4の高台付杯はP5東側の覆土下層，5の高台付杯は西部の

覆土中，6の円面硯は南部の覆土中から出土している。7の支脚は遺構確認面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第117図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

＼「一一七＝＝タ

10cm

」＿＿　　　「・・」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第117図要B　（10．8）底部から体部片。平底。体部は内攣休部外面斜位のへラナデ。底部木葉長石石英，雲母泊色粒子P303，5％

1土師器C　ll．0気味に外傾して立ち上がる。痕。にぷい橙色

普通

奄付近覆土中層

2

杯A［13．0］底部から口緑部片。平底。体部は直口緑部，休部外面ロタロナデ。底部長石，針状鉱物P304，10％

須恵器B　　　4．9

C　［7．4］

線的に外傾して立ち上がる。回転へラ削り。灰色

良好

南東コ十部覆土中層

3

杯B　（1．2）底部から休部片。平底。休部は外傾体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石，石英，ノト礫P305，10％

須恵器C　　　7，3して立ち上がる。ヘラ削り。褐灰色

良好

西壁際覆土下層

4

高台付杯A　14．5ロ緑部・休部一部欠損。休部は下位口緑部・体部内・外面ロクロナデ。長石，石英，小礫，針状鉱物P3（桁，鮒％　PL26

須恵器B　　　5．2

C　　　9．2

E　　l．1

に稜を有し，外傾して立ち上がり，

口緑部に至る。高台は底部外周にあ

り，ハの字状に開く。

底部回転へラ削り後，高台貼り付け。灰色オリーブ

良好

P5東側覆土下層
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回版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第117図

5

高台付土不 B　 （3．0 ） 高台部か ら体部片。休部は下位に稜 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石，石英，小礫 P 307， 5 ％

須 恵 器 D ［8．8］

E　　 l．2

を有 し，外傾 して立 ち上がる。高台

は底 部外周にあ り， わずかにハの字

状 に開く。

ヘラ削 り後，高台貼 り付 け。 黄灰色

良好

南部覆土中

6

円 面 硯 B　 （3．5） 脚部片。脚部 はハの字状に開 き，平 脚部内 ・外面 ロタロナデ。 長石，白色粒子 P 30 9， 5 ％

須 恵 器 行 な縦位の刻みがある。 灰色

良好

南部覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ（cm） 径 （cm） 重　 量 （g）

7 支　　　　 脚 （　 5．5） 6．8 （14 7．7） 遺構確 認面 D P l17

第37号住居跡（第118図）

位置　調査区中央部，B3a3区。

重複関係　中央部を第4号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．96m，短軸2．95mの方形である。

主軸方向　N－220－W

第118図　第37号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i I
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壁　壁高は52－58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　貼り床であり，ほぼ平坦である。

貼り床土居解説
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量
9　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

萄　北東コーナー部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒

少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで116cm，最大幅110C恥　壁外への掘り込み52cmで

ある。火床面は床面とほぼ同レベルである。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに赤変しているが，

あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，

竃土居解説
1褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブ

ロック・焼土小ブロック・砂質粘土小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ロー

ム小ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，ロ

ーム中ブロック小量
4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

やや外傾して立ち上がる。

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
質粘土粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロッ
ク・炭化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，砂質
粘土微量，炭化粒子極微量

7　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼
土粒子・砂質粘土中・小ブロック少量，炭化材微量

覆土　7層からなる。堆積状況は，レンズ状に里すことから自然堆積と思われる。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・

焼土粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，壌土′トブロック・焼土

粒子少量，ローム中・小プロッタ・炭化物・鹿沼粒
子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ
ック・壌土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム大・小ブロ
ック・焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
焼土粒子・炭化物微量

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭
化粒子微量

遺物　竃付近を中心に覆土中層から床面にかけて土師器片130点，須恵器片40点，弥生土器片15点が出土してい

る。第119図1～5は須恵器である。1の杯と4の盤は竃西側の床面，2の高台付杯は竃右袖部覆土下層，3の

高台付杯は竃西側の床面，5の要は中央部やや北側の覆土中層から出土している。

所見　本跡から主柱穴は1か所も検出されなかった。時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考え

られる。

Jl

第119図　第37号住居跡出土遺物実測図

第37号住居跡出土遺物観察表

．、・『

図 版 番 号 器 　 種 計 測 値 （c m ） 話 　 形 　 の 　 特 　 徴 手 　 法 　 の 　 特 　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備 　 　 考

第 1 1 9 回 杯 B 　 （ 4 ．1 ） 底 部 か ら 体 部 片 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 転 長 石 ， 石 英 ， 小 礫 P 3 1 3 ， 4 0 ％

1 須 恵 器 C 　 　 　 7 ．3 し て 立 ち 上 が る 。 ヘ ラ 削 り 。 灰 色

良 好

竜 西 側 床 面
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図版番号 器　 種 計測値 （し雨 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 飴土 洩 断 機 可　 備　 考

第は9回 高台付林 Å　　 11．7 「1線部一部欠損．休部 は十位に後を　 目線部 ，体 部内 ・外面 ロクロナヂ√ 長石，石英官針状鉱物　 P3紘 85％　 PL 25

須 恵 器 8　　　 5」 有 し，外傾 して立ち上が り，目線部　 休部下端回転へ ラ削 り㍉底部 回転へ 灰色　　　　　　　 竃右袖部覆土下層

2 D　　　 6．8 に至る∴高台 は底部外周にあ り，わ　 ラ削 り後．高台貼 り付け∴ 良好

E　　 l．0 ずかにハの字状に開 く㍉

高台付林 Å 「13ぷ 高台部 ・目線部一部 欠損！休 部は下　 目縁部，体部 内 ・外 面ロ クロナデ㍉ 長石，小凰 白色粒子　 P315，鋪％　PL26

3
須 恵 器 B　　　 5．6

D 〔8．8」

位に稜 を有 し　 外傾 して立ち上が り， 底部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付 け∵ 褐灰色 電西側床面

目線 部は軽 く外反する． 高台 は底部 良好

E　　 l．3 外周にあ り，わずかにハの字状 に開く。

盤 Å　 17．6 目線部一部欠損√体部 はやや内暫 し　 ‖縁 部，体部内 ・外面 ロクロナデ∴ 長石　 小磯諸 色粒子　 P 316，粥％　 PL26

4
狛∴恵 器 8　　　 3．6 て外方 に開 き，屈 曲して 目線部に圭 底 部回 転へ ラ削 り後 ，高台貼 り付 灰オ リーブ色　　　 電西側床面

D　 lO J る∴　目線部は軽 く外反す る∴　高台は　 け∴ 良好

E　　 l適 わずかに外方へふんばる。

5

聾 Å ［2且．2］ 体部から目線部片し休部は外伸 して立　 目線部 ，体 部内 ・外 面 ロクロナデ予 臨 雷 私 小確守 色舶　 P 317． 5 ％

須 恵 器 B　 （8．6） ち上がり，屈曲 して目線 部に圭る∴‖ 休部外 面斜位の平行叩 き㍉ 黄灰色　　　　　　 中央部覆土中層

縁部は外反し†断面は三角彬である√ 良好

第調号健腰掛　第は園）

位置　調査区西部，B2jO区，，

規模と平面形1一一一辺3．97Illの方形である。

主軸方向　N－160－E

壁　壁高は35へ40cmで，ほぼ垂直に立ち上がるLt．

床　ほぼ平出であるが∴東部がやや低い。－．中央部を中心に踏み固められている。

だッ紅　5か所（Pl～㌘5）。Pl～㌘4は長径40～54cm資　短径33～鮮cmの楕円形　深さ講～糾cmで　規模の

配置から主柱穴と思われる。P m　長径射cm　短径滋cmの楕閏形　深さ詣cmで位置から出入　持施設に伴　ピ

、ソトと思われる、。

蟹　東壁中央部からやや北側に付設されてお娠　天井部は崩落しているが　両袖部は遺存している。磯部は粘

土と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は夕　煙道都から焚日部までⅢ3cm，凝太幅122cmタ　壁外への掘り込

み23cmである。火床面は床面を8撒ほど掘りくぼめてお娠　皿状をしている。磯部の内壁及び火床面は火熱を

受けてわずかに赤変しているが資　あま　硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で学　外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼悌′：千鋸Ii∴　ローム粒J’・・砂粒小品　ローム小ブ　　l－1暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，炭化粒J’・少品　ローム中ブ
ロ・ソク・焼士小プロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’中量．ローム中・小ブロック・焼梱1イー・
砂粒少量

：1暗　褐　色　ローム粒J’・・焼士粒rl・砂質粘土小プロ・ソク・砂粒

中量，ローム小プロ、ソク・炭化粒子少量．ローム大

プロ、ソク・焼上′トブロック・炭化物微量

ロ、ソク微量

5　暗褐　色　ローム粒子・砂粒中量、砂質粘土小ブロック少量

6　暗赤褐色　ローム粒子・焼上粒千・秒質粘土小ブロック・砂粒

中量．焼上中プロ、ソク・砂質粘士中ブロック・小礫

少量

7　暗褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J∴中量，ローーム中ブロ

ック少量，焼土粒子微量

覆土　9層からなる．、。堆積状況はレンズ状を呈すことから自然堆積と思われる。，

士層解説

＿1　褐　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’・微鼠　ローム中プロ

、ソク・焼目白’一・歳化け・炭化物・炭化粒J’・極微量

2　暗　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒子・炭化粒千微鼠　ロ

ーム中・小ブロック　‥蝿士粒子・炭化物極微量

：う　暗　褐　色　ローム粒J’・・炭化物・炭化粒J’・微㌫　ローム小プロ

・ソク・焼「粒つ’一・歳化材恒微量

Ll　暗　褐　色　ローム粒j’－少：11∴　ローー！、小ブロック・焼目白′・・炭

化物・炭化粒J斗舶鋸11：

5　褐　　色　ローム粒J’・・砂質精工粒子微量∴　ローム小ブロック・

焼上′トブロック・焼十粒j′・・炭化物・炭化粒子癖微量

（う　暗褐　色　ローム粒子少量、ローム中・小プロ・ソク微量，炭化

粒子極微量

7　褐　　色　ローム粒千少軋　ローム中・小ブロック微．量，炭化
粒子極微量

8　褐　　色　ローム粒子少量，ローム申・小ブロック・焼十粒J’・

炭化粒子微量予　砂質粘土中ブロック極微量

り　褐　　色　ローム粒戸出；∴　ローム申プロ・ソク焼巨トブロック

焼l斗「「・炭化材・炭化物・炭化粒白描描：

′′　　・　ノー　　　　　　　　′　　ノ‥　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　／　・′　　　　　　、ノ′　′

している1第12日、ズ11、∴豊は須恵器である11の杯はIつ北側の床軋　2の林と3の高台付杯はP5付近の覆土
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第120図　第38号住居跡実測図
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中層と下層，4の蓋はPl西側の覆土中層から出土している。6の球状土錘は西部の覆土中，7の支脚は竃袖

部から出土している。

5は須恵器要の体部片で，平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第12 1図 杯 A　 13．1 口緑 部 ・休部一部欠損。平底。体部 口緑部，体 部内 ・外面 ロクロナ デ。 長石，石英，雲母 P 319，齢％　 P L25

1 須 恵 器 B　　　 3．8 は外傾 して立ち上が り，ロ緑部は軽 休部下端手持 ちへ ラ削 り。底部回転 灰色 P l北側床面

C　　　 7．3 く外反す る。端部は丸 く収めている。 ヘラ削 り。 良好

2

杯 B　 （ 2．2） 底部か ら休部片。平底。休部は外傾 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部へ ラ 長石，石亀 針状鉱物 P 32 0， 10％

須 恵 器 C　　　 6．6 して立 ち上がる。 削 り。 灰白色

良好

P 5付近覆土中層

－149－
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第121図　第38号住居跡出土遺物実測・拓影図

図 版番 号 券　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第12 1図 高 台 付 埠 B　 （ 3．1） 高台 部 か ら体 部 片 。底 部 か ら屈 曲 し 体 部 内 ・外 面 ロク ロ ナデ 。 底 部 回 転 長石，石乳 針状鉱物 P 32 1， 5 ％

3 須 恵 器 C ［ 6．2］

E　　 O．9

て体 部 は 立 ち 上 が る。 高 台 は内 側 に

あ り， ハ の 字状 に 開 く。

へ ラ削 り。 高 台貼 り付 け後 ， ナ デ 。 オ リー ブ 黒色

良好

P 5付 近覆土 下層

4

蓋 A ［11．8］ 口縁 部 片 。 外周 部 は わず か に丸 み を 口緑 部 ，外 周 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ。 長石 ， 石 英 P 3 22，10％

須 恵 器 B　 （2．7） も ち， 口 緑 部 は屈 曲 し， 短 く垂 下 す

る。

灰 白色

良好

P l西側 覆土 中層

図 版 番 号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 長　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

6 球　 状　 土　 錘 2．9 2．7 0．5 2 1，4 西 部 覆 土 中 D P 118

図版 番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長　 さ （cm） 径 （c m） 重　 量 （g）

7 支　　　　　 脚 （ 12．9） 8．6 （4 73．8） 竃 袖 部 D P l 19

第39号住居跡（第122図）

位置　調査区西部，A3il区。

重複関係　西壁を第4・8号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．98m，短軸5．19mの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は45～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東・南西コーナーの一部を除き，壁下を巡っている。上幅19－32C恥　下幅5～13cm，深さ2～8cmで，

断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦であるが，北部がやや低い。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径77～99cm，短径50－67cmの楕円形，深さ43～51cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P5は長径59cm，短径36C皿の楕円形，深さ13cmで位置から出入り口施設に伴うピ

ットと思われる。

一150－
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第122図　第39号住居跡実測図
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貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径104cm，短径81cmの楕円形，深さ20cm，断面形は逆台形である。
貯蔵穴土居解説

1褐　　色　砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量，ロー　　2　褐　　色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒
ム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・　　　　　　　　子中量，ローム小ブロック・砂質粘土少量，壌土粒子・

炭化粒子・砂質粘土中ブロック微量，炭化物極微量　　　　　　　　　炭化粒子・鹿沼粒子微量，塊土小プロッタ極微量

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで120cm，最大幅119cm，壁外への掘り込み32C皿である。

火床面は床面を5C皿ほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

寵土居解説

1　にぷい褐色　ローム粒子・砂質粘土中・小ブロック・砂粒中量，
ローム中・小ブロック・壌土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・壌土粒
子・砂質粘土小ブロック少量，壌土小ブロック微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，

ローム中ブロック・焼土中ブロック・砂質粘土中ブ
ロック微量

4　にぷい赤褐色　壌土粒子・砂粒中量，焼土小ブロック・砂質粘土小

ブロック少量，ローム大ブロック・砂質粘土大ブロ
ック微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子・砂粒中量，壌土小ブロック・
砂質粘土中ブロック少量，炭化物微量

6　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中・小ブロック中
量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・

小礫少量，炭化物微量
7　時赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・

砂質粘土中ブロック少量

8　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・
炭化粒子少量，ローム大ブロック微量

覆土14層からなる。中央部分はレンズ状を呈すことから自然堆積と思われるが，壁際の覆土はロームプロツ

クを多く含むことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，

焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・小礫微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子少量，ローム大・中ブロック・炭化物
微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭
化粒子・砂貿粘土小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量，焼土小ブロック極微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量
7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック少量

9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂粒中量，壌
土粒子・砂質粘土小ブロック・小礫少量，ローム中
ブロック・炭化物微量

力　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂粒中量，焼
土粒子・炭化物少量，砂質粘土小ブロック・小礫微量

11暗褐色　ローム粒子多量，砂粒中量，ロームノトブロック・焼
土粒子・砂質粘土小ブロック・小礫少量，炭化物・
炭化粒子微量

12　褐　　色　ローム粒子砂粒多量，ローム小ブロック・壌土粒子・

小礫少量，焼土小ブロック・砂質粘土中ブロック少量
13　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック中量，

砂質粘土大ブロック・小礫少量，焼土小ブロック・
小礫微量

14　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭
化粒子・砂質粘土小ブロック・砂粒少量

遺物　南東コーナー部を除く覆土上層から床面かけて土師器片105点，須恵器片60点，弥生土器片40点，土製品

1点が出土している。第123図1の土師器要はP3付近の覆土中層から出土している。2～5は須恵器である。

2・4の杯はPl付近の床面，3の杯は南西コーナー部の覆土下層，5の盤はP5付近の覆土中層から出土し

ている。6の土製紡錘車はP5北側の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

鮎漁．
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第123図　第39号住居跡出土遺物実測図
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第39号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 橙 序 灘 ㈲ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第123図　　 聾　　 B （2．0） 底 部から体部片。平底。体部は外傾 体部外面横位のヘ ラ削 り後，縦位の 長石石英濱母藤色粒子 P 325， 5 ％

l　 土 師 器」 し　 〔8互 して立 ち上がる。 ヘラナデ。底部木葉痕。 にぷい赤褐色

普通

P3付近将士中層

林　　 Å　 白3耳 底部か ら休部片∴　平底㍉休部は外 価 目線 部，体部 内 ・外 面ロ クロナデ． 長石，石英 ㌘326，繍％　 PL 25

2　　 須 恵 器 B　　　 4．4 して立ち上が り，目線部は軽 く外 反 休 部下端右 回 りの手持 ちへラ削 り㍉ 灰白色 Pl付近床面

C　　　 7．5 す る． 底部回転へ ラ削 i上 良好

3 須 痛 は：；；〕 底部か ら＝縁部 片∴　中央がやや 凹む ＝縁 部，体部 内 ・外面 ロクロナデこ 良五 有嵐 針状鉱物 P327，灘％　 PL26

平底．体部下端 に櫓 を有 し，外傾 し 底部回転へラ削 り後，ナデ√ 灰色 南西コーナー鍋 上欄

て立ち上が り， 目線部に十る∴　目線

部はわずか に外反する。

良好

杯　　 B （2心 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体部内 ・外面ロケロナデ∴休部下端 長石，砂粒 P 32 9， 5 ％

4　　 須 恵 器　 C　 ［9．0］ して立ち上がる∴ 右回 りの手持 ち回転へ ラ削 年　 底部 灰色 P l付近床面

回転へラ削 り← 良好

盤　　 B　 （2潮 高台部 から体部片。体部 はやや内攣 体部内 ・外面 ロクロナデ√底部回転 長石，石英，小礫 P 33 0， 30％

5　　 須 恵 器 r　 15．6 して外方に開 き，屈曲する。高台は， へラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色 P5付近再士中層

E　　 l．2 外方へふんばる． 良好

i
掴 当 種　 別

1　　　 計　　　 喜
、乳 的 重 量短） 出 土 地 点　　 備　　 考

径 軸‖ 長 さ廟

6 ！紡　 錘　 車 ・中　 ・2 ・バ　 弧バ p 北側覆土中層　　 BPは0　　 PL罰

窮磯望考健腰静　第は囲）

位置　調査区北西部　A軸区。

重複関係　本跡が，第∠H号住居跡の北部を掘り込んでおり，本跡が新しい。「

規模と平面形　長軸5．∠13111，短軸5．30nlの方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は65▼～72cmで，ほぼ垂直に立ち上がるし、

壁溝　西壁の壁トを巡っているJ上幅24～40cm，卜幅6～17cm，深さ5～1Ocmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径57～75cm．短径41～59cmの楕円形，深さ58－67cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P5は長径55cm，44cmの楕円形，深さ36cmで位置から出入l＝｝l施設に伴うピット

と思われる。

竃　北壁中央部に付設きれておi主　天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。〕規模は，煙道部から焚r‾1部まで131C恥・最大幅160cm，壁外への掘り込み20cmである。

火床面は床面を5cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒千・秒粒中量．ローム小プロ・ソク・焼土粒

子・炭化粒子・小礫少量．砂質粘土中ブロック微量

2　暗　褐　色　砂粒多青∴　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼

上中プロ、ソク・焼十粒J’・・砂質粘上人プロ・ソク・小

礫微量

3　暗赤褐色　ローム粒子多量．ローム中プロ、ソク中量．ローム小

プロ、ソク・砂粒微量

複　にぷい褐色　砂質粘土塊多量，小礫微量

5　暗褐　色　ローム粒子・砂粒中鼠　ローム小ブロック・焼土粒

子・小礫少葺．砂質粘土小ブロック微巌

6　暗褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒中量

7　暗赤褐色　ローム粒千中量，焼上粒子・砂質粘上中プロ、ソク・

砂粒少量

8　暗　褐　色　砂粒多量．砂質粘土小ブロックf巨星，ローム粒子・

焼＿日立千・秒質粘l二大プロ、：ノク少量・炭化物微量

t）暗赤褐色　砂粒多量∴　焼目白’一年軋　ローム小プロ、ソク・砂質

粘上中プロ、ソク少量∴　砂質粘「中ブロック微量
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第124図　第42号住居跡実測図
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覆土11層からなる。中央部の中層から下層にかけてはローム中ブロックを多く含んでいることから人為堆積

と思われるが，壁際はレンズ状を呈すことから自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子微量，焼土小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，壌土粒子少量，ローム小ブロッ
ク・焼土小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロッ
ク・焼土粒子・炭化物微量，焼土粒子極微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，壌土ノトブロック微量，ローム中ブ
ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子徴
ヰポ・

7　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

8　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子
極微量

9　褐　色　ローム粒子中量，壌土粒子・炭化粒子微量

10　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭
化粒子・砂質粘土粒子微量

11褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　中央部から竃付近の覆土中層から床面にかけて土師器片250点，須恵器片170点，石器1点，鉄製品1点

が出土している0第125図1は土師器嚢で，竃東側の床面から出土している。2～4は須恵器である。2の杯は

竃西側の床面，3の高台付杯は竃東側の床面，4の壷は東壁中央部の床面から出土している。5の砥石は竃東

側の床面から出土している。6の不明鉄製品は南西部の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

釘
第125図　第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡出土遺物観察表
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誓二二二 10cm

』二一一；　一一一」

図版番号器　種計測値（cm） 詩　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第125回 嚢 A ［17．2］体部からロ緑部片。体部は外傾して口緑部内・外面横ナデ。体部外面上長石，石英，雲臥小礫P332，5％

1 土師器B　（12．6）立ち上がり，頚部はくの字状に屈曲位横位のヘラナデ，中位斜位のヘラ橙色 竃東側床面

し，口緑部は外反する。 ナデ。 普通

2

杯 A　14．2 底部から口縁部片。平底。休部は外日録部，体部内・外面ロタロナデ。長石石英．小敵針状鉱物P334，70％
須恵器B　　　5．1 傾して立ち上がり，口緑部に至る。底部回転へラ削り後，ナデ。底部に灰色 竃西側床面

C　　　7．0 墨付着。 良好 墨書有り

3

高台付杯A　13．7 口緑部・体部一部欠損。体部は下位口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石，小礫 P㍊5．鋤％　PL26
須恵器B　　　6．0 に稜を有し外傾して立ち上がり，口底部回転へラ削り後，高台貼り付黄灰色 竃東側床面

D　　8．3

E　　l．3

緑部は軽く外反する。高台はわずか

にハの字状に開く。

け。 良好

4

璽E A ［18．6］頚部から口緑部片。頚部は屈曲し，口緑部，頚部内・外面ロクロナデ。長石，白色粒子 P337，5％
須意器B　（4．6）外反して口緑部に至る。端部は三角

形を呈する。

黒色

良好

東壁床面
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回版 番号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ （C血） 幅 （cm） 厚 さ （CⅡl） 重量 （g）

第125図5 砥　　　 石 7．5 5．0 4．1 130．5 凝灰岩 竃東側床面 Q 61

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長　 さ（cm） 幅 （C皿） 厚　 さ （cm ） 重　 量 （g）

6 不 明 鉄 製 品 （ 11．2） 1．4 0．5 （ 25．8） 南西部覆土中 M 3

第43号住居跡（第126図）

位置　調査区中央部，B4C2区。

重複関係　本跡が，第83号住居跡の北部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．37mの長方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は10－33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅17～30cm，下幅7－11cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦であり，中央部を中心に踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径27～32cm，短径25－29cmの円形及び楕円形，深さ17～45cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は径30cmの円形，深さ21cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。P6は位置から壁柱穴と思われる。

0　　　　　　　　　　　2m

」　‥…　二二」

第126図　第43号住居跡実測図
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竜　北壁中央部に付設されている。撹乱のため天井部は崩落しており，両袖部も遺存していない。覆土から袖

部は粘土と砂粒少量を混ぜて構築されていたと思われる。規模は，煙道部から焚口部まで［103］cm，最大幅［89］

cm，壁外への掘り込み49cmである。火床面は床面を4cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。火床面は火

熱を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上

がる。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
粒少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子・砂質粘土ノトブロック少量，焼土小ブロック
微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
粒少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭
化物微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・壌

土小ブロック粒子・炭化物・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック・焼土粒子少量
7　にぷい褐色　砂粒多量，砂質粘土中ブロック中量，ローム粒子・

焼土粒子・砂質粘土大ブロック少量

覆土　9層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量，ローム′トブロック・焼

土小ブロック・焼土粒子・炭化物極微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・壌土粒子・炭

化物・炭化粒子極微量
3　褐　　色　ローム粒子・砂質粘土粒子少量，ローム小ブロッ

ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒子

少量，炭化物・炭化粒子・砂質粘土小ブロック・砂
質粘土粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粒
子・炭化物・炭化粒子極微量

6　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子極微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微量，焼土粒子極微量

8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子極微量
9　明褐色　ローム粒子多量

遺物　中央部を中心に覆土下層から床面にかけて土師器片70点，須恵器片20点，弥生土器片20点，土製品1点

が出土している。弥生土器片は，掘り込んでいる第83号住居跡の遺物と思われる。第127図1は土師器椀で，北

西部の覆土中から出土している。2・3は須恵器である。2の椀は竃の燃焼部，3の杯はP3付近の床面から

出土している。4の球状土錘はPl西側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後半と考えられる。

J l

第127図　第43号住居跡出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第127図

1

椀A　13．0完形。平底。休部は内野気味に外傾口緑部，体部内・外面ロクロナデ，長石，雲母，白色範子Pお9，1（船％　PL25

土師器B　　　5．1

C　　　5．3

して立ち上がり，口緑部に至る。内面横位のヘラ磨き。休部下端手持

ちへラ削り。底部一方向のヘラ削り。

内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

北西部覆土中

2

椀A［14．6］底部から口緑部片。平底。休部は外ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石，雲母 P3棚，㊥％　PL26

須恵器B　　　5．7傾して立ち上がり，口緑部は軽く外体部下端左回りの手持ちへラ削り。灰白色 竃燃焼部

C　　　6．0反する。 底部回転へラ切り後，ナデ。 良好
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第127図 林 B　 （4．6） 底部か ら体部片。平底。体部 は外傾 体部内 ・外面 ロタロナデ。体部下端 長石，石英 P 341，20％

3 須 恵 器 C　　　 6．0 して立ち上がる。 手持 ちへ ラ削 り。底部回転へ ラ切 り

後，ナデ。底 部へラ記号 「×上

灰 白色

良好

P3付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（用） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

4 球　 状　 士　 錘 3．1 3．4 0．6 26．1 P l西側床面 D P 121

窮磯6号健贋静（第且28図）

位置　調査区北部，A3i7区。

規模と平面形　長軸5．56In，短軸5．04Illの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は60～72cIllで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部を除きタ　壁下を巡っている。上幅鋪～射cm　下幅　一拍cm　深さ　～6cmで　断面形は

日宇状である。

床　ほぼ平坦である。L巨央部を中心に踏み固められている。

ぽッ紅　5か所（Pl～P5）。Pl～P射ま長径57～88cm，短径45～55cmの楕円私深さ62～85cmで，規模0

配置から主柱穴と思われる。P5は長径37cm，短径30cmの楕円形　深さ摘cmで位置から出入り口施設に伴うピ

ットと思われる。

魔　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚日部まで80cm，最大幅88cm，壁外への掘り込み14cmである。

火床面は床面を6cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　砂粒多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼

土小ブロック・炭化粒子・砂質粘土中ブロック少量

2　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，廃土小ブロ
ック・砂質粘土小ブロック少量

3　褐　　色　砂質粘土中ブロック・砂粒多量，ローム粒子中量，
焼土粒子・炭化物少量

4　暗赤褐色　砂質粘土中ブロック多量，ローム粒子せ焼土粒子も

砂粒中量，ローム小ブロック・焼上中ブロック・炭
化粒子少量

5　暗赤褐色　焼士粒千・砂粒多量，ローム粒子・焼土中ブロック

中量，ローム小ブロックe砂質粘土中ブロック少量，
焼土中ブロックe炭化材微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　焼上粒子・砂

粒少量

7　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・砂粒中鼠　ローム小ブ
ロック・焼土中ブロック少量

8　にぷい褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック中量，
焼土中ブロック焼土粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム中e小ブロック・焼

土粒子・砂質粘土小ブロック。鹿沼粒子少量

10　暗赤褐色　焼十小ブロック・焼士粒子・砂粒中量，ローム小ブ

ロックeローム粒子・砂質粘土小ブロック少量

覆土　7層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1＿　暗褐　色　ローム粒J’・・炭化粒召鮮IL　ローム小プロ、ソク・焼

土粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子・炭化物微鼠　ローム小ブロック・焼＿I二

小ブロック・焼土粒子極微量

3　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量，ロ

ーム小ブロックe焼士小ブロック・焼土粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少鼠　焼土中ブロック・炭化物つ美化粒

子微量，ローム小ブロック・焼土粒子極微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム申ブロ

ック・炭化物。炭化粒子微量，ローム太ブロック・

廃土小ブロック・焼土粒子・炭化材極微量

6　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・炭化粒子微鼠

焼土粒子・炭化物極微量

7　褐　　色　白色粘土中ブロック中量，ローム小ブロック・ロー

ム粒子・焼土粒子・炭化物・白色粘土粒子少量，廃

土小ブロック・炭化材・炭化粒子微量，ローム中ブ

ロック・白色粘土小ブロック極微量

遺物　竃付近を中心に覆土上層から床面にかけて土師器片5点　須恵器片郷息　弥生土器片5息　土製品2点，

石器1点が出土している。第温29図102は土師器である。1の聾と2の甑は竃東側の床面から出土している。
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第128図　第46号住居跡実測図
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3・4は須恵器杯である。3はP3東側の覆土下層，4はP5付近の床面から出土している。5・6は球状土錘で

ある。5は西部の覆土中，6は遺構確認面から出土している。7の砥石は西壁中央部の覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

二∃

J

一 、　　　　　　 ‾一　、

J

第129図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第129図 襲 A ［25．2］ 体部か ら口縁部片。休部は内野 して ロ緑 部内 ・外面横ナデ。体部外面上 長石石英．雲母月色粒子 P朗2，低％　 PL26

1 土 師 器 B　 （26．1） 立ち上がる。頚部は屈曲 し，口緑 部 位横位 のヘ ラナデ，下位縦位のヘ ラ にぷい橙色 竃東側床 面

は外反す る。 磨 き，内面横位 のヘ ラナデ。 普通

2

甑 A ［26．2］ 体部か ら口緑部片。休部 は外傾 して 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面上 長石，石英，雲母 P343，論％　 PL25

土 師 器 B　 （23．8） 立ち上が り，口緑部は外反す る。 位斜位のヘ ラナデ，下位縦位のヘ ラ

磨 き。

橙色

普通

塩東側床面

3

杯 A ［13．6］ 底 部から口緑部片。 中央がやや凹む 口縁 部，体部内 ・外面 ロク ロナデ。 長石，石英，針状鉱物 P 345，40％

須 恵 器 B　　　 4．0 平底。休部は外傾 して立ち上が り， 体部下端手持ちへラ削 り。底部回転 黒褐色 P3東側覆土下層

C ［9．0］ 口緑部 に至る。 ヘ ラ削 り。ロクロ目は弱い。 良好

－160－



図版番号 序 種 計測値 如 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 ！胎 土 0色調 欄 成
備　　 考

第129図　　 杯

4　　 須 恵 器

Å　 白3．7」 底部か ら「1線部片㍉　平底√休部 は外 目線部 ，体 部内 ・外面 ロクロナデ」 長五五机 、礫，他 世子 P 封6，60％

8　　　 3．3 傾 して立 ち上が り，日録部に至 る。 休部下端回転へ ラ削 り√底 部回転へ　 灰色 P5付近床面

C　 lO．0 ラ削 り。　　　　　　　　　　　　 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 士 地 点　 備　 考

径　 如 ）　 長　 さ軸　 孔　 径凍m　 重　 量 短）

5 球　 状　 土　 錘 3．6 3．8 1．2～呈．7 33．6 西部覆土中　　 i B P 122

6 球　 状　 士　 錘 3．1 2・8 i　 o・8 i 2200 遺構確認薗　　 i D P 123

図版番号　 種　　　 別
計 幅総m）盲；厚さ議 納 車 質

出　土　地　点　　　　 備　　　　 考
長さ（rm）

7 i 砥　 石
（　6．4） 2・9 i l・1 日 22可 凝灰岩 酋壁際覆土中層　 i Q 65　　　 PL33

第磯考健贋妙　筆臓鰐）

位置　調査区北部，A3i9区．。

重複関係　本跡が　第柑号住居跡の西部を掘り込んでお娠　本捗が新しい。

親機と平面形　長軸3．92m芦　短軸3。6温mの方形である。

主軸方向　N－2し、－W

壁　壁高は19－35cmで，ほぼ垂l舶二立ち上がるし、

床　貼　床であ軋、さな凹凸があるが　ほぼ平坦である。出入打施設から竃にかけて踏み固められている。

貼り床土層解説

∴l・・’ごく‖・・ト　∴巨一号：・－。－′、小ノl′　ノ十：－∫　′、：　＝　一一1声－・「．1一　′、J、ノい′ノ′・′、エ‥つ：！。′∴、′し′

ブロック少鼠焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　ックを焼土粒子微量

ぽッ紅　5か所津l～P5）。Pl～㌘射ま長径37～43cm，短径33～36cmの楕円私深さ凱～鑓cmで　規模の

配置から主柱穴と思われる。P5は長径38cm　短径翫cmの楕円乳深さ蟻cmで位置から出入り日施設に伴うピ

ットと思われる。

磯　北壁中央からやや西側に付設されてお娠天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は　煙道部から焚日部までⅢ9cm，義太幅且航m，壁外への掘り込み

33cmである。火床商は床面を8撒ほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床癖は火熱を受

けてわずかに赤変しているが　あま　硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で　外増して立ち上がる。
竃土層解説

1暗赤褐色　砂粒多鼠ローム粒子・焼士小ブロック。焼土粒子　　7　にぷい褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土率ブロック軒凱
中量・焼巨巨プロ、ソク・炭化物・砂質粘上中プロ・ソ　　　　　　　　ローム中ブロック・焼土粒子少量

ク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少鼠廃土粒f－
2　暗赤褐色　砂粒多鼠焼土粒千・秒質粘土大プロ、ソク中量　　　　　　　　　　微量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子e焼土小ブロックも砂粒　　9　暗赤褐色　焼土粒子0砂質粘土太・小ブロック砂粒中量，ロー
中量、ローム中ブロック・炭化粒子・砂質粘十大ブ

ロック微量

・1暗褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量．ロームl巨プロ

、ソク・焼細目’－少量．ローム大プロ・ソク微量

5　暗赤褐色　砂粒多量，砂質粘土中・小ブロック【巨量，ローム小

ブロック・ローム粒子・焼土粒子・小礫少量

（i　暗赤褐色　砂粒多鼠　焼士粒千中量∴　ローム粒子・焼土中ブロ

ックの砂質粘土中ブロック少量

色
色褐

褐
暗

0　1

7

1

ユ

　

i

ム粒子少量

ロームf巨小プロ、ソク多鼠　炭化物微量
ローム粒子・砂粒中量，ローム小プロ・ソク・砂質粘
土小ブロック少量，焼土粒子微量

12　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中鼠　ローム小ブロック・ローム粒

子・砂質粘土中プロ、ソク少宣

13　暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒f・申鼠　焼士粒子・砂

粒少鼠　ローム中プロ、ソク・射ヒ粒f一微量

尊堂　柑層からなる。堆積状況は　レンズ状を皇すことから自然堆積であると思われる。
土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子小結　焼十粒守一・炭
化物・炭化粒召鋸一一を

2　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量．炭化粒J’一極微量

3　褐　　色　焼土中・小プロ、ソク【吊一声∴　ローム小プロ、ソク・ロー

ム粒千・焼悌‡f・・炭化粒J’・少量言封ヒ物桓微量

tl　暗褐色　ロームl巨小プロ、ソク・焼廿日’－・尉ヒ物・射ヒ粒

j’・少量．ローム大プロ、ソク極微量
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第130図　第47号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
．．．－　　　　　　　　　．・－　　　　　　　　・．・・．一一・一　　　　　　　　・－

l　　　；　　　！

第131図　第47号住居跡出土遺物実測図
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5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子・炭化粒子微量

7　褐　　色　焼土太ブロック中量，ローム太ブロック。ローム粒
子・焼「小プロ・ソク・焼＿上粒子・炭化粒J二少量

8　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量．砂質粘土小ブ
ロック少量，炭化粒子極微量

9　褐　色　ローム粒子・砂質粘土小ブロック中鼠　ローム小ブ

ロック少鼠　焼土中ブロック・炭化粒子徴鼠　炭化
物極微量

10　褐　色　砂質粘土小ブロック中鼠　ローム粒子少鼠焼士粒
子・炭化粒子微量，炭化物極微量

遺物　南部を中心に覆土中層から下層にかけて土師器片6点　須恵器片翻点が出土している。第温31図1～3ほ

須恵器である。lの杯はP5北側の覆土下層，2の杯は中央部の覆土中層，3の盤は南西コーナー部の覆土上

層から出土している。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （用） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第131図 杯 A　 13．2 目線部一部 欠損。平底。体部は外傾 ＝縁部 ，体部内 ・外面 ロクロナデ√ 長石，石英，雲母 P 3鴫 95％　PL26

1 須 恵 器 B　　 4．6

C　　　 7．4

して立ち上が り，目線部に至る。 体部下端回転 へラ削 り。底 部回転へ

ラ削 り。 ロクロ昌は強い。

灰白色

良好

P5北側覆土下層

2

杯 Å　 13．3 日縁部一部欠損。平底。体部は外傾 目線部，体 部内 ・外 面ロ クロナ デ． 長石，小磯，針状鉱物 P 349，85％　 PL26

須 恵 器 B　　 4．6

C　　　 8．4

して立 ち上が り，目線部 は軽 く外反

す る。

底 部回転へ ラ削 り。 灰色

良好

中央部覆土中層

！

3

盤 B　 （2．1） 高台部か ら体 部片。体部は外傾 して 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石，石英 P 350，30％
須 恵 器 立 ち上が る。 高台 はハの字状 に開

く。

ヘ ラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

良好

南西コ辛 部覆土上層

第5の考健腰跡（第温32回）

位置　調査区北部，A4112区。

規模と平面形　長軸姐8mタ　短車酪98mの方形である。

主軸方向　N－10㌧E

壁　壁高は58～70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁の壁下を巡っている。上幅46～50C恥下幅9～10C恥深さ用cmほどで，断面形はU字状である。

床　貼り床で，ほぼ平坦でありタ　中央部中心に踏み固められている。

貼り床土層解説

H　暗褐色　ローム小ブロック・砂粒中量，ローム中ブロック

焼土粒子の炭化粒子少量，焼土太ブロック・炭化
物・砂質粘土中ブロック微量

12　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム
大・中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

1こ3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒j’－1帖呈∴　ローム小ブロ

ック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ匝　2か所（Pl e P2）。Pl。P2ほ長径56～58cm，短径39～壷cmの楕円乳深さ22～27cmである。P

鼠は規模e配置から主柱穴と思われる。P2は位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

磯　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが汐両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚日部まで103cm，最大幅107cm，壁外への掘り込み34cmである。

火床面は床面を3cmほど掘りくぼめており，血状をしている。袖部の内壁及び火床商は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。
竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・砂質粘
土小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子や焼土粒子中量，砂質粘土小ブロック・

砂粒少量，炭化物・炭化粒子微鼠　焼土中プロ・ソク
極微量

3　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子さ焼土粒子微量，砂質粘土中

ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼
土中ブロック微量

4　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土小ブロック中亀
焼土粒子8炭化物少量

5　暗褐色　ローム焼上粒子多鼠　焼土中・小プロ、ソク中鼠　ロ
ーム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

6　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子・砂

粒少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
7　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子・砂質粘土中・小ブロック中

量，焼土粒子・炭化粒子少量，廃土粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，廃土粒子・砂質粘土中・小

ブロック少量，炭化粒子微量

9　暗赤褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子e炭化粒子少量，焼土中
ブロック微量
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第132図　第50号住居跡実測回

10　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，壌土粒子少量，ローム

小ブロック・炭化粒子微量，ローム中ブロック極微

量

11暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子・砂質粘土中ブロック中量，ロ
ーム粒子少量，焼土粒子小ブロック・小礫微量

0　　　　　　　　　　　　1m
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12　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量

13　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・壌
土粒子・砂質粘土小ブロック少量

覆土10層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土居解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子・小礫微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，

炭化粒子微量，ローム中ブロック・炭化物・白色粒

子極微量
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4　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土粒
子・砂質粘土中ブロック少量，ローム中ブロック・
焼土小ブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
ローム中ブロック微量，焼土粒子・炭化物極微量

6　褐　　色　ローム′トブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック少量，ローム大ブロック微量

7　暗褐色　砂粒多鼠　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼
土粒子・炭化粒子・砂質粘土中ブロック少量，焼土
中ブロック・小礫微量，ローム中ブロック極微量

8　暗褐色　砂粒多量，ローム小ブロック中量，ローム大・中ブ
ロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

9　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼
土粒子・砂質粘土中ブロック少量，炭化物・炭化粒
子微量

10　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，壌土粒子・
砂質粘土小ブロック少量，炭化粒子・粘土小ブロッ
ク微量

遺物　遺構全体の覆土上層から床面にかけて，土師器片350点，須恵器片150点を主体に土製品1点，鉄製品3

点が出土している。第133図1は土師器高台付杯で，P2北東部の覆土下層から出土している。2～6は須恵器

である。2の杯はPl付近の覆土中層，3・4の高台付杯は南東コーナー部の覆土下層，5の高台付杯はP2

北側の床面，6の嚢は南壁際の中央部の覆土下層から出土している。7の土製紡錘車はPl付近の覆土下層か

ら出土している。8～10は鉄製品である。8の刀子は中央部の覆土上層，9の刀子は中央部から東側の覆土上

層，10の鉄鎌はPl南側の床面から出土している。

所見　主柱穴は1か所のみ検出されたが，4本柱を想定した場合の北東側，南東側，南西側は検出されなかっ

た。本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀後半と考えられる。
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第133図　第50号住居跡出土遺物実測図

第50号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10crn

ト一一一　　」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第133回 高台付杯 B　 （1．7）高台部から休部片。休部は外傾して 体部下端ロクロナデ。底部へラ削り 賄石見雲母應色粒子踊拗 P351，5％

1 土　師 器 E　 （0．8）立ち上がる。高台は底部外周にあり，

わずかにハの字状に開く。

後，高台貼り付け。 橙色

普通

陀北東部覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値 （川） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第133図 杯 B　 （3．4） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 長石，石英 P 35 3き10％

2 須 恵 器 C　　 6．4 して立ち上がる。 ヘ ラ切 り後，ナデ。底 部に 「ニ」の

ヘ ラ記号。

灰色

良好

Pl付近覆土中層

3

高台付塔 B　 （2．5） 高台部から体部片。体 部は外傾 して l体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 l長石，石英，小磯
P 354，10％

須 恵 器 D　　　 6．8 立 ち上が る。 高台 はハ の字状 に開 ヘ ラ削 り後，高台貼 り付 け。内面漆 灰色 南東コ十 部覆土下層

E　　　 O．9 く。 処理。 良好

4

高台付埠 B　 （2．2） 高台部か ら体部片。体部 は外傾 して 体 部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 長石，石英 P 355， 5 ％

須 恵 器 D　　　 6．6

E　　 l．1

立 ち上 が る。 高台 はハの字 状 に開

く。

へラ削 り後，高台貼 り付け。 にぷい黄色

良好

南東コ十 部覆土下層

5

高台付圭不 B　 （3．5） 高台部か ら体部片。体部は下位に稜 体部内 ・外面ロクロナデ㍉底部回転 長石石最小礫，白色粒子 P 35 6，10％

須 恵 器 D　　　 9．5

E　　 l．4

を有 し外傾 して立ち上がる。高台は底

部外周 にあ り，短 くハの字状に開 く。

ヘ ラ削 り後，高台貼 り付 け。 にぷい橙色

良好

P2北側床面

6

聾 B　 （17．9） 底部か ら体部片。丸底。体部 は内攣 体部外面縦位の平行叩 軋 内面ナデ。 長石，砂粒 P358，亜％　 PL27

須 恵 器 気味に立 ち上がる。 底部ナデ。 晴着灰色

良好

南壁際覆土下層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

7 紡　　 錘　　 車 6．7 1．7 0．9 69，0 P l付近覆土下層 D P 125　　　　　　 P L32

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
長　 さ（cm） 幅 （em） 厚　 さ（cm） 重　 量 （g）

8 刀　　　　　 子 （　 6．5） 1．4 0．3 （　 5．1） 中央部覆土上層 M J　　　　　　　 P L3 3

9 刀　　　　　 子 （　 4．0） （ 1．6） 0．6 （ 13．5） 中央部覆土上層 M 5

10 鉄　　　　　 鎌 （ 24．9） 3．6 0」 （ 62．2） P l南側床面 M 7　　　　　　　　 P L33

第犯考健贋跡（第且34回）

位置　調査区北部，A4i5区。

重複関係　本跡が，第77号住屠跡の東壁を掘り込んでおり，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸2．98nlの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は5－鋸cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東弓ヒ西コーナー部と南壁中央部を除き，壁下を巡っている。上幅2ト39C恥　下幅7～12C恥　深さ5

cmほどで，断面形は日宇状である。

床　ほぼ平坦であり，出入日周囲と竃付近が踏み固められている。中央部から炭化材を含む焼土塊が検出され

た。

ぽッ紅　摘、所（Pl～Pの。Pl～P4は長径18～44cm，短径18－37cmの円形及び楕円私深さ9～31cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。

竃　北壁中央からやや東側に付設されており，天井部は崩落しているが芦　両袖部は遺存している。袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで鋸cm　最大幅133cm，壁外への掘り込み29

cmである。火床商は床面とほぼ同レベルである。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けて赤変しているが，あま

り硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，やや外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　砂粒多鼠　ローム粒子0砂質粘土中ブロック中量，　　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化
焼土粒子0粘土小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　粒子・砂粒少量，炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒f一・砂粒小品焼巨トプロ、ソク・焼工粒子　　4　暗赤褐色　ローム粒J’・・焼描立子l巨品　ローム小プロ、ソク・炭
少量・砂質粘土小ブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　　　　化粒子少量，ローム中ブロック微量
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第134図　第52号住居跡実測図

5　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小プ　　　6　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・壌土粒子・砂質粘土小プロ

ロック・砂質粘土小ブロック少量，炭化粒子・小礫　　　　　　　　　　ック少量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒
徴量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子微量

覆土　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子小ブロック・炭化粒子微量，

焼土粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・炭化物微量，ロ
ーム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子小量，焼土小ブロック・炭化物微量，ロ

ーム大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，ローム中

ブロック微量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

5　明褐色　ローム粒子中量，ロトーム中ブロック少量，炭化粒子

極微量

遺物　西部を中心に覆土上層から床面にかけて，土師器片120点を主体に須恵器片35点，弥生土器片10点，土製

品1点が出土している。第135図1～3は土師器である。1の椀は竃西側の覆土中層，2の高台付椀と3の甑は

竃内の燃焼部，4は須恵器杯で竃東側の床面から出土している。6の球状土錘は南東部の覆土中から出土して

いる。

5は須恵器嚢の体部片で，平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前半と考えられる。

第52号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第135岡 椀 A　 ［14，8］ 底部か ら口緑部片。平底。休部は内 ロ緑 部，休部外面 ロクロナデ，内面 長瓦 石英．白色粒子 P 359．30％　 P L26

1 土 師 器 B　　　 6．0 攣気味に立 ち上が り，口縁部は軽 く 横位のヘ ラ磨 き。底部回転へ ラ削 り。 にぷい褐色 竃西側覆土中層

C　 ［ 7．1］ 外反す る。 内面黒 色処理。 普通
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第135図　第52号住居跡出土遺物実測・妬影図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 135図

2

高台付椀 A　 14．4 口縁部一部欠損。休部は内攣 ぎみに 口緑 部，体部外面 ロクロナデ・内面 長石石英雲母，白色粒子 P 3釦，95％　 PL 27

土 師 器 B　　　 6．3 立ち上が り，口縁部は軽 く外反する。 横位のヘ ラ磨 き。休 部下端回転へ ラ 明褐色 竃燃焼部

C　　　 7．1 高台は短 くハの字状 に開 く。 削 り。底部回転 へラ削 り後，高台貼

り付け。

普通

3

甑 A ［24．4］ 体部 から口緑部片。体部は外傾 して 体部外面中位縦位 のヘ ラ削 り後，横 長石，雲母，小礫，白色粒子 P 3 6 1， 5 ％

土 師 器 B　 （10．6） 立 ち上が り，口緑部 は外反する。端 位のヘラ削 り。 口緑部内 ・外面横 ナ にぷい橙色 奄燃焼部

部 は上方につまみ上げ られている。 デ。内面黒色処理。 普通

4

珂こ B　 （ 3．0） 底部か ら体 部片。平底。休部は外傾 体部内 ・外面 ロタロナデ。底部 回転 長瓦 小礫，白色粒子 P 36 2， 5 ％

須 恵 器 C　 ［ 7．3］ して立ち上がる。 ヘ ラ切 り後，ナデ。 灰褐色

良好

竃東側床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g ）

6 球　 状　 土　 錘 （　 2．7） 3．0 0．6 （　 8．9） 南東部覆土中 D P 12 6

第56号住居跡（第136図）

位置　調査区北東部，B4a8区。

重複関係　東壁を第74号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．55m，短軸4．32mの方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は36～43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅11～23cm，下幅5－12cm，深さ2～7cmで，断面形は

U字状である。
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第136図　第56号住居跡実測図
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床　貼り床で，ほぼ平坦である。出入口施設から竃にかけて踏み固められている。

貼り床土層解説

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物・白色粘土粒子・砂粒微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径38～66cm，短径36～45cmの円形及び楕円形，深さ52～66cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は径32cmの円形，深さ15cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。
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寵　北壁中央からやや西側に付設されている。天井部は崩落しており，左袖部は削平されている。袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで91cm，最大幅133cm，壁外への掘り込み29

cmである。火床面は床面とほぼ同レベルである。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに赤変している

が，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，砂質粘土小ブロック・砂粒中量，

ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・小礫
微量

2　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・ロ
ーム粒子・壌土小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・砂質粘土小ブロック・砂粒中量，焼土
粒子微量

4　暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロ
ック少量，焼土中ブロック微量

5　時赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
6　にぷい暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，焼土小ブロッ

ク・小礫微量
7　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロッ

ク少量，砂質粘土中ブロック微量

8　暗赤褐色　焼土粒子・砂質粘土中ブロック中量，ローム粒子少
量，焼土中ブロック微量

9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，砂質粘土小ブロ
ック少量

10　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒中量，ローム粒
子・砂質粘土中・小ブロック少量

11暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・砂質粘土中ブロ
ック少量

12　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土′トブロック・砂粒

少量，ローム′トブロック微量
13　明褐色　砂質粘土大ブロック多量

14　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒
子・炭化粒子微量

15　暗赤褐色　砂粒多量・焼土粒子中量，ローム中・小ブロック・
焼土小ブロック少量

覆土　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。
土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中・ノトブロック・壌土小ブ
ロック・炭化物・炭化粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子小量，ローム中・′トブロック・焼土粒
子・炭化材・炭化物・炭化粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒
子・炭化材・炭化物・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量，ローム小ブロ
ック・焼土粒子・砂粒・白色粒子極微量

5　褐　　色　白色粒子微量，ローム中・小ブロック・ローム粒
子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

6　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・
炭化物・炭化粒子・白色粘土中ブロック・白色粘土

粒子・砂粒極微量

遺物　西部の覆土中層から床面にかけて土師器片170点，須恵器片50点，土製品1点が出土している。第137図

1・2は土師器である。1の賓は北西コーナー部の覆土下層，2の甑はP3付近の床面から出土している。3

－5は須恵器である。3の杯は北西コーナー部の覆土中層，4の杯はP4付近の覆土上層，5の盤はP3付近
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第137図　第56号住居跡出土遺物実測図
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の覆土中層から出土している．7の球状土錘はP3付近の覆土上層から出土している。

6は土師器嚢の底部片で，木葉痕である。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。

第56号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第13 7図

1

賓 A ［2 0．8］ 体部から目線部片。体部 は内攣 して ‖縁 部内 ・外面横ナデ〕体部外血縦 長石石英濱母藤色粒子 P 363，30％　 PL 27

土 師 器 B　　 22．4 立ち上が る。頚部は屈 曲し，目線部

は外反する。端 部は上方 につ まみ上

げられている。

位のヘラ磨 き。 にぷい褐色

普通

北西コ十部覆土下層

2

甑 A ［26．9］ 休部か ら目線部片。体部は外傾 して 目線部内 ・外面横 ナヂ〕体部内 ・外 長石石英濱且白色粒子 ㌘364， 5 ％

土 師 器 B　 （10．0） 直線的に立ち上が り，日録部は外反

す る。目線端部 は上方につ まみ上 げ

られている。

面横位のへ ラナデ。 にぷい橙色

普通

P3付近床面

3

杯 A　 lO．8 体部 ・日録部一部欠損。平底。体部 目線 部，体部内 ・外面 ロクロナデ。 長石石最小礫，白色粒子 ㌘365，60％

須 恵 器 B　　　 3．8 は外傾 して立 ち上がる。端部 は丸 く 体部下端手持ちへ ラ削 り。底部一方 灰黄色 北西コザ一部覆土中層

C　　　 6．7 収めている。 向のヘラ削 り。 良好

4

杯 A　 13．5 日縁 部“一部欠損。平底。体部 は外傾 目線部 ，体 部内 ・外面 ロクロナデ㍉ 長石，小礫，針状鉱物 P 366，95％　 PL 27

須 恵 器 B　　　 5．1

C　　　 7．7

して立 ち上が り，目線部に至 る。 底部回転へラ削 り√ロケロ日は強い∴ 灰色

良好

P4付近覆土上層

5

盤 B　 （3功 高台部か ら体部片。体部 はやや内攣 体部内 ・外面 ロクロナデ√底部回転 長石，石英 P 367， 5 ％

須 恵 器 C　 は0．0］

E　　 1．1

して外方に開 く。 高台 はわずかに外

方へふんばる。

ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 灰 白色

良好

P3付近覆土中層

図版番号　　　 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径（cIn） 重　 量（g）

7 i 球 状 土 錘 （　 2．5） 2．4 0．7 （　 6．1） P 3付近覆土上層 D P 127

第5ア考健腰跡（第且38図）

位置　調査区北東部，B4e9区。

規模と平面形　長軸3．60nl，短軸3．20nlの長方形である。

主軸方向　N－19J－W

璧　壁高は45－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁及び南壁の一部を除き，壁下を巡っている。上幅18～26cm，下幅　～用C恥　深さ　～6cmで　断面

形はU字状である。

床　平坦である。中央部を中心に踏み固められている。，

ぽット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は長径44－74cm　短径朝～55cmの円形及び楕円形，深さ20～24cmで，

規模。配置から主柱穴と思われる。P4は径27cmの円形，深さ19cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。

竃　北壁中央からやや東側に付設されており∴天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。、袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚日部まで95cm，最大幅1用cm　壁外への掘り込み41

cmである。火床面は床面を2cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。煙道部の平面形は連日字形で，外傾して立ち上がる．。

竃土層解説

1褐　色　砂粒多鼠　ローム粒子・砂質粘土中ブロック中風　　　2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠焼土小ブロック・砂質

小礫少鼠　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土中・小ブロック少量
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3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，炭化物・砂質粘

土中ブロック微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼

土小ブロック・砂粒少量

5　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土小ブロック中呈，砂質

粘土小ブロック少量

7　褐　色　砂粒多量，砂質粘土小ブロック中量，ローム粒子少
量，壌土小ブロック微量

8　暗赤褐色　砂質粘土大ブロック・砂粒多量，ローム粒子少量

9　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

10　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，壌土小ブロック・

砂質粘土小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　11暗赤褐色　砂質粘土中ブロック・砂粒多量

覆土11層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土居解説
1明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，ローム中・小ブロ

ック・壌土粒子・炭化物・炭化粒子極微量
2　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大

ブロック少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子・
炭化材・炭化粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土小ブ
ロック・壌土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量．ローム中
ブロック微量，炭化粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

7　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
微量，壌土粒子極微量

8　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子炭化
材・炭化粒子極微量

9　褐　　色　砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
子微量，ローム小ブロック・焼土中・小ブロック極
微量

10　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂
質粘土粒子・砂粒極微量

11褐　　色　ローム粒子・砂質粘土粒子・砂粒微量，ローム小ブ
ロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　竃付近の覆土下層から床面にかけて，土師器片160点を主体に須恵器片60点，土製品1点が出土している。

第139図1・2は土師器である。1の聾と2の甑は竃の燃焼部から出土している。3～7は須恵器である。3の

高台付杯は南西コーナー部の床面，4の杯はP3南側の床面，5の杯はP4付近の床面，6の盤は竃東側の床

面，7の盤はP4付近の床面から出土している。8の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。

くl QI

第138図　第57号住居跡実測図
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第139図　第57号住居跡出土遺物実測図

第57号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第139図

1

嚢A［22．4］休部からロ縁部片。体部は内攣してロ緑部内・外面横ナデ。体部外面斜長石，石英，雲母泊色粒子P3槌，10％

土師器B　（9．7）立ち上がる。頸部はくの字状に屈曲

し，口緑部は外反する。端部は外上

方につまみ上げられている。

位のヘラナデ。 明赤褐色

普通

奄燃焼部

2

甑A［24．8］体部から口緑部片。休部は内管気味口縁部内・外面横ナデ。体部外面縦長石石見雲母，赤色粒子P369，10％

土師器B　　29．0

C［17．2］

に立ち上がる。頚部は屈曲し口緑部

は外反する。

位の粗いヘラ磨き。 橙色

普通

竃燃焼部

3

高台付珂こA　lO．2ロ緑瓢一都欠損。体部は下位に稜を口縁部，体部内・外面ロクロナデ。長石，雲母 P3m，1（沿％　PL茄

須恵器B　　　5．1有し外傾して立ち上がり，口緑部は底部回転へラ削り後，高台貼り付け。浅黄色 南西コート部床面

D　　6．3

E　　　O．7

軽く外反する。高台は底部外周にあ

り，ハの字状に開く。

良好 内側面漆付着底部墨

書有り

4

坤こA［14．8］体部から口緑部片。体部は外傾して口緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石，石英 P371，10％　PL26

須恵器B　（4．3）立ち上がり，［」稼部は軽く外反す 浅黄色 P3南側床面

る。 良好 内面漆付着

5

巧こB　（2．4）底部から休部片。平底。体部は外傾体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石，石英 P372，10％

須恵器C　［7．4］して立ち上がる。 ヘラ削り後，ナデ。 灰色

良好

P4付近床面

底部墨書有り

6

盤A［16．6］高台部から口緑部片。体部は内暫しロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。長石，石英，針状鉱物P373，45％

須恵器B　　　3，5

D　　　9．7

E　　l．3

ながら外傾し，口縁部は横く外反す

る。高台は短くハの字状に開く。

底部回転へラ削り後，高台貼り付け。灰オリーブ色

良好

竜東側床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第139図

7

盤 A ［21．8］ 高台部から［」緑部片。体部は内暫 し 口縁部，体部内・外面 ロクロナデ。底 長石，石英，小楓針状鉱物 P374，測％　PL27

須 恵 器 B　　　 5．2

C　 ［13．8］

E　　 l．5

なが ら外傾 し，口線 部は種 く外反す

る。高台は短 くハの字状に開く。

部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付け。 青灰色

良好

P4付近床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （C皿l） 重　 量 （g）

8 球　 状　 土　 錘 （　 2．7） 2．9 0．5 （ 10．0） 覆土 中 D P 128

第58号住居跡（第140図）

位置　調査区東部，B4C5区。

規模と平面形　長軸3．79m，短軸3．71mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は52～57cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅15～25cm，下幅6～10cm，深さ2～5cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

第140図　第58号住居跡実測図

－174－
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ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径41～56cm，短径40～48cmの円形及び楕円形，深さ52～71cmで，

規模e配置から主柱穴と思われる。P5は径20cmの円形，深さ16cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。

囁　北壁中央からやや東側に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで72cm，最大幅110cm，壁外への掘り込み24

cmである。火床面は床面を4cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受け

てわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　色　砂粒多量，ローム中ブロック・ローム粒子・砂質粘
土中ブロック中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・
炭化粒子微量

2　褐　　色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック・ロー
ム粒子・砂質粘土小ブロック少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂質粘土小ブロック中量，ローム小ブロ

ック・ローム粒子・焼土中ブロック・砂質粘土中ブ
ロック少量，炭化物・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒
子少量，焼土中・小ブロック・炭化粒子微量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒多量，砂質粘土中ブロック中量，ロ

ーム粒子・焼土中ブロック少量，焼土中ブロック微
Eコ

旦

6　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，ローム中・小ブロック・焼

土粒子・砂質粘土中ブロック少量
7　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒中

量，焼土中ブロック
8　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土中

ブロック少量

覆土12層からなる。堆積状況は，レンズ状を皇すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒
子・炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土
粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・焼士粒子・炭化粒子微量・炭化物極
微量

5　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム
粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土極微量

6　褐、色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，ローム大
ブロック・炭化粒子極微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子極微量

8　褐　　色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック微量，炭化
粒子極微量

9　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロッ
ク・焼土粒子微量，炭化粒子極微量

10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
質粘土小ブロック微量，炭化粒子極微量

11褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂質粘土小ブロッ
ク少量，炭化粒子微量，ローム大ブロック極微量

12　明褐色　砂質粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子
少量，焼土粒子極微量

第掴図　第鯛考住居跡出立遺物実測図
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遺物　東部の覆土下層から床面にかけて土師器片60点，須恵器片20点が出土している。第141図「～3は土師器聾

である。1は竃付近の床面，2は竃袖部東側の床面，3はP2西側の床面から出土している。4～6は須恵器で

ある。4の棒は中央部やや南側の床面，5の蓋はP4付近の床面，6の蓋はP5付近の床面から出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第58号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第141図

1

整 A ［2 0．0］ 底部か ら口縁部片。平底。体部は外傾 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面租 長石，石亀雲母，赤色粒子 P 375，30％

土 師 器 B　 18．2 して立 ち上が り，中位 か ら内攣する。 い縦位のヘラ磨 き。底部一方向のへ にぷい褐色 竃付近床面

C　　　 9．0 頚部 は屈 曲して，口縁部 は外 反する。

端部は上方につまみ上げられている。

ラ削 り後，ナデ。 普通

2

襲 A　 は5．4］ 体部か ら目線部片。体部は内攣 して 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石，雲母 P 3 76， 5 ％

土　師 器 B　 （9．7） 立 ち上が り，頚部は屈曲 し目線部 は

外反する。端部は上方につ まみ上げ

られている。

ラナデ。 明褐色

普通

竃袖部東側床面

3

聾 B　 （17．0） 底部から体部片。平底。体部 は外傾 体部外面粗 い縦位のへラ磨 き。底部 長石，石英，雲母 P 377，亜％　 PL 27

士　 師 器 C　　　 9．3 して立ち上が り， 中位 か ら内轡 す

る。

ヘ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

P2西側床面

4

林 A　 H 1．6］ 底部から目線部片。平底。体部は外 目線部，体部 内 ・外 面ロク ロナ デ。 長石，雲母 P 378， 50％

須 恵 器 B　　　 3．7

C　　　 7．4

傾 して立ち上が り，日縁 部に至 る。 体部下端 回転へラ削 り。底部回転へ

ラ削 り。 ロクロ目は弱い。

灰白色

良好

中央部床面

5

孟 A　 17．0 目線部一部欠損。天井部は丸 く，外 天井頂部は右回 りの回転 へ ラ削 り。 長石，石英，雲母，小礫 P379，鮒％　 PL 27

須 恵 器 B　　　 3．3 周部との境に稜 を有 し下降する。日 外周部，目線部内・外面ロタロナデ。 にぷい黄色 P4付近床面

F　　　 4．5

G　　　 O．9

縁 部内側に短いかえ りを持つ。つま

みは腰高の扁平 な擬 宝珠状。

ロクロ目は弱 い。 良好

6

蓋 A　 16．1 目線部一部欠損。天井部は丸 く，外 天井頂 部は右回 りの 回転へ ラ削 り。 長石，石英，針状鉱物 P詣0，湘％　 PI．27

須 恵 器 B　　　 2．9

F　　　 3．2

G　　　 O．7

周部 はなだ らか に下降する。 目線部

は屈曲 し，短 く垂下す る。

外周部，口縁部内・外面ロクロナデ。 灰色

良好

P 5付近床面

第鯛考住居跡（第142図）

位置　調査区中央部，B4f6区。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．13mの方形である。）

主軸方向　N－67d－E

壁　壁高は38～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　酉壁を除き．壁下を巡っている．上幅9～18cm，下幅3－9cm，深さ1～4cmで，断面形はU字状であ

る。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2主〕Plは長径59cm，短径45cmの楕円形言果き34cmで，規模・配置から主柱穴と思

われる。P2は長径64cm，短径37cmの楕円形，深さ30cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

囁　東壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚日部まで92cm，最大幅69C恥　壁外への掘り込み60cmである。

火床面は床面とほぼ同レベルである。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部の平面

形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量　　　　　　2　にぷい赤褐色　ローム粒子0焼土粒子中量，焼土中ブロック少鼠

ローム小プロ、ソク微量
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3　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブ
ロック・砂質粘土中ブロック少量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，壌土小ブロック・砂粒
少量，小礫微量

5　時赤色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック・焼土粒子微量

覆土　7層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，ローム中・小ブロ

ック・壌土粒子・炭化物極微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭

化粒子微量，ローム′トブロック・炭化物極微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量，焼土′トブ

ロック・焼土粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒

子・炭化粒子極微量

6　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子
極微量

遺物　中央部を除く覆土中層から床面にかけて，土師器の聾片120点を主体に須恵器片30点，鉄製品1点が出土

している。第143図1・2は土師器嚢である。1は竃付近の床面，2は南西コーナー部の覆土下層から出土して

いる。3・4は須恵器である。3の杯は中央部やや東側の床面，4の甑は竃付近の覆土中層から出土している。

6の刀子は竃の右袖部から出土している。

5は土師器嚢の体部片で，横位の平行叩き後，縦位の平行叩きが施され，下位は横位のヘラ削りである。

所見　主柱穴は1か所のみ検出されたが，4本柱を想定した場合の北東側，南東側，北西側は検出されなかっ

た。本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。

第142図　第59号住居跡実測図
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第143図　第59号住居跡出土遺物実測・拓影図

第59号住居跡出土遺物観察表

，二＿＿二：

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第143図 襲 A ［21．0］ 体部からロ緑部片。体部は内攣気味 口縁部内・外面ナデ。横休部外面上 長石，石英，雲母 P 381，5％

土　師 器 B　 （10，0） に立ち上がる。頚部は屈曲し，口緑 位横位のへラナデ，中位縦位のヘラ にぷい橙色 竃付近床面

1 部は外反する。端部は外上方につま

み上げられている。

ナデ。 普通

2

襲 B　 （5．8）底部から休部片。平底。体部は外傾 体部外面縦位のヘラナデ。底部へラ 長石．石英．雲母．赤色粒子 P 382，5％

土 師 器 C ［7．4］ して立ち上がる。 削り。 にぷい褐色

普通

南西コ十部覆土下層

3

埠 A ［13．8］底部からロ縁部片。平底。体部は外 口緑部，体部内・外面ロクロナデ。 長石，石英，針状鉱物 P 383，5％

須 恵 器 B　　 4．4 傾して立ち上がり，ロ緑部はわずか 休部下端回転へラ削り。底部回転糸 灰黄褐色 中央部床面

C　 ［6，6］ に外反する。 切り。 良好

4

甑 A ［29．4］体部からロ緑部片。体部は外傾して ロ緑部内・外面横ナデ。体部外面縦 長石，石英，雲母 P 3糾， 5％

須 恵 器 B　 （8．5）立ち上がり，口縁部は外反する。 位の平行叩き。 黄褐色

良好

竃付近覆土中層

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長　 さ（cm） 幅 （C血） 厚　 さ（clu） 重　 量（g）

6 刀　　　　　 子 （　 8．6） 1．4 0．3 （　 6．3） 竃右袖部 M 8

第61号住居跡（第144図）

位置　調査区東部，B4eO区。
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重複関係　本跡が，第73号住居跡の南部及び第78号住居跡の西部を掘り込んでおり，本跡が最も新しい。

規模と平面形　長軸3．15m，短軸2．95mの長方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は28－45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁及び西壁の一部を除き，壁下を巡っている。上幅14－20cm，下幅5～8cm，深さ3－8cmで，断面

形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径29～49cm，短径28－35cmの円形及び楕円形，深さ17～24cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径28cm，短径23cmの楕円形，深さ19cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

竜　北壁中央部に付設されている。天井部は崩落しており，西側袖部は一部遺存している。袖部は粘土と砂粒

少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで103cm，最大幅85cm，壁外への掘り込み63cmであ

る。火床面は床面を5cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわず

かに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

第144図　第61号住居跡実測図
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竃土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中墓，ローム粒子・砂質粘土小ブロック

少量．ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・小

礫微量
2　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム中ブ

ロック・壌土小ブロック・炭化粒子・小礫微量
3　暗赤色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・壌

土粒子・砂粒少量，ノト礫微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・小礫
少量，ローム中ブロック微量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・壌土粒子中量，焼土中ブロック・炭化
粒子・小礫微量

6　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土小
ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

7　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土中ブロック・

小礫少量，ローム小ブロック微量

覆土　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，
壌土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　炭化物微
量，焼土粒子・炭化粒子極微量

3　明褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，焼土粒
子・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・壌土小ブロッ

ク・炭化粒子微量・，焼土粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子

微量

6　にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量．炭化粒子極微

量

遺物　竃付近と出入口施設周囲の覆土下層から床面にかけて土師器片105点，須恵器片30点が出土している。第

145図1・2は土師器小形嚢である。1は竃東側の床面，2は竃付近の床面から出土している。3の須恵器杯と

4の灰粕陶器長頚瓶は竃付近の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。
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第145図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器　 種 計測値 （cm） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 145図

1

小 形 登 A ［13．0］ 底部か らロ緑部片。平底。体部は外傾 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石，石英，雲母 P 誕5 ， 10％

土 師 器 B　 （17．6）

C　 ［ 6，0］

しなが ら立 ち上が り，中位 で内攣す

る。頚部は屈 曲し．口緑部は外反する。

端部 は上方 につまみ上げ られている。

位のヘラ削 り。 明赤褐色

普通

竃東側床面

2

整 A ［11．8］ 体部からロ緑部片。休 部は内轡 して 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 長石，石英票母．赤色粒子 P 認6， 5 ％

土 師 器 B　 （ 6．0） 立ち上が り，口緑部に至 る。端部は

上方につ まみ上げられている。

橙色

普通

竃付近床 面

3

珂こ B　 r　3．3） 底部から口緑部片。平底。体部は内 ロ縁部，体部 内 ・外 面ロ タロナデ。 長石，石英，雲母 P 387，3 0％

須 恵 器 C　　　 7．0 轡気味に外傾 して立 ち上がる。 底 部回転へ ラ削 り後，底部にヘラ記

号。

灰色

良好

庵付近床面

4

長 頸 瓶 B　 （ 8．6） 休部片。休部は内攣 して立ち上が る。 体部 内 ・外面 ロクロナデ。粕は流 し 長石，雲母 P 388， 5 ％

灰軸陶器 掛 けか。 灰 白色

良好

竜付近床面
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士′言、∴　二了㌦工、ミ．′窮∴工．く）

位置　調査区東部，B4110区。

重複関係　本跡が　第鵬…B号住居跡を掘　込んでお酌　本跡が新しい。

∴ど∴‾　こ千言　一、∴．－∴　∴　一′、・‥言ミ∴・・′工、、ノ′′了、あごノ

主軸方向　N－OJ

壁　壁高は34－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

iぎ二宝　ノ！＼もlノど＼ノ、′し、」l・一　一工一二：予　、、十J告1て、ら　‥し．号、－∴、＋十正）、つ′：こ、・．、二一′瞳、・1（・1了

断面彬は日宇状である、＿、

床　小さな潜血があるが　ほぼ平坦である。木の椀による撹乱が激し　硬化面を確認することがで　なかった。

二ノ、、十　：、′　ノ　　′　　⊥　－了＼予㍉′；、1二㌦：l′；子、撒、綜！＼．喜、二、、：了　′・十∴　∴言

配置から主柱穴と思われる。㌘5ほ長径57cmタ短径紙mの楕円乳深さ2艶mで位置から出入　打施設に伴　ピ

、ソトと思われる。

囁　北壁中央部に付設されてお娠天井部は崩落しているが　両袖部は遺存している。磯部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は　煙道部から焚持部まで摘艶m　凝太幅相談m　壁外への掘　込み狙cmである。

火床面は床面を5cmはど掘り　ぼめてお酌皿状をしている。磯部の内壁及び火床商は火熱を受けて赤変し撃

硬催している。煙道部の平面形は遵U字形で　外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼上粒子・砂粒中

量．焼巨J、プロ、ソク・炭化物・炭化粒子少量．ロー

ム申プロ、ソク微量

2　暗赤褐色　砂粒多鼠　焼巨トプロ、ソク・焼十粒J’・・炭化粒子中

量．砂質精工中ブロック少量

3　嵩二両航　焼梱‖∴砂粒申；f－i∴　ローム中・小プロ、ソク・ロー

ム粒守一少量，砂質粘上中ブロック微量

・二1高二h梢沌　砂粒多鼠　砂質粘t二中鼠　ローム粒－f一・焼士小プロ

・ソク・焼巨粒子少量

5　暗赤褐色　焼上粒子・砂粒多岸∴　焼巨トプロ、ソク・砂質粘上中

プロ、ソク小品　ローム粒上　炭化粒千少量，焼十大

プロ、ソク微量

6　暗褐色　ローム粒千・砂粒【再を．焼土粒子少量．小礫少鼠

焼土中プロ・ソク微量

7　暗赤褐色　砂質粘土大プロ、ソク・砂粒多量．焼土粒子中鼠　ロ

ーム粒子・焼上中ブロック少量．焼l二中プロ、ソク微
量

8　暗赤褐色　砂粒多鼠　焼悌白㌔・砂質粘l二中鼠　焼上中ブロッ

ク少量

9　に；ミい欄色　砂質粘土大プロ、ソク・砂粒多鼠　炭化粒子微量

＿10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼粒子中鼠　ロ

ーム小ブロック・焼工粒子・鹿沼大プロ・ソク少鼠

焼土中プロ、ソク微量

穫豊　7層からなる。堆積状況は，レンズ状を豊すことから自然堆積と思われる。
土層解説

1褐　　色　ローム粒J’－少＿結　焼吊打‥炭化粒子・鹿沼粒子極
微濠

2　褐　　色　ローム粒子微＿こ量，ローム小プロ、ソク・焼上中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　にぷい褐色　ローム粒子多鼠　ローム小プロ、ソク「巨鼠　ローム中

ブロック微量

∴1褐　　色　ローム粒J’一少量∴　鹿沼粒自乳量，ローム小プロ、ソ

ク・焼上中ブロック・焼士粒j’・・炭化物・炭化粒

r・鹿沼大・中プロ・ソク極微量

5　褐　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒子・焼土中プロ、ソク・

焼上粒子微鼠　尉ヒ材・炭化物・炭化粒千・砂粒極
微量

9　褐　　色　ローム粒子微鼠　炭化粒子微量

1（）褐　　色　ローム粒子微鼠　焼士粒子・炭化粒子・砂粒・白色
粘「小プロ・ソク極微量

遺物　竃付近の覆土中層から床面にかけて土師器則翻意　須恵器措竃銑蕪が出土している。第摘図　は土師器

嚢でタ　P　付近の覆土中層から出土している。　砂　は須恵器量である。2ほ北東コーナー部の床面，3は㌘

3付近の覆土中層からrl上I二している。ニ

所農　本跡の時期は　遺構の形態及び出土遺物から　世紀後半と考えられる。

第鵬…A号住膚捗出土遺物観察表

図版叫 器 種 i計測細 り　　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 i胎か 鰯 冊 減 「 清　 孝

翫那因　　 襲　　 Å ［霊威　備譜から打線部片。体部は内攣して　打線部内も外商横ナデ。 長石羞蒐雲母遜色粒子　 P 亀　 ％
土 師器　 B　　 射　 立ち上がる。頚部は屈曲しタ　打線部 橙色　　　　　　　 P3付近将士中層

は外反する＋ 普通
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第146図　第63－A・B号住居跡実測図
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第掴．7囲　第63L一風号住居跡出土遺物宍測試

0　　　　　　10cm

ヒ二二「－∃二＿一一一一＿一二二j

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第147図

2

蓋 B　　　 2．0 天井部 ・目線部一部欠損。天井頂部 天井頂部は右回 りの回転へ ラ削 り。 長石，石英，針状鉱物 P392，70％　P L26

須 恵 器 C　 14．3 は丸 く，外周部 はなだ らかに下 降す 外周部 ・口縁 部ロクロナデ。ロクロ 灰色 北東コーナー部床面

F （ 2．8）

G　　　 O．5

る。口縁 部は屈 曲しわずかに垂下す

る。つまみは腰高のボタン状。

目は弱い。 良好

3

蓋 A ［15．2］ 天井部から目線部片。 天井頂部は丸 天井頂部 は右回 りの回転へ ラ削 り。 長石，小礫，白色粒子 P 39 3， 20％

須 恵 器 B　　　 3．0 く，外周部 はなだ らかに下降す る。 外周部 ・口縁部 ロクロナデ。 ロクロ 灰黄色 P3付近覆土中層

F　　　 3．8

G　　　 O．7

口緑部 は屈曲 し軽 く垂下す る。つ ま

みは腰高のボ タン状。

目は弱 い。 良好

第鵬拉院号住居跡（第146図）

位置　調査区東部，B4iO区。

重複関係　北部を第63－A号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．70m，短軸【5．48】mの方形と推定される。

主軸方向　N－9ローW

壁　壁高は22～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁と東壁下の一部に認められる。上幅20－45cm，下幅5－30cm，深さ4－10cmで，断面形はU字状で

ある。

床　ほぼ平坦であると思われる。

ピット12か所（P6～P17）。P6－P9は長径39～58cm，短径38～45cmの楕円形，深さ26～74cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。PlOは長径78cm，短径62cmの楕円形，深さ29cmで位置から出入り口施設に伴うピ

ットと思われる。Pllは位置から補助柱穴，P12～P17は壁際に位置することから壁柱穴と思われる。

蜜　重複により確認することができなかったが，調査当初，A号住居跡の竃東側の覆土に砂質粘土e焼土塊を

検出することができた。この住居の竃であった可能性が高いと思われる。

覆土　遺存していた覆土は3層である。ロームブロックを多く含むことから埋め戻しの可能性があり，人為堆

積であると考えられる。

土層解説

6　明褐色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，ローム小ブロ

ック微量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒
子・鹿沼粒子極微量

7　明褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム小

ブロック微量，壌土小ブロック・焼土粒子・炭化物・

炭化粒子・鹿沼小ブロック極微量

8　明褐色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，鹿沼粒子微量

遺物　北部をA号住居跡に掘り込まれており，出土遺物も少ない。土師器片，須恵器片が極少量出土している。

第148図1は須恵器高台付杯で，南西コーナー部の床面から出土している。

所見　当初，1軒の住居跡として調査を開始したところ，壁溝が2本平行して検出されたため，重複している

のではないかと考え再調査を行った。本跡は建て替え（縮小）られる前の住居跡と考えられる。遺構の形態及
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第掴虚聞　第6欄号健腰跡出立遺物実測図

第63－B号住居跡出土遺物観察表

び出土遺物からB号とA号の年代差はあまり

ないものと思われ，時期は，8世紀中頃と考

えられる。

図 版番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 講巨 焼 成 備　　 考

第 14 8 図

1

高台 付 埠 A ［10．6］ 高 台 部か ら 目線 部 片 。体 部 は下 位 に 目 線 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ。 長石溜 母，小礫泊 色粒子 P 39 1， 4 0％

須 恵 器 B　　　 5．0 稜 を 有 し， 外 傾 して 立 ち上 が り， 口 体 部下 端 回転 へ ラ 削 り。 底 部 回 転 へ 灰色 南 西 コーナー部 床面

D　　　 6．1

E　　　 O．9

縁 部 に 至 る。 高 台 は ハ の 字 状 に 開

く。

ラ削 り後 ， 高 台貼 り付 け。 良好

第駈考住居跡（第149回）

位置　調査区東部，B4i8区。

規模と平面形　長軸6．66m，短軸6．53mの方形である。

主軸方向　N－11㌧W

壁　壁高は45～62cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東及び南東コーナー部を除き，壁下を巡っている。」二幅15－34cm，下幅5～17cm，深さ5～15cmで，

断面形はU字状である。

床　貼り床で，ほぼ平坦である。出入日施設周囲と竃付近が踏み固められている。

貼り床土層解説

10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量、焼土粒子微量　　11褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム太ブロック中量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径58～84cm，短径55～82cmの円形及び楕円形，深さ69～94cmで，

規模。配置から主柱穴と思われる。P5は径38cmの円形，深さ27cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。

電　北壁中央からやや東側に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土

と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで133cm，最大幅104cm，壁外への掘り込み

46cmである。火床面は床面を10cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受

けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1明褐色　砂粒多量，砂質粘土中ブロック中量，ローム小プロ　　　7　褐　　色　ローム粒子・砂粒多量，砂質粘土中ブロック少量，
ツク・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　砂粒多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，砂粒中量，ロ

ーム中ブロック・焼土粒子・砂質粘土大ブロック少
量，ローム大ブロック・焼土中ブロック微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・廃土小ブロック・焼土粒子・砂粒中量，
ローム小ブロック少量

5　にぷい赤褐色　砂粒多量，廃土粒子中量，ローム粒子e焼土小ブロ
ック・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

6　褐　　色　砂粒・ローム粒子多量，廃土粒子。砂質粘土申ブロ

ック少量，ローム中ブロック微量

焼土中ブロック・炭化粒子微量

8　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
焼土小ブロック微量

9　暗赤褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼士粒子・
炭化粒子少量

10　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土中
ブロック少量

11褐　　色　砂粒多鼠　ローム粒子小室，ローム中・小プロ、ソ

ク・焼土中ブロック・焼土粒子・砂質粘土少量
12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・砂粒少量、ロ

ーム太ブロック。廃土粒子・炭化粒子少量
13　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼士粒子中量，ローム中ブ

ロック・焼土中・小ブロック少量
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第149図　第65号住居跡実測図
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覆土　9層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積と思われる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極微
量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化物・炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，ローム中ブロック
微量

6　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子
極微量

7　明褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

8　褐　　色　ローム粒子・砂粒少量，粘土小ブロック少量，焼土
粒子極微量

9　褐　　色　砂粒中量，ローム粒子少量，壌土粒子・炭化粒子微
量

遺物　竃付近の覆土上層から床面にかけて，土師器片60点，須恵器片20点が出土している。第150図1・2は土

師器要である。1は竃付近の床面，2は北東コーナー部の覆土下層から出土している。3～5は須恵器である。

3の杯はP4東側の覆土上層，4の蓋は中央部の覆土上層，5の壷はP4付近の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第150図　第65号住居跡出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15 0図 整 A ［2 0．5］ 休部から口緑部片。体 部は内攣 して 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面横 長石石英，雲母，白色粒子 P 215，卸％　 PL 27

1 土 師 器 B　 （16．2） 立ち上が る。頚部は屈 曲 し，口綾部

は綬 く外反する。

位のヘラナデ。 にぷい橙色

普通

竃付近床面

2

嚢 B　 （ 6．2） 底部から体部片。平底。体部 は外傾 休部外 面丁寧 な斜位 のヘラ磨 き。底 長石石英．雲母，白色粒子 P 2 16，20％

土 師 器 C　　　 9．5 して立ち上がる。 部ナデ。 橙色

普通

北東コート部覆土下層

3

坪 A　 15．6 底部か ら口緑 部片。平底。休部は内 口緑 部，体部内 ・外 面ロク ロナ デ。 長石，石英，雲母 P 217，の％　 PL27

須 恵 器 B　　　 3．9 攣気味に外侮 し，口緑部 に至る。口 体 部下端回転へラ削 り。底部回転へ 黄灰色 P 4東側覆土上層

縁部は軽 く外反する。 ラ削 り後，ナデ。 良好

4

蓋 A ［1 5．4］ 天井部か ら口縁部片。天井頂部は丸 天井頂部回転へラ削 り。外周部，口 長石，石見 針状鉱物 P 2 18，10％

須 恵 器 B　 （2．5） く，外周 部はなだ らか に下 降する。

口緑部は屈 曲し，短 く垂下する。

緑部 ロクロナデ。 灰黄色

良好

中央部覆土上層

5

璽E B　 （ 8．6） 体部片。休部は外傾 して立ち上が る。 休部外面に 5 条の波状文が巡 り， 同 長石，雲母，白色粒子 P 2 19， 5 ％

須 恵 器 中位に稜 を有 し，内側に強 く屈 曲す 心円の叩 き。稜の上下には凹線が巡 黄灰色 P 4付近覆土中層

る。 る。 良好

第68号住居跡（第151図）

位置　調査区南東部，C4d7区。

－186－



規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．72mの方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は17－47cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，ロームブロックを混ぜた貼り床である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径21－48cm，短径19－38cmの円形及び楕円形，深さ22～43cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径35cm，短径29cmの楕円形，深さ42cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

寵　北壁中央からやや東側に付設されている。天井部は崩落しており，東側の袖部は撹乱により一部を残すの

みである。袖部は粘土と砂粒少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで95C恥　最大幅96cm，

壁外への掘り込み38cmである。火床面は床面を3cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び

叫　　くIIu QI

旦27．6m

第151図　第68号住居跡実測図
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火床面は火熱を受けて赤変し硬化している。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

寵土居解説

1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ
ク・壌土小ブロック少量

2　暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロ

ック少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土′トブロッ

ク・砂質粘土中ブロック少量

4　暗赤褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブ
ロック少量

5　赤褐色　砂粒多量，砂質粘土大ブロック中量，ローム粒子・
焼土粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，焼土粒

子・炭化粒子少量

7　暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・砂

質粘土中ブロック少量，焼土小ブロック微量

8　褐　　色　砂質粘土大ブロック・砂粒多量，砂質粘土小ブロッ

ク中量，ローム粒子・砂質粘土中ブロック少量

覆土　3層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1　褐

2　褐

色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子
微量，壌土粒子・炭化物極微量

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量，
ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化物極微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，
ローム大・中ブロック・焼土粒子極微量

遺物　中央部から竃付近の覆土中層から床面にかけて土師器片55点，須恵器片20点が出土している。第152図1

－3は土師器である。1の杯はPl付近の覆土中層，2の賓はP2付近の覆土下層，3の嚢は竃付近の床面か

ら出土している。4は須恵器杯で中央部南側の覆土下層から出土している。

5は須恵器嚢の体部片で，外面に同心円の叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第152図　第63号住居跡出土遺物実測・拓影図

第68号住居跡出土遺物観察表

悔J
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　1．‥　H」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第152図巧こA　lO．2ロ緑部一部欠損。丸底。休部は内管口緑部内・外面横ナデ。休部外面横長石，石英，雲母P刃4，95％　PL27

1 土　師器B　　4．5しながら立ち上がり，口緑部はほぼ

直立する。

位のヘラナデ。 浅黄色

普通

Pl付近覆土中層

2

整A［15．2］体部から口縁部片。休部は内轡して口緑部内・外面横ナデ。 長石，石英，雲母P396，5％

土師器B　（5．5）立ち上がり，口縁部は外反する。 橙色

普通

門付近覆土下層

3

襲B　（6．7）底部から口緑部片。平底。体部は内体部外面斜位のヘラナデ。底部へラ長石石英票母．白色粒子P397，5％

土師器C　［7．8］轡気味に立ち上がる。 削り後，ナデ。 橙色

普通

塩付近床面

4

珂こB　（2．9）底部から休部片。平底。体部は外傾体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石，石英，小礫P398，10％

須恵器C　　　8．6して立ち上がる。 ヘラ削り。 灰白色

良好

中央部覆土下層
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第約号健腰跡（第蟻回）

位置　調査区南東部，C4こ10区。

重複関係　中央部やや北西側を第92号士坑に振り込まれている。本跡が占い亡

規模と平面形　長軸4．76Ill，短軸も55Illの方形であるし、

主軸方向　N－1才、－E

壁　壁高は17、31cl11で，ほぼ垂直に立ち＿l二がる。

床　ほぼ平粗であるが∴南部がやや低い。

ニ’、、′＿　＼、十′：＿）・11・．、二　言。．1㌧＿．、王．、；享、・＼撤、ソ∴・言三ノ．了ノ＼：′，言、′、二　ノ、；十、

規模ゆ配置から主柱穴と思われる。P　は長径鑓cm　短径欝cnの楕閏形　深さ朝cmで位置から出太　田施設に伴

うピットと思われる。㌘6～㌘8は長径3且～磯cm　短径飢～罰cmの楕円私　深さ劫～融元mで　性格は不明である。

覆土　2層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

㊨

′．′　Y、　ノ′一二十二一．一一′　∴ブ言、‾

－　＿1針1－

0　　　　　　　　　　　　　　2m』



土層解説

1褐　　色　ローム粒子微量，ローム中・小ブロック・炭化粒子

極微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，ローム中

ブロック極微量

遺物　出土遺物は少なく，土師器片，須恵器片が極少量出土しているのみである。第154図1～3は土師器であ

る。1の高台付椀は中央部の覆土下層，2の高台付椀と3の小形嚢はP7付近の床面から出土している。4の須

恵器嚢はP3付近の覆土上層から出土している。

所見　本跡は竃などの火所を持たない遺構と思われる。時期は，出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考え

られるが，木の根による撹乱が激しく詳細な時期・性格は不明である。

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第154図

1

高 台 付 椀 A ［15．7］ 高 台 部 か ら 口緑 部 片。 体 部 は内 轡 気 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 長石 ， 雲 母 P 3個，亜％　 P L27

土 師 器 B　　　 5．8 味 に 立 ち上 が り， ロ緑 部 は頼 く外 反 休 部 下端 回転 へ ラ削 り。 底 部 回転 へ にぷ い 橙 色 中央 部 覆 土 下層

D ［ 7．4］

E　　 l．4

す る。 高 台 部 はハ の 字状 に 開 く。 ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け。 内 面黒 色

処 理 。

普 通

2

高 台 付椀 B　 （ 4．2） 高 台部 か ら体 部 片。 体 部 は 内 管気 味 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナデ 。 休 部下 端 長石，石英，雲母泊 色粒子 P 4吼 10％

土 師 器 D　 ［ 7．8］ に立 ち上 が る。 高台 部 は ハ の 字状 に 回転 へ ラ削 り。底部 回転 へ ラ削 り後 ， 浅 黄橙 色 P 7付 近床 面

E　　 l．4 開 く。 高 台 貼 り付 け。 内 面黒 色 処 理 。 普 通

3

′ト 形 要 A ［14．5］ 休 部 か らロ緑 部 片 。 体 部 は 内暫 し な 日 録 部 内 ・外 面横 ナ デ 。休 部外 面 検 長石，石英，雲母泊 色粒子 P 401，亜％　 P L27

土 師 器 B　 （10．7） が ら立 ち上 が る。 頚 部 は屈 曲 し， 口

縁 部 は外 反 す る。 端 部 は上 方 につ ま

み 上 げ られ て い る。

位 の ヘ ラ ナ デ。 明 赤褐 色

普通

P 7付 近 床 面

4

尭 B　 （ 3．1） 底 部 か ら体 部 片 。 平底 。 休 部 は 外 傾 体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナ デ。 底 部 へ ラ 長 石 ， 石 英 P 40 2 ， 5 ％

須 恵 器 C　 ［1 9．0］ して立 ち上 が る。 削 り後 ， ナ デ 。 黄 灰 色

良 好

P 3付 近覆土上層

第70号住居跡（第155図）

位置　調査区北部，A3C6区。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は40－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁中央の一部を除き，壁下を巡っている。上幅20～25cm，下幅5－10cm，深さ4～9cmで，断面形は

U字状である。

床　貼り床で，ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

貼り床土層解説

11褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ー190－



ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径16～44cm，短径10－21cmの円形及び楕円形，深さ18～32cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は長径29cm，短径21cmの楕円形，深さ25cmで位置から出入り口施設に

伴うピットと思われる。

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで82cm，最大幅103cm，壁外への掘り込み43cmである。

火床画は床面とほぼ同レベルである。神都の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに赤変しているが，あまり

硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。
竃土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
質粘土小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中・小ブ
ロック・焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量，ローム中・

小ブロック・焼土中・小ブロック・砂質粘土中ブロ
ック少量

4　暗赤褐色　砂粒多量，焼土粒子・砂質粘土中ブロック中量

5　暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子・砂粒中量，ローム小ブロッ
ク少量

6　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子
少量，砂質粘土小ブロック微量

7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，
埴土小ブロック・炭化物微量

覆土10層からなる。上層・中層はレンズ状を呈すことから自然堆積であると思われるが，下層はロームブロ

ックを多く含むことから人為堆積であると思われる。

可　　可凸l　叫

第155図　第70号住居跡実測図
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土層解説

1　褐　　色　ロー∴粒子多量．ローム小プロ・ソクI帖呈∴　ローム中

ブE7∵ノク少量．炭化粒召敬呈

2　褐　　色　ローム粒子可亘も　ローム小プロ、・ノク少量，炭化粒J’一

極微量

こう　暗掲　色　ローム粒f・多量．ローム小プロ、ソク中量．ローム中

ブロック少鼠　炭化粒ナ微量

1褐　　色　ローム粒J’・多量，ローム小プロ、ソク中量．ローム中

ブロック少量

う　暗褐色　ローム粒子多楓　砂粒小品　ローム小プロ、ソク・砂質粘

い巨ブロック少鼠　U－ム中プロ、ソク・炭化粒子微量

（う　褐　　色　U－ム粒子多軋　ローム小プロ、ソク中鼠　ローム中

プロ・ソク少量，炭化粒千微鼠　焼L二粒千極微宣

7　暗褐色　ローム粒r小品　ローム小プロ、ソク少鼠　ローム中

プロ、ソク桓微量

ロームl巨小プロ・ソク多量，ローム大ブロック中量

ーム粒千中量，ローム小ブロック少量，焼工粒子

微量

10　暗褐色　ローム粒川一量．焼巨トブロック・廃土粒子・尉ヒ

粒子少量

遺物　竃付近と出太り狩施設周囲の覆土下層から床面にかけて芦　土師器片夢須恵器片が極少豊と石器の石製品

∴・‾　′、＼ら　′∴1捕く　、：言∴・L、右－∴上′こ）　、ノノ∴ば、‘∴ヱソ言、一　　′ノ′．中　二L一㍉　′生ノノ」′、冨．　二の予∴、

竃付近の覆土下層から出土して折る。　の石製紡錘車は㌘　商儀の覆土上層から出土している。

所農　本跡の時期はタ　遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。

二∴　つ三三も（二二二！ウニ÷隼∴J・ヒ＿‥二号甘三主長！営。

第開音佳屠捗出土遺物観察表

l∴

0　　　　　　　　　　　　　10cm

主“　一　　二J　＿ニ　ー．＿＿‥　′

図研号器種　翻噺cm）　 器形の特徴　 ！　 手法の特徴 胎土0色調欄成i 備　 考

第は6図　　 時　　 A　白5．0」底部から目線部片∴　平底∵休部は外　体部内・外面ロクロナデ∴体部下端長石，石英，小礫　P403，40％

†　 須恵器　B　　 4．7　伸して立ち十が年「1線部は軽く外　回転へラ削りJ底部回転へラ削り灰色　　　　　　　 Pl付近床面

C　　 7。6　反する。　　　　　　　　　　　　 後タ　ナデ。 良好

盤　　 B　L3畑　高台部から体部片√体部は外傾して　休部外面ロクロナデ予底部回転へラ長五小敵白色粒子　P404，10％

2　　須恵器　D　 lO．2　立ち上がる㍉高台部はわずかに外方　削り衡　高台貼り付け十 灰褐色　　　　　　 竃西側床面

E　　 1．3　へふんばる予 良好

甑　　 B （相月底部から休部片十休部は外佃して直　体部外面縦位の粗いヘラ削り． 長石，石英，雲母　P405，5％

3　　須恵器　C　は0」］線的に立ち上がる√ 灰色　　　　　　　 竜付近将士下層

良好

榔 種　別勘。m計恒 n）；孔径議 登録車 質　 出土地点　 備　 考

4　石製紡錘車！・中　 畑　 10 帯e2　粘板岩　巨西購土上層　恒鋸　　　 PL器

∴′′∵了主点＿　㌦lJ、：つ、ズ言

位置　調査区北東部，Blrla9区二

‾、－・√∴∴‘′　′∴！、．．！、．　ノ　　．′　′′　＿．．　′、ノ∴ノ　ー

．∴、　　　′　、・言1、．．　　　∴．ノノ　二、∴．・て．
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主軸方向　N－180－W

壁　壁高は35～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃両袖部の一部を除き，壁下を巡っている。上幅10～22cm，下幅4～12cm，深さ4～8cmで，断面形は

U字状である。

床　貼り床で，ほぼ平坦である。出入口施設から竃にかけて踏み固められている。

貼り床土層解説

7　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中　　8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中

ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック中量，焼土粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2は長径24～28cm，短径22～26cmの円形，深さ12～15cmで，規模・配

置から主柱穴と思われる。P3は長径28C恥　短径24cmの楕円形，深さ11cmで位置から出入り口施設に伴うピッ

トと思われる。

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は一部遺存している。袖部は粘土と砂粒

少量を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで95cm，最大幅94cm，壁外への掘り込み38cmであ

る。火床面は床面を3cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熟を受けてわず

かに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂質粘土中ブロッ

ク中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土粒
子・砂質粘土ノトブロック少量，壌土小ブロック微量

4

第157図　第74号住居跡実測図

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，砂質粘土中ブロ
ック少量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼

土小ブロック・砂粒少量，ローム中ブロック微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　［
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5　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・砂質粘
土中ブロック少量，壌土粒子微量

6　褐　色　砂質粘土中ブロック・砂粒多量．ローム粒子少量，
壌土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・砂質粘土中ブロ
ック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・
砂粒少量

9　にぷい赤褐色　砂粒多量，焼土粒子・砂質粘土中ブロック中量，ロ
ーム粒子少量，炭化粒子微量

10　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，煉土粒子・砂質粘土中・′ト
ブロック少量，焼土粒子微量

11暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子砂粒中量，ローム小ブロック
焼土小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

覆土　6層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒微量，

ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロ

ック微量，焼土粒子・炭化物・砂粒極微量

3　褐　　色　ローム粒子微量，ローム中・小ブロック・焼土中ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒極微量

4　明褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子極微量

5　にぷい褐色　ローム粒子少量，砂粒微量・砂質粘土小ブロック・

ローム小ブロック・炭化粒子極微量

6　褐　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒

微量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子極微量

遺物　北部の覆土中層から床面にかけて土師器片80点，須恵器片35点が出土している。第158図1は土師器嚢で，

竃東側の床面から出土している。2～4は須恵器である。2の杯は竃西側の覆土上層，3の盤は竃付近の覆土

中層，4の双耳瓶はP3西側の床面から出土している。

所見　主柱穴は2か所検出されたが，4本柱を想定した場合の南東側，北西側の主柱穴は検出されなかった。

本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から8世紀後半と考えられる。

≡≡元＝＝ク。
l

第158図　第74号住居跡出土遺物実測図

第74号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　・！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第158図

1

賓A［22．0］体部から日録部片。体部は内攣して口緑部内・外面横ナデ。体部内・外長石石英，雲母．赤色粒子P406，5％

土師器B　（9．5）立ち上がる。頚部は屈曲し，口緑部

は外反する。端部は外上方へつまみ

上げられている。

面ナデ。 橙色

普通

竃東側床面

2

杯B　（3．7）底部から休部片。平底。体部は外傾体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石，石英 P407，10％

須恵器C［7，4］して立ち上がる。 ヘラ削り。 灰オリーブ色

良好

竃西側覆土上層

3

盤B　（2．1）高台部から休部片。体部はやや内管体部内・外面ロタロナデ。底部回転長石，小礫，白色粒子PJ的8，5％

須恵器D［9．1］

E　　l．1

して外方へ開き，屈曲する。高台は

外方へふんばる。

ヘラ削り後，高台貼り付け。 灰黄色

良好

竃付近覆土中層

4

双耳瓶B　（13．1）底部から体部片。体部は内攣気味に体部内・外面ロクロナデ，外面に長石，雲母 P4鵬，10％　PL為

須恵器C　［14．0］立ち上がり，下位に耳状の把手（現

存は1か所）がつく。

自然粕がかかる。 灰黄色

良好

P3付近床面

－194－



第76号住居跡（第159図）

位置　調査区中央部，B4d3区。

重複関係　本跡が，第75号住居跡の北西壁を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．70m，短軸4．50mの方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は35～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅13－44cm，下幅5－12cm，深さ3～6cmで，断面形は

U字状である。

床　ほぼ平坦であるが，北部がやや低い。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径34～60cm，短径29～44cmの円形及び楕円形，深さ32～56cmで，規

第159図　第76号住居跡実測図
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模・配置から主柱穴と思われる。P5は径39C皿の円形，深さ23cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで81cm，最大幅107cm，壁外への掘り込み10cmである。

火床面は床面を5cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変し硬化している。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼

土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子中量，ローム小ブロック・焼
土小ブロック少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロ

ック・埴土粒子少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
6　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量，

ローム小ブロック微量
7　暗赤褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

覆土12層からなる。上層から下層にかけてロームブロックを多く含むことから人為堆積であると思われる。

また，10層目からロームが帯状に検出され，西壁面からスロープ状になっていることから，廃絶後の窪地を投

棄場所として利用した可能性がある。

土居解説

1褐　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土小ブ
ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子微量，ローム中・小ブロック・焼土小ブ
ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム中・小ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微呈

ミ≡⊆⊇㌘

5　褐　　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

6　褐　　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
7　にぷい褐色　砂粒微量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒

子・炭化粒子極微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，

ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化材・炭化
物・炭化粒子極微量

二二

第160図　第76号住居跡出土遺物実測図
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ゝ）嵩ミい褐色　ローム粒J’・申品　ローム大プロ、ソク微量．ローム中・　11褐　　色　ローム大プロ・ソク少量，ローム粒千中量．焼十粒f・・

小プロ、ソク・焼「小プロ、ソク・炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　　　炭化粒J’・極微Eti：

10　明　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒j’・多量∴　ローム小プロ　　12　褐　　色　ローム粒召鋸11∴　ローム中プロ・ソク・炭化粒j’・極微

、ソク中量∴　ローム中プロ、ソク少＿‡1呈∴　焼目白㌔・炭化　　　　　　　　　　　量

物・炭化粒子極微量

遺物　土師器片目0点を主体に須恵器片35点，土製品上軋　鉄製品1点。銅製品1点が出土している。〕第160図

1、3は土師器である．二1の＿lllLはP3北側の覆土上層，2の婆は電付近の覆土中層．3の甑は電付近の覆土下

層からJI「上している。4・5は須恵器である。寸の杯は北東コーナー部の覆土上層，5の盤はP4西側の覆土

中層から出上している√（うの上製紡錘車はP5付近の覆土下層，7の刀子は中央やや西側の覆＿l二【川軋　8の銅

製の丸柄は南西コーナー部の覆い巨から～五上しているし、、

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9甘紀前半と考えられるこ．

第開音住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 桓 離 廟 器 彩 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴・＋ 恒 絶 滅 掛 蜘 可　 事旨　 考

第160図 皿　　 Å 「＝鉦 底部か ら「．1線部片∴平底．休部 は外　 目線 軋　 体 部内 ・外 面 ロクロナデ． 点在 有礼 赤色骨子　 P J粧　 調％

l 土　 師 器　 B　　 2。3 傾 して立ち上が りタ　ロ縁部 は軽 く外 底部回転系切 年 浅黄色 P3北側楷十十層

C　 ［6劇 反す る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

聾　　 Å ［2摘 ］ 休 部か ら目線部 片∴休 部は内攣 して　 目線部内 ・外面植ナデ∵休部外面械　 鉦 ，有鼠圭甘赤色粒子　 P J H ， 5 ％

2
士　 師　菅出目う　 （11．針 立ち上がる∴頭部 は屈 曲し，目線 部　 位 のヘ ラナデ÷　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 電付近将士中層

は外反する∵端部 は外十方へつまみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

上げ られている。

甑　　 Å ［虜 痛 底部か ら目線 部片∴休部は外伸 して　 目線部内 ・外面植ナデ㍉休部外面下　 長石，有英，雲母　 円12言 脇　 PL 27

3
土　 師 器 B　 は級が 直線的に立ち上が り，「1線部は外 反　 位構位のヘラ削 年　 中位斜位 のヘ ラ　 にぷい黄橙色 電 付近楷十下層

「・＋ 「11 n l
i　L・ノ　　　　L JLJL・もノ」l

する。端部 は上方へつ まみ上げられ －ナデ．体部 内而輪棲 み痕．卜位 在位 一普通　　　　　　 l

土　 師 器 B　 O （はう　直線的に立ち上が り，「1線部は外 反　 位構位のヘラ削 年　 中位斜位 のヘ ラ 霊 い黄橙色　 凱 近覆土欄

ヒづ　叔㍊
3　　　　 c　 H ．融 する。端部 は上方へつ まみ上げられ ナデ。倦部 内面輪積 み痕，下位 綻位

ている。　　　　　　　　　　　　　　　 のヘ ラナデ。

林　　 Å　 つ2．針　 休部か ら目線部片∵休部は外傾 して　 体部内 ・外面 ロクロナデ．底 部 ・方 長五石英小郎 棚減物　 P J廿　 調％

1　　 須 恵 器 I H　　 5．0　 立 ち上 が り，目線 部 は軽 く外反す 向のヘラ削 りい 灰白色　　　　　　 北東コ十言硝子上層

C　 ［7．8］ る。 良好

盤　　 B （エロ　 高台部か ら休部片㍉体 部は内増 して　 体部内 ・外面 ロクロナデJ 底部回転 長五 有英，白色粒子　 P 引工　 ％

5 須 恵 器 外方へ開 く．高台はわず かに外方へ ヘラ削 り後，高台貼 り付け十 黄灰色　　　　　　 P蛸 働覆土中層

ふんばる。 良好

図版番号　 種　 別　 径 行m言 十　　　　　 測　　　　　 値 i 出 土 地 点 i 備　 考

長 さ如車　 径如） 重 量転）

6　 極　 錘　 車つ＋ 錮 3・9　日 3～2両 121・8 P5付近覆土下層　　　　　 りPは9　　　　　 PL霊

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 工　地　 点　　　　　　 備　　　　　 考図版番号　 種　 別　 長 軸 m中 房 総m‖ 摩 紬 m　 重 量録）

7 ！刀　　 子 ‖　 j甥 i＋ Ⅲつ ＋　 C憶 ！ 「 鋤 摘 部覆土中層　 i M 9

8　 序 一　　 輌 i　 245 i　 3せ5 i　 o・1 ！　 5・0 南西コーナー部覆土中 i M lO　　　 PL33

携帯考健腰静　第蟻図）

位置　調査区東部，B5el区。

重複関係　本跡が，第73㌢住居跡の南部及び第61＿ぢ・住居跡の東壁を掘り込んでおり，本跡が新しい．二、

規模と平面形　長軸4．30111，－短軸3．90nlの長方形である。

主軸方向　N　5J「Ⅳ

壁　壁高は2（ト35mlで，ほぼ勘帖二立ち上がる，二、

壁溝　仝周している。－1日幅ユ51F、32ml∴卜幅4へ11cnl言策さ十、10eIllで．断面形はU字状である。
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床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径55－71cm，短径49～56cmの楕円形，深さ39－85cmで，規模・

配置から主柱穴と思われる。P5は径58cmの円形，深さ36cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで122cm，最大幅153C恥　壁外への掘り込み31cmである。

火床面は床面を4cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

竃土居解説

1明褐色　ローム粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・炭化物・

炭化粒子・白色粘土中・小ブロック微量，焼土中ブ
ロック・焼土粒子極微量

くI ol　叫

2　にぷい褐色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・白色粒子微量，

焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子極微量

第161図　第78号住居跡実測図
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3　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，鹿沼粒子微量，

ローム中・小ブロック・焼土中・小ブロック・炭化
粒子・白色粘土中・小ブロック極微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土′トブロック・砂粒微量，炭化粒
子極微量

5　赤褐色　焼土粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子・
白色組子極微量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・砂
粒微量，焼上小ブロック・鹿沼粒子・小礫極微量

7　赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・砂粒・白色粘土粒子微

量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒
子・小礫極微量

8　にぷい褐色　砂質粘土大ブロック・砂粒多量，ローム粒子・砂質
粘土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒
子少量，焼土大ブロック微量

9　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
炭化物微量

覆土　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，ローム中ブロッ
ク・焼土粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼
土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム

大t小ブロック・砂質粘土微量，焼土粒子・炭化

物・炭化粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子極微量

5　褐　　色　砂質粘土中量，ローム粒子・壌土小ブロック・壌土

粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　西部の覆土上層から床面にかけて土師器片110点，須恵器片35点，土製品1点，石器1点，鉄製品1点が

出土している。第162図1の土師器の嚢は竃付近の床面から出土している。2～6は須恵器である。2の杯はP

（コD

lI

二〔＝堅芸夢二
［1　9

甘　口

第162図　第78号住居跡出土遺物実測図
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3付近の床軋　3の杯は㌘2北東側の覆土上層や　護の盤はP3付近の覆土上層タ　5の盤は北西コーナー部の床

面予　の盤は㌘　付近の覆土下層から出土している。　の土製紡錘車は南東部の覆土軌　の砥石は㌘　西側

の床面，〔）の刀子は西壁中央部の覆土中層から川上している．

∴　、・、′）．．と′J　：－∵、ノノ六二二ノトノ、・　＿㌧′ノ　、、．、′・′、　′二．言一．

第開音佳屠跡出土遺物観察表

図版番号　 券　 種　 離 職 cmき　　　 器　 彩　 の　 特　 徴　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 胎土 0色調 の焼成　　 備　 考

第祀 図　　 婆　　 A　 は2本　 底部から＝事緑樹「 平底＋休部は内 「l縁部内 ・外面構ナデ．休部外面下　 長五 右奥，雲母　 P捕「評完　円思

士 帥 器　 H　 J侶　 攣して立ち十がる㍉頭部は屈曲し， 位縦位の粗いヘラ磨き∴　　　　　 橙色　　　　　　 電付近床面

1　　　　　　 し’ つ1亙　 目線部は外反する√端部は十方につ　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

まみ上げられている。

林　　 Å　 つ3耳　 底部から「」縁舶 「 平底∴休部は外 「1線乱 体部内 ・外面ロケロナナ　 品 有期 、郎 冊踊　 P峠 肪 PL悪

2　　 須∴吏 器　 8　 1．1 傾 して立ち十がる．　　　　　　　 休部下端回転へラ削 年 底部回転へ　 吠オリーブ色 P3付近床面
C ［8．0］　　　　　　　　　　　　　　　 ラ削り徽　 ナデ。　　　　　　　　 良好

林　　 B （3・丁目 底部から体ご肘「 平底∴休部は内攣　 目線乱 体部内 ・外面ロクロナデ了　拓 石英小偉力色粒子　 P用 、50％

3　　 須 恵 器　 C　　 882　 気味に外傾して立ち上がる。　　　 底部に 「×」のへラ記号。　　　　 にぷい褐色　　　 P2北東側覆土上層

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i良好

盤　　 H （2事　 高台部から体戸出「 休部は再攣気味　 体部内 ・外面ロケロナデ∵底部回転　 上汁，刷 ，計欄 物　 P打四一 0％

1　 須 恵 器　 D　 廿日　 に外伸 して立ち十がる＋高台は外方　 へラ削 り軋　 高台貼 り付け＋　　　　 吠色　　　　　　 P3付近繹‖二十屑

E　 1．3　 へふんばる∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好

盤　　 A　 豆耳　 高台部から目線附 「 休部はやや内　 目線乱 体部内 ・外面ロクロナチ㍉　長五　 白色粒子　　 Pゼ0，10％

須 恵 器 。霊 漂 霊 貫も霊 霊畿 豊 ‡讐　 舶 纏 へラ削 徽 高畜貼摘 け0 禁 色　　 北師 部床面

E　 l．2　台はわずかに外方へふんばる∴

盤　　 Å 〔23耳　 高台部から目線部片∵休部はやや内　目線乱 体部内・外面ロクロナラ㍉　長ノ五　白色粒千　　 P骨L 蘭㌔　PL28
6　 須 恵 器　 は芸芸濃 霊 警 這慧誌 警 志‡警　 底部掛 ラ削 観 高鍋 つけ。 慧 巨 プ色　 P3傭 覆土欄

E　　 l．3　 台は軽く外方へふんばる∵

噺　 種　 別　 径 軽m）
十　　　　　 測　　　　　 イ

重 量転　　 出 土 地 点　　 備　　 考
長軸中日胸

7 i 紡　 錘　 車 i　 4・9 2．3 ！　 0．7

l

糾・中 南東部覆土中　　　 りm O　　 P L封

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

斉斤聖 廟 恒 廟 日鋼 軸 序 料 Lノーi　　　　　　　　　 。も、、 附

8 砥　　　 石 0 0・可　 鋸
5。9 （′78m ） 砂岩　　 巨 猶 側床面　　 巨 細

図版番号
種　 別 i ナ　　　　　 測　　　　　 有

重 義転　　 出 土 地 点　　 備　　 考
長　 さ軽m） 幅 細目 厚 さ廟

9 刀　　 可 （ 6潮 まま5　日 博 引 （　 部　　 西鯛 土中層　　　　　　　 M H

第官尊健腰紗　第蟻囲）

位置　調査区中央部，B4a3区。

重複関係　北西部を第　号藩に掘　込まれ　第5号住居跡の北部を掘　込んでいる。

規模と平面形　長軸3．80nl．短軸3．60Illの方形であるこ、

主軸方向　N－23C－W

壁　壁高は110ノー60じmで，ほぼ垂直に立ち上がる＿、．

‥、‾、′・・一　′、・しノ・′ノノ、、一一J、一′′　′′　　：′．・′　　　　、　・、、：、ノェ／′　′・、jうこ
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床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

ピット　Plは径29cmの円形，深さ19cmで，規模・配置から主柱穴と思われる。

竜　北壁中央部に付設されている。平面形は，木の根による撹乱及び竃上部を第7号溝に掘り込まれており，

推定の城をでない。天井部は崩落しているが，両袖部の一部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量を混ぜて

構築されていたと思われる。規模は，煙道部から焚口部まで【96］cm，最大囁74】cm，壁外への掘り込み【46］cmであ

る。火床面は床面と同レベルである。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに赤変しているが，あまり

硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がるものと思われる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒中量，ローム

中ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化

物・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化
物・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・小礫微
量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂

貿粘土中ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物微量

第163図　第79号住居跡実測図

2m

L‥　・・‥－　　1」

－201－
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第164図　第79号住居跡出土遺物実測図
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覆土　5層からなる。堆積状況は，レンズ状を呈すことから自然堆積であると思われる．

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’一・歳化粒J’一少量．ローム小プロ・ソク・焼

士粒千・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少鼠

焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒J’・中量，焼巨粒子・炭化粒千少量，ローム

小ブロック・炭化物微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子少鼠

ローム大プロ、ソク・焼士小プロ、ソク小礫微量

5　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量．炭化粒子・小礫少量，焼－i∴

粒子微量

遺物　遺構全体の覆土中層から床面にかけて土師器片350点を主体に須恵器片温0点　弥生土器片測点　土製品

1点，石器2点．鉄製品6点が出土している。弥生土器片は掘り込んでいる第53号住居跡のものと思われる．

第164図1・2は土師器である．＿1の婆は中央部の覆上目軋　2の小形磐は竃西側の覆土下層から出土している、1

3～5は須恵器である。3の高台付杯は南西コーナー部付近の覆土下層，4の蓋は北西コーナー部の床面芦　5

の鉢は南東コーナー部付近の覆土中層から出土している。7の羽目は南壁中央部の床面9　8の砥石は中央部南

側の覆土下層，9の砥石は南西コーナー部の覆土下層から出土している。温一路は鉄製品である。相の銀は中

央部西側の床面，Ⅲの斧はPl付近の覆土上層賢　且2の釦まPl付近の覆土中層，且3の釘は竃西側の床面，14の

釘と15の不明鉄製品は南西コーナー部の覆土中層から出土している．

6は土師器婆の底部片で，底部は木葉痕である。

所凰　主柱穴は1か所のみ検出されたが，4本柱を想定した場合の南東側夕　南西側，北西側の主柱穴は検出さ

れなかった。羽目が出土したことから床面を精査したが，鍛造剥片等を検出することはできなかった。時期は，

遺構の形態及び子廿I二遺物から9世紀前半と考えられる√

第79号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （川） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第164図

1

聾 A　 は9 4 ］ 体部か ら日録 部片。体部 は内攣 して 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面ナ 長石，石英，雲母 P 4 22， 5 ％

土 師 器 B　 （6．5） 立 ち上がる。頚 部は屈 曲し，目線 部

は外反する。端 部は上方 につ まみ上

げ られている。

デ，内面斜位 のヘ ラナデ。 にぷい橙色

普通

中央部覆土上層

2

小 形 聾 B　 （汀 8） 体部 片。体 部 は内攣 しセ立 ち上が 体部外面横位のヘラ削 り。 長石，石英，雲母 P 423，繍％　 P L28

土 師 器 る。 にぷい赤褐色

普通

竃西側覆土下層

3

高台付杯 B　 （4．6） 高台部か ら体部片。休部は下位 に稜 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 長石，針状鉱物 P 42 4， 30％

須 恵　器 D ［8．8］

E　　 l．3

を有 し，外傾 して立ち上がる。高台

はハの字状に開 く。

ヘラ削 り後，高台貼 り付け。 青灰 色

良好

南酎 十部覆土下層

4

蓋 A　 14．6 ロ縁部一部欠損。天井 部は頂部が平 天井頂部，外周 部上位 は右 回 りの回 長石，石英，雲母 P425，粥％　 PL 28

須 恵 器 B　　　 2．9 坦 で外周部は なだ らかに下降する。 転へ ラ削 り。外周部下位， 口縁部ロ にぷい黄色 北西コート部床面

F　　　 3．9

G　　 l．2

日経部は屈曲 しタ　短 く垂下する。つ

まみは腰 高の扁平 な擬宝珠状。

クロナデ。ロクロ昌は弱い。 良好

5

鉢 B　 0 4．4） 底部か ら体部片。平底。体部は外傾 体部内 ・外面ロクロナデ！休部外面 長石石英，雲放白色粒子 P 4 26，10％

須 恵 器 C　 H 2．8］ して立ち上が り， 中位でやや内攣す 中位以上斜位 の平行叩 き，下位横位 にぷい赤橙色 南西コート部覆土中層

る。 のヘ ラ削 り。内面ナデ。 良好

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm〉 長　 さ総m） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

7 羽　　　　　 目 （　 6．3） （　 7．9） 1．6 （228．7） 南壁中央部床面 D P131

図版番号 種　　　 別
計　　　　 i月、け　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ 如 ）　 隔日cm） 厚 さ （cm自 重量 （g）

8 砥　　　 石 7．8 6．8 5．8 32 8．0
I

砂岩 中央部覆土下層 Q 86　　　　　　 P L 3 3

9 砥　　　 石 （ 5．1） 6．8 5．9 （24 0．6） 砂岩 南西コート 部覆土下層 Q 8 7　　　　　　　 P L 3 3

ー203－



図 版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚　 さ （cm ） 重　 量 （g ）

第 164 図 10 鉄　　　　 鍍 9 ．5 2 ．3 0．4 13 ．2 中 央 部 床 面 M 12　　　　　　　 P L 33

11 鉄　　　　 斧 7 ．4 基 3．3 刃 3．6 1．9 82 ．0 P l付 近 覆土 上 層 M 13　　　　　　　 P L 33

12 釘 （　 2．5） 0 ．8 0 ．4 （ 1．9 ） P l付 近 覆 土 中 層 M 14

13 釘 （　 4 ．2 ） 0 ．7 0 ．5 （　 5．0 ） 竜 西 側床 面 M 15

14 釘 5 ，0 0，6 0 ．4 3．1 南 西 コ ー ナー 部 覆 土 中 層 M 16

15 不 明 鉄 製 品 （　 4 ．1） （　 0 ．7 ） 0 ．5 （　 8 ．5 ） 南 西 コー ナ ー 部 覆 土 中 層 M 17

第80号住居跡（第165図）

位置　調査区中央部，B3e9区。

重複関係　北壁を第4号溝に，西壁を第2号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．20mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は33～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁と北西コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅12－24cm，下幅5～10cm，深さ4～5cmで，断

面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。中央部を中心に踏み固められている。

竜　北壁中央部からやや東側に付設されている。天井部は崩落しており，両袖部も遺存していない。覆土から

袖部は粘土と砂粒少量を混ぜて構築されていたと思われる。規模は，煙道部から焚口部まで［88］cm，壁外への

掘り込み22cmである。火床面は床面を1cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。火床面は火熟を受けてわ

ずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がると思われ

る。

第165図　第80号住居跡実測図

4　　　　2　　　　　　3

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」
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竃土層解説
1　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中完，ローム小ブ

ロック・砂質粘土中ブロック少量
2　暗褐色　砂粒多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，壌

土粒子・炭化粒子・砂質粘土小ブロック少還，炭化
材・炭化物・砂質粘土中ブロック微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・砂質粘土小ブロック・砂粒中量，焼土
粒子少量，砂賀粘土中ブロック微量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒中量，焼土粒

子・炭化粒子・砂質粘土小ブロック少量，砂質粘土
中ブロック微量

覆土　2層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子・小礫微呈

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量，焼土小ブロック微量

遺物　北部の覆土下層から床面にかけて土師器片110点を主体に，須恵器片40点，鉄製品2点が出土している。

第166図1・2は土師器である。1の杯は南東コーナー部の床面，2の嚢は南壁際中央やや西側の床面から出土

している。3・4は鉄製品である。3の鋲具は北西コーナー部の床面，4の不明鉄製品は中央部やや南側の覆

土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から10世紀前半と考えられる。

二二二二
第166図　第80号住居跡出土遺物実測図

第80号住居跡出土遺物観察表

軋
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一“…l十一一‥－lllll」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第166回 杯 A ［13．4］ 体部から口緑部片。体部は外傾 して 口緑部，体部内 ・外面ロタロナデ。 長石，石英 P 427，10％

1 土 師 器 B　 （3．5） 立ち上が り，口緑部は軽 く外反す 体部内面丁寧な横位のヘラ磨き。内 にぷい黄橙色 南東コート部床面

る。 面黒色処理。 普通

2

襲 A ［17．2］ 休部から口縁部片。体部は内攣して 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石，石英，雲母 P 428， 5％

土 師 器 B　 （11．0） 立ち上がる。頚部は屈曲し，口緑部

は外反する。端部は上方につまみ上

げられている。

位のヘラナデ。 橙色

普通

南西壁床面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ（cm） 幅 （cm） 厚　 さ（Cln） 重　 量（g）

3 鋲　　　　　 具 （　 4．6） 2．6 0．7 6，2 北西コーナー部床面 M 18

4 不 明 鉄 製 品 （　 4．6） 0．6 0．5 5．1 中央部覆土下層 M 19

第81号住居跡（第167図）

位置　調査区中央部，B3b6区。

重複関係　本跡が，第31号住居跡の北東コーナー部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．80mの方形である。

主軸方向　N－30－W

－205－



壁　壁高は60～70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅17－33cm，下幅3－14cm，深さ4～5cmで，断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。出入口施設から竃付近にかけて踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径38C皿，短径25cmの楕円形，深さ22cmで，規模・配置から主柱穴と思

われる。P2は長径40cm，短径35cmの楕円形，深さ33cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

寵　北壁中央部に付設されており，天井部は崩落しているが，両袖部は遺存している。袖部は粘土と砂粒少量

を混ぜて構築されている。規模は，煙道部から焚口部まで103cm，最大幅115cm，壁外への掘り込み48cmである。

火床面は床面を1cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱を受けてわずかに

赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上がる。

寵土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂　　　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂質粘土小プロツ

質粘土小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・砂質粘土中ブロック・砂粒中量，ロー

ム小ブロック少量，砂質粘土大ブロック微量

ク・砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量，ロ

ーム中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土ノトブロック・砂質粘土
小ブロック少量，焼土大ブロック・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。堆積状況は，レンズ状を里すことから自然堆積であると思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量，焼土′トブロック・炭化物極微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量，ローム小ブロック・壌
土小ブロック・炭化物・炭化粒子・白色粘土小ブロ

ック・砂粒極微量

」　＿＿＿＿　j＿＿＿　　　！

第167図　第81号住居跡実測図

3　暗褐色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・白色

粘土小ブロック・白色粘土粒子微量，ローム中・小
ブロック・壌土小ブロック・炭化物極微量

4　褐　　色　白色粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・白色粘土小

ブロック微量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・
焼土粒子・炭化物・炭化粒子極微量
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遺物　中央部を中心に覆土下層から床面にかけて土師器片210点，須恵器片80点が出土している。第168図1・

2は土師器嚢である。1はP2付近の覆土下層，2は竃付近の床面から出土している。3～6は須恵器である。

3の杯と4の高台付杯は北東コーナー部の床面と覆土下層，5の盤は中央部の覆土下層，6の蓋は東壁中央部

やや北側の覆土下層から出土している。

所見　主柱穴は1か所のみ検出されたが，4本柱を想定した場合の北東側，南西側，北西側の主柱穴は検出さ

れなかった。本跡の時期は，遺構の形態及び出土遺物から9世紀前半と考えられる。

⊃

二二ゝ⊂＝

第168図　第81号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表

10cm

←一一一1－1－－－一」

図版番号 器　 種 計測値（clu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第168回 襲 B　 （5．6） 底部から休部片。平底。体部は外傾 体部外面斜位のヘラナデ。底部木葉 長石，石英，雲母 P 429， 5％

1 土 師 器 C　　　 8．9 して立ち上がる。 痕。 にぷい黄褐色

普通

P2付近覆土下層

2

襲 A ［19，2］ 体部から口緑部片。休部は内攣して 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石，雲母，白色粒子 P 436，10％

土 師 器 B　 （11．2） 立ち上がる。頸部は屈曲し，口縁部

は外反する。端部は外上方へつまみ

上げられている。

位のヘラナデ。 にぷい褐色

普通

竃付近床面

3

珂こ A　　 13．6 ロ緑部一部欠損。平底。体部は内攣気 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石石英．小礫針状鉱物 P4恥 95％　PL28

須 恵 器 B　　　 5．0

C　　　 7，0

味に外傾して立ち上が り，ロ緑部は軽

く外反する。端部は丸く収めている。

底部回転へラ切り後，ナデ。 青灰色

良好

北東コート部床面

4

高台付珂こ A　 ll．3 完形。体部は下位に稜を有し外傾し 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体 長瓦 石英，針状鉱物 P431．1∝I％　PL28

須 恵 器 B　　　 5．4 て立ち上がり，口緑部は軽 く外反す 部下端回転へラ削り。底部回転へラ 灰色 北和十部覆土下層

D　　　 6．8

E　　 l．2

る。高台はハの字状に開く。 削り後，高台貼り付け。 良好

5

盤 A ［19．6］ 高台部から口緑部片。体部はやや内 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。 長石，小礫，白色粒子 P 432，30％

須 恵 器 B　　　 4．0

D ［10．8］

E　　 l．1

攣して外方へ開き，屈曲して口緑部

に至る。ロ縁部は軽 く外反する。高

台は外方へふんばる。

底部回転へラ削り後，高台貼り付け。 灰オリーブ色

良好

中央部覆土下層

6

蓋 A　 15．6 口縁部一部欠損。天井部は丸く，外 天井頂部は右回 りの回転へラ削り。 長石，石英，針状鉱物 P4刀，鮒％　PL公

須 恵 器 B　　 4，9 局部はなだらかに下降する。口緑部 外周部，口縁部内・外面ロクロナデ。 灰オリーブ色 東壁付近預土下層

D　　　 2．7

E　　 l．3

は屈曲し，短 く垂下する。つまみは

腰高のボタン状。

ロクロ目は弱い。 良好
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第82号住居跡（第169図）

位置　調査区北部，A3iO区。

重複関係　本跡が，第13号住居跡の南部を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．90mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は42～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　貼り床で，小さな凹凸があるが，ほぼ平坦である。出入口施設から竃付近にかけて踏み固められている。

貼り床土居解説
7　褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径26－37cm，短径20～30cmの円形及び楕円形，深さ13～26cmで，

規模・配置から主柱穴と思われる。P5は径24cmの円形，深さ31cmで位置から出入り口施設に伴うピットと思

われる。P6の性格は不明である。

寵　北壁中央部に付設されている。天井部は崩落しているが，両袖部は一部遺存している。袖部は粘土と砂粒

少量を混ぜて構築されていると思われる。規模は，煙道部から焚口部まで110C恥　最大幅112cm，壁外への掘り

込み63cmである。火床面は床面を3cmほど掘りくぼめており，皿状をしている。袖部の内壁及び火床面は火熱

を受けてわずかに赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部の平面形は逆U字形で，外傾して立ち上が

る。

第169図　第82号住居跡実測図
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竃土層解説
1　褐　　色　ローム粒子・砂粒中量．焼＝粒子・砂質粘上少量∴

焼上中プロソク・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量夕　焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子も焼土中ブロック・砂粒

少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中最善　ローム中ブロックe焼士粒子少鼠

焼土小ブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少鼠　炭化粒子・
砂質粘土小ブロック微量

（う　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク中量．ローム中

ブロック少量，ローム太ブロック・炭化粒子・砂質
粘土小ブロック微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，砂粒中量，焼土粒子少量，ローム
中ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐　色　ローム粒子・砂質粘主夫ブロック中量∴　ローム中ブ

ロック少量，焼士粒子微量
9　にぷい褐色　砂質粘土塊

覆土　6層からなる。堆積状況はレンズ状を呈しているが，上層から下層にかけてロームブロックを多く含む

ことから埋め戻しの可能性が有り，人為堆積であると考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，
ローム中ブロック極微量

2　褐　　色　ローム大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少
量，焼士粒子微量，炭化物極微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少鼠
炭化粒子微量

遺物　出土遺物は少なく，土師器片，須恵

器片，士製品，石器が極少量出土している

のみである。第170図1は須恵器の蓋で，竃

の燃焼部から出土している。2の球状土錘

は竃付近の覆土中，3の砥石は竃付近の覆

土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及び出土

遺物から9世紀前半と考えられる。

第82号住居跡出土遺物観察表

4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子砂質
粘土小ブロック微量，焼土粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・砂質粘土小ブロック少鼠
ローム小ブロックe焼土粒子微量，炭化粒子極微量

6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭
化物・炭化粒子微量

〔づ
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第膵の図　第紀考健屠跡出立遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第170回 蓋 B　 （2．4） 天井部か ら目線部片。天井部は丸 く， 天井頂部は 回転へ ラ削 り。外周部， 長石石英，小礫針状鉱物 P 4 34，30％

1 須 恵 器 C　 は6．2］ 外周部は なだ らかに下降する。 目線

部 は屈曲 し，短 く垂下す る。

日縁部 ロクロナデ。ロクロ目は弱い。 暗青灰色

良好

竃燃焼部

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

2 球　 状　 土　 錘 3．2 3．4 ［　 0．8］ （ 15．2） 竃付近覆土中層 D P 13 2

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

3 砥　　　 石 7．5 4．2 2．3 8 1．4 凝灰岩 竃付近覆土下層 Q 8 8

表2　石原遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置 主 軸 方 向 平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 主 な出土遺物 時期
備　　　　 考

重複関係潤→酢壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット 帰 日 炉竃

1 B 2 i3 N － 6 0－W 方　　 形 2．85 ×2．68 53～55 平坦
－ － － － 1 竃 人為 須恵器 奈良

2 C 3 f l N －28 ㌧ E 隅丸長方形 6．63 ×6．10 22～33 平坦 － 4 － 13 1 炉 2 自然 弥生土器，球状土錘，紡錘車 弥 ・後

3 C 2 d 8 N －22 ㌧ W 長　 方　 形 4．80 ×4．ユ4 45～62 平坦
東壁司

4 － 3 1 竃 自然 土師器 ，須 恵器 奈良

4 C 2 C 6 N －7 ㌧ E 隅丸長方形 6．35 ×5．64 10～23 平坦 － 4 － 13 1 炉 自然 弥生土器 ，磨石 弥 ・後
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住居跡

番　 号
l 位置 主 軸 方 向 平面形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 主 な出土遺物 時期
備　　　　 考

重複関係 （旧→酢
壁清 主柱穴　貯蔵穴 ピット 出入口　炉竃

5 C 2 C 4 N －19 3－W 隅丸長方形 5．58 ×4．55 15～ 35 平坦
－ 4 1 1　 炉 自然 弥生土器，紡錘車 弥 ・後

6 B 2 g 3 N － 0 0 方　　 形 4．40 ×4．18 22～ 28 平坦 － 4 1 竃 人 ・自 土 師器 ，須恵器 奈良 本跡→S K l

7 B 2 g 5 N －310－W 長　 方　 形 5．73 ×4．92 35～ 48 平坦 一路 4 3 1 竃 自然 土 師器 ，須恵器，支脚 奈良

8 C 2 b 9 N －26 。－W 隅丸長方形 5．24 ×4．76 24～ 34 平坦 － 4 8 1 炉 不明 弥生土器 （片口壷），土師器 弥 ・後 本跡→S D 5

9 C 3 a l N －10 0－W 方　　 形 3．87 ×3．56 23～ 40 平坦 全周 4 1 1 竃 自然 土 師器 ，灰粕陶器 奈良

10 B 2 iO N － 8 0－E 隅丸長方形 7．60 ×6．38 30～ 35 平坦
－ 4 19 1 炉 自然 弥生土器，土師器，紡錘車 弥～古 本跡→SD 5

11 B 2 h 8 N －13。－E 方　　 形 3．50 ×3．44 24－ 40 平坦 一部 4 1 竃 自然 須恵器 奈良

12 B 2 d 8 N －37。－W 隅丸方 形 4．57 ×4．23 22～ 35 平坦 － 4 1 炉 自然 弥生土器 （高杯） 弥 ・後

13 A 3 iO N －　70－W ［長方形］ 4．30 ×は58］ 22－ 25 平坦 － 1 2 －
自然 土師器 （高杯・柑 ・斐） 古 ・前 本跡→SI47→SI82

14 B 2 f 7 N －690－W 隅丸長方形 5．68 ×5．00 12－ 20 平坦 － 3 － 7 1 炉 自然 弥生土器，敲石，磨石 弥 ・後

15 B 2e 9 N －43 ㌧ E 方　　 形 4．16 ×4．05 46 ～62 平坦 － 2 － － 1 竃 自 ・人 土師器，須恵器 ，紡錘車 奈良

16 B 2 g O N － 0 0 長　 方　 形 4．74 ×4 ．35 32 ～40 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器，支脚，鉄紺 奈良 本跡→S D 5

17 B 3 g l N －45 0－W 隅丸長方形 4．56 ×3．64 5～ 11 平坦
－ 4 － 4 1 炉 自然 弥生土器，紡錘車 弥 ・後

18 C 3 a 4 ［N … 7 0－－E ］ ［方 形 ］ ［3．55］×［3．45］ 13～ 20 平坦
－

［1 ］
－ 6 －

炉 自然 土師器 （嚢），球状土錘 古 ・前

19 C 3 d 6 N 1 9。一W 方　　 形 4．56 ×4．35 30～ 52 平坦 ヒ壁欠 4 － 3 1 竃 自然 土師器，須恵器，砥石 奈良 本跡→S D l

20 B 3 i7 N －・55 0－W 長　 方　 形 4．96 ×4．44 13～ 28 平坦 － 4 － 1 1 炉 自然 土師器（椀・高杯），球状土錘 古 ・前 本跡→SI21→SD l

21 B 3 j6 N －78 0…E 長　 方　 形 3．90 ×3．15 3 ～ 12 平坦 一部 3 － － 1 竃 自然 土師器 ，須恵器 奈良 SI20・→本跡→SD l

22 B 3 f7 N － 0 0 方　　 形 4．98 ×4．77 15～ 40 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土 師器 ，須恵器 奈良 本跡→SD ト 2

2 3 B 3 e 4 N －130…W 隅丸長方形 5．03 ×4．14 25～ 38 平坦
－ 4 － 1 1 炉 自然 弥生土器，土師器，紡錘車 弥～古

24 B 3 e 3 N －　7 0－W 方　　 形 3．44 ×3．34 17～ 30 平坦
－ 3 － 3 1 竃 自然 土 師器，須恵器 奈良

25 B 3 d O N …32 0… E 隅丸方 形 一辺3．90 10 － 16 平坦 － 4 － 2 －
炉 人為 弥生土器 弥 ・後 SK lO

26 A 4 f2 N － 3 0－W 方　　 形 5．12 ×4．87 23 ～ 35 平坦 － 4

3

－ － 1 竃 自然 須恵器，砥石 奈良 本跡→SD 7

本跡→SI31→ SD 4

27 A 4f5 N －110－W ［長方形 ］ 3．66 ×（3．00） 50 ～ 62 平坦 一部ノ， － 1 － 竃 人為 土師器，須恵器，砥 石 奈良

28 B 3 C2 N －170－W 隅丸長方形 4．25 ×3．83 15 ～2 1 平坦 － 4 － 4 － 炉 自然 弥生土器 弥 ・後

29 B 3C 4 N －32 0－E 方　　 形 4 ．80 ×4 ．72 35 ～40 平坦
－ 4 1 2 1 炉 自然 土師器 （柑・聾），球状 土錘 古 ・前

30 B 3 d 7 N － 1 0－ E 方　　 形 3．10 ×2．98 10 ～20 平坦
－ 2 － 2 1 炉 自然

自 ・大

自然

弥生土器，紡錘車，球状土錘 弥 ・後

31 B 3 C 5 N … 9 0－W 方　　 形 7．90 ×7．80 52～ 62 平坦 全周 4 － － 1 竃 土師器，須恵器，支脚，磨石 奈良 SI30→本跡→SI81→SD4

32 B 3 C 8 N －250－ E 長　 方　 形 4．93 ×4．12 10～ 20 平坦 － 1 － － 1 －
土師器 （柑 ） 古 ・前 本跡→SD l・4，SK ll

33 B 4 b O N －47 0－W 方　　 形 5．14 ×4．92 27～ 45 平坦 － 4 － 1 1 炉 自然 土師器 （壷 ・高杯 ・柑），砥石 古 ・前 本跡→S D 2

本跡→S D 4

本跡→S D 4 ・8

34 B 3 a 5 N －290－ E 方　　 形 4．39 ×4．0 1 55～ 67 平坦 全周 4 － 1 1 竃 人 ・自 土師器，須恵器，支脚 奈良

36 B 3 i5 N －38。－E 隅丸 方形 5．52 ×5．28 38～ 53 平坦 4 － 4 1 炉 自然 弥生土鼠 紡錘車，土製勾玉 弥～古

37 B 3 a 3 N －22 0－W 方　　 形 2．96 ×2．95 52－ 58 平坦 － － － － 竃 自然 須 恵器 r 恵良

38 B 2 j O N －160－ E 方　　 形 一辺3．97 35－ 40 平坦
－ 4 － 1 －

竃 自然 弥生土器，土師器，紡錘車 奈良

39 A 3 il N － 3 0－ E 長　 方　 形 5．98 ×5．19 45～ 60 平坦 全周 4 1 － 1 竃 自 ・人 土 師器 ，須恵器，紡錘車 奈良

40 A 2 h3 N －520－W 長　 方　 形 3．48 ×2．95 26～ 43 平坦 － － － － － －
自然 土 師器，球状土錘，砥石 古 ・前 本跡→S D 3

41 A 3 h3 N －390－W ［隅丸長方献 ［4．08］×［3．65］ 27～ 65 平坦 － 3 － － － － 自然 弥生土器，土師器 弥 ・後 本跡→SI42

42 A 3 g3 N －17 0－E 方　　 形 5．34 ×5．30 65～ 72 平坦 西壁 4 － － 1 竃 人 ・自 土師器，須恵器，不明鉄製品 奈良 SI41→本跡

43 B 4 C2 N － 2 0－E 長　 方　 形 3．80 ×3．37 10 － 33 平坦 全周 4 － 1 1 竃 自然 土師器，須恵器，球状土錘 平安 SI83→本跡

SI13 →本跡

本跡→S D 6

44 A 3 e5 N －490－W 方　　 形 4．12 ×3．94 23 ～ 35 平坦
－ 4 － － 1 炉 自然 土師器 （斐），球状土錘 古 ・前

45 A 3 f8 N －28 0－ E 隅丸長方形 3．96 ×3．40 40 ～48 平坦
－ 4 － 2 1 炉 自然 弥生土器，土師器，支脚 弥 ・後

46 A 3 i7 N － 3 ㌧ E 長　 方　 形 5．56 ×5．04 60 ～72 平坦 一部欠 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器，砥 石 奈良

47 A 3 i9 N － 2 0－W 方　　 形 3．9 2 ×3．6 1 19 －35 平坦 － 4 － － 1 竃 自然 須恵器 奈良

48 A 3 d 9 N －30 ㌧ E 方　　 形 5．0 7 ×4．86 30 ～47 平粗 － 4 － 2 1 炉 人為 土師器 （柑・壷），球状土錘 古 ・前

49 A 4 g l N －580－ E 隅丸 方形 3．45 ×3．34 18 ～27 平坦 － 4 － － － －
自然 弥生土器，土師器，球状土錘 弥～古

50 A 4 h 2 N －100－ E 方　　 形 4．18 ×3．98 58～ 70 平坦 西壁 1 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器 ，紡錘車 平安

51 A 4 jl N －490－ E 隅丸 方形 4．22 ×4．02 20～ 34 平坦 4 1 炉 自然 弥生土器，土師器，球状土錘 弥 ・後 本跡・→S D 2
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住居跡

番　 号
位置 主 軸 方 向

規　 模 （m ）
平面形 （長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 主 な出土遺物 時期
備　　　　 考

重複関係 （旧→新j壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット 出入口 炉竃

52 A 4 i5 N － 2 0－E 方　　 形 3．10 ×2．98 56－ 61 平坦 一部 4 竃 自然 土師器 ，須恵器，球状 土錘 平安 SI77→本跡

53 B 4 a 3 N －54 0－E ［隅丸長方形］ ［5．33］×4．57 17～ 20 平坦 － 2 炉 自然 土師器 ，球状士錘，砥石 古 ・前 本跡→S I79

54 B 4 a 6 N －52 。－E 方　　 形 7．18 ×7．12 25～ 56 平坦
－ 4 10 1 炉 2 人為 土師器，支卿，不明鉄製品 古 ・前

55 A 4 h O N －16 0－W 長　 方　 形 5．02 ×4．32 15～ 46 平坦
－ 4 － 2 1 炉 2 自然 土師器，紡錘軋 不明石製品 古・前

56 B 4 a 8 N －210－W 方　　 形 4．55 ×4．32 36－ 43 平坦 一部 4 － 1 竃 自然 土 師器 ，須恵器，球状土錘 奈良 本跡→S I74

5 7 B 4 C 9 N －19 0－W 長　 方　 形 3．60 ×3．20 45～ 50 平坦 一一一部欠 3 － － 1 竃 自然 土 師器，須恵器，球状土錘 奈良

58 B 4 C 5 N － 2 0－W 方　　 形 3．79 ×3．71 52～ 57 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器 奈良

59 B 4 f 6 N －67 0－E 方　　 形 3．30 ×3．13 38－ 45 平坦 一部 － － 1 1 竃 自然 土師器，須恵器刀 子 奈良

60 B 4d 8 N －49 0－E 方　　 形 4．25 ×4．11 13 ～ 23 平坦 － 4 － 3 1 － 自然 土師器，砥：丘　 不明石製品 古・前

6 1 B 4 eO N －130－W 長　 方　 形 3．15 ×2．95 28 ～ 45 平坦 一部 3 － 1 1 竃 自然 土師器，須恵器，灰軸陶器 奈良 SI73→本跡→SI78

62 B 4 g O N －520－W 不 整方形 4 ．05 ×3．95 12 ～ 18 平坦
－ 4 － － －

炉 自然 弥生土器，土師器，紡錘車 弥・後

63 －A B 4 h O N － 0 0 長　 方　 形 5 ．43 ×4 ．88 34 ～40 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器 奈良 SI63 －B →本跡

63 －B B 4 iO N － 9 0－W ［方 形 ］ 5．70 ×［5．48］ 22－ 60 平坦 東・西壁 4 － 7 1 －
人為 須恵器 奈良 本跡→SI63 －A

64 B 4 h 8 N － 9 0－W 隅 丸方形 一辺3．30 15－ 20 平坦 － 1 － － － 炉 自然 弥生土器，紡錘車 弥 ・後

65 B 4 i8 N －110－W 方　　 形 6．66 ×6．53 45～ 62 平坦 が一部／r 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器 奈良

66 B 4 j6 N － 8 0－W 隅丸 方形 3．78 ×3．55 14～ 30 平坦 － 2 － 2 1 炉 不 明 弥生土器，土師器，球状土錘 弥ト古

67 C 4 C 6 N － 9 0－W 隅丸長方形 4．70 ×3．7 1 10－ 18 平坦
－ 4 － 1 1 炉 自 ・人 弥生土器，土師乳 管状土錘 弓紅 古

68 C 4 d 7 N －110－ E 方　　 形 3．80 ×3．72 17～ 47 平坦
－ 4 － － 1 竃 自然 土 師器 ，須恵器 奈良

69 C 4 a O N －14。一E 方　　 形 4．76 ×4．55 17～ 31 平坦 － 4 － 3 1 － 自然 土 師器，須恵器 平安 S K 92

70 A 3 C 6 N － 5 0－ E 長　 方　 形 4．25 ×2．70 40～ 50 平坦 一部 ナ 4 － － 1 竃 自 ・人 須恵器，石製紡錘車 奈良

71 C 4 C 8 N －35シーE ［隅丸方形］ ［5．05］×4．70 13～ 15 平坦 － 4 － 9 1 炉 自然 球状土錘 古 ・前

73 B 4 d O N －43 0…W ［長方形］ ［5．00］×4．50 20 ．～4 5 平坦 － 2 － 4 －
炉 自然 土師器 （高杯），球状土錘 古 ・前 本跡→SI61→SI78

74 B 4 a 9 N －180－W 長　 方　 形 3 ．00 ×2 ．70 35 ～45 平坦 全周 2 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器，球状土錘 奈良 SI56 →本跡

75 B 4 e 4 N －480…W ［長 方形］ ［3．60 ］×3．30 20 －25 平坦
－ 4 － － 1 炉 人為 土師器 （壷・登），球状 土錘 古 ・前 本跡→SI76

76 B 4 d 3 N －160－W 方　　 形 4．70 ×4．50 35～ 40 平坦 全周 4 － － 1 竃 人為 土師器，須恵器ト刀子丸 輌 平安 SI75→本跡

77 A 4 i4 N －25 0…W ［隅丸方形］ ［5．10］×4．80 40－ 55 平坦 － 4 － 8 1 炉 自然 弥生土器，土師器，球状土錘 弥 ・後 本跡→SI52・SK 93

78 B 5 e l N … 5 0－E 長　 方　 形 4．30 ×3．90 20～ 35 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器．須恵乳紡錘車ト刀子 奈良 SI73→SI61→本跡

79 B 4 a 3 N －23 0－W 方　　 形 3．80 ×3．60 40～ 60 平坦 西壁 － － 1 － 竃 自然 土 師器，須恵器，羽 目，鉄 斧 平安 SI53→本跡→SD 7

80 B 3 e 9 N －26 0－W 方　　 形 3．30 ×3．20 33－ 35 平坦 一部
－ － －

竃 自然 土師器，不明鉄製品，鋳具 平安 本跡→S D 2 ・4

8 1 B 3 b 6 N － 3 0－W 方　　 形 3．00 ×2．80 60－ 70 平坦 全周 1 － 1 竃 自然 土師器，須恵器 平安 SI31→本跡

82 A 3 iO N －100－W 方　　 形 3．00 ×2．90 42～ 45 平坦 一部 ナ 4 1 1 竃 人為 須恵器，球状土錘，砥石 平安 S I13→本跡

83 B 4 d 2 N …180－W ［隅丸長方形］ 4．20 ×［3．60］ 12－ 22 平坦 2 － 1 － － 人為 弥生土器 弥 ・後 本跡→SI4 3

2　陥し穴

今回の調査で，陥し穴3基を検出した。以下，それぞれの特徴や出土遺物について記載する。

第1号熊し穴（SK－5）（第17二図）

位置　調査区南西部，C2a4区。

規模と形状　平面形は，長径4．00m，短径1．77mの不整楕円形で言栄さ123cmである。底面は平坦で，断面形は

Ⅴ字状を呈している。壁の上位は外傾して立ち上がり，底面に近いほど長径方向に平行に狭くなり，垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－590－E
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澤豊　9層からなる。不自然な堆積の状況がみられることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，白色粒子

少量，赤色粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中乳　白色粒子
少量，ローム中ブロック・炭化粒子・′小色粒千微量

3　褐　　色　ローム小ブロックやローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム太ブロック少量チ　赤色粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中登，ローム太ブロック少量，白色粒子も赤色
粒子微量

5　明　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒！中量．赤色
粒子微量

（う　橙　　色　ローム小ブロック多鼠　ローム大・中・ローム粒子
小結　鹿沼粒自微量

7　褐　　色　ローム小プロ、ソク多量．ローム中プロ、ソク・ローム

粒子中量，ローム太ブロック少量，炭化物微量
8　明　褐　色　ローム小プロ、ソク多量，ローム中ブロック・ローム

粒子中量，ローム太ブロック少量

9　黒褐色　ローム粒子少量

所見　本跡の北側は傾斜面になっており，長径が傾斜に対して直交するように構築されている。遺構の形態等

から縄文時代の陥し穴と考えられるが，出土遺物がなく正確な時期は不明である。

第相国　第　号陥』究実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　　　　こ」

㌫2号指し穴（SKL一は－）（第二‘はれ

位置　調査区西部，A2j7区。

規模と形状　平面形は，長径2．19m，短径1．28111の不整楕円形で言莱さ144cmである。壁はほぼ垂直に立ち上が

っている。底面は平坦で，木杭を立てた痕と思われる小ピットが2か所長径方向に並んでいる。小ピットは長

径30、43cm，短径25～3・1〔mの楕円形、底面からの深さ24～37cIuである。）

長径方向　N－10し、－E

一一一一∴

第閻翌掘　第　号陥』究実測図
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尊皇16層からなる。覆土にロームブロックを多く含むことや不自然な堆積の状況がみられることから，人為

堆積と考えられる。
土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子極微量

4　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子極微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，

ローム中ブロック。焼土小ブロック・焼土粒子極微

量

6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼粒子微量，ローム

小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物極

微量

7　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子極

微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子

微量，ローム中ブロック・焼土粒子・鹿沼粒子極微

量

9　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・鹿
沼粒子微量，焼土粒子・ローム中ブロック極微量

10　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量，炭化粒子・鹿沼粒子極微量

目　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中豊，ローム中
ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・鹿沼粒子極
微量

12　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中音，ローム小ブロ
ック少量，炭化粒子・鹿沼粒子極微量

13　明　褐　色　ローム粒千多鼠　ローム中・小ブロック・鹿沼粒子
極微量

14　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，鹿沼粒子
微量，焼士粒子・炭化粒子極微量

15　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，鹿沼粒子
微量，鹿沼中ブロック極微量

16　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・鹿沼粒子少量，
鹿沼中ブロック微量，ローム中ブロック・鹿沼中ブ
ロック極微量

所農　本跡の西側は傾斜面になっており，長径が傾斜に対して直交するように構築されている。遺構の形態等

から縄文時代の陥し穴と考えられるが，出土遺物がなく正確な時期は不明である。底面から検出されたピット

は，仕掛けを作製し，木杭などを設置するためのピットの可能性が考えられる。

第3号陥』究「馴矩醜）（第173図）

位置　調査区南東部，C4g5区。

規模と形状　平面形は，長径3．44m，短径1．88mの不整楕円形，深さ117cmである。断面形はV字状を里し，上

面に近づくにつれ，外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，連木を立てた痕と思われる小ピットが1か所

検出された。小ピットは長径39cm，短径30cmの楕円形，底面からの深さ29cmである。

長径方向　N－440－E

覆土10層からなる。覆土にロームブロックを含むことや不自然な堆積の状況がみられることから，人為堆積

と考えられる。

第相関　第　号陥』究実測図
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土層解説
1　明褐色
2　明褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

ローム粒子少量，炭化物粒子極微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・ロ

ーム中ブロック極微量

ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子極微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量，鹿沼粒子極微
量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，鹿沼粒子
極微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，鹿沼粒子

極微量

7　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

8　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量，ローム大ブロック・鹿沼粒子微量

9　橙　　色　鹿沼粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，

ローム大・中ブロック微量

10　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化粒子

極微量

所見　本跡の東側は傾斜面になっており，長径が傾斜に対して直交するように構築されている。遺構の形態等

から縄文時代の陥し穴と考えられるが，出土遺物がなく正確な時期は不明である。

表3　石原遺跡陥し穴一覧表

陥 し穴

番　 号
位　 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　　　 模

壁　 面 底　 面 覆　 土
備　　　　　　　　　 考

（土　　 坑　　 番　　 号）長径 ×短径 （m ） 深 さ（cm ）

1 C 2a 4 N －59 0－E 長　 楕　 円　 形 4．00 ×1．77 123 外傾 平坦 人為 （SK －5）

2 A 2 j7 N －10 0－E 長　 楕　 円　 形 2．19 ×1．28 144 垂直 平坦 人為 （SK 帥17）

3 C 4 g 5 N －44 0－E 長　 楕　 円　 形 3 ．44 ×1．88 117 外傾 平坦 人為 （S K －68 ）

3　土坑

今回の調査で，土坑88基を確認した。ここでは，土坑の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物等に特徴があ

るものについては文章で記述し，それ以外の土坑については一覧表に記載した。

第瑠考量坑（第181図）

位置　調査区南西部，B2g3区。

重複関係　本跡が第6号住居跡の竃付近を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，長径0．79m，短径0．60mの楕円形，深さ11cmである。底面は皿状で，壁は緩やかな傾斜

で立ち上がっている。

長径方向　N－70ローW

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　粘土大・小ブロック・粘土粒子ブロック多量，粘土

中ブロック中量

遺物　須恵器片2点，陶器片2点が出土している。

3　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

所見　揺り鉢片は江戸時代中期頃の瀬戸・美濃産と思われる。出土遺物が少なく，かつ細片であるため，本跡

の正確な時期は不明であるが，江戸時代中期以降と思われる。。

第6号豊坑（第174図）

位置　調査区南部，C3a3区。

規模と形状　平面形は，長径1．70m，短径1．05mの楕円形，深さ28cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。

長径方向　N－300－E

－214－



覆土　5層からなる。水平に堆積し，ロームブロックの包含が多いことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　明褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　明褐色　ローム小ブロック・炭化物少量，ローム中ブロッ

ク・ローム粒子・炭化粒子微量

5　明褐色　ロームノトブロック中量，ローム中ブロック・ローム

粒子少量

遺物　土師器片30点，土製品2点が出土している。第174図1は壷の口緑部片で覆土上層から出土している。2

の球状土錘は覆土下層，3の管状土錘は覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から4世紀中頃と考えられる。

簿華 二三‾二Il′
」〕二‾

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Lr－一一十一r一一A一一一一一一一一一一」

第174図　第6号土坑・出土遺物実測図

第6号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 174図 婁 A　 15．2 頚部か ら口緑部片。頸部は強 くくの 口緑部内 ・外面横 ナデ。頚部内 ・外 長石，石英，雲母 P 437，5％　 P L28

1 土 師 器 B　 （ 5．7） 字状 に屈 曲 し，口縁部 は外反す る。 面ナデ。 にぷい黄橙色 覆土上層

複合口緑。 普通 外面スス付着

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長　 さ（cm） 孔　 径 （c m） 重　 量 （g）

2 球　 状　 土　 錘 3．0 2．9 0．6 18．7 覆土下層 D P 13 4

3 管　 状　 土　 錘 2．1 2．7 0．5 7．1 覆土上層 D P 13 5

第10号土坑（第175図）

位置　調査区南東部，B2cO区。

重複関係　第25号住居跡の中央部分を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，長径1．02m，短径1．08mの不整楕円形，深さ14cmである。底面は平坦で，壁は横やかな

傾斜で立ち上がっている。

iニ
A28．6m

‾‾∈≡≡r　一

旦

⊥‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

［　　　l　一　一一一！

第175図　第10号土坑・出土遺物実測図

－215－
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長径方向　N－30。－E

覆土　2屑からなる。、ロームプロ、ソクを含むことから，人為堆積と考えられる．こ、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’一・歳化物・炭化粒J’中量．焼上位f一・歳

佗樹微意

2　黒　褐　色　炭化物・炭化粒J’・鋸占，ローム小プロ・ソク・ローム

粒子の炭化樹中量　廃土粒子微登

ゝ　　‥　さ・．　　′′ん．号、、・　　、、′，）．．・、．：く　ぼ．、　　′tで　　　′ノ．．′　、ノ：、

′　頭′・；・・．－　　　′‥　言・ヾ、．、一∴．∴　′、．一、ノ、’、fノ　‾、一九　一ノ・t′’′‾、－、∴、∴／’、ノ∴一′））ら

第臓骨患坑出丑遺物観察表

図版番号 種　 別 長さ総‡ 測 値 巨 質　 出 土 地 点　 備　 考

新 中 酎 潮 重量（g）
第膵削　 砥　 石 巨　 e射 4・中 ＋ 購 は飢湖 凝灰岩　　 覆土上層　　 i Q粥

二　　さ　、．‘㍉、　‥

位置　調査区西部　Å摘区。

重複関係　第4号溝に掘り込まれておi上　本跡が古い，。

規模藍形状　平面形は　長径。謂m　短径。鍼mの不整形　深さ射cmである。底面は平坦で　壁は緩やかな傾斜

で立ち上がっている。、

長径方向　N－59。－W

二1　∴言　亘、ノ　．′．／／、・・l′、」′′　一、．′：　′・′、　∴ノ′＼：Tl∴、‥′．・′こ

土層解説

1褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量言射ヒ粒捕吏微音：　こう　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム粒r小姑　ローム小プロ

2　明褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　、ソク少量，炭化粒千種微量

遺物　須恵器片1点が出上しているJ

所農　本跡の時期は出土土器から奈良時代と思われるが㌧　小首であることから正確な時期は不明である。

第錮考量琉　第柑固）

位置　調査区南部，C2a区。

親機藍形状　平面形は　長径。墟m　短径。鵬mの不整形　深さ翻cmである。底面は平坦で　壁は外傾して立ち

上がっている。．

長径方向　N－410－E

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。r

土層解説

1褐　　色　ローム粒子少品　ローム小プロ・ソク・炭化粒拍車微量　　3　明褐色　ローム粒守当一暴言封ヒ粒千微量
2　褐　　色　ローム粒f一少鼠　炭化粒r・微量

遺物　須恵器片1点が出土している。

∴－　ノ＼‘ノ、′′′ノ　ノミ・㍉ノ　i；　有　言こl・′、、、一∴／言／訂　′、・．′　′j；工、、一：′　∴　′！′′二、：・lニノ′、・′一　′・．′、ニ′

♪’二∴’二　　　、二．ノ、ご

位置　調査区軒部，B2諒区。

．ミ　　∴ノ　　　　二　　　ノノ　∴　　　′′ノ　　′　∴ノ・い′　－・言　′　　、．′．′．、′∴　ハ　、．　　ノ　′′；い、ノ
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で立ち上がっている。

長径方向　N－78。－E

尊皇　2層からなる。レンズ状を皇すことから，自然堆積と思われる。

土層解説

l　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微義，
炭化物極微量

2　褐　　色　ローム粒子少鼠　廃土粒子・炭化粒子極微量

遺物　弥生土器片2点，土師器片6点，須恵器片7点が出土している。第176図1は須恵器盤で，覆土中層から

出土している。弥生土器片は流れ込みである。

所農　本跡の時期は芦　出土土器の器形から8世紀後半と考えられる。

二　　　　　　　∴ニ＿一

1

‾－、＼叫、＿．、＿．＿圭ノヱ1．

0　　　　　　2m

巨二二二二二七二二二二ヨ

第膵図　第2号豊坑砂出立遺物実測図

第29号士坑出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

巨二二二土二二二二∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　 の　特　 徴 手　法　 の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第176図

1

盤 A　 は5．8］高台部から日縁部片。体部はやや内 日縁部，体部内。外面ロクロナデ。長石，石軋 針状鉱物 P 438，10％

須 恵器 B　　　 4．5 攣して外方へ開き，屈曲して日縁部 底部回転へラ削り後，高台貼り付 灰色 覆土中層

D ［9．2］

E　　 l．2

に至る。目線部は軽く外反する。高

台は外方へふんばる。

け。 良好

第轟超尊堂坑（第183回）

位置　調査区中央部，C3h3区。

規模と形状　平面形は，径1．50mの円形，深さ32cmである。底面は皿状で，壁は緩やかな傾斜で立ち上がってい

る。

尊皇　2層からなる。レンズ状を皇すことから，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量，

ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　陶器片1点が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土陶器から近世と思われるが，出土量が少なく正確な時期は不明である。

第5◎考量坑（第183回）

位置　調査区中央部，B3l〕8区し、

規模と形状　平面形は　長径。摘m　短径．鋸mの楕円形言袈さ33cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち

上がっている、、

長径方向　N－39－I三
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覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，　2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極微量

焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　明褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

遺物　須恵器片3点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から奈良時代と思われるが，小片であることから正確な時期は不明である。

第別号土坑（第183図）

位置　調査区南東部，B3b8区。

規模と形状　平面形は，長径1．15m，短径1．03mの楕円形言深さ24cmである。底面は皿状で，壁は緩やかな傾斜

で立ち上がっている。

長径方向　N－280－E

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。
土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子極微量　　2　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

所見　本跡の時期は，出土遺物がなく不明である。

第錮号豊坑（第177図）

位置　調査区中央部，B3b7区。

規模と形状　平面形は，長径1．87m，短径1．42mの楕円形，深さ40cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。

長径方向　N－490－E

覆土　2層からなる。ロームブロックを包含していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土粧　　　　2　明褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム中
子・炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　土師器片2点が出土している。第177図1の土師器嚢は西側壁の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少ないが，1の嚢の器形から8世紀前半と思われる。

A28．6m

l‾‾＝≡≡＝ユニ

1

二二一＿ノ‾
萄

0　　　　　　　2m

」二二二二土二二＿」

第膵7図　第錮号丑坑◎出立遺物実測図

第54号土坑出土遺物観察表

10cm

「　　l　　＿＿二」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色講巨焼成備　　考

第177回襲A　［16．6］体部から目線部片。体部は内攣して休部外面剥離のため，調整痕不明。長石濱且小礫月色粒子P439，5％

1 土　師器B　（8．4）立ち上がる。頚部は屈曲し，口縁部

は外反する。

目線部内・外面横ナデ。 にぷい橙色

普通

西側壁覆土上層
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第58号土坑（第178図）

位置　調査区中央部，B3a9区。

規模と形状　平面形は，長径2．72m，短径2．48mの楕円形，深さ34cmである。底面はほぼ平坦であるが，北部が

やや高い。西壁はほぼ垂直に立ち上がり，東壁は外傾して立ち上がっている。

長径方向　N－620－W

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小プロ　　　3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

ック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　明褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロッ
ク・炭化粒子微量

遣物　土師器片9点，須恵器片3点，石製品1点が出土している。第178図1の須恵器高台付杯は北東部の覆土

下層，2の石製紡錘車は中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後半と考えられる。

第178図　第58号土坑・出土遺物実測図

第58号土坑出土遺物観察表

2m O

図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第178図

1

高台付杯A ［13．7］高台部から口縁部片。体部は下位に口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体長石，雲母，白色粒子P亜0，餌％　PL28

須恵器B　　　6．1 稜を有し外傾して立ち上がり，口緑部下端回転へラ削り。底部回転へラにぷい黄橙色 北東部覆土下層

D　　　8．9

E　　l．2

部に至る。高台はハの字状に開く。削り後，高台貼り付け。 良好

図版番号種　　　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　　 考
径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

2 石製紡錘車（4．1）（0．9）（0．9）（10．5）粘板岩 中央部床面． ‘Q91　　　　　 PL33

第65号土坑（第179図）

位置　調査区南東部，C4h6区。

規模と形状　平面形は，長径0．78m，短径0．66mの楕円形，深さ48cmである。底面は凹凸があり，壁は外傾して

立ち上がっている。

長径方向　N－170－W

覆土　2層からなる。ロームブロックを含有していることから，人為堆積と思われる。
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⑥過廃篭首空間芋0　　　　　、　　　　　　　　　10cm

∴　＿‥　＿　‥　　j
虹」

∴∴′・二：J　∴：豆　－＿lン　「、二、去れ芸定一誉く

土層解説

l　掲　色　ローム中プロ、ソク′描・ローム粒J㌧微乱射ヒ粒了一　　2　明褐色　ローム粒子多量，ローム中プロ、ソク少鼠炭化粒子

極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極微量

遺物　須恵器控2点が出土している。第膵図　は須恵器盤で　中央部の床面から出土している。

所農　本跡からの出土土器は少ないが　盤の器形から8世紀後半と考えられる。

第磁号土塊出立遺物観察表
図版番号 器 種 桓 測値総m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 匪 日 掛 彿 十 五 頂

第1押図　　 盤　　 B　 L ．封　高台部から休部片∴休部はやや内攣　目線肛　 体部内・外面ロクロナデ∴ 長有，石英†小礫　 PJ壮 10％
1　　 須 恵　器　D　　 l」 して外方へ開く∴高台は外方へふん　休部下端回転へラ削りノ底部回転へ 青灰色　　　　　　 中央部床面

E　 言山1 ぼる㍉　　　　　　　　　　　　　 ラ削り私　 高台貼り‖十「 良好

∴∵′ニ1∴．‘∴ふ！畑

位置　調査区南東部，〔つ115区∴、

．ご－ヾC言∴　　　　∴　ェ∴′　t－　‥　H H∴：し・′　言　′ノ、lノ二′、′｛＼ら　jj、・　∴　　　　了工　∴　、．

上がっている。二、

ノ＿　＿　・′　′ノ　ー．、′ノ　ノ・′／ノ．・、　　・、＼′：　　f′、．　千、、：∴　一．‥、′．）∴∴

土層解説
ユ　褐　　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子極微豊

長径方向　N一封㌧lI王

道物　日抽器引‾1点が出上しているし、

2　明褐色　ローーム粒J’一多量

所農　本跡の時期はタ　出土土器から奈良時代と思われるが，小片であることから正確な時期は不明である。

第8尊堂琉　第柑固）

位置　調．査区中央部，B3bl区、、

：て‾′rえら、告　′㍉∵三∵・、上LJ、一・㌦1一く．．′L、二項ご∴ノー三　′′∴て一′：、、；‾言　量∵‥：、．一、＿・一二∵′∴ノ．7日、告二、、

で立ち＿1二がり，上面でわずかに外傾している。。

長径方向　N－32。一一E

尊堂　2層からなる。レンズ状を望していることから資　自然堆積であると思われる。

土層解説

1褐　色　ローム粒千少品　ローム4、プロ、ソク微量・炭化粒‾J’－　　2　明褐色　ローム粒川∫鼠　炭化粒子極榔1－1：
極微量

遺物　須恵器片1点が出上している、、

・ン・．二　／・＼古ノ∴　′こ　こ・　ノ．穴．ノ　∴‘一、、′）′立′／′、　　・′、′ノ、′／　　′一　・・′　了、r′．こ

第鵬尊堂琉　第摘囲）

位置　調査区北部撃　Å3露区。
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規模と形状　平面形は，長径1．67m，短径1．57mの不定形，深さ30cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち

上がっている。

長径方向　N－160－E

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。
土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

遺物　土師器片2点が出土している。

2　褐　　色　ローム粒子少量

所見　本跡の時期は，出土土器から奈良時代と思われるが，出土量が少なく正確な時期は不明である。

第91号土坑（第180図）

位置　調査区中央部，A3j7区。

規模と形状　平面形は，径0．68mの円形，深さ23cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土居解説

1　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　椀状鉄津が出土している。第180図1の鉄津

は中央部の覆土上層から出土している。

所見　本跡は，不明鉄製品が出土した第31号住居

跡の北側に位置し，椀状鉄津が出土していること

から第31号住居跡との関連性が考えられる。時期

を特定できる出土遺物はないが，第31号住居跡

（8世紀前半）と同時期の可能性も考えられる。

第91号土坑出土遺物観察表

2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，炭化物極微量

竃左‾　く：＝フ
0　　　　1m　　　　　　　　　　　0　　　　　5cm

」＿i＿∃　　　　　　　　　＝

第180図　第91号土坑・出土遺物実測図

図版 番 号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長　 さ （cm） 幅 （C瓜l） 厚　 さ （cm） 重　 量 （g）

第 18 0図 1 鉄　　　　　 津 8．7 6．2 3．1 220．9 中 央 部 覆 土 上 層 M 2 0

第92号土坑（第185図）

位置　調査区東部，C4aO区。

重複関係　第69号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　平面形は，径2．10mの円形，深さ145cmである。底面は皿状で，壁はほほ垂直に立ち上がり，上面

でわずかに外傾している。

覆土10層からなる。4層まではロームブロックを多く含むことから人為堆積，5層以下はレンズ状に堆積し

ていることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロ

ック・炭化粒子微意，焼土粒了・極微量
2　明褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子

極微量

ー221－



3　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極微量
・1明褐色　ローム小プロ、ソク中鼠　ローム粒千少量

5　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒千少鼠　炭化粒j’・

極微量

6　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・炭化粒子少鼠　鹿

沼粒子微量

7　褐　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒子少鼠　鹿沼小プロ、ソ

ク微量，炭化粒子極微量

遺物　土師器片1点が出土している。

8　褐　　色　ローム粒子・鹿沼粒子少鼠　ローム小ブロック微量，

炭化粒子極微量

ゝ）明　褐色　ローム粒子・鹿沼粒了・少晶∴　ローム小プロ、ソク・鹿

沼小ブロック微量

10　褐　　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・鹿沼小ブロッ

ク・鹿沼粒子微量

所凰　本跡は土坑として調査を行ったが，深さから井戸の可能性も考えられる。出土土器が少なく正確な時期

は不明である。

第錮尊皇痍（第温85回）

位置　調査区酉部，A2hO区。

規模と形状　平面形は，径0．82mの円形，深さ15cmである。底面は平坦で，壁は緩やかな傾斜で立ち上がり，上

面でわずかに外傾している。

長径方向　N－440－E

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼士粒

子e炭化粒子極微量
2　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中・小プロ・ソク中量，ロー

ム太ブロック少量

遺物　須恵器片3点が出土している。、

所農　本跡の時期は資　出土土器から奈良時代と思われるが，小片であることから正確な時期は不明である。
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表4　石原遺跡士坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模

壁面 底 面 覆土 出　 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複 関係旧→新j長径 （軸）×短径 （軸）（m ）深 さ（cm）

1 B 2g 3 N －70 0－W 楕　 円　 形 0．79 ×0．60 11 緩斜 皿状 自然 揺 り鉢片 SI6 －→本跡，江戸中期 以降

2 B 2h 6 N …40 0－W 不　 定　 形 2．43 ×1．30 52 緩 斜 皿状 自然

3 C 3c l N －20 0－E 不　 定　 形 2．69 ×0．84 33 緩斜 皿状 自然

4 C 3 c l N －13 。－W 楕　 円　 形 1．26 ×1．06 17 外傾 平出 自然

6 C 3 a 3 N －30 3…E 楕　 円　 形 1．70 ×1．05 28 緩斜 平川 自然 土師器庸 ト球状土錘・管状土錘 古墳 時代前 期 （4 世紀 中頃）

l．．▼／ B 3 h 7 N －73 0－W 隅 丸 長 方 形 1．78 ×1．28 42 緩斜 皿状 自然
l

8 C 3 b 3 N －32 0－W 隅 丸 長 方 形 1．12 ×0．68 19 外傾 平坦 自然

9 C 3 a 3 － 円　　　　 形 径0 ．40 21 外傾 平坦 自然

10 B 2 c O －
円　　　　 形 径1．05 14 緩斜 平坦 自然 砥石 ・土師器片 SI25→本跡，奈良時代

11 B 3 C7 N －57 0 －W 長　 方　 形 6．2 3 ×2．08 10 緩斜 平坦 自然 SI32→本跡

12 A 2 h7 N －36 0 －W 不　 定　 形 0．96 ×0．93 77 緩傾 凹凸 人為

13 A 2g 7 N －59 0－W 不　 定　 形 2．28 ×0．94 41 緩斜 平坦 自然 須恵器片 本跡→SD 4，奈良時代

14 A 2h 7 N －57 0－W 不 整 長 方 形 1．28 ×1．16 35 緩斜 凹凸 人為

18 B 2 j7 － 不　 整　 円　 形 1．18 ×1．16 15 媛斜 平川 自然

19 C 2 a 7 －
不　 定　 形 2．51 ×1．81 22 外傾 平坦 自然

20 B 2j 7 N －62 0－E 不　 定　 形 1．55 ×1．25 16 緩斜 平坦 自然

21 B 2 j 7 N －7 0－W 楕　 円　 形 1．57 ×0．89 25 外傾 平坦 自然

22 B 2 j 7 N －90 0 楕　 円　 形 1．20 ×0 ．80 34 垂直 凹凸 人為

23 C 2 a8 N －5 8 －W 楕　 円　 形 1．50 ×0 ．73 25 垂直 平坦 自然

24 C 2 a9 N －4 10 －E 不　 定　 形 1．46 ×1．03 20 外傾 平坦 自然 奈良時代

25 B 2 j9 N －43 0…E 隅 丸 長 方 形 1．90 ×1．10 23 外傾 平坦 自然

2 6 B 2 i8 N －40 0…W 楕　 円　 形 1．10 ×1．00 20 外傾 平坦 自然

2 7 B 2 b 7 N －52 0－W 隅 丸 長 方 形 1．20 ×0．80 35 横斜 凹凸 自然

28 B 2 b 6 N －30 0－W 楕　 円　 形 1．30 ×1．20 27 外傾 平坦 自然

29 B 2 a 7 N －780 －E 不　 定　 形 2．30 ×0．70 15 媛斜 皿状 自然 須恵器 （盤），土師器片 奈良時代 （8 世紀後半）

30 B 2 b 8 N －32。－W 楕　 円　 形 0 ．70 ×0．60 35 外傾 凹凸 人為

31 C 2 a 7 N －2 40 －E 楕　 円　 形 0．80 ×0．60 15 緩斜 皿状 自然

32 B 2 i7 N ‾－4 70 －W 楕　 円　 形 1ユ0 ×0 ．80 25 外傾 凹凸 人為

33 C 2d O N －76 。－W 不　 定　 形 2．00 ×0 ．80 50 外傾 凹凸 人為

34 C 2 C9 N －3 10－E 隅 丸 長 方 形 1．90 ×1．20 40 緩斜 皿状 自然

35 C 2 C 8 N －32 0－E 隅 丸 長 方 形 1．90 ×1．50 28 外 傾 平坦 自然

陶器片

須恵器片　　　　 l

江戸時代

奈良時代

3 7 B 2 e 4 N －65 0…W 楕　 円　 形 0．90 ×0．70 85 外 傾 凹凸 人為

38 B 2 f4 N －32 0－E 隅 丸 長 方 形 1．25 ×0．80 38 外傾 平坦 自然

39 B 2 f5 N －0 0 楕　 円　 形 1．30 ×1．10 20 緩斜 皿状 自然

40 B 2 f6 N －25 0－E 隅　 丸　 方　 形 1．25 ×1．10 20 緩斜 平坦 自然

41 C 2 j 2 N －33 ニーE 不　 定∵ ・形 2．35 ×1．75 50 外傾 凹凸 人為

42 C 2 i2 N －200 －E ［楕 円 形 ］ 1．50 ×（1．30） 35 横斜 凹凸 人為

43 C 3b 4 N －9 0 －W 不　 定　 形 2ユ0 ×1．40 30 外傾 凹凸 人為

44 C 3h 3 － 円　　　　 形 径1．50 32 緩斜 皿状 自然

45 B 3 f2 N －45 0 －W 不　 定　 形 1．80 ×1．60 35 緩斜 凹凸 人為

46 B 3e 2 N －63 0 r w 隅 丸 長 方 形 2．80 ×2．00 48 外傾 凹凸 人為

4 7 B 3 f4 N －30 0－E 楕　 円　 形 1．25 ×1．00 15 緩斜 平坦 自然

48 B 3 b 7 －
円　　　　 形 径1．20 30 外傾 凹凸 人為

49

50 i

B 3 b 8 N －5 0－E 楕　 円　 形 2．3 1×1．17 30 緩 斜 皿状 自然

B 3 b 8 】N －39 0－E I 楕　 円　 形 1．14 ×0．9 1 33 外傾 l 皿状 l 自然 I
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土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模

壁面 底 面 覆土 出　 土 遺 物
備　　　　　 考

（重複関係旧→新）
長径 （軸）×短径 （軸）（m ）深 さ（cm）

51 B 3 b 8 N －28 0－ E 楕　 円　 形 1．15 ×1．03 24 横斜 皿状 自然

52 B 3 b 7 －
円　　　　 形 1．04 ×0．96 16 外傾 皿状 自然

53 B 3 b 7 N －10 。－E 楕　 円　 形 1．02 ×0．90 29 外傾 平坦 自然

54 B 3 b 7 N －490 － E 楕　 円　 形 1．87 ×1．42 40 外傾 平川 自然 土 師器 （襲） 奈良時代 （8 世紀前半）

55 B 3 a 7 N …55 ㌧…E 隅 丸 長 方 形 1．49 ×0．84 30 外傾 平坦 自然

56 B 3 a7 － 円　　　　 形 径 1．14 40 外傾 凹凸 人為

57 B 3a 3 N …13 0 …E 楕　 円　 形 1．05 ×0．83 25 外傾 平坦 自然

58 B 3a 9 N －62 。－W 楕　 円　 形 2．72 ×2．48 34 外傾 平坦 自然 須恵器 （高台付杯）．，紡錘車 奈良時代 （8 世紀 後半 ）

59 B 3 a 8 N －33 。－E 不 整 楕 円 形 1．62 ×0．82 30 外傾 平坦 自然

60 B 3 a 8 － 円　　　　 形 径1．00 30 外傾 平坦 自然

61 A 3h 4 －
円　　　　 形 1．02 ×0．91 40 外傾 凹凸 人為

62 B 3 b 9 N － 7 ご－11や 不 整 長 方 形 2．83 ×1．25 29 外傾 皿状 自然

63 B 3 c O 1 －56 コーE 不 整 楕 円 形 1．76 ×1．39 70 外傾 平坦 自然

64 B 3 d 9 Y －22 。－W 楕　 円　 形 0 ．88 ×0．72 34 外傾 平坦 自然

65 C 抽 6 N －17 。－W 楕　 円　 形 0．78 ×0．66 48 外傾 凹凸 人為 須恵器（盤） 奈良時代 （8 世紀後半）

66 C 4 f7 N －19 0 …E 不 整 長 方 形 1．52 ×1ゥ22 48 外傾 凹凸 人為

67 C 4 h 5 N －24 0－ E 楕　 円　 形 1．6 5 ×0．95 23 外傾 皿状 自然 土師器片 奈良時代

69 C 4 f 6 N －78 。－W 楕　 円　 形 0．86 ×0．70 18 外傾 皿状 自然

70 C 4 f 5 N －鮮㌧ W 楕　 円　 形 0．82 ×0．70 30 外傾 皿状 自然

71 C 4 f 5 －
円　　　　 形 径0．80 25 外傾 平坦 自然

72 C 4 f6 N －48 0 － E 楕　 円　 形 0．98 ×0．84 18 外傾 平坦 自然

73 C 4g 7 N －77 9 －W 楕　 円　 形 0．73 ×0．50 39 外傾 平川 自然

74 C 4 d 5 N －14 0 －E 楕　 円　 形 0．80 ×0．68 30 緩斜 凹凸 人為

75 C 4C 6 N … 0 0 楕　 円　 形 1．60 ×1．15 38 外傾 凹凸 人為

76 C 4 a 7 － 円　　　　 形 径1．04 22 緩斜 皿状 自然

77 B 4 e 9 N －58 0－、W 楕　 円　 形 0．83 ×0．68 16 外傾 平坦 自然

78 B 4 f8 N …56 0－ E 楕　 円　 形 0．86 ×0．68 28 外傾 平坦 自然

79 B 2 d O N －49 0－ E 隅 丸 長 方 形 2．78 ×1．76 22 外傾 平坦 自然

80 A 3 i9 N －17 0－W 楕　 円　 形 1．10 ×0．80 69 外傾 凹凸 人為

8 1 B 3 b l N －32 0－ E 楕　 円　 形 1．8 1 ×1．20 25 外傾 凹凸 人為 須恵器片 奈良時代

82 A 3 jO N － 2 0－ E 隅 丸 長 方 形 1．18 ×1．00 21 外傾 平坦 自然

83 A 3 h 6 N －47 0－ E 楕　 円　 形 1．70 ×1．42 58 外傾 凹凸 人為

84 A 3 g 5 N 」ぱ －W 楕　 円　 形 1．70 ×1．20 34 外傾 平坦 自然

85 A 3 f6 N －16 0－ E 不　 定　 形 1．67 ×1．57 30 外傾 皿状 自然 土 師器片 奈良時代

86 A 3 f7 N －150 －W 楕　 円　 形 1．92 ×1．35 24 緩斜 平坦 自然

87 A 3jO N －310 － E 楕　 円　 形 0．97 ×0．8 1 17 外傾 皿状 自然

88 A 4h l － 円　　　　 形 径 1．24 29 外傾 平坦 自然

89 A 3 iO N －17 9 －W 楕　 円　 形 1．08 ×0．88 13 外傾 平坦 自然

90 B 4 g 6 － 円　　　　 形 1．23 ×1．12 168 外傾 皿状 自然

91 A 3 j7 － 円　　　　 形 0．70 ×0．64 23 外 傾 平班 自然 鉄淳 奈良時代 （8 世紀前半）

92 C 4 a O －
［ 円　 形 ］ 径【2．10】 145 外 傾 平坦 自然 土師器片 SI69→本跡

93 A 4 i4 －
円　　　　 形 1．71 X l．62 135 垂 直 平坦 自然 S I77→本跡

94 A 2h O －
円　　　　 形 径0．83 15 外傾 平坦 自然 須恵器片 奈良時代
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4　掘立柱建物跡

今回の調査で，調査区の北部から，建物跡2棟を確認した。奈良e平安時代のものと思われるが，出土遺物

がほとんどなく，時期を限定することができなかった。以下，それぞれの特徴や出土遺物について記載する。

第瑠考掘童櫨建物跡（第186回）

位置　調査区北西部，A3C3区。

規模　東西3問，南北2間の建物跡で，柱間寸法は，桁行1．5～1．6nl，梁行1．5－1．8nlである。柱穴の掘り方は平

面形が長径37～75C恥　短径35～54cmの楕円形，深さ33～49cmである。抜き取り痕はP4～P6．P8～PlOで

確認されている。

長軸方向　N－90J

覆土　3層からなり，ロームブロックを含むことから人為堆積と思われる。3層は硬く締まっている。

掘り方土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量

3　褐　　色　ローム中ブロック多鼠　ローム大ブロック中量

第欄愚図　第　号掘童櫨建物跡実測図
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遺物　遺構確認面から土師器の体部片が2点出土している。

所見　出土遺物が極めて少なく，細片であるため，本跡の時期は不明である。

第2号掘立櫨建物跡（第187図）

位置　調査区北西部，A3C5区。

規模　東西3間，南北2間の建物跡で，柱間寸法は，桁行1．4～1．7m，梁行1．7～1．8mである。柱穴の掘り方は平

面形が径35～45cmの円形，深さ25～62cmである。抜き取り痕はP4～P7で確認されている。

長軸方向　N－810－W

覆土　単1層であり，ロームブロックを含有する暗褐色土からなる。
掘り方土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

所見　本跡は，出土遺物がなく時期は不明である。

ヒ　　　‾埼

〕哀3。6

話頂87則　第2号鼠立柱産物跡実測図
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5　溝

今回の調査で，調査区中央部から5条，西部から2条，南部から1条，計8条の溝が確認された。ほとんど

の溝は，覆土が薄く，出土遺物がほとんどないことから，性格や時期は不明であるが，最近の地籍図の筆境と

溝の位置がほぼ一致することから，土地の区画的な役割に利用されたものと考えられる。また，根切り溝の可

能性も考えられる。

確認された溝（第1・188図）の特徴や遺物については，一覧表に記載する。

第1号溝土居解説（A）
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・

礫微量
第1号溝土層解説（C）　（D）　（E）
1　褐　　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子極微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量
3　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，ローム中

ブロック・炭化粒子極微量

土28．6m　＿

「⊂真：7‾‾‾S。，

土28．6m
‾、くべ止ノ7‾

SDl

－28．0m
2

一一で岩岳グ‾‾S。。
3

上28．6。，　＿

「正夢r sD．

P　28．8m

‾‾ヽ鑓ここ査±＝ク‾

T
－28．6m　　－

「こフ‾S。，

X
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‾‾ヽ二子コここ±芦一一一

2 SFl

2

二密二二。，

「琵‡ラr s。2

一事声「。。。

1

‾蒋「sD4

0

第1・2号溝土層解説（B）
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量（1層より濃い）
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

‾『至ア‾
SDl
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第188図　第1～7号溝・第1号道路跡土層，第3号溝出土遺物実測図
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第2号溝土層解説（自

1　暗　褐　色　ローム粒Jナ・申軋　ローム小プロ、ソク少量．礫微量

ご　暗　褐　色　ローム粒子中量．炭化粒J’・極微量

ニ1暗　褐　色　ローム粒J’－中量．ローム小ブロック少；－11二

第2号溝土層解説（G）

l　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム中プロ・リク少鼠　ローム小

プロ、ソク微量．焼自拉千・歳化粒子極微量

ご　褐　　色　ローム粒子中ぷ∴　ローム中ブロック・粘目白’・少量

第2号溝土層解説（H）

1褐　　色　ロームl巨プロ、ソク・ローム粒J’一少量．炭化粒召敬量

2　褐　　色　ローム粒子「・少鼠　炭化粒千微量

：う　明　褐　色　ローム粒J’中量．炭化粒J’・少量

第3号溝土層解説（日

1　褐　　色　ローム粒j’－少品　ローム小ブし「ソク・焼l＿二粒j’・・炭

化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒J’一少量．ローム小プロ、：ノク・炭化粒f一微量

：う　褐　　色　ローム粒f・少鼠　ローム小プロ、ソク微量

第3号溝土層解説（の

ユ　褐　　色　ローム粒子少靂

2　褐　　色　ローム粒J’・少量．炭化粒J’一微量

ニ1褐　　色　ローム粒j’・・ローム小プロ、‥ノク少品　炭化粒J’・極微

量

11　明　褐　色　ローム粒J「・少量

5　明褐色　ローム粒子少選

第3号藩出土遺物観察兼

第3号溝土層解説（K）

1暗褐　色　ローム粒J’・少量．尉ヒ粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒ナ・ローム小プロ、ソク少量

：う　褐　　色　ローム粒千中量．炭化粒子少量

・－1暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

5　褐　　色　ロー！、粒千少量．ローム小プロいノク微量

第4号溝土層解説（L）

1褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒J’・少量．ローム大

ブロック微量，炭化粒子極微韻

2　褐　　色　ローム粒川一品　ローム申・小ブロック少ぷ∴　射ヒ

粒子微量

第4号溝土層解説（M）

1暗褐色　ローム粒J’‥少量．射ヒ粒子極微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少昆∴　尉ヒ粒J’一極微

量

第5号溝土層解説（N）（○）（P）

1　褐　　色　ローム粒子少量．ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　明褐色　ローム粒千中量，炭化粒子桓微量

第6号溝土層解説（0）（R）（S）

1暗褐色　ローム粒J’一中量．ローム小プロ、ソク少量．ローム中

プロ・ソク微鼠　焼上極微量

第7号溝土層解説（丁）

l　暗褐色　ローム粒f・－‾国号∴　ローム小プロ・ソク少量．ローム中

ブロック微量．焼上極微量

第7号溝土層解説（∪）（∨）（W）

1暗褐色　ローーム粒千多量．ロー・ム小プロ、ソク少－．：一一i∴　ローム中

ブロック微量

図版番号 器 健 棒 測郎 m　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色調 の焼成　 備　 考

第188囲 林　　 H＋ （ヱ＝　 底部か ら体制 「 辛船 体 部か ら外　 体部内 ・外面 ロクロナデ÷底部回転　 表れ 石 英．雲母　 P ÷12． 5 ％

l 須 恵 器　 し　　 6・5　 傾 して立ち十が る㍉　　　　　　　 ヘ ラ切 り衡 ナデ．底部 に 「＝」の　 灰哉色　　　　　 覆土中層

ヘラ記号∵　　　　　　　　　　　　 良好

表5　石原遺跡溝一覧表

濃 位 置　 方 向　 形 壷 司宝 中 毒 証

断　　面 覆土 出土遺物　 漂旧間即 日議

車 f4～B3d8恒 30…E　　 桓連中 5ま∫車 28～0・86 0・64～0・10 14～20 夕礪
緩やかなU字状 自然　　　　　　 Slm ・20・トヱ・3→本跡

葎 肺 顔 中 櫛 引 読 一中 の字中 1ぷ車 4… 月中 2… ・54 15～3車 傾 轟やかなU字状 自然i　 恒 瀞 瀾

14～30 緩斜 緩やかなU字状 自然　須恵器磨右　SIL的→SDヰ・8・本跡3　B2C4～Å1i9　N…42㌧E　　　　　 蛇行潮目日射播）摘．舶～ま．20　0。28～0．60

車 g警 吏 空 才 …　 拉彿 棒 挿 26爛 車 輔 車 や 恒
緩やかなU字状 自然！　 極 刑 2・37．39・舗輔SK13じSD3瀾

小 鮒 戦 車 －100－E　　 恒 中 3・2車 26～1・中 9… 02 匡 謝 外傾
逆台形状 醜 ！　 匪 腑 欄

6　B3d9～Å4g3　N…35㌧E　　　　　 直進状 （37．9）0．30～0．66　0．08～0．32 12～25　外傾 緩やかなU字状 自然i isヱ26・33や55→SD7藩跡

7 B3d距Å4g4 N－358－EチN－55C…中 略中 3・3車 3… ・車 … ・2 巨 弓 外傾
緩やかなU字状 醜 i　 巨‡79→S隙 本跡

8 B2hO～B2iO N欄 欄 9Ⅳ－959－E 空 車 聖 桓 瀾 恒 棚 中 尋 外傾 緩やかな日宇状 自然 須恵希望：…＿＿＿＿＿座 →SD 瀾

′′　　′′く′二∴シ・

ノ　ノノ．′　　　‘′　こ　l了　′、　ノ　　′．　　ノ、　一′　′・り∴′誹　＿′ノ　　　・′′

′　　　　一′一　　′　　′

位置　調査区北西部学　風2e7区。
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規模と平面形　長軸3．65m，短軸1．94nlであi上　平面形は不整楕円形である。

主軸方向　N－250－E

璧　壁高は15cm前後で，ほぼ垂直に立ち上がり，一部外傾して立ち上がる。壁は厚さ20－40cmで，粘土と砂粒

少量を混ぜて構築され，火熱を受け赤愛し，硬くしまっている。
窯壁断ち割り土層解説

1黒褐色　炭化物0炭化粒子多鼠　ローム粒子8炭化材中鼠
焼土中ブロック・焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　粘土小ブロックさ砂粒多量，粘土中ブロック中巌

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠　焼土粒子
少量，焼土中ブロック微量

前庭部　平面形は，長径1．80m，短径0．36mの長方形であり，炭化材e焼土が散在している。

焚招部　幅36cm，長さ15cmで，底面は皿状で，火熱を受け赤色硬化している。閉塞部は幅20cm，長さ摘棚であ

る。

炭化室　平面形は長径．80m，短径上02mの楕円形で，天井部は崩落している。底面はほぼ平坦で，焚日部付近

は火熱を受け赤愛している。

煙道部　奥壁中央部に位置し，外傾して立ち上がる。火熱を受けてタ　赤愛し，硬く締まっている。

尊皇　3層からなる人為堆積と思われる。炭化室の下層から炭化物が多量に，煙道部からほ焼土。炭化物が多

量に検出された。

土層解説

l　暗褐色　ローム粒子多鼠　焼土中ブロック・焼士粒子中量，
炭化物少量，炭化材微量

2　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，ローム粒子0焼士粧子中鼠
炭化材少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，ローム小ブロック・
焼土中・小ブロック・白色粒子少量，炭化物微量

遺物　覆土中から，土管片5点，弥生土器片2点，土師器片5点，須恵器片3点，切石1点が出土している。

・も官、魯
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第瑠骨膜窯跡◎出藍遺物実測図
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土管片は煙道部付近の床面から出土している。第189図1の切石は前庭部南側の覆土中から出土している。

所見　本跡は，西側に下る斜面部に構築されている。前庭部の南側から出土した切石は窯壁材として使用され

たものと考えられる。出土遺物e形状及び聞き取り調査から，当跡は戦前に構築されたもので，戦後まで使用

されていたものと思われる。

第1号炭窯跡出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

第 18 9図 1 石　　　 臼 1 3．6 1 1．8 9．1 175 2．3 砂岩 前庭 部南側覆土中 Q 9 3下 目敷石への転用

7　道路跡

今回の調査で，道路跡1条を検出した。以下，検出された道路跡について記載する。

第瑠号道路跡（第1噌188図）

位置　調査区南東部，C4C5区からC5cl区。

重複関係　第67号住居跡，第71号住居跡，第69号住居跡，第75号士坑の覆土の上面から確認されている。

規模と形状　全長32m（東西方向＝約22m，南北方向＝約10m），調査できた範囲で上幅62～75cm，下幅60～62cm，

深さ8－10cmである。断面は緩やかなU字状である。上面はほとんど削平され推定の域をでない。

方向　調査区南東部から東方向に伸び，斜面部のC5clで北と南方向に分岐する。北方向へは斜面に平行し延

びていくものと思われる。南方向へも斜面に平行し調査区外へ延びていくと思われる。

覆土

土層解説（X）
1　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック少量

所見　本跡は，第67号住居跡，第71号住居跡，第69号住居跡，第75号土坑の覆土の上面に存在することから，

時期は，これらの遺構よりは新しいと思われる。出土遺物はなく，詳細は不明であるが，一部硬化面が遺存し

ており，道路として利用されたものと考えられる。

8　遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わず，試掘，表土除去，遺構確認の段階で出土した遺物がある。ここではその中か

ら，特色のあるものを抽出し，拓影図，実測図及び観察表で掲載した。（第190e191回）

8－22は弥生土器片の拓影図である。8　e　9は口縁部片で，8の口唇部には縄文原体による押圧が施され，

目線部には4条を単位とする櫛歯状工具による波状文が巡り，頚部との境には3条の隆帯が巡る。9の口唇部

にはヘラ状工具による刻みが施され，突起がつく。目線部には4条を単位とする櫛歯状工具による波状文が巡

る。11－13は頚部片で，11は櫛歯状工具による平行沈線で分割され，胴部との境には連弧文が巡り，下位には

附加条二種（附加1条）の縄文が施されている。12は5条を単位とする櫛歯状工具による平行沈線で分割され，

区画内には波状文が施されている。胴部との境には連弧文が巡る。13は6条を単位とする櫛歯状工具による平

行沈線で分割され，区画内には波状文が施されている。10の胴部片は，附加条一種（附加2条）の縄文が施さ
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れ，羽状構成をとる。且4～20は底部から胴部片である。14の胴部には附加条二種（附加1条）の縄文が施されタ

底部は砂昌痕である。15の胴部には附加条二種潮加l条）の縄文が施され　底部は布目痕である。蟻の胴部

には附加条二種（附加1条）の縄文が施され，底部は布目痕である。鼠7の胴部には附加条二種（附加1条）の

縄文が施されタ底部は布目痕である。且8の胴部には附加条の縄文が施され，底部は布目痕である。鼠9の胴部に

は附加条二種（附加1条）の縄文が施され資　底部は布目痕である。20の胴部には附加条二種（附加1条）の縄

文が施され，底部は布目痕である。21は瓦質土器壷の体部片でタ　体部上位には5条を単位とする櫛歯状工具に

よる波状文が巡る。霊は瓦質土器香炉の体部片で　スタンプ状工具による瑞雲文，下位には印花文が巡る。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （m ） 文　　　　　　　　　　　 様 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第190図 小形広 ＝壷 B　 （2．0） 底部か ら胴部 片。胴部 には，附加条文が施 される。底部は 長五　 右嵐　 霊性　 砂粒 P t 13， 10％

1 弥 生 土 器 C　　　 4．6 砂 昌痕 である。 にぷい黄橙色

普通

遺構確認面

図版番号 器　 種 計測値 （cm〉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　 考

2

椀 B　 （5．6） 目線部一部欠損。平底。体部は内攣 目線部内 ・外面横 ナデこ体部外面横 長石 ，石英，雲母 P初 ，95％　 PL28

土 師 器 C　　　 7．3 気味に外傾 して立ち上が り，口縁部

に至 る。

位のへラナデ，内面ナデ。 にぷ い赤褐色

普通

遺構確認面

3

聾 Å　 白7．1］ 体部か ら日縁部片。体部は内攣 して 目線部 内巨 外面横ナデ。 賠 軋　体部 長石石英濱母藤色粒子 P 44 5， 10％

土 師 器 B （5．1）

A　 は3．9］

立 ち上が り，頚部は屈 曲し，目線部

は外反する。

外面斜位のパケ自調整。 にぷい褐色

普通

遺構確認面

4

杯 底部か ら休部片。平底。体部は外傾 目線 部，体部内 ・外面 ロケロナデ． 長石，石英，小磯 P 融6，灘％　 PL 28

須 恵 器 B　　　 5．5 して立ち上 が り，口縁部は軽 く外反 体部下端手持ちへ ラ削 り。底部一方 灰色 遺構確認商

C　　　 7．3 する。端部は丸 く収 めている。 向のへラ削 り。 良好

5

高台付杯 A　 19．2 高台部から日縁部片。体部 は下位に 日縁 部，体 部内・外面 ロクロナデ。体 長石，石英 P起7，雛％　 PL28

須 恵 器 B　　　 6．0 稜 を有 し，外傾 して立 ち上 り，日録 部下端 回転へ ラ削 り。底部 回転へ ラ 灰色 遺構確認面

0　 12．0 部は軽 く外反する。高台 はハの字状 削 り後 ，高台貼 り付け。焼 成時 に， 良好

E　　 l．3 に開く。 底部 に別個体 （杯の底部）融着。

6

盤 A　 H 7．0］ 高台部か ら目線部片。体部はやや内 ＝縁部，体部内・外面 ロクロナデ．体 長五 小軋　 白色粒千 P 448， 60％

須 恵 器 B　　　 3．7 攣 して外方に開き，屈曲 して目線部 部下端回転へラ削 り。底部回転へ ラ 灰色 遺構確認面

D　 lO．6

E　　 l．0

に至る。 目線部 は軽 く外反する。高

台は外方へふんばる。

削 り後，高台貼 り付け。 良好

7

天 目茶碗

陶　　 器

B　　 l．l

D　　　 4．5

E　　　 O．6

高台部片。平底。高台はハの字状に 高台は削 り出し∴　内面に鉄柵が施軸 長五 石英，白色粒子 P 胡乱 10％

開 く。接地面は平ら。 される。 灰色

良好

遺構確認面

図版番号 種　　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 士　 地　 点 備　　　　　 考
長さ （em ） 幅 （cm） 厚 さ （川） 重宣 （g）

2 3 磨　　　 石 ユ2．2 5．4 5．1 48 0．0 砂岩 遺構確認面 Q 9 4

2 4 石　　　 鉄 2こ4 （ 1．8） 0．2 （ 0．8） チ ャー ト 遺構確認面 Q 9 5　　　　　　 P L 33

2 5 石　　　 鉄 1．8 1．5 0．2 0．4 黒曜石 遺構確 認面 Q 9 6　　　　　　 P L 33

26 尖　 頭　 器 （　 8．1） 2．3 1．2 （ 2 1．8） 頁岩 遺構確認面 Q 9 7　　　　　　 P L 3 3

図版番号 銭　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 鋳年 齢 号）

備　　　　　 考径 （cm） 巨 L 勘 cm）i厚 さ如） 重 最短き

27 永　楽　通　賓 2・4 i　 o・6 ！　 0・15 3．0 明舛咽 ）永楽6糾 408可 M 21遺構確認面　　 PL33
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第190図　遺構外出土遺物実測・拓影図（1）
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第191図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第4節　まとめ

石原遺跡は前節までに述べてきたように，縄文時代から中・近世にわたる複合遺跡であることが明らかにさ

れた。特に弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて，さらに奈良時代に大きな集落が形成されたことも確

認された。ここでは，特徴的な調査成果について時代ごとに整理してまとめとしたい。

1　縄文時代

縄文時代の遺構と思われる陥し穴3基が検出されている。3基の台地上の位置関係は，第1号が南西部，2

号が西部に，3号が南東部に位置している。いずれも斜面部に近い場所に配置されている。形状については第

1号陥し穴の断面形はⅤ字状を呈しており，壁の上位は外傾して立ち上がり，底面に近いほど長径方向に平行

に狭くなり，垂直に立ち上がる。それに対して第2号陥し穴の壁は垂直に立ち上がっている。また，底面に木

杭を立てた痕と思われる小ピットが2か所検出されている。小ピットは，罠あるいは仕掛けを設置するための

ものとも考えられる。この二つの特徴的な性格を合わせもつものが第3号陥し穴である。この時代の住居跡は

確認できなかったが，この地が狩猟の場として利用されていたことがうかがえる。

2　弥生時代

この時代の住居跡には，弥生土器のみのものと古墳時代前期の土師器を伴うものがみられることから，弥生

時代後期後半と弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭とに分け，特に出土土器の特徴及び文様に焦点をあて述

べることとする。

（1）弥生時代後期後半

当該期の遺構は，竪穴住居跡17軒である。17軒の住居跡は，台地の中央から南西部にかけて配置されている。

これらは中央に広場をもつ4・5軒の小グループに分けられ，西部に3グループ，東部に1グループが存在す

る（第192図集落変遷図参照）。土器は，十王台式土器を中心に出土している。器種は，広口の壷形土器が主で

ある。
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広口壷の器高を三段階（太＝50cm前後，中＝30cm前胤小＝20cm前後）に分けて観察してみると，二次焼成

痕があるもの叉は炭化物やススが付着している広日義は，中私小形に多くみられる。太形壷にその痕跡を見
（1）

つけることはできなかった。これらは鈴木素行氏が指摘していることと一致する点である。このことからいえ

ることは大形広日義は水や穀物等の貯蔵具として，中型の小形広口壷は煮炊き具として使用される割合が高か

ったことが想定できる。

これらの土器の全体的な特徴として次の3点があげられる。

①口唇部に突起がつくものが多く見受けられる。

②頚部文様帯は4～6条を単位とする櫛歯状工具による3本の平行沈線で縦区画されるものが多い。

③底部は布目痕が一番多いが，木葉痕も多く見受けられる（総数85個のうち布目痕57胤木葉痕22胤砂昌痕

7個主

このほか広口壷には，複合日録や胴部に附加条一種（附加2条）の縄文が施され，羽状構成をとるものがあ

る。このような異型式の附加条一種（附加2条）の出土土器片の割合は極めて少ない。

当遺跡の周辺には若干の時期差は認められるが，ほぼ同時期の太畑遺跡も矢倉遺跡が存在する。これらの遺

跡から出土している弥生土器には，口唇部には縄文による施文学　またへラ状工具による刻みがある。日録部は

櫛歯状王具により波状文が施されている。頚部文様菅は平行沈線で綻区画され，波状文が充填されている。日

録部と頚部の境には隆帯が巡りタ　隆帯上に指頭による押圧がある。おもに頚部文様帯と胴部文様帯を区画する

ものは櫛措波状文である。胴部には附加条二種欄慨は条）の縄文が施され，羽状構成をとる。底部は布目痕

が多いことなどの共通点が多い。

また，①～③など久慈川流域における弥生土器と様相を異にしている点もみられる。こうしたことから今後

当地の弥生土器を細かく分析することによって滴沼前川流域を一つの文化圏と考えることも可能であろう。

広口壷以外の器種には，小形片口嵐　高塚，鉢（高塚の琢部の可能性も考えられる。），片目皿（高塚を作成

中に断念し，捧部のみを転用した可能性も考えられる。），棒型ミニチュア土乳　立位できない小形壷等がある。

これら特異なもの，あるいは小型土器は，何らかの祭祀に使われたと考えることも可能であろう。

土器以外の出土遺物としては，紡錘車e管状土錘。球状土錘がある。紡錘車は第285・17030や62号住居

跡から合計6点が出土している（弥生後期後半～古墳時代前期初頭の住居跡出土を含めると計9点）。このこと

から当時の人々がこの地で糸を紡いでいたことがうかがわれる。

（2j　弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭

当該期の遺構は，竪穴住居跡6軒（第10e23836e49066967号住居跡）である。6軒の住居跡は遜生後期

後半の住居跡の内側に配置されている（第192回集落変遷図参照）。平面形については，南部に隅丸長方形（第

10e23。67号住居跡），北部に隅丸方形（第36049066号住居跡）の住居跡が存在する傾向がうかがえる。

これらの住居跡からは，十王台式土器と土師器が床面から出土している。また，十王台式土器とともに上稲

書式土器（第67号住居跡），二軒屋式土器（第66号住居跡）が出土している例もみられる。そのうちタ　第66号住

居跡においては，十王台式土器が北西コーナー壁際，土師器壷が南東コーナー壁際から出土している。このよ

うな弥生土器と土師器の僕伴事例は，石岡市外山遺臥大洗町長峰遺臥水戸市大鋸町遺臥　ひたちなか市鷹
（2j

ノ巣遺跡などがあげられる。弥生時代から古墳時代へ移り変わる時期にタ　それまで使用されてきた土器と新し

い文化の土器が混在していたものと考えられる。弥生文化が断絶しタ　中央的要素が強い古墳文化が新たに取り

入れられたのでほなら　弥生的要素を残しつつも古墳文化を受け入れていったのではないかと考えられる。
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また，第67号住居跡出土土器のうち，3の広口壷（P98）は，頚部文様帯は5条を単位とする櫛歯状工具に

よる2本の平行沈線で縦区画され，胴部との境に連弧文が施され，底部の庄痕は当遺跡では数少ない砂昌痕で
（3ラ

ある。これらの特徴は鈴木素行氏が指摘している久慈川流域系の十王台式土器の特徴と一致する。このことは，

この土器は在地のものではなく，久慈川流域から搬入されたものと考えられ，この時期の人々の交流や物の移

動などの一端をうかがうことができる。

3　古墳時代

当該期の遺構は，古墳時代前期（4世紀代）の炉をもつ竪穴住居跡16軒である。住居跡は調査区北部の台地

中央部に集中して配置されている（第192回集落変遷図参照）。これらは出土土器の様相からみて，前項の弥生

時代後期後半～古墳時代前期初頭から，集落として継続していると思われる。第54号住居跡は，当遺跡で最も

規模が大きく，平面形は隅丸方形（7．18×7．12m）である。各住居跡から出土した土器は，婆・相を中心としてタ

高塚，楓　高台付椀，壷，台付乳　鉢，器台等である。嚢などには二次焼成痕がみられるものや煤や炭化物が

付着しているものがあることから煮炊きに使用されたことがうかがわれる。この時期の特徴は，土器以外に，

球状土錘が第ユ3e32055号住居跡を除く，いずれの住居跡からも数多く出土していることである。また，不明

石製品として軽石も出土している（第54e60号住居跡）。球状土錘が網のおもりに，軽石（加工痕有り）が浮子

に使用されたと仮定するならば，位置的環境から言酎召前川を中心とした古矢川・小橋川に挟まれたこの地で，

漁労が盛んに行われていたことが想定できよう。

4　奈良・平安時代

当該期の遺構は，竪穴住居跡42軒である。古墳時代前期以降，再び集落が形成された時期（8世紀前半）で

ある。住居跡は出土土器様相から，8世紀前半から10世紀前半までの4期に区分でき，継続的に集落が営まれ

ていたと考えられる（第192回集落変遷図参照）。ここでは，各期の特徴を述べることとする。

（1）8世紀前半

この時期の住居跡は25軒で，調査区西部に集中し，7，8軒からなる三つの小グループに分けることができ

る。竃を東壁に構築していたのは第21038号住居跡の2軒である。出土遺物は，第31・42号住居跡から墨書土

器が出土している。また，第16号（盤）・第31号住居跡（杯）からは転用硯が出土し，第34号住居跡からほ円

面硯の破片が出土している。

（2）8世紀後半

この時期の住居跡は8軒で，北東部の縁辺部に集中している。竃を東壁に構築していたのは第59号住居跡で

ある。（1巨（2）の竃の構造は，煙道部が壁外に突出し，緩やかに立ち上がるという共通性をもっている。注目さ

れる遺物に内e外面には漆が付着し，底部には「貴」と思われる字が書かれている高台付埠が第57号住居跡か

ら出土している。これらから奈良時代には，この集落に住む人々の中に文字（漢字）を書ける人々が存在して

いたといえる。

（3）9世紀前半～後半

この時期の住居跡は6軒で，調査区中央部から北側に集中している。そのうち，第79号住居跡から羽目，鑑

斧，釘，不明鉄製品等が出土していることから，鍛冶工房跡の存在を考慮して調査を行ったが，検出すること

はできなかった。また，第76号住居跡からは丸柄が出土しており，当地城に律令制に規定された役人が存在し

ていた可能性が考えられる。
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湘10世紀前半

この時期の住居跡は3軒のみで，散在している。当期以後の住居跡は確認できず，この時期をもって集落と

しての終焉を迎える。出土遺物は，第80号住居跡から鋲具，不明鉄製品等が出土している。

各期の様相を述べてきたが，当遺跡の奈良の平安時代の竃に共通していえることは，袖部の構築材は，白色粘

土や音灰色粘土ではなく，粘土化したロームを主体としていることである。その他の出土遺物として，刀子が奈

良時代の住居跡（第59号・第78号）だけではなく∴平安時代の住居跡（第50号・第76号）からも出土している。

以上をまとめると，石原遺跡は，縄文時代には狩猟の場として利用され，弥生時代後期後半から古墳時代前

期にかけてには集落が形成され，人々や物の交流もおこなわれた。古墳時代中期以降，集落は途絶えるが，奈

良時代（8世紀前半）に再び集落が形成される。住人のなかには文字（漢字）を書ける人々もいたようである。

平安時代（9世紀前半～10世紀前半）にはタ　人々のなかに役人が存在した可能性がうかがわれる。このように

当遺跡は，縄文時代から中e近世まで人々の生活の舞台となった複合遺跡であることが明らかになった。

（1）茨城県考古学協会　『茨城県における弥生時代研究の到達点』1999年11月

（2）霞ケ浦町郷士資料館　『霞ケ浦沿岸の弥生文化』1998年8月

山本静男　「外山遺跡5号住居跡についての一考察」『年報』3　茨城県教育財団1984年3月

黒沢彰哉　「茨城県における古式土師器の問題」『婆良岐考古』第3号　婆良岐考古同人会1981年3月

海老澤稔　「十王台式と伴出する土器群の考察」『婆良岐考古』第9号　婆良岐考古同人会1987年5月

佐藤次男　「茨城における弥生時代終末期の　一様相－とくに「王台式土器と正領式土器の共存関係について」

『考古学叢考』下巻　吉川弘文館1988年10月

（3）（1）と同じ
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